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本書の見かた / 表示やマークについて
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本書の見かた

表示やマークについて

安全に関する表示
車に乗っている人や歩行者を含めた他の人が傷害を受ける可能性のあることや、お車が損傷する可能性があることを、回避法ととも
に示しています。

禁止行為は禁止マークが入っています。

その他の表示

指示に従わないと、死亡、または重大な傷害につながるおそれがあります。

指示に従わないと、傷害につながるおそれがあります。
また、お車が損傷する可能性があります。

禁止事項を示しています。

知っておくと便利なこと
知っておいていただきたいこと

グレードやオプションなどにより異なる装備については
よつばマークがついています。

警  告

注  意

知　識
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クイックガイド

クイックガイド
P.216

詳細は「アクセスキーが正常に作動しないとき」（P.663）をご覧ください。

P.258

P.264 P.262

P.272

P.308

P.274
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P.329

P.313

P.216

P.247
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目次

イラスト目次

必読！安全で快適な運転のポイント

1. 安全ドライブ ● シートベルト…36
● SRSエアバッグシステム…52

● 歩行者保護エアバッグ…71 ● お子さまの安全…83

2. メーターの見かた ● コンビネーションメーター …106 ● マルチファンクションディスプレイ…156 ● インフォメーションメーター …201

3. 各部の操作 ● 各部の開閉…208
● セキュリティシステム…251

● 運転前の調整…258 ● スイッチの使いかた…277

4. 運転するとき
● AWD車の特長…300
● エンジン始動…301
● ハンドル…316

● ブレーキ…317
● シフト操作…329

● EyeSight…351
● 運転支援機能…479

5. 室内装備 ● エアコン…522 ● 室内装備…543

6. メンテナンス ● お車の手入れ…564
● 点検整備…572

● 寒冷地での使いかた…624
● 雪や霜の除去…630

● 日常点検…632

7. 万一の場合
● 車載工具…638
● パンクしたとき…639
● 発炎筒…655

● 故障したとき…657
● けん引のとき…678

● オーバーヒートしたとき…686
● 事故が起きたとき…689

8. 仕様一覧 ● 仕様一覧…692 ● カスタマイズ機能…696

困ったときのQ&A、故障と思う前に、さくいん



6

イ

イ
 イ

※

01973

電源ソケット…553

セレクトレバー …329

フューエルリッド（燃料給油口）
オープナーレバー …247

U

シ

電

A

X

（ハザードランプ）スイッチ…295

ートスイッチ…用品取扱説明書

マ

イ

エ

グ

発

ションメーター …106

13

21

フォメーションディスプレイ…129
ラスト目次 / インストルメントパネル周辺

ラスト目次

ンストルメントパネル周辺

本イラストはグレードやオプションなどにより実物と一部異なります。

0

INFO

VIEW

SB電源…555

ートヒータースイッチ…267

動パーキングブレーキ…322

VHスイッチ…480

（エックス）モードスイッチ…337

非常点滅表示灯

オーディオリモ

ルチファンクションディスプレイ…156

ンフォメーションメーター …201

アコン…522

ローブボックス…546

炎筒…655

コンビネー

表示灯…1

警告灯…1

マルチイン
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イラスト目次 / ハンドル周辺

001974

方向指示レバー …284

ライティングスイッチ…277

フォグランプスイッチ…285

イルミネーション
コントロールダイヤル…297

光軸調整ダイヤル…283

VDC OFFスイッチ…495

アイドリングストップ OFF
スイッチ…487

SRVD OFFスイッチ…504

ステアリングスイッチ
（EyeSight）…364

SRH OFFスイッチ…507

ボンネットオープナー
レバー …572
 ハンドル周辺

※ 本イラストはグレードやオプションなどにより実物と一部異なります。

INFO

VIEW

パドルシフトレバー …334

ヘッドランプウォッシャー
スイッチ…291

ワイパー &ウォッシャー
スイッチ…286

INFOスイッチ…157

マルチインフォメーション
ディスプレイ操作スイッチ…129

プッシュエンジンスイッチ…301、308

コイントレイ…548

VIEWスイッチ…157
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イ

 室

※

001725

チ
ス

電
ド

集

パ

フ

前

ルームミラー …273

スポットマップランプ…559、621

サンバイザー（助手席）…545

バニティミラー …545

サンバイザー（運転席）…545

バニティミラー …545

アシストグリップ…557

フロントシートベルト…39
ラスト目次 / 室内・前側

内・前側

本イラストはグレードやオプションなどにより実物と一部異なります。

…55

ルト／テレスコピック
テアリング…272

動リモコン
アミラースイッチ…274

中ドアロックスイッチ…236

ワーウインドゥスイッチ…240

ロントシート…261

席用カップホルダー …543
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イラスト目次 / 室内・後側

001372

ルームランプ…559、620

パワーウインドゥスイッチ…240

リヤシートベルト…42

リヤシートベルト（中央席用）…43

ロックノブ…270

後席用アームレスト…269

後席用カップホルダー …544

チャイルドシートの取り付け…83
 室内・後側

※ 本イラストはグレードやオプションなどにより実物と一部異なります。

前席用アームレスト…266

コンソールボックス…547

電源ソケット…553

USB電源…555
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イ

 荷

※

001374

カ

ジ

パ

カ

買 トノカバー …550

ジャッキ…580、638

けん引フック…678

ドライバー …638

サブトランク…549

チャイルドシートの取り付け…83
0

ラスト目次 / 荷室

室

本イラストはグレードやオプションなどにより実物と一部異なります。

ーゴフック…558

ャッキハンドル…638

ンク修理キット…639

ーゴルームランプ…561、619

い物フック…558
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イラスト目次 / 外観

001901

ドア…231

タイヤ…575

向指示器 兼
滅表示灯（ハザードランプ）
84、295、613

ンプ）…285、601

サイドビューモニター
カメラ…514
 外観

※ 本イラストはグレードやオプションなどにより実物と一部異なります。

フロントワイパー …286、586

ボンネット…572

フロントビューモニター
カメラ…514

けん引フック…678

ヘッドランプウォッシャー …291

側面方
非常点
　…2

前部霧灯（フロントフォグラ

ヘッドランプ…277、607

車幅灯…601、611

前面方向指示器 兼
非常点滅表示灯（ハザードランプ）…284、295、611
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イ

※

001929
け

番
（

リ

ォグランプ）…285、618

イパー …289、587

ウントストップランプ…601

ナ…298

エルリッド（燃料給油口）…247
2

ラスト目次 / 外観

本イラストはグレードやオプションなどにより実物と一部異なります。

ん引フック…684

号表示灯
ライセンスランプ）…616

ヤゲート…249

リヤコンビネーションランプ…614

後面方向指示器 兼 非常点滅表示灯…284、295、614

尾灯…614

制動灯…601

後部霧灯（リヤフ

後退灯…617

リヤワ

ハイマ

アンテ

フュー
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イラスト目次 / 表示灯

HOLD表示灯…117

先行車表示灯…117

自車表示灯…117

車間設定表示灯…117

セット車速表示…117

レーンキープ表示灯…118

レーンキープ先行車表示灯
…118

車線表示灯…118
 表示灯

方向指示器表示灯…113
シフトポジション表示※

…114

ライティングスイッチ表示
灯…114

セレクトインジケーター
…114

ハイビーム／パッシング
表示灯…114

AVH表示灯…115、480

フロントフォグランプ
表示灯…114

AVH作動灯…115、480

リヤフォグランプ表示灯
…114

電動パーキングブレーキ
作動灯…113

ADB表示灯（緑色）※

…114
全車速追従機能付クルーズ
表示灯…116

セキュリティ表示灯
…114、253

定速クルーズ表示灯…117

SRVD OFF表示灯※

…115、505
READY表示灯…117

※ 表示灯の有無はグレードやオプションにより異なります。
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1

ラスト目次 / 表示灯

4

EyeSight一時停止表示灯
（白色）…119

アイドリングストップOFF
表示灯（黄色）
…116、488

EyeSight警告表示灯
（黄色）…119

水温表示灯（青色）…127

車線逸脱警報OFF表示灯
…119

X（エックス）モード表示
灯（SNOW・DIRTモー
ド）…115

プリクラッシュブレーキ
OFF表示灯…120

X（エックス）モード表示
灯（DEEP SNOW・MUD
モード）…115

SRH OFF表示灯※

…116、508
ヒルディセントコントロー
ル表示灯※…116

VDC作動表示灯
…115、493

低温表示灯…120

VDC OFF表示灯
…115、495

RAB OFF表示灯
／一時停止表示灯※

…478

アイドリングストップ表示
灯（緑色）…116、488

※ 表示灯の有無はグレードやオプションにより異なります。
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イラスト目次 / 警告灯

ADB警告灯（黄色）※

…127

VDC警告灯…126、493

SRVD警告灯※

…126、503

オ ー ト ヘ ッ ド ラ ン プ レ ベ
ラー警告灯※…126

水温警告灯（赤色）…127

ステアリング制御警告灯
…127

アイドリングストップ警告
灯（黄色）…127、488

RAB警告灯※…475
 警告灯

ブレーキ警告灯（赤色）
…121

燃料残量警告灯…125

電動パーキングブレーキ警
告灯（黄色）／ブレーキ負圧
系警告灯（黄色）…121、328

ABS警告灯…122、319

シートベルト警告灯…121 AWD警告灯…122

半ドア警告灯…122
SRSエアバッグ警告灯
…70、123

ボンネット開警告灯…122
オイルプレッシャー警告灯
…124

SRH警告灯※…128、508 AT油温警告灯…124

チャージ警告灯…124
歩行者保護エアバッグ警告
灯…81、123

エンジン警告灯…125
LEDヘッドランプ警告灯※

…126

※ 警告灯の有無はグレードやオプションにより異なります。
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必

必読！

必
 お

■



■

機器を取り付けないで

、点検整備用の故障診断装置のみが接

外の機器を接続すると、車両システム

テリーが上がるなど、思わぬトラブル

定機器以外の接続に起因する不具合に

象にはなりません。

す

レメント、エンジンオイル、オイル

チェーンなどの部品は、スバル純正部

正部品以外を使用すると保証を受けら

なることがあります。

ーナーエレメントの変更はエンジンの

。スバル純正部品は、スバル車に合う

られています。

ト」をご覧ください。

に、日常点検整備および定期点検整備

付けられています。
6

読！安全で快適な運転のポイント / お車をお使いいただく上で

安全で快適な運転のポイント

読！安全で快適な運転のポイント

車をお使いいただく上で

キーナンバープレートの保管

• キーナンバーは車両修理やスペアキーを作るときに必要となり

ます。これらのナンバーが打刻してあるプレートを紛失すると、

スペアキーを作ることができません。盗難防止のため車の中には

置かず、大切に保管してください。

• 万一、キーを紛失したときには、盗難を防ぐため紛失したキーの

登録を消去するようお奨めします。登録の消去は、スバル販売店

でのみ行えます。

スバル販売店にご相談ください。

P.208参照

不正改造は絶対にしないで

• 車の性能や機能に適さない部品を取り付けたり、自己流のエンジ

ン調整や配線などを行わないでください。車両火災など思わぬ事

故につながるおそれがあります。

• スバルが国土交通省に届け出をした部品以外のものを取り付け

ると、不正改造になることがあります。スバル販売店にご相談く

ださい（タイヤ、ホイール、マフラーなど）。

■故障診断コネクターに

車の故障診断コネクターには

続できます。故障診断装置以

に悪影響を及ぼしたり、バッ

を招くおそれがあります。特

ついては、メーカー保証の対

■純正部品をお奨めしま

マフラー、エアクリーナーエ

フィルター、冷却水、タイヤ

品の使用をお奨めします。純

れない場合や、故障の原因に

例えば、マフラーやエアクリ

損傷を招くおそれがあります

よう厳しい検査を実施して作

詳しくは「メンテナンスノー

 お出かけ前には

■点検整備を実施して

安全で快適な運転をするため

を実施することが法律で義務

「メンテナンスノート」参照
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で快適な運転のポイント / お出かけ前には

はやめて

での運転は、アクセルペダルやブレーキペ

めず、思わぬ事故につながるおそれがあり

とき

し、背もたれの高さ以上に積まないでくだ

を踏んだとき荷物が移動し、思わぬ事故に

ます。

を置かないでください。急ブレーキをかけ

飛び出し、けがをするおそれがあり危険で

むとき

に直接荷物を積んだり、不用意にロープか

。荷くずれを起こしたり、思わぬ事故につ

す。

きは、別売のスバル純正ルーフキャリアお

使用してください。スバル純正品以外を使

を与えることがあります。

と危険ですので、確実に荷物を固定してく

などの取り扱い上の注意については、ルー

タッチメントに付属の取扱説明書を必ずお
必読！安全

■正しい運転姿勢に調整して

走行前にシート、ハンドル、ヘッドレストの位置を正しい運転姿勢

がとれるように調整し、ドアミラー、ルームミラーなどを適切な位

置に調整してください。

P.258参照

■シートベルトは全員正しく着用して

• 走行する前に必ずシートベルトを正しく着用し、走行中はシート

ベルトを外さないでください。

• 乗員は全員、シートベルトを着用してください。後席でも必ず

シートベルトを着用してください。

• SRSエアバッグは、シートベルトの補助装置でシートベルトに代

わるものではありません。シートベルトは必ず着用してくださ

い。

P.36参照

■運転席の足元はすっきりと

• 足元のまわりにあき缶などの物を放置しないでください。ブレー

キペダルの下に物が挟まってブレーキ操作ができなくなること

があります。

• フロアマットはお車に合ったものを正しく敷いてずれないよう

に固定クリップなどで固定してください。また、フロアマットを

2枚以上重ねて使用しないでください。

フロアマットがずれてアクセルペダルやブレーキペダルに引っ

かかり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

• スバル純正のフロアカーペットをご用意しています。詳しくはス

バル販売店にご相談ください。

■サンダルでの運転

厚底靴やサンダル、下駄

ダルが思うように踏み込

ます。

■室内に荷物を積む

• 荷物はできるだけ低く

さい。ブレーキペダル

つながるおそれがあり

• トノカバーの上に荷物

たときなどに荷物が

す。

P.550参照

■ルーフに荷物を積

• ルーフやルーフレール

けをしないでください

ながるおそれがありま

• ルーフに荷物を積むと

よびアタッチメントを

用すると、車体に損傷

• 走行中荷物が落下する

ださい。

• 固定方法や最大積載量

フキャリアおよびア

読みください。



1

必

■



■

■

してきたと感じたら

てください。

スにより一酸化炭素中毒や、最悪の場

ります。

のまわりの安全を十分確認してくださ

気管や排気ガスの熱により車両火災に

売店で点検を受けて

おそれがあります。そのままにしてお

り、事故につながるおそれがあります

けてください。

振動がするとき

たとき

とき

ているとき

ままのとき

受けたとき（SRVD および RAB 装備

いたり衝撃を受けたとき
8

読！安全で快適な運転のポイント / お出かけ前には

インストルメントパネルの上やハンドル、スイッチ
の近くに物を置かないで

• インストルメントパネルの上に物を置いたまま走行しないでく

ださい。運転者の視界を妨げたり、発進時や走行中に動いて安全

運転の妨げになり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

• スイッチの近くに物を置かないでください。走行中に突然スイッ

チが押され、思わぬ機能が作動したり、場合によっては故障や過

熱・車両火災の原因になります。

• SRSエアバッグが作動したときの衝撃で物が飛び、思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

• ハンドルやその周辺に物を置いたり、ひもやケーブルなどを引っ

かけたりしないでください。スイッチの誤操作を引き起こす原因

になるおそれがあるだけでなく、SRSエアバッグシステムが正常

に作動しなくなるおそれがあります。

P.57、272参照

危険物の持ち込みはやめて

燃料の入った容器や可燃性ガス入りスプレー缶、ガスライターなど

は、炎天下で車内が高温になったとき、車両火災の原因になるおそ

れがあります。また、万一事故が起きたときにも危険です。

排気ガスの換気に気をつけて

車庫など換気の悪い場所でエンジンをかけたままにしないでくだ

さい。車内や車庫などに排気ガスが充満し、一酸化炭素中毒や、最

悪の場合死亡につながるおそれがあります。

■車内に排気ガスが侵入

すみやかに窓を開け、換気し

そのまま放置すると、排気ガ

合死亡につながるおそれがあ

■車の後ろに気をつけて

• お子さまや障害物など、車

い。

• 燃えやすい物があると、排

なるおそれがあります。

■こんなとき、スバル販

次の場合は車が故障している

くと走行に悪影響を及ぼした

のでスバル販売店で点検を受

• いつもと違うにおいや音、

• ハンドル操作に異常を感じ

• ブレーキ液が不足している

• 地面に油の漏れた跡が残っ

• 各警告灯が点灯・点滅した

• リヤバンパーに強い衝撃を

車）

P.359、505参照

• フロントバンパーに傷がつ

P.71参照
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のポイント / お子さまを乗せるときの注意

適合するチャイルドシートは、お子さまの

の質量グループに分類されます。

に適合するチャイルドシートは、お子さま

よってサイズおよび取り付け向きを規定し

ECE R129は、チャイルドシートに関する

です。

によっては身長 71 cm から前向きでの取

いるものもあります。

席に取り付けてください。

お子さまの体重

10 kg以下

13 kg以下

9 kg～18 kg

15 kg～25 kg

22 kg～36 kg

け向き 適用範囲

き
身長、月齢制限はありません

き

身長76 cm以上※2かつ月齢15
か月以上

身長100 cm以上
必読！安全で快適な運転

 お子さまを乗せるときの注意

■お子さまは後席に

助手席ではお子さまの動作が気になったり、お子さまが運転装置に

触れて思わぬ事故につながるおそれがあります。お子さまは後席に

座らせ、必ずシートベルトを着用させてください。6歳未満のお子

さまはチャイルドシートの着用が法律で義務付けられています。

12歳以下、または身長150 cm以下のお子さまが乗車するときは、

必ずチャイルドシートを使用してください。また、チャイルドシー

トは後席に取り付けて使用してください。後席がお子さまにとって

最も安全な乗車位置です。

P.54、83参照

■チャイルドシートを使用して

• お子さまの年齢や体格に合わせ、適切なチャイルドシートを選ん

でください。

• チャイルドシートの取り付け方法および取り外し方法は、それぞ

れチャイルドシートに付属の取扱説明書をご覧ください。

• この車は、2006年10月1日施行の保安基準に適合したロアアン

カレッジを標準装備しています。

• ECE R44※1の基準に

体重によって次の5つ

• ECE R129※1 の基準

の身長および月齢に

ています。

※1: ECE R44および

国際的な安全基準

※2: チャイルドシート

り付けに対応して

• チャイルドシートは後

質量グループ

0

0+

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

種類 取り付

ベビーシー
ト

後ろ向

チャイルド
シート

後ろ向

前向き

ジュニア
シート

前向き



2

必

■

■



ないで

ったり、急ブレーキ時に思わぬけがを

をつけて

ときには大きな力が働きます。挟まれ

する前にお子さまが窓から顔や手を出

ください。

小さなお子さまにはスイッチ操作をさ

、パワーウインドゥのロックスイッチ

ください。

、手や首を挟むことを防止します。

一緒に

思わぬ事故を防ぐため、必ずエンジン

にしてキーを携帯し、お子さまを連れ

まや身体の不自由な方は、車内に残さ

車内は高温となり、熱中症などにつな

も途中で止まることがあり、思わぬ事

ます。
0

読！安全で快適な運転のポイント / お子さまを乗せるときの注意

• 助手席にチャイルドシートを絶対に取り付けないでください。

SRSエアバッグが作動したときに強い衝撃を受け、命にかかわる

ような重大な傷害につながるおそれがあります。

• チャイルドシートはお子さまを乗せていないときでもしっかり

とシートに固定しておいてください。また、荷室に収納する場合

でもロープなどを利用して固定してください。固定しないまま客

室または荷室に放置すると、ブレーキをかけたときなどにチャイ

ルドシートが動き乗員や物に当たるなどして、思わぬ事故につな

がるおそれがあります。

お子さまにも必ずシートベルトを

• お子さまにもシートベルトを適正な位置に調整し着用させてく

ださい。適正な位置でシートベルトを着用できないお子さまに

は、チャイルドシートを使用してください。

• 膝の上でお子さまを抱いていると、衝突したとき十分に支えるこ

とができず、重大な傷害につながるおそれがあります。

• シートベルトは一人用です。お子さまを抱いたままでのシートベ

ルトの着用は絶対にしないでください。

• お子さまを SRS エアバッグの前やシートの上に立たせた状態で

は走行しないでください。

ドアの開閉に注意して

• 開閉、施錠は必ず大人が行ってください。開閉するときはお子さ

まの手や足などを挟まないように注意してください。また、安全

のため、チャイルドプルーフをご利用ください。

P.231参照

• ドア開閉時、ドアハンドルに指・爪などを挟まないように注意し

てください。

■窓から顔や手を出させ

走行中、車外の物などに当た

するおそれがあり危険です。

■パワーウインドゥに気

• パワーウインドゥが閉まる

ると危険ですので、操作を

していないことを確認して

• 挟まれると危険ですので、

せないでください。

• お子さまを乗せるときには

をロック状態にしておいて

お子さまがいたずらをして

P.243参照

■車から離れるときはご

• お子さまのいたずらによる

スイッチをLOCK（OFF）

てお車を離れてください。

• 特に乳児など小さなお子さ

ないでください。炎天下の

がるおそれがあります。

エアコンを作動させていて

故につながるおそれがあり
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のポイント / CVT 車の特徴と運転上の注意

置は目で確認

は“P”、前進するときは“D”、後退す

あることを目で確認してください。

ペダルの踏み込みはゆっくりと

踏み込むと、急発進して思わぬ事故につな

発進時はゆっくりとアクセルペダルを踏み

レバーを“N”にしないで

なくなり、思わぬ事故につながるおそれが

正しい位置で

側のシフトポジションに入れたまま惰性で

れたまま惰性で前進することは絶対にやめ

が停止し、ブレーキの効きが悪くなったり、

りして思わぬ事故や故障につながるおそれ

P” にして、電動パーキングブ
け、エンジンスイッチを LOCK

したり、乗り込むときに誤ってアクセルペ

て思わぬ事故につながるおそれがあります。

にして電動パーキングブレーキを確実にか

LOCK（OFF）にしてください。
必読！安全で快適な運転

 CVT車の特徴と運転上の注意

■強い加速を必要とするときキックダウンができま
す

• 走行中にアクセルペダルを深く踏み込むと自動的に低速ギヤに

切り替わります。これを「キックダウン」といい、強い加速力を

必要とするときに使用します。

• セレクトレバーを “M”（マニュアルモード装備車）、または

“L”（L レンジ装備車）にしているときは、キックダウンはで

きません。キックダウンを行う必要のあるときは、“D”に戻し

てください。

■ブレーキペダルは右足で

• エンジンを始動する前にペダルの位置を確認してください。ペダ

ルの踏み間違いは思わぬ事故につながります。

• アクセルペダルとブレーキペダルは右足で操作してください。慣

れない左足でのブレーキ操作は緊急時の反応が遅れることがあ

り危険です。

■セレクトレバーの操作は確実に

• 発進時、セレクトレバーの操作を行うときは、アクセルペダルか

ら足を離し、ブレーキペダルを踏みながら操作をしてください。

• エンジン始動後、セレクトレバーはブレーキペダルを踏まないと

“P”から動かないようになっています。また、アクセルペダル

を踏んだまま操作すると急発進して思わぬ事故につながるおそ

れがあります。

• 誤発進防止のため、後退した後はセレクトレバーをすみやかに

“R”から“P”または“N”にする習慣をつけてください。

■セレクトレバー位

エンジンを始動するとき

るときは“R”の位置に

■発進時、アクセル

アクセルペダルを急激に

がるおそれがあります。

込んでください。

■走行中はセレクト

エンジンブレーキが効か

あります。

■セレクトレバーは

セレクトレバーを前進

後退したり、“R”に入

てください。エンジン

ハンドルが重くなった

があります。

■駐車するときは “
レーキを確実にか

（OFF）にします

お車がひとりでに動き出

ダルを踏むと急発進し

セレクトレバーを“P”

け、エンジンスイッチを

P.25、322参照
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必

■
（

 走

■



、直ちに安全な場所に停車し、スバル

そのまま走行すると思わぬ事故につな

るときは、高温部に触れないでくださ

のため、やけどをするおそれがありま

対に触れないでください。重大な傷害

す。

安全な場所に直ちに車を止め、ブレー

漏れ、各部に損傷がないかを確認して

ありますので排気管には触れないよう

や異常がある場合は、スバル販売店に

たときは、急ブレーキをかけないでく

握り、徐々にスピードを落としなが

し、ゆっくりと安全な場所に停車して

のせたまま運転しないで

たり、ブレーキが過熱して効きが悪く
2

読！安全で快適な運転のポイント / 走行するときには

お車から離れるときはエンジンスイッチを LOCK
OFF）にして

• セレクトレバーを“P”にして電動パーキングブレーキを確実に

かけエンジンスイッチをLOCK（OFF）にしてください。

• クリープ現象※でお車がひとりでに動き出したり、乗り込むとき

誤って急発進し思わぬ事故につながるおそれがあります。

※ エンジンがかかっているとき、セレクトレバーが“P”または“N”

以外でアクセルペダルを踏まなくても、ゆっくりと車が動き出

す現象。

行するときには

タイヤ交換のときは

4輪のうち1輪でも異なるタイヤを装着していると、車両の駆動系

の損傷や最悪の場合、車両火災につながるおそれがあり危険です。

また、操縦性・ブレーキ性能に影響し、事故につながるおそれがあ

ります。タイヤの交換を行う場合は、次の事項をお守りください。

冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着するときも同様です。

• 4輪とも必ず指定サイズで、同一サイズ、同一メーカー、同一銘

柄および同一トレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してく

ださい。

• 著しく摩耗したタイヤは使用しないでください。

• 摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しないでください。

• タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。

P.578、695参照

■走行中異常があったら

• 警告灯が点灯・点滅したら

販売店にご連絡ください。

がるおそれがあります。

P.121参照

• ボンネットを開けて点検す

い。ボンネット内部は高温

す。

• エンジンの回転部分には絶

につながるおそれがありま

• 床下に衝撃を受けたときは

キ液や燃料の漏れ、オイル

ください。やけどの危険が

に注意してください。損傷

ご連絡ください。

• 走行中にタイヤがパンクし

ださい。ハンドルを確実に

ら、そのまままっすぐ運転

ください。

P.639参照

■ブレーキペダルに足を

ブレーキの部品が早く摩耗し

なるおそれがあります。
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快適な運転のポイント / 走行するときには

ンブレーキの併用を

み続けるとブレーキが過熱してブレーキが

があります。シフトダウンしてエンジンブ

さい。

、低速ギヤへ変速することをいいます。マ

備車は、パドルシフトの のレバーを手前

ジ装備車は、セレクトレバーを“L”にし

は、走行中にアクセルペダルを戻したとき

果のことをいいます。低速ギヤに入れるほ

エンジン回転数がタコメーター（エンジン

ーンに入らないようにしてください。

にエンジンの低回転領域でブレーキを使用

キブースター（制動力倍力装置）のアシス

くなり、ブレーキペダルを踏むとき通常よ

る場合があります。

ンジンブレーキは、道路状況や車間距離に

さい。

安全な速度で運転してください。

ハンドルを確実に握っていても不意の突風

故の原因になるおそれがあります。
必読！安全で

■洗車後や水たまりを走行した後はブレーキの効き
確認を

• 路面がぬれると滑りやすくなります。

ぬれた路面や滑りやすい路面の走行は、通常より注意して安全運

転を心がけて慎重に行ってください。特に雨の降り始めは注意し

てください。また、急ブレーキ、急ハンドルなどやエンジン回転

数が急上昇するような急なシフトダウンは避けてください。タイ

ヤがスリップして思わぬ事故につながるおそれがあります。

• 水のたまった道路を高速で走行すると、タイヤと路面の間に水が

入り込み、ハンドルやブレーキが効かなくなり危険です（ハイド

ロプレーニング現象）。スピードを落として走行してください。

特に摩耗したタイヤは、ハイドロプレーニング現象が起こりやす

いので注意してください。

• 水たまり走行後や洗車後、ブレーキの効きが悪くなることがあり

ます。ブレーキペダルを軽く踏んで効きを確認してください。ブ

レーキの効きが悪い場合は前後の車に十分注意して低速で走行

しながら効きが回復するまで、ブレーキペダルを数回踏んでくだ

さい。

■冠水した道路を走行しないで

冠水した道路を走行すると、エンストするだけでなく、電装品の

ショート、エンジン損傷などの重大な車両故障につながるおそれが

あります。

万一、水中に浸かってしまったときは、必ずスバル販売店で点検を

受けてください。

■下り坂ではエンジ

• ブレーキペダルを踏

効かなくなるおそれ

レーキを併用してくだ

－ シフトダウンとは

ニュアルモード装

に引きます。Lレン

ます。

－ エンジンブレーキと

に起こるブレーキ効

どよく効きますが、

回転計）のレッドゾ

－ シフトダウンせず

し続けると、ブレー

ト力（補助力）が弱

り強い力が必要とな

• シフトダウンによるエ

注意して使用してくだ

■横風に注意して

ハンドルを確実に握り、

走行速度が速過ぎると、

で車の進路が乱され、事



2

必

■

■

■

警報

なるとブレーキペダルを踏むたびに

）がします。

にスバル販売店で交換してください。

には

スタッドレスタイヤ）で

は冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）

結路でスリップし危険です。

タイヤ）は、4輪とも必ず指定サイズ

カー、同一銘柄および同一トレッドパ

を装着してください。

用しないでください。

ぜて使用しないでください。

圧に保ってください。

て

タイヤ）を装着していても、急発進、

ンドルは避けてください。タイヤのグ

進路をコントロールできなくなる場合

をお奨めします。

セレクトレバーを“M”にし、パドル

す。
4

読！安全で快適な運転のポイント / 雪道走行するときには

燃えやすいものに注意して

• 路上に燃えやすいもの（枯葉など）があると排気管や排気ガスの

熱により着火するおそれがあります。燃えやすいものの上や付近

で停車または走行するときは、注意してください。

• 枯れ草、紙、油、木材など燃えやすいものがあるところには、車

を止めないでください。排気管や排気ガスの熱により車両火災に

つながるおそれがあります。

• 車の後ろに木材、ベニヤ板など燃えやすいものがあるときは、30

cm以上離して止めてください。すき間が少ないと排気ガスによ

り変色や変形を起こしたり、車両火災につながるおそれがありま

す。

こんなことにも注意してください

• 急発進、急加速、急ブレーキ、急ハンドルは避けてください。

• 車間距離は十分にとってください。

• ぬかるみなどでタイヤがスタック（立ち往生）したときはタイヤ

を高速で回転させないでください。タイヤがバースト（破裂）し

たり、異常過熱により思わぬ事故につながるおそれがあります。

• エンジンルーム内および車体床下に、ねこやねずみなどの小動物が

いないことを確認してください。エンジン始動時に、ファンやベル

トに小動物が巻き込まれ、車体に損傷を与えることがあります。

適切なエンジン回転数で運転を

• 新車の慣らし運転中（1,000 kmまで）……4,000 rpm以下

• 慣らし運転後……タコメーター（エンジン回転計）のレッドゾー

ン未満

■ブレーキパッドの摩耗

パッドが摩耗して交換時期に

金属的な摩擦音（キーキー音

音が発生したときはすみやか

 雪道走行するとき

■4輪とも冬用タイヤ（

• 雪道走行が予測される場合

を用意してください。

一般タイヤでは、雪道、凍

• 冬用タイヤ（スタッドレス

で、同一サイズ、同一メー

ターン（溝模様）のタイヤ

• 著しく摩耗したタイヤは使

• 摩耗差の著しいタイヤを混

• タイヤの空気圧を指定空気

■控えめな運転を心がけ

• 冬用タイヤ（スタッドレス

急加速、急ブレーキ、急ハ

リップ力が失われ、お車の

があります。

• 発進時は、2速ギヤの使用

マニュアルモード装備車は

シフトレバーで2速にしま
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な運転のポイント / 駐・停車するときには

ンジンスイッチをLOCK（OFF）

ンジンスイッチをLOCK（OFF）にしてく

識にアクセルペダルを踏み続けたり、セレ

りして思わぬ事故やオーバーヒート、車両

があり危険です。また、風通しのよくない

毒や、最悪の場合死亡につながるおそれが

雪時に駐車するときは、エンジンをかけた

い。エンジンをかけた状態で車のまわりに

スが車内に侵入して一酸化炭素中毒や、最

るおそれがあり危険です。

いに回した状態を続けないで

ンを始動したままハンドルをいっぱいに回

ださい。

は、エンジンスイッチをLOCK（OFF）に

ず、エンジンスイッチがONでボンネット

ンに注意してください。

態では、エンジンが停止していてもエンジ

と、エンジンルーム内の冷却ファンが作動

に触れるとけがをするおそれがあります。
必読！安全で快適

■タイヤチェーンは前輪に

• タイヤチェーンは、予測できない降雪や雪道に遭遇した場合など

の非常用装備品です。タイヤチェーンは、前輪に装着してくださ

い。

• タイヤチェーンを取り付けると、後輪が滑りやすくなります。後

輪が滑り出すと、ハンドルでお車の進路をコントロールすること

が難しくなります。急発進、急加速、急ブレーキ、急ハンドルな

どを避け、路面の状況に合った安全な速度（30 km/h 以下）で

慎重に運転してください。

• タイヤチェーンは「スバル純正チェーン」を使用してください。

 駐・停車するときには

■坂道に駐車するときは

坂道に駐車する場合には、無人で車が動き出すなど思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。次の処置をしてください。

1. 電動パーキングブレーキを確実にかけ、車が動き出さないことを

確認します。

P.322参照

2. セレクトレバーを“P”に入れます。

3. 輪止め（タイヤストッパー）をします。

なお、急な坂道での駐車は避けてください。

■車の移動はエンジンをかけて

坂道などで、エンジンをかけなくても車を動かせる場合でも、必ず

エンジンを始動して移動してください。エンジンをかけないで移動

すると、ブレーキの効きが悪かったり、ハンドル操作が重くなり思

わぬ事故につながるおそれがあります。

■駐車するときはエ
にして

• 仮眠するときは必ずエ

ださい。仮眠中に無意

クトレバーを動かした

火災につながるおそれ

場所では一酸化炭素中

あります。

• 雪が積もった場所や降

ままにしないでくださ

雪が積もると、排気ガ

悪の場合死亡につなが

■ハンドルをいっぱ

車庫入れなどで、エンジ

した状態を続けないでく

P.316参照

■冷却ファンに注意

ボンネットを開ける場合

してください。やむを得

を開ける際は、冷却ファ

エンジンの温度が高い状

ンスイッチをONにする

することがあります。

回転している冷却ファン



2

必

 S

■

用して

はシートベルトを補助する装置でシー

ありません。SRSエアバッグシステム

どを防止できないばかりか、エアバッ

けてしまいます。

し、正しい運転（乗車）姿勢をとらな

Sエアバッグシステムの効果が十分発

うな重大な傷害につながるおそれがあ

を着用してください。

は

ださい。

取り付けてください。

イルドシートの着用が法律で義務付け

0 cm以下のお子さまが乗車するとき

ャイルドシートを使用してください。

法はチャイルドシートに付属の取扱

を絶対に取り付けないでください。

とき、強い衝撃を受け、命にかかわる

るおそれがあります。
6

読！安全で快適な運転のポイント / SRS エアバッグシステム

RSエアバッグシステム

SRSエアバッグシステムとは

SRSエアバッグのSRSとはSupplemental Restraint Systemの

略で、乗員補助拘束装置の意味です。

すべての SRS エアバッグはエンジンスイッチが ON のときのみ作

動可能になります。

運転席、助手席SRSエアバッグは車両前方から乗員が重大な傷害を

受けるおそれのある大きな衝撃を受けた場合に作動し、シートベル

トが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の頭部や胸部などへの

衝撃をやわらげる装置です。

SRSニーエアバッグは運転席 SRSエアバッグと同時に作動し、前

方に移動する運転者の下肢への衝撃をやわらげる装置です。また、

下肢の動きを受けとめることで姿勢の変化をおさえ、身体全体の保

護効果を高めます。

SRS サイドエアバッグは車両側方から乗員が重大な傷害を受ける

おそれのある大きな衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身

体を拘束する働きと併せて、前席乗員の主に胸部や腰部への衝撃を

やわらげる装置です。

SRS カーテンエアバッグは車両側方から乗員が重大な傷害を受け

るおそれのある大きな衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトが

身体を拘束する働きと併せて、前席と後席乗員の主に頭部への衝撃

をやわらげる装置です。

■シートベルトは必ず着

• SRS エアバッグシステム

トベルトに代わるものでは

だけでは身体の飛び出しな

グ本体からの衝撃を直接受

• シートベルトを正しく着用

いと、衝突などのとき、SR

揮されず、命にかかわるよ

ります。

• 同乗者も必ずシートベルト

P.36、258参照

■お子さまを乗せる場合

• お子さまは後席に乗せてく

• チャイルドシートは後席に

• 6歳未満のお子さまはチャ

られています。

• 12歳以下、または身長15

は、必ず（スバル純正）チ

チャイルドシートの使用方

説明書をご覧ください。

• 助手席にチャイルドシート

SRSエアバッグが作動した

ような重大な傷害につなが

P.19、54、83参照
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運転のポイント / 燃料を給油するときには

を開ける前に車体または給油機などの金属

ッドに触れて身体の静電気を除去してくだ

燃料に引火して車両火災にいたるおそれが

開ける場合は、必ずキャップのツマミ部分

回して開けてください。

きに、“シュー ”という音がしたときは、

ゆっくり開けてください。急に開けると給

しが発生し、車両火災になるおそれがあり

ューエルキャップを開けるなど、給油操作

ください。燃料給油口に他の人を近づけな

給油口に給油ガンのノズルを確実に挿入し

浅く挿入し継ぎ足し給油を行うと、オート

燃料がこぼれる場合があります。

トに戻らないでください（座ることで帯電

。

動停止した時点で止めてください。気温な

があふれ、車両火災になるおそれがありま

キャップを“カチッ ”と音がするまで右

ていることを確認してください。キャップ

ないと走行中に燃料が漏れて車両火災にな
必読！安全で快適な

 燃料を給油するときには

■必ず指定燃料をご使用ください

• 無鉛レギュラーガソリンを使用してください。有鉛ガソリンを使

うと触媒を劣化させます。

• 給油時に指定されている燃料であることを確認してください。

• 指定以外の燃料（粗悪なガソリン、軽油、アルコール系燃料※な

ど）やガソリン添加剤を使用すると、エンジンの始動性が悪くな

り、ノッキングが発生し、出力が低下する場合があります。ま

た、そのまま使うとエンジンや燃料系統部品が損傷するおそれが

ありますので、指定燃料以外は使用しないでください。

※ アルコールが主成分の高濃度アルコール含有燃料。日本工業規格

（JIS）や「揮発油の品質の確保に関する法律」が定めたガソリン

規格に適合している ETBE や E3 などのバイオガソリンは使用で

きます。

■給油時には必ず次のことをお守りください

• エンジンスイッチを必ずLOCK（OFF）にしてください。

• 車のドア、窓は閉めてください。

• 給油時は火気厳禁です。

タバコなどの火気を絶対に近づけないでください。引火して車両

火災にいたるおそれがあります。こぼれた燃料はすみやかに拭き

取ってください。

• 燃料の取り扱いは屋外で行ってください。

• ガソリンスタンド内に掲示されている注意事項をお守りくださ

い。

• フューエルキャップ

部分や、静電気除去パ

さい。

静電気による火花が

あります。

• フューエルキャップを

を持ち、ゆっくり左に

キャップをゆるめたと

その音が止まってから

油口より燃料の噴き返

ます。

• フューエルリッド、フ

は必ずお一人で行って

いでください。

• 給油するときは燃料

てください。

ノズルを浮かしたり、

ストップが作動せず、

• 給油中は、車内のシー

することがあります）

• 給油は、給油ガンが自

どの変化により燃料

す。

• 給油後は、フューエル

に回し、確実に締まっ

が確実に締まってい

るおそれがあります。



2

必

■

 こ

■

■

スプレー缶などを放置しない

にガスライターやスプレー缶などを

が高温になるためガスライターやスプ

があります。

して

亀裂および継ぎ手部の損傷など、排気

必ずスバル販売店で点検を受けてくだ

気ガスが車内に侵入し、一酸化炭素中

がるおそれがあります。

きキャップを外さないで

ンクが熱いときはキャップを外さな

噴き出すおそれがあり危険です。

きには

常が起きたり、車両火災など思わぬ事

す。

用する

用する

談ください。

について

れるすべての電子・電装システムに悪

すので、取り付けないでください。
8

読！安全で快適な運転のポイント / こんなことにも注意を

• 車に合ったスバル純正のフューエルキャップ以外は使用しない

でください。純正品を使わないと車両火災などを引き起こし、そ

の結果重大な傷害に及ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれが

あります。

• 給油中に、燃料を車にこぼさないようにしてください。塗装面を

侵すおそれがあります。こぼれた燃料はすみやかに拭き取ってく

ださい。

給油時に気化した燃料を吸いこまないように注意
してください

燃料の成分には有害な物質を含んでいるものもあります。気化した

燃料を吸いこまないよう、注意してください。

んなことにも注意を

走行中は携帯電話を使わないで

法律により、自動車の運転者が走行中に携帯電話などを手で保持し

て通話したり、メールの送受信などのために画面を注視することは

禁止されています。

アクセサリーの取り付けに注意

フロントガラスにアクセサリーを取り付けると、視界の妨げになっ

たり、吸盤がレンズの働きをして車両火災を起こしたり、助手席

SRS エアバッグが作動したときアクセサリーが飛んでけがをする

など思わぬ事故につながるおそれがあります。

■車内にガスライター、
で

炎天下で駐車するときは車内

放置しないでください。車内

レー缶などが爆発するおそれ

■排気管をときどき点検

排気管の腐食などによる穴や

管の異常に気づいた場合は、

さい。そのまま使用すると排

毒や、最悪の場合死亡につな

■ラジエーターが熱いと

ラジエーターやリザーバータ

いでください。蒸気や熱湯が

■電装品を取り付けると

次の場合、電子制御系統に異

故につながるおそれがありま

• 取り付け、取り扱いを誤る

• 容量の異なるヒューズを使

• スバル純正以外の部品を使

詳しくはスバル販売店にご相

■RF送信機の取り付け

RF 送信機は、お車に搭載さ

影響を与える可能性がありま
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な運転のポイント / こんなことにも注意を
必読！安全で快適

■車止めなどに注意して

次のような場合には、バンパーやマフラーなど車体下部を損傷する

おそれがありますので、十分に注意してください。

• 車止めのある場所への駐車

• 路肩に沿っての駐車

• 平坦路から上り坂・下り坂および上り坂・下り坂から平坦路への

乗り入れ

• 路肩等段差のある場所への乗り降り

• 凹凸やわだちのある道路の走行

• くぼみ（穴）のある個所の通過

■点検整備をするときは

スバル販売店はスバル車を点検整備するための設備、技術、知識の

すべてを兼ね備えています。お客様が安心してお車にお乗りいただ

くためにも、点検整備はお近くのスバル販売店にご用命ください。



必

3

 ア

■



読！安全で快適な運転のポイント / アイドリングストップ使用上の注意

0

イドリングストップ使用上の注意

アイドリングストップの作動を確認

P.483参照

001387



ント / アイドリングストップ使用上の注意

31
必読！安全で快適な運転のポイ

■アイドリングストップ使用中の注意点

アイドリングストップは運転者や外部からの操作により、ブレーキペダルを踏んだまま

でも、安全確保のためにエンジンが停止、または再始動することがあります。

■アイドリングストップ中に運転席シートベルトを外したり、運転席
ドアを開けたりしないで

アイドリングストップ中に運転席シートベルトを外したり、運転席ドアを開けたりする

と、ブレーキペダルから足を離さなくても、エンジンが自動的に再始動することがあり

ます。ブレーキペダルから足を離すと、お車が動き思わぬ事故につながるおそれがあり

ます。

001388



必

3

■

読！安全で快適な運転のポイント / アイドリングストップ使用上の注意

2

アイドリングストップ中にボンネットを開けないで

運転者が車内でブレーキペダルを踏んでいても、アイドリングストップ中にボンネット

を開けると、安全を確保するため通常のエンジン停止状態になります。

この場合、坂道でお車が動く、ハンドル操作が重くなる、ブレーキが効きにくくなるな

どの可能性があり危険です。

001389

001398



ント / アイドリングストップ使用上の注意

33
必読！安全で快適な運転のポイ

■車外に出るときは

お車を完全に停止させ、ブレーキペダルを踏んだままの状態で電動パーキングブレーキ

を確実にかけます。

セレクトレバーを“P”に入れ、エンジンスイッチをLOCK（OFF）にしてください。

001399



必

3

 E

■

※

知  識
は衝突が発生したときにデータを記
ます。
走行時にはデータは記録されませ

情報（例：氏名・性別・年齢・衝突
）は記録されませんが、事故調査の
法執行機関などの第三者が、通常の
きとして収集した個人を特定できる
のデータと EDR データを組み合わ
使用することがあります。
で記録されたデータを読み出すには、
な装置を車両または EDR へ接続す
要があります。
バルにくわえ、法執行機関などの特
な装置を所有する第三者が車両また
EDR に接続した場合でも情報を読
出すことができます。
読！安全で快適な運転のポイント / EDR（イベントデータレコーダー）

4

DR（イベントデータレコーダー）
お車には、EDR（イベントデータレコーダー）が装備されています。EDRは、一定の衝

突や衝突に近い状態（SRS エアバッグの作動および路上障害物との接触など）が発生し

たときに車両システムの作動状況に関するデータを記録します。EDR は車両の動きや安

全システムに関するデータを短時間記録するように作られています。ただし、衝突の程

度と形態によっては、データが記録されない場合があります。

EDRは次のようなデータを記録します。

• 車両の各システムの作動状況

• アクセルペダルおよびブレーキペダルの操作状況

• 車速

• SRSエアバッグおよび歩行者保護エアバッグ作動に関する情報

これらのデータは、衝突や傷害が発生した状況を把握するのに役立ちます。

EDRデータの情報開示

次の場合を除き、スバルはEDRで記録されたデータを第三者へ開示することはありませ

ん。

• お車の使用者の同意（リース車は借主の同意）がある場合

• 警察・裁判所・政府機関など法的強制力のある要請に基づく場合

• スバルが訴訟で使用する場合

ただし、スバルは

• データを車両安全性能の研究に使用することがあります。

• 使用者・車両が特定されないデータを調査目的で第三者に開示することがあります。

ここでいうスバルは、株式会社ＳＵＢＡＲＵを意味しています。

• EDR
録し

• 通常
ん。

• 個人
場所
際に
手続
種類
せて

• EDR
特別
る必

－ ス
別
は
み
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ートベルト

ライブ

ート
ート

シートベル

用方法に従

行中はシー
 / シートベルトの正しい着用

ベルト
ベルトの正しい着用
トは正しく着用しないと効果が半減したり、危険な場合があります。次の使

って走行前に運転者は必ず着用し、同乗者にも必ず着用させてください。走

トベルトを外さないでください。

102486
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シートベルト / シートベルトの正しい着用

次ページへ ⇒

ある方も、万一のときに備えシートベル

を受けるおそれがありますので医師に相
確認してください。
ベルトは腹部を避けて腰骨のできるだけ
り着用してください。肩ベルトは確実に
避けて胸部にかかるように着用してくだ

クルや巻き取り部に異物が入らないよう

ルトを必ず着用させる。
を抱いていても、急ブレーキや衝突した
ることができず、お子さまへの重大な傷
れがあります。

102126
警  告
シートベルトの着用は、次のことを必ずお守りください。守ら
ないと正常に作動せず、重大な傷害につながるおそれがありま
す。
• 走行する前に全員が必ずシートベルトを着用する。
• 二人以上で一本のシートベルトを使用しない。
• タングプレートを正しいバックルに確実に装着する。
• シートベルトはねじれたり、裏返しの状態で使用しない。
－ ねじれたり裏返しになっているとベルトの幅が狭くなった

り、局部的に強い力を受けて万一のとき危険です。
• シートベルトは腰骨のできるだけ低い位置に密着させて着用

する。
－ 柔らかい腹部にかけた場合は万一のとき強い圧迫を受け、

重大な傷害につながるおそれがあります。
• 肩ベルトは脇の下を通さずに確実に肩にかける。
－ 肩に十分にかかっていないと上半身が拘束されず十分な効

果を発揮しません。
• 正しい運転（乗車）姿勢でシートベルトを正しく着用する。
P.36、258参照
• シートの背もたれを必要以上に倒して走行しない。
－ 衝突したときなどに身体がシートベルトの下にもぐり、腹

部などに強い圧迫を受け、重大な傷害につながるおそれが
あります。

• ハンドルやインストルメントパネルに必要以上近づいて運転
しない。

• シートベルトを洗濯バサミやクリップなどでたるませない。

• 妊娠中の方や疾患の
トを着用する。

－ 局部的に強い圧迫
談し、注意事項を

－ 妊娠中の方は、腰
低い位置にぴった
肩に通し、腹部を
さい。

• シートベルトのバッ
にする。

• お子さまもシートベ
－ 膝の上でお子さま

ときなど十分支え
害につながるおそ



3

シ

きは、交換するシートベルト位置
ル純正品を使用する。
外しなどはしない。
果を発揮せず重大な傷害を受ける

注  意
なっている場合、樹脂部分を持っ

が熱くなり、やけどをするおそれ
8

ートベルト / シートベルトの正しい着用

• シートベルトを着用したときベルトが首、あご、顔などに当
たるお子さまはスバル純正チャイルドシート（別売）を使用
する。

－ シートベルトは大人用に設計されています。
－ 万一のとき、ベルトによる負傷を防ぎます。

チャイルドシートの使用方法はチャイルドシートに付属の
取扱説明書をご覧ください。

－ お子さまは、後席に乗せてください。
• お子さまをシートベルトで遊ばせない。
－ シートベルトを身体に巻きつけて遊んだりすると、窒息す

るなどの重大な傷害につながるおそれがあります。
－ 万一、シートベルトが身体に巻きついて外せなくなった場

合は、はさみなどでベルトを切断してください。

• シートベルトにほつれや切り傷ができたり、金具部などが正
常に動かなくなったときは、シートベルトを交換する。

－ 装着した状態で万一事故にあった場合は、外観に異常がな
くても必ずスバル販売店で交換してください。
そのまま使用すると正常に働かず、十分な効果を発揮しま
せん。

200364

• シートベルトを交換すると
用として認可された、スバ

• シートベルトの改造や取り
－ 衝突などのとき十分な効

おそれがあります。

• 炎天下などで室内が高温に
て着用する。

－ シートベルトの金属部分
があります。



シートベルト / フロントシートベルト

39
次ページへ ⇒

 フロントシートベルト
シートベルトは、身体の動きに合わせて自由に巻き取り、引き出しができますが、強い

衝撃を受けたときやベルトを急激に引き出そうとすると、ベルトおよびタングが自動的

にロックされます。また、衝突した際は、一定以上の負荷がかからないようになってい

ます。

■3点式シートベルト

●着用のしかた

1. タングプレートを手で持って、ゆっくり

引き出します。

ベルトが引き出せないときはベルトをゆ

るめてもう一度ゆっくり引き出します。

それでも引き出せないときは、一度ベル

トを強く引いてからベルトをゆるめ、再

度ゆっくりと引き出します。

201919



シ

4

警  告
ダーアジャスターを調整するとき
のことをお守りください。守らない
したときなどにシートベルトが十分
を発揮せず、重大な傷害を受けるお
あります。
トベルトが首に当たらないように、
、肩の中央に十分かかるようにでき
け高い位置に調整する。
した後は、確実に固定されているこ
確認する。

知  識
ダーアジャスターが上がらない場
ートベルトが引き出せず固定された
なっていることがあります。シート
が引き出せる状態にしてから操作し
さい。
ートベルト / フロントシートベルト

0

2. ベルトがねじれないようにし、タングプ

レートをバックルの中へ、“カチッ ”と

音がするまで差し込みます。

3. ショルダーアジャスターを調整するとき

はノブを引きながら上下に動かして最適

な位置を選び、固定します。

201920

ショル
は、次
と衝突
な効果
それが
• シー

また
るだ

• 調整
とを

ショル
合、シ
状態に
ベルト
てくだ

102129



シートベルト / フロントシートベルト

41
4. 正しい姿勢で腰かけ、腰のベルトを腰骨

のできるだけ低い位置に密着させます。

●外すとき

外すときはバックルの「PRESS」ボタンを押し、タングプレートを手で持ってゆっくり

巻き取ります。

ベルトが自動的に収納されますので、ひっかかったり、ねじれたりしていないかを確認

します。

201921
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 リ

■



警  告
シートベルトを使用する前に、シー
ルトが背もたれに挟まれていたり、
たれ固定フックの裏側に回り込んで
いか必ず確認する。
ートベルトが背もたれに挟まれてい
り、背もたれの裏側に回り込んでい
とシートベルトが着用できない、ま
は衝突したときなどにシートベルト
十分な効果を発揮せず、重大な傷害
つながるおそれがあります。

102130
ートベルト / リヤシートベルト

2

ヤシートベルト
3点式シートベルトが3名分装備されています。中央席には、格納できる3点式シートベ

ルトが装備されています。

シートベルトは、身体の動きに合わせて自由に巻き取り、引き出しができますが、強い

衝撃を受けたときやベルトを急激に引き出そうとすると、ベルトが自動的にロックされ

ます。

外側席用シートベルト

フロントシートベルトと同じ方法で着用および外します。

P.39参照

• リヤ
トベ
背も
いな

－ シ
た
る
た
が
に



シートベルト / リヤシートベルト

43
次ページへ ⇒

■中央席用シートベルト

必ず中央席用のバックルを使ってくださ

い。バックルには「CENTER」印があります。

●着用するとき

1. ヘッドレストを使用位置に引き上げます。

P.268参照

2. カーゴルームの格納ホルダーからシート

ベルトを引き出します。

102132

102133
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ートベルト / リヤシートベルト

4

3. シートベルトを背もたれのガイドに通し

ます。

4. 右側の小さいバックルとコネクターを▲

マークが付いている面を合わせて結合し

ます。

102134

203210



シートベルト / リヤシートベルト

45

警  告
ネクターを結合しないで使用すると重大
傷害につながるおそれがあるため、必ず
ネクターを結合して使用してください。

202156
5. フロント 3 点式シートベルトと同じ要領

で着用します。

●外すとき

バックルの「PRESS」ボタンを押します。

コ
な
コ

201923
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●

ートベルト / リヤシートベルト

6

格納するとき

1. 小さいバックルの解除ボタンをタングプ

レートなどを使って押し、コネクターと

分離します。

2. 図のようにシートベルトをカーゴルーム

にある格納ホルダーの溝に差し込みま

す。

202270

102136



シートベルト / リヤシートベルト

47

注  意
使用しないときは、シートベルトを格納
する。
シートベルトの脱着時には、隣の乗員に
金具が当たらないようにする。
巻き取りが早いので、コネクターを分離
するときはシートベルトを手で持って行
う。
3. 図のようにタングプレートを格納ホル

ダーに差し込み固定します。
•

•

•

102137
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 シ

＜

ートベルト / シートベルト警報

8

ートベルト警報
エンジンスイッチがONでシートベルトが未着用の場合、警告灯が点灯します。シートベ

ルトを着用すると警告灯は消灯します。シートベルトを着用せずに走行する、または走

行中にシートベルトを外すと警告灯が点滅または点灯し、ブザーが鳴ります。

運転席＞ ＜助手席、後席＞

102139 102140



シートベルト / シートベルト警報

49

警  告
助手席に水やその他の液体をこぼさな
い。

－ 液体をこぼした場合は、直ちに拭き
取ってください。

助手席を取り外したり、分解しない。
助手席の座面と背もたれの間に後席乗員
の足をのせたり、物を入れたりしない。
助手席に強い衝撃を与えない。

知  識
助手席に乗員がいない場合でも、座面に
荷物などを置いたとき、センサーが感知
して警告灯が点灯することがあります。
助手席に小柄な方が乗ったり、座布団な
どを使用したりすると、センサーが感知
せず正常に作動しないことがあります。
■運転席・助手席

エンジンスイッチがONで運転席、助手席（乗員がいるとき）いずれかのシートベルトが

未着用の場合、メーターまたはオーバーヘッドコンソール内の警告灯が点灯します。シー

トベルトを着用すると消灯します。

シートベルト未着用のまま車速約20 km/h以上で走行すると警告灯が点滅し、ブザーが

鳴ります。このとき車速が約20 km/h以下になっても、警告灯の点滅とブザーは、シー

トベルトを着用するまで約2分間続きます。

約2分間経過してもシートベルト未着用の場合、警告灯が点滅から点灯に切り替わり、ブ

ザーは停止します。警告灯はシートベルトを着用するまで点灯します。

•

•
•

•

•

•
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5

■

警  告
に強い衝撃を与えない。
に水やその他の液体をこぼさない。
やその他の液体をこぼした場合は、
ちに拭き取ってください。
を取り外したり、分解しない。
の座面に物を置いたまま背もたれ
さない。
ンサーの誤作動や破損のおそれが
ります。

知  識
灯が点灯したときは、次の操作を行
警告灯は消灯します。
席シートベルトを着用する（シート
ルトのタングプレートをバックルに
入する）
速約20 km/h以上で30秒以上走行
る
に乗員がいない場合でも、座面に荷
どを置いたとき、センサーが感知し
告灯が点灯することがあります。
にお子さまや小柄な大人の方が乗っ
、チャイルドシートや座布団などを
したりすると、センサーが感知せず
に作動しないことがあります。
ートベルト / シートベルト警報

0

後席

エンジンスイッチがONで後席（乗員がいるとき）いずれかのシートベルトが未着用のと

き、オーバーヘッドコンソール内の警告灯が点灯します。シートベルトを着用すると消

灯します。

シートベルト未着用のまま走行した場合、または走行中にシートベルトを外した場合、警

告灯が点灯します。さらに、車速約20 km/h以上の場合はブザーが鳴り、シートベルト

を着用するまで、または約30秒間継続します。

停車中または車速約 20 km/h 以下で走行しているときは、シートベルトを外してもブ

ザーは鳴りませんが、警告灯は点灯します。警告灯はシートベルトを着用するまで点灯

します。

• 後席
• 後席
－ 水

直
• 後席
• 後席

を倒
－ セ

あ

• 警告
うと

－ 後
ベ
挿

－ 車
す

• 後席
物な
て警

• 後席
たり
使用
正常



ベルト / プリテンショナー付シートベルト

51

注  意
リテンショナー付シートベルトの効果を
揮させるため次の事項を必ずお守りくだ
い。
シートを正しい位置に調整する。
P.258参照
シートベルトを正しく着用する。
P.36参照

のような作業をするときは、必ずスバル
売店にご相談ください。
シートベルトを取り外すとき
シートベルトを廃棄するとき
廃車するとき

知  識
プリテンショナー付シートベルトは、
シートベルトを着用していない場合でも
作動します。一度作動すると、ベルトの
引き出し、巻き取りができなくなります。
プリテンショナー付シートベルトが作動
した場合は、必ず運転席、助手席および
後席の外側席とも同時にスバル販売店で
交換してください。
プリテンショナー付シートベルトは、
SRS エアバッグシステムと同時に作動
します。
シート

 プリテンショナー付シートベルト
プリテンショナー付シートベルトは、前方向および側面からの強い衝撃を受けると作動

し、シートベルトを瞬間的に引き込んで乗員をシートにしっかり固定してシートベルト

の効果をいっそう高めます。

運転席／助手席のプリテンショナーは肩ベルトと腰ベルトに、後席の外側席のプリテン

ショナーは肩ベルトに装備されています。

プ
発
さ
•

•


次
販
•
•
•

•

•

•

＜運転席／助手席＞ ＜後席＞

200373 102141



5

SR

S
 S
2

S エアバ

RSエ

RSエ
SRSエアバ

置の意味で

すべてのS

運転席、助

大きな衝撃

乗員の頭部

SRSニーエ

下肢への衝

をおさえ、

SRS サイ

撃を受けた

に胸部や腰

SRS カー

衝撃を受け

乗員の主に
ッグシステム / SRS エアバッグシステムについて

アバッグシステム

アバッグシステムについて
ッグのSRSとはSupplemental Restraint Systemの略で、乗員補助拘束装

す。

RSエアバッグはエンジンスイッチがONのときのみ作動可能になります。

手席SRSエアバッグは車両前方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある

を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席

や胸部などへの衝撃をやわらげる装置です。

アバッグは運転席SRSエアバッグと同時に作動し、前方に移動する運転者の

撃をやわらげる装置です。また、下肢の動きを受けとめることで姿勢の変化

身体全体の保護効果を高めます。

ドエアバッグは車両側方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝

場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の主

部への衝撃をやわらげる装置です。

テンエアバッグは車両側方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな

た場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席と後席

頭部への衝撃をやわらげる装置です。



ステム / SRS エアバッグシステムについて

53
SRS エアバッグシ

次の場所に「SRS AIRBAG」マークの記載があります。

エアバッグ種類 「SRS AIRBAG」マーク記載位置

運転席SRSエアバッグ ハンドルのパッド部

助手席SRSエアバッグ ダッシュボード上部

SRSサイドエアバッグ 左右のフロントシート外側

SRSカーテンエアバッグ 左右のセンターピラー上部

SRSニーエアバッグ ハンドル下のパネル部

102142
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SR

■

ことをお守りください。守らないと、

ながるおそれがあります。

警  告
必ずシートベルトを着用させる。
ると、SRS エアバッグが膨らんだ
うな重大な傷害につながるおそれ

200366
4

S エアバッグシステム / SRS エアバッグシステムについて

SRS エアバッグシステム周辺を強打したり衝撃を
加えたりしないでください

SRSエアバッグシステムに関して次のことを必ずお守りください。

守らないと、衝突などのとき効果が十分に発揮されず、命にかかわ

る重大な傷害につながるおそれがあります。

■お子さまを乗せるとき

お子さまを乗せるときは次の

命にかかわる重大な事故につ

警  告
• シートベルトを正しく着用し、シート位置・ハンドル位置を

調整して正しい運転（乗車）姿勢をとる。
－ SRS エアバッグシステムはシートベルトを補助する装置で

す。SRS エアバッグシステムだけでは身体の飛び出しなど
を防止できないばかりか、エアバッグ本体からの衝撃を受
けてしまいます。

• 膝の上に物を抱えるなど、乗員とSRSエアバッグの間に物を
置いた状態で走行しない。

－ SRSエアバッグが膨らんだときに物が飛ばされたり、SRS
エアバッグの正常な作動を妨げるおそれがあります。

• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺を強打したり衝撃を
加えたりしない。

500726

• お子さまは後席に座らせて
－ お子さまを助手席に乗せ

ときに、命にかかわるよ
があります。
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ステム / SRS エアバッグシステムについて

ャイルドシートを絶対に取り付けない。
SRSエアバッグが膨らんだとき、重大な
悪の場合死亡につながるおそれがありま

500684
SRS エアバッグシ

• お子さまをSRSエアバッグの前に立たせたり、膝の上に抱い
たり、背負ったりした状態では走行しない。

• 6歳未満のお子さまはチャイルドシートの着用が法律で義務付
けられている。

• 12歳以下、または身長150 cm以下のお子さまが乗車すると
きは、必ずチャイルドシートを使用する。

－ チャイルドシートの使用方法は、チャイルドシートに付属
の取扱説明書をご覧ください。

• チャイルドシートは、必ず後席に取り付ける。

100234

102388

• 助手席に後ろ向きチ
－ 事故などで助手席

傷害に及ぶか、最
す。
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5

■

■

S エアバッグシステム / SRS エアバッグシステムについて

6

運転席SRSエアバッグ・SRSニーエアバッグ

ハンドル部に格納されたSRSエアバッグお

よびハンドル下のパネル部に格納された

SRS ニーエアバッグが瞬時に膨らみ、その

後しぼみます。

助手席SRSエアバッグ

助手席インストルメントパネル部に格納さ

れたSRSエアバッグが、瞬時に膨らみ、そ

の後しぼみます。

助手席に同乗者がいなくても運転席SRSエ

アバッグと同時に作動します。

102127

102128
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ステム / SRS エアバッグシステムについて

クセサリーなどを取り付けたり、ルーム
ーを取り付けない。
ステムが正常に作動しなくなったり、作
が飛び、命にかかわるような重大な傷害
があります。

状態で走行しない。

500515
SRS エアバッグシ

警  告
運転席SRSエアバッグ・助手席SRSエアバッグ・SRSニーエア
バッグに関して次のことを必ずお守りください。
守らないと、システムが正常に作動せず衝撃を受け、命にかか
わる重大な事故につながるおそれがあります。
• ハンドルを交換したり、センターパッド部にステッカーなど

を貼らない。
－ SRSエアバッグシステムが正常に作動しなくなります。

• ハンドルのSRSエアバッグ格納部に身体（手、顔、胸）を近
づけない。

• SRS エアバッグ格納部に身体（手、顔、胸）を近づけたり、
もたれかからない。

• インストルメントパネルの上面またはその周辺にステッカー
類を貼ったり、アクセサリー、ナビゲーションシステムや芳
香剤などを置かない。

－ SRS エアバッグシステムが正常に作動しなくなったり、作
動時にこれらの物が飛び、命にかかわるような重大な傷害
につながるおそれがあります。

201392

• フロントガラスにア
ミラーにワイドミラ

－ SRS エアバッグシ
動時にこれらの物
につながるおそれ

• 膝の上に物を置いた



SR

5

■

S エアバッグシステム / SRS エアバッグシステムについて

8

SRSサイドエアバッグ・SRSカーテンエアバッグ

運転席、助手席各シートに格納された SRS

サイドエアバッグが瞬時に膨らみ、その後

しぼみます。膨らむのは衝撃を受けた側の

みです。

左右のフロントピラー、ルーフサイドに格

納されたSRSカーテンエアバッグが瞬時に

膨らみ、その後しぼみます。膨らむのは衝

撃を受けた側のみです。

SRSサイドエアバッグとSRSカーテンエア

バッグは、乗員がいなくても作動します。
200311
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ステム / SRS エアバッグシステムについて

次ページへ ⇒

からフロントシートの背もたれを抱え込
ない。

イドエアバッグ専用シートカバー以外は

サイドエアバッグ専用シートカバーを使
属の使用説明書をよくお読みください。
に装着しないとSRSサイドエアバッグシ
動しなくなります。

201353
SRS エアバッグシ

警  告
SRS サイドエアバッグ・SRS カーテンエアバッグに関しては、
次の事項をお守りください。
守らないと、システムが正常に作動せず衝撃を受け、命にかか
わる重大な事故につながるおそれがあります。
• フロントシート背もたれのSRSサイドエアバッグ格納部に身

体（手、足、顔）を近づけたり、ドアにもたれかかるような
姿勢で座らない。

201352

• お子さまなどに後席
むような姿勢はさせ

• スバル純正のSRSサ
使用しない。

－ スバル純正のSRS
用する場合には付
正しい向き、位置
ステムが正常に作



6

SR

ー、ルーフサイド部などSRSカー
強く叩くなど過度の力を加えない。
コートフックには、ハンガーや重
。
ガーを使用せず直接コートフック
0

S エアバッグシステム / SRS エアバッグシステムについて

• SRS サイドエアバッグ格納部周辺に物を置いたり、カップホ
ルダーなどのアクセサリー用品を取り付けない。

－ SRS サイドエアバッグが作動したときこれらが飛び、命に
かかわるような重大な傷害につながるおそれがあります。

• ドアにもたれかかったり、フロントピラー・センターピラー・
リヤピラーおよびルーフサイド部や天井に近づかない。

－ SRS カーテンエアバッグが作動したときに頭部などに強い
衝撃を受け、命にかかわるような重大な傷害につながるお
それがあります。特にお子さまを乗せるときには注意して
ください。

• フロントガラス、ドアガラス、フロントピラー・センターピ
ラー・リヤピラー、ルーフサイド部、アシストグリップなど
SRS カーテンエアバッグ展開部周辺にアクセサリーやハンズ
フリーマイクなどを取り付けない。

－ SRS カーテンエアバッグが作動したときに、飛ばされて危
険です。

200370

• フロントピラー、リヤピラ
テンエアバッグ展開部は、

• 後席アシストグリップ部の
い物や鋭利な物をかけない

－ 服をかけるときは、ハン
にかけてください。
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RS エアバッグが作動するとき、しないとき

知  識
らんだ後、直ちにしぼんで視界を妨げま
エアバッグを除く）
果を発揮するために瞬時に膨らみます。

エアバッグと接触して打撲やすり傷、や
とがあります。
動すると、作動音とともに白煙が発生し
はありません。また、人体への影響もあ

着した場合は、すみやかに水で洗い流し
皮ふに刺激を感じる場合があります。
度膨らむと再使用できません。スバル販

さい。
SRS エアバッグシステム / S

 SRS エアバッグが作動するとき、し
ないとき
SRSエアバッグに関して次のことを必ずお守りください。

警  告
• SRSエアバッグが膨らんだ直後は、SRSエアバッグの構成部

品に触れない。
－ 構成部品が大変熱くなっていますので、触れるとやけどを

するおそれがあります。
－ SRS エアバッグが作動すると、ガス排出穴からガスが抜け

て直ちにしぼみ始めます。（SRSカーテンエアバッグとSRS
ニーエアバッグを除く）
排出穴からのガスに直接触れた場合に、やけどをするおそ
れがあります。

• 大きな衝撃を受けた場合、SRS エアバッグの作動の有無にか
かわらず、必ずスバル販売店で点検を受ける。

－ SRS エアバッグが正常に作動せず、命にかかわるような重
大な傷害につながるおそれがあります。

• SRS エアバッグは膨
せん。（SRSカーテン

• SRS エアバッグは効
このため、展開中の
けどなどを受けるこ

• SRS エアバッグが作
ますが、車両火災で
りません。
ただし、残留物が付
てください。まれに

• SRS エアバッグは一
売店で交換してくだ



SR

6

■

●

S エアバッグシステム / SRS エアバッグが作動するとき、しないとき

2

運転席、助手席SRSエアバッグおよび運転席SRSニーエアバッグが
作動するとき、しないとき

運転席、助手席SRSエアバッグおよび運転席SRSニーエアバッグは車両前方から乗員が

重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身

体を拘束する働きと併せて、前席乗員の頭部や胸部、下肢などへの衝撃をやわらげる装

置です。

車体の衝撃吸収構造により、衝突時のエネルギーは車体がつぶれることで吸収または分

散され、車体の損傷が大きくても乗員への衝撃は大きくならない場合もあります。

したがって、車体の損傷が大きくてもSRSエアバッグが必ずしも作動するとは限りませ

ん。

作動するとき

• 次のようなときに作動します。

－ 約20 km/h～約30 km/h以上の速度

で厚いコンクリートのような壁に正面

衝突したとき、またはこれと同等以上

の衝撃を受けたとき

202123



RS エアバッグが作動するとき、しないとき

63
SRS エアバッグシステム / S

• 走行中路面などから車両下部に強い衝撃を受けたときも作動することがあります。

－ 深い穴や溝に落ちたり、縁石に衝突し

たときや、ジャンプしたり、道路上の

突起にボディ下面を強くぶつけたとき

●作動しにくいとき

• 次のように、部分的に衝撃を受けたときや車両前方から衝撃が加わらなかったときは

作動しにくくなります。

－ 電柱などに衝突したり、トラックの荷

台にもぐり込んだとき

102181

102182
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6

S エアバッグシステム / SRS エアバッグが作動するとき、しないとき

4

－ 片側衝突（オフセット衝突）したり、斜

め前方へ衝突したとき

－ 駐車している車両など、衝突の衝撃に

より移動または変形するものに衝突し

たとき

102183

202130



RS エアバッグが作動するとき、しないとき

65
SRS エアバッグシステム / S

• また、次のような場合はSRSエアバッグがまれに作動することもありますが、本来の

効果は発揮されません。

－ 後ろから衝突されたり、横方向から衝

突されたり、横転や転覆したとき

●作動しないとき

• 次のようなときは作動しません。

－ 一度SRSエアバッグが作動した後の衝

突

102184

201239
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■

●

S エアバッグシステム / SRS エアバッグが作動するとき、しないとき

6

SRSサイドエアバッグ・SRSカーテンエアバッグが作動するとき、
しないとき

SRS サイドエアバッグは、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の主

に胸部や腰部への衝撃をやわらげる装置です。

SRS サイドエアバッグは、車両側方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな

衝撃を受けた場合、作動します。

SRS カーテンエアバッグは、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席と後席

乗員の主に頭部への衝撃をやわらげる装置です。

SRS カーテンエアバッグは、車両側方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大き

な衝撃を受けた場合、作動します。

SRSサイドエアバッグおよびSRSカーテンエアバッグの作動・非作動は、衝撃の大きさ

や衝撃を受けた部位、衝突方向などの条件により変わります。

作動するとき

• 次のようなとき衝撃が大きいと作動します。

－ 側面に真横から衝突されたとき

202133



RS エアバッグが作動するとき、しないとき

67
SRS エアバッグシステム / S

• 次のような場合も、衝突の部位、衝撃の大きさによっては作動することがあります。

－ 片側衝突（オフセット衝突）のとき

●作動しにくいとき

• 次のようなとき、衝撃の大きさによっては作動しないこともあります。

衝突した物が変形したり移動した場合、また、衝突した物の形状や衝突の状態によっ

ては、衝突時の衝撃が弱められるため、SRSサイドエアバッグ・SRSカーテンエアバッ

グは作動しにくくなります。

－ 車両側面に斜めから衝突されたり、客

室以外に側面から衝突されたとき

202129

102185
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S エアバッグシステム / SRS エアバッグが作動するとき、しないとき

8

－ 電柱などに衝突したり、側面にバイク

が真横から衝突したとき

• 次のような場合はSRSサイドエアバッグ・SRSカーテンエアバッグがまれに作動する

ことがありますが、本来の効果は発揮されません。

－ 横転や転覆したり、停車中や走行中の

車に正面から衝突したり、後ろから衝

突されたとき

102186

102187



RS エアバッグが作動するとき、しないとき

69
SRS エアバッグシステム / S

●作動しないとき

• 次のようなときは作動しません。

－ 一度SRSサイドエアバッグ・SRSカー

テンエアバッグが作動した後の衝突

201245
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7

 S



警  告
が次のようになったときはシステム
考えられますので走行しないでくだ
軽微な衝撃でSRSエアバッグが作動
、衝突したときなどにSRSエアバッ
常に作動せず、命にかかわるような
傷害を受けるおそれがあり危険で

スバル販売店で点検を受けてくださ

ジンスイッチを ON にしても点灯し
とき
ジンスイッチを ON にして 6 秒以上
しても、点灯しているとき
中に点灯したとき
S エアバッグシステム / SRS エアバッグ警告灯

0

RSエアバッグ警告灯
警告灯は、運転席・助手席エアバッグ、ニー

エアバッグ、サイドエアバッグ、カーテン

エアバッグ、エアバッグセンサー、シート

ベルトプリテンショナーと兼用になってい

ます。

システムの異常を検知すると警告灯が点灯

し、マルチインフォメーションディスプレ

イに割り込み画面を表示します。

P.135参照

エンジンスイッチをONにすると点灯し、約

6秒後に消灯します。

警告灯
異常が
さい。
したり
グが正
重大な
す。
直ちに
い。
• エン

ない
• エン

経過
• 走行

102144
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アバッグ / 歩行者保護エアバッグについて

注  意
行者保護エアバッグが作動した際は、ア
サイトの視野に影響を与えるおそれが
ります。
P.355参照
アバッグ作動後は「歩行者保護エアバッ
のたたみかた」の手順に従いたたんだ上
、すみやかにスバル販売店で点検を受け
ください。
P.74参照
歩行
 歩行

歩行

と衝

部へ

エン

km/

す。

カウ

CTIO

ろか
歩行者保護エ

次ページへ ⇒

者保護エアバッグ

者保護エアバッグについて
者保護エアバッグは車両前面で歩行者

突した際に、エアバッグが展開し、頭

の重大な傷害を軽減する装置です。

ジンスイッチがONで、自車速が約25

h～約60 km/hで走行中のみ作動しま

ルパネルの「PEDESTRIAN PROTE-

N AIRBAG」マークの記載があるとこ

ら、エアバッグが展開します。

歩
イ
あ

エ
グ
で
て


102206

102358
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歩

知  識
らんだ後は徐々にしぼみます。
度作動すると 2 回目以降の衝突で

動した状態では走行しないでくだ
常な走行ができないおそれがあり
場合は必ず「歩行者保護エアバッ
に従ってください。

果を発揮するために非常に速く膨
した歩行者は展開中の歩行者保護
やすり傷、やけどなどを受けるこ

動すると、作動音とともに白煙の
、車両火災ではありません。また、

ん。ただし、残留物（カスなど）が
すみやかに水で洗い流してくださ
まれに皮ふが刺激される場合があ

動した場合はスバル販売店で交換
2

行者保護エアバッグ / 歩行者保護エアバッグについて

警  告
歩行者保護エアバッグに関して次のことを必ずお守りくださ
い。守らないと、システムが正常に作動しなかったり、衝突な
どのとき効果が十分に発揮されず、命にかかわる重大な傷害に
つながるおそれがあります。
• ボンネットとフロントガラスをまたぐようにステッカーなど

を貼らない。
－ エアバッグが正常に作動しないおそれがあります。

• ボンネットおよびカウルパネルの上に物を置いたり、雪など
が積もった状態およびゴミ、砂が付着した状態で走行しない。

－ 可能な限り除去してから走行してください。
－ エアバッグが正常に作動しないおそれがあります。

• ボンネット、インストルメントパネル、フロントバンパー、カ
ウルパネル部など、構成部品の周辺を強打したり、衝撃を加
えない。

－ エアバッグが正常に作動しないおそれがあります。
• 駐車時または発進時にフロントバンパーを他の車や壁に接触

させない。
－ フロントバンパー部に荷重を与えると、内側にあるセン

サー部品が壊れるおそれがあります。
• 走行する前に歩行者保護エアバッグセンサーが格納されてい

るフロントバンパー部を点検し、傷がついていたり、ひび割
れがあるときはそのまま使用しない。

• 走行する前にボンネットが確実に閉まっていることを確認す
る。

－ エアバッグがエンジンルーム内で膨らんでしまうなど、正
常に作動しなくなるおそれがあります。

• 歩行者保護エアバッグは膨
• 歩行者保護エアバッグは一

は作動しません。
• 歩行者保護エアバッグが作

さい。視界が妨げられて正
ます。やむを得ず走行する
グが作動したとき」の手順

P.73参照
• 歩行者保護エアバッグは効

らみます。このため、衝突
エアバッグと接触して打撲
とがあります。

• 歩行者保護エアバッグが作
ようなガスが発生しますが
人体への影響もありませ
目などに付着した場合は、
い。皮ふの弱い方などは、
ります。

• 歩行者保護エアバッグが作
してください。



アバッグ / 歩行者保護エアバッグについて
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注  意
行者保護エアバッグが作動した際は、ア
サイトの視野に影響を与えるおそれが
ります。
P.355参照
アバッグ作動後車を移動するときは、
行者保護エアバッグのたたみかた」手

に従いたたんだ上で、すみやかにスバル
売店で点検を受けてください。
P.74参照
歩行者保護エ

■歩行者保護エアバッグが作動したとき

• 歩行者保護エアバッグ展開後に車を動か

す必要があるときは、次の手順に従って

ください。

1) 車を安全な場所に移動し、エンジンス

イッチを LOCK（OFF）にしてくださ

い。

2)「歩行者保護エアバッグのたたみかた」

に従ってエアバッグを折りたたんでく

ださい。

P.74参照

3) お近くのスバル販売店にご相談くださ

い。

• 歩行者保護エアバッグが作動した場合、事故が起きたときの「対処のしかた」を参照

してください。

P.689参照

歩
イ
あ

エ

「歩
順
販


102360



歩

7

■

注  意
ッグが作動した後温かく感じられ
や、煙が出ることがあります。
作動直後はカウルパネルの奥が熱く
いますので手を入れないようにし
さい。
行者保護エアバッグ / 歩行者保護エアバッグについて

4

歩行者保護エアバッグのたたみかた

次のようにエアバッグをたたみます。

1. 車両外側奥（運転席ガラス側）のストラップAをストラップループに通し、車両外側手

前（運転席ボンネット側）のストラップBと結びます。

エアバ
ること
また、
なって
てくだ

102241 102242

102243 102244
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75
歩行者保護エ

次ページへ ⇒

2. 車両中央（運転席ガラス側）のストラッ

プCと車両中央（運転席ボンネット側）の

ストラップDを結びます。

3. 縛ったエアバッグを押しながらガスを抜

き、ワイパーに干渉しない程度に収納し

ます。

102245

102246



歩

7

行者保護エアバッグ / 歩行者保護エアバッグについて

6

4. 反対側（助手席側）も1～3と同じ手順で

収納します。

102247



護エアバッグが作動するとき、しないとき

77

警  告
の場合部品を交換する必要が生じる可能
がありますのでスバル販売店で点検を受
てください。
車両や路上の障害物とぶつかったとき。

－ 歩行者保護エアバッグが展開していな
くても歩行者保護エアバッグ警告灯が
点灯する場合があります。警告灯が点
灯し続ける場合はシステムが正常に作
動しないおそれがあります。

エアバッグ警告灯の点灯有無にかかわら
ずぶつかった痕跡が確認されたとき。
深い水たまりに入り込んだとき。

－ フロントバンパー裏のセンサー部品と
センサー周辺付近のすき間に水が浸入
してシステムが正常に作動しなくなる
おそれがあります。
歩行者保護エアバッグ / 歩行者保

 歩行者保護エアバッグが作動するとき、しないとき

■作動するとき

約25 km/h～約60 km/hで走行中、歩行者および、歩行者と同じまたはそれ以上の大き

さ、重さの物と衝突したと判断したときに作動します（衝突したときにフロントバンパー

に衝突の痕跡が残らない場合でも、一定以上の衝撃が加われば作動します。軽い物、小

さな動物、その他小さな物体との衝突でも、衝突状況・速度によっては作動する場合が

あります）。

• 次のような車両下部やフロントバンパーに衝撃を受けたときも作動することがありま

す。

－ 電柱などに衝突したり、トラックの荷

台にもぐり込んだとき

次
性
け
•

•

•

102182
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7

行者保護エアバッグ / 歩行者保護エアバッグが作動するとき、しないとき

8

－ 片側衝突（オフセット衝突）したり、斜

め前方へ衝突したとき

－ 縁石と衝突したときや駐車場のスロー

プ、うねりのある道路、突起物や落下

物などにぶつけたとき

102183

102151



護エアバッグが作動するとき、しないとき

79
歩行者保護エアバッグ / 歩行者保

－ 深い穴や溝に落ちたり、ジャンプして

地面にフロントバンパー前面を強くぶ

つけたとき

－ その他、深い水たまりに侵入したときや、雪だまり、車止め、買い物カート、自転

車、動物（イヌ、シカ、イノシシなど）などに衝突されたとき

■作動しにくいとき

• 歩行者の体格、姿勢によっては作動しにくい場合があります。

• 次のような衝撃を受けたときも作動しないことがあります。

－ しゃがんでいる人、屈んでいる人とぶつかったとき

－ 転倒した人とぶつかったとき

－ 滑りやすい路面で横滑りしたり、タイヤが空転したりして車速が正確に検知できな

いとき

■作動しないとき

• 次のようなときは作動しません。

－ 作動速度範囲外で走行しているとき

－ 横たわっている人などに衝突したとき

－ 一度歩行者保護エアバッグが作動した後の衝突

－ フロントバンパー左右の角や側面に歩行者がぶつかったとき

102152
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8

行者保護エアバッグ / 歩行者保護エアバッグが作動するとき、しないとき

0

• 次のような場合は歩行者保護エアバッグがまれに作動することがありますが、本来の

効果は発揮されません。

－ 横方向から衝撃を受けたとき － 横転、転覆したとき（事故の状況、
形態によっては作動することがあり
ます。）

－ 後方から衝撃を受けたとき － 歩行者が車の側面やヘッドランプよ
り外側とぶつかったとき

202133 202132

202131 102205



エアバッグ / 歩行者保護エアバッグ警告灯

81

警  告
告灯が次のようになったときはシステム
常が考えられます。
エンジンスイッチを ON にしても点灯し
ないとき
エンジンスイッチを ON にして 6 秒以上
経過しても、点灯しているとき
走行中に点灯したとき

－ システムの異常を示している場合、軽
微な衝撃で歩行者保護エアバッグが作
動したり、歩行者との衝突でも作動し
ない場合がありますので十分に注意し
て走行し、直ちにスバル販売店で点検
を受けてください。
歩行者保護

 歩行者保護エアバッグ警告灯
システムの異常を検知するとマルチイン

フォメーションディスプレイ内の警告灯が

点灯します。

P.123参照

エンジンスイッチをONにすると点灯し、約

6秒後に消灯します。

警
異
•

•

•

102159



8

歩

■ やフロントバンパー付近で手をつ
い。
動したり、正常に作動しないおそ

きにフロントバンパー周辺部品に
。
たり、部品が損傷してシステムが
があります。
グを廃棄するときは必ずスバル販
行者保護エアバッグが思いがけな
ながるおそれがあります。
2

行者保護エアバッグ / 歩行者保護エアバッグ警告灯

車両の整備作業やカー用品を装着するとき

車両の整備作業やカー用品の装着について、次のことをお守りくだ

さい。

警  告
• 4輪とも指定されたサイズのタイヤを指定空気圧で使用する。
• 歩行者保護エアバッグセンサーが格納されているフロントバ

ンパー部に傷がついていたり、ひび割れがあるときはそのま
ま使用しない。

－ 衝突したときなどに誤作動したり、正常に作動しないおそ
れがありますので、必ずスバル販売店で点検を受けてくだ
さい。

• ボンネットを強く閉めたり、ボンネット上部に荷重を加える、
強く叩くなどしない。

－ 歩行者保護エアバッグが損傷し、正常に作動しなくなるお
それがあります。

• 歩行者保護エアバッグの部品・配線を取り外したり修理しな
い。

－ 修理や交換作業が必要なときは、スバル販売店にご相談く
ださい。

• フロントバンパー・ワイパー・ボンネット・サスペンション・
エアロパーツ・ホイール・カウルパネルなどを加工したり、純
正品以外に交換しない。

－ 純正品の取り付けはスバル販売店にご相談ください。
－ システムが正常に作動しなくなるおそれがあります。

• 字光式ナンバープレートおよびナンバープレートベースなど
のバンパーアクセサリー部品も純正品以外装着しない。

－ システムが正常に作動しなくなるおそれがあります。
－ 純正品の取り付けはスバル販売店にご相談ください。

• フロントバンパー、ボンネット、カウルパネル付近に部品を
取り付けない。

－ システムが正常に作動しなくなるおそれがあります。

• 作業中、カウルパネル付近
いたり、強く押したりしな

－ 衝突したときなどに誤作
れがあります。

• エンジンが始動していると
触れない、よりかからない

－ 予期せぬ作動でけがをし
正常に作動しないおそれ

• お車や歩行者保護エアバッ
売店にご相談ください。歩
く作動して重大な傷害につ
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お子さまの安全 / チャイルドシート

知  識
チャイルドシートについて、ここでは、
ベビーシート、チャイルドシート、ジュ
ニアシートの総称として、「チャイルド
シート」と呼んでいます。
スバル純正のチャイルドシートをご用意
しています。ご購入およびご使用に際し
てはスバル販売店にご相談ください。
P.89参照
スバル純正チャイルドシートの取り付
け、取り外し方法については、付属の取
扱説明書をご覧ください。
お子
 チャ

お子

■知っ

• お

• チ

ト

• こ

て

• EC

• i-S

※ EC
さまの安全

イルドシート
さまが乗車するときは、チャイルドシートを正しく使用し安全を確保してください。

ておいていただきたいこと

子さまの年齢や体格に合わせ、適切なチャイルドシートを選んでください。

ャイルドシートの取り付け方法および取り外し方法は、それぞれのチャイルドシー

に付属の取扱説明書をご覧ください。

の車は、2006年10月1日施行の保安基準に適合したロアアンカレッジを標準装備し

います。

E R44※または、ECE R129※に適合したチャイルドシートを使用してください。

izeチャイルドシートは、ECE R129に適合したチャイルドシートです。

E R44およびECE R129は、チャイルドシートに関する国際的な安全基準です。

•

•


•



お

8

■

●

▼

知  識
 R44 に適合したチャイルドシート
認可マークが表示されています。認
ークに記載された体重の範囲を確認
お子さまに合ったチャイルドシート
選びください。

例＞

付けが可能な座席位置は「適合性一
で説明しています。
参照

102579
子さまの安全 / チャイルドシート

4

チャイルドシートの種類

ECE R44に適合するチャイルドシート

ECE R44の基準に適合するチャイルドシートは、お子さまの体重によって次の5つの質

量グループに分類されます。

シートベルト固定
車両のシートベルトを使用して座席に固定する、ユニバーサルチャイルドシートを使用

することができます。

質量グループに一致した商品をお選びください。

• ECE
には
可マ
し、
をお

＜表示

• 取り
覧」

P.87

質量グループ お子さまの体重

0 10 kg以下

0+ 13 kg以下

Ⅰ 9 kg～18 kg

Ⅱ 15 kg～25 kg

Ⅲ 22 kg～36 kg



お子さまの安全 / チャイルドシート

85
▼ロアアンカレッジ固定
後席の外側席に装備された、専用のロアアンカレッジとトップテザーアンカレッジで固

定するISOFIXチャイルドシートを使用することができます。

ISOFIXチャイルドシートには次の固定具の商品があります。「適合性一覧」を確認し、取

り付けが可能な固定具の商品をお選びください。

P.87参照

固定具 お子さまの大きさ 使用の向き 形状、大きさ

ISO/L1 乳児 左 寝台式

ISO/L2 乳児 右 寝台式

ISO/R1 乳児 後ろ ―

ISO/R2X 幼児 後ろ 小型

ISO/R2 幼児 後ろ 小型

ISO/R3 幼児 後ろ 大型

ISO/F2X 幼児 前 低型

ISO/F2 幼児 前 低型

ISO/F3 幼児 前 全高

ISO/B2 児童 前 狭幅

ISO/B3 児童 前 全幅



お

8

●

※

知  識
 R129 に適合したチャイルドシー
は認可マークが表示されています。
マークに記載された身長、体重の範
確認し、お子さまに合ったチャイル
ートをお選びください。

例＞

付けが可能な座席位置は「適合性一
で説明しています。
参照

102580
子さまの安全 / チャイルドシート

6

ECE R129に適合するチャイルドシート

ECE R129の基準に適合するチャイルドシートは、お子さまの身長および月齢によって

サイズおよび取り付け向きを規定しています。

後席の外側席に装備された、専用のロアアンカレッジとトップテザーアンカレッジで固

定するi-Sizeチャイルドシートを使用することができます。

チャイルドシートによっては身長 71 cm から前向きでの取り付けに対応しているもの

もあります。

• ECE
トに
認可
囲を
ドシ

＜表示

• 取り
覧」

P.87

種類 取り付け向き 適用範囲

ベビーシート 後ろ向き
身長、月齢制限はありません

チャイルドシート
後ろ向き

前向き 身長76 cm以上※かつ月齢15か月以上

ジュニアシート 前向き 身長100 cm以上
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お子さまの安全 / チャイルドシート

102414
■適合性一覧

それぞれのシートには、次のようなチャイルドシートを取り付けることができます。

チャイルドシートの取り付けに適していない。

車両のシートベルトで固定するタイプのユニ
バーサルチャイルドシートに適している。

SUBARU XV への取り付けに対応している
チャイルドシート（チャイルドシートに付属の
対応車種リストをご確認ください）。

i-Size および ISOFIX チャイルドシートに適し
ている。

トップテザーアンカレッジを装備している
座席。



8

お

※

※

① ② ③ ④

席 後席

手席 左側席 中央席 右側席

× ○ ○※1 ○

― ○ ― ○

― × ― ×

― R3 ― R3

― F3 ― F3

― ○ ― ○

× ○ ○ ○

× ○ ○ ○

― ○ ― ○
8

子さまの安全 / チャイルドシート

記号の説明

○：取り付けられます。

×：取り付けられません。

─：ロアアンカレッジがありません。

1: サポートレッグ付きチャイルドシートは、フロアの形状により、使用できないものがあります。

2: サポートレッグ付きのi-Size対応チャイルドシート

座席位置の番号

座席位置
前

助

シートベルトで固定するタイプ 汎用（ユニバーサル）チャイルドシートに適する座席位置

ロアアンカレッジで固定する
タイプ

i-Sizeチャイルドシートに適する座席位置

横向き固定具（L1/L2）に適する座席位置

搭載できる最大の後ろ向き固定具（R1/R2/R3）

搭載できる最大の前向き固定具（F1/F2/F2X/F3）

ECE R44のグループⅡおよびⅢ（ISOFIX）に適する
座席位置

推奨チャイルドシート

シートベルト固定
スバル純正チャイルドシート

スバル純正ジュニアシート

ロアアンカレッジ固定
スバル純正ISOFIX
チャイルドシート（i-Size対応）※2
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お子さまの安全 / チャイルドシート

販売店にご相談ください。

取り付け可能な座席位置

① ② ③ ④

助手席
後席

左側席 中央席 右側席

× ○ ○ ○
■推奨チャイルドシート

スバル純正チャイルドシートは、次のカテゴリーの商品をご用意しています。詳しくはスバル

●ECE R44に適合するチャイルドシート

記号の説明

○：取り付けられます。

×：取り付けられません。

お子さまの体重 質量グループ 取り付け向き 推奨チャイルドシート

10 kg以下 0
後ろ向き

スバル純正チャイルドシート13 kg以下 0+

9 kg～18 kg Ⅰ 前向き

15 kg～25 kg Ⅱ
前向き スバル純正ジュニアシート

22 kg～36 kg Ⅲ



お

9

子さまの安全 / チャイルドシート

0

• チャイルドシート（シートベルト固定専

用）

－ 体重の目安：～18 kg

ECE R44の質量グループ0、0+およびⅠ

に適合しています。

• ジュニアシート（シートベルト固定専用）

－ 体重の目安：15 kg～36 kg

－ 年齢の目安：3歳～12歳

ECE R44 の質量グループⅡおよびⅢに

適合しています。

201937

202402
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お子さまの安全 / チャイルドシート

取り付け可能な座席位置

① ② ③ ④

助手席
後席

左側席 中央席 右側席

× ○ × ○
●ECE R129に適合するチャイルドシート

記号の説明

○：取り付けられます。

×：取り付けられません。

お子さまの身長、月齢 取り付け向き 推奨チャイルドシート

身長100 cm以下 後ろ向き
スバル純正ISOFIXチャイルド

シート（i-Size対応）身長76 cm以上100 cm以下、
かつ月齢15か月以上

前向き



お

9

子さまの安全 / チャイルドシート

2

• i-Size対応チャイルドシート（ロアアンカ

レッジ固定専用）

お子さまの身長が76 cm以上100 cm以

下、かつ月齢 15 か月以上の場合に限り、

前向きで使用できます。

102494
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お子さまの安全 / チャイルドシート

次ページへ ⇒

バッグの前に立たせたり、膝の上に抱い
た状態では走行しない。

チャイルドシートの着用が法律で義務付

長150 cm以下のお子さまが乗車すると
ドシートを使用する。
の使用方法は、チャイルドシートに付属
覧ください。
、必ず後席に取り付ける。

100234

102388
■お子さまを乗せるとき

お子さまを乗せるときは次のことをお守りください。守らないと、

命にかかわる重大な事故につながるおそれがあります。

警  告
• お子さまは後席に座らせて必ずシートベルトを着用させる。
－ お子さまを助手席に乗せると、SRS エアバッグが膨らんだ

ときに、命にかかわるような重大な傷害につながるおそれ
があります。

200366

• お子さまをSRSエア
たり、背負ったりし

• 6歳未満のお子さまは
けられている。

• 12歳以下、または身
きは、必ずチャイル

－ チャイルドシート
の取扱説明書をご

• チャイルドシートは



9

お

確実に固定されていることを確認

レーキ時などに背もたれが倒れた
すなど思わぬ事故につながり重大
があります。

固定する。
と、衝突時や急ブレーキ時にお子

けるおそれがあります。詳しくは、
の取扱説明書をご覧ください。
後は、チャイルドシートを取り付

な傷害を受けるおそれがあり危険

さまの年齢や体格に合ったものを

ままにしない。特に乳児など小さ
な方は、絶対に車内に残さない。
り、熱中症など短時間のうちに重
の場合、死亡につながるおそれが

202220
4

子さまの安全 / チャイルドシート

• 助手席に後ろ向きチャイルドシートを絶対に取り付けない。
－ 事故などで助手席SRSエアバッグが膨らんだとき、重大な

傷害に及ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがありま
す。

• 背もたれが確実にロックされているか、ロックノブの赤マー
クが見えないことを確認する。

500684

• 背もたれを前後に動かして
する。

－ 固定されていないと急ブ
り、荷室内の物が飛び出
な傷害につながるおそれ

• チャイルドシートは確実に
－ 確実に固定されていない

さまが重大な傷害を受
チャイルドシートに付属

• チャイルドシート取り付け
けたシートは動かさない。

－ 衝突したときなどに重大
です。

• チャイルドシートは、お子
使用する。

• お子さまを車の中に残した
なお子さまや身体の不自由

－ 炎天下の車内は高温とな
大な傷害に及ぶか、最悪
あります。



95

お子さまの安全 / チャイルドシート
• チャイルドシートを使用していないときでもシートにしっか
りと固定するか、荷室に収納する場合でも、ロープなどを利
用して固定する。

－ ブレーキをかけたときなどにチャイルドシートが動き乗員
や物に当たるなどして、思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

－ 固定しないと、急ブレーキ時などに思わぬ事故につながる
おそれがあります。

• ヘッドレストを取り外した場合はカーゴルームに収納し、固
定する。

－ ヘッドレストを車内に置いた場合、急停止または急カーブ
によりヘッドレストが乗員や物に当たるなど、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

知  識
お子さまに最適なチャイルドシートについては、スバル販売店、
チャイルドシート製造業者または販売店にご相談ください。



お

9

 ロ
つ

警  告
ロアアンカレッジとトップテザーア
レッジまたはサポートレッグをセッ
使用する。
ットで使用しない場合は、十分な機
を発揮せず、衝突時や急ブレーキ時
お子さまが重大な傷害を受けるおそ
があります。
IX/i-Size チャイルドシートを取り

る際は、次の部分に異物やシートベ
の噛み込みがないことを確認する。
アアンカレッジ
ースシートのシート取り付け部
ザーベルトのフック
トベルトや異物が噛み込んだ場合、
にロックされず、衝撃を受けたとき
大な傷害につながるおそれがありま

くはチャイルドシートに付属の取扱
書をご覧ください。

知  識
ルドシートを購入するときは、認可
確認し、お子さまに合った商品をお
ださい。
参照
子さまの安全 / ロアアンカレッジで固定するチャイルドシートについて

6

アアンカレッジで固定するチャイルドシートに
いて

後席の外側席には、ISOFIX/i-Sizeチャイルドシートを固定するための専用のロアアンカ

レッジとトップテザーアンカレッジが装備されています。
• 必ず

ンカ
トで

－ セ
能
に
れ

• ISOF
付け
ルト

－ ロ
－ ベ
－ テ
シー
確実
に重
す。

• 詳し
説明

チャイ
表示を
選びく
P.84



ッジで固定するチャイルドシートについて

97
お子さまの安全 / ロアアンカレ

■ロアアンカレッジ

背もたれの下側のカバーを開くとありま

す。ロアアンカレッジが装備されているこ

とを示すマークがカバーについています。

チャイルドシートを取り付けるときは、カ

バー裏の矢印が見えなくなるまで完全に押

し込みます。

102160

102161



お

9



注  意
イルドシートは完全に押し込む。
常に組み付けられずに走行すると、
わぬけがにつながるおそれがあり
す。
イルドシート使用時以外はカバー
全に閉じる。
バーが開いたまま乗車するとカ
ーの破損や思わぬけがにつながる
それがあります。

注  意
分に指や物を挟まないよう十分注意

知  識
イルドシートを取り外した後は、ロ
ンカレッジのカバーを元の状態に戻
ください。
間チャイルドシートを取り付けるこ
より、シート跡がつく場合がありま
子さまの安全 / ロアアンカレッジで固定するチャイルドシートについて

8

ロアアンカレッジにベースシートを差し込

みます。

ヘッドレストを取り外します。

P.268参照

チャイルドシートをベースシートに確実に

固定します。

• チャ
－ 正

思
ま

• チャ
を完

－ カ
バ
お

102162

可動部
する。

• チャ
アア
して

• 長期
とに
す。

102581



ッジで固定するチャイルドシートについて

99

警  告
必ずロアアンカレッジとトップテザーア
ンカレッジをセットで使用する。

－ セットで使用しない場合は、衝突時や
急ブレーキ時にお子さまが重大な傷害
を受けるおそれがあります。

詳しくは、チャイルドシートに付属の取
扱説明書をご覧ください。
お子さまの安全 / ロアアンカレ

ベースシートにしっかりと取り付けられて

いることを前後左右に動かして確認しま

す。ぐらつきがある場合は再度取り付け状

態を確認してください。

■トップテザーアンカレッジ

後席背もたれの後ろ側にトップテザーアン

カレッジがあります。

チャイルドシート取り付けの際は、必ず

ヘッドレストを取り外してください。

P.268参照

102582

•

•

TOP TETHER

102163
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子さまの安全 / ロアアンカレッジで固定するチャイルドシートについて

00

テザーベルトのフックを、図のようにトッ

プテザーアンカレッジに引っかけます。

202120



ルトで固定するチャイルドシートについて

101

知  識
ャイルドシートを購入するときは、認可
示を確認し、お子さまに合った商品をお
びください。
P.84参照

警  告
中央席に取り付けたとき、チャイルド
シートが干渉し、外側席で正しくシート
ベルトを着用できない場合は、外側席に
は座らない。

－ シートベルトが正しく着用できず、急
ブレーキや衝突の際に、重大な傷害に
及ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
お子さまの安全 / シートベ

 シートベルトで固定するチャイルドシートについ
て

■チャイルドシートの取り付け

●準備

▼後席外側席
ヘッドレストを取り外します。

P.268参照

▼後席中央席
ヘッドレストを引き上げ、ガイドにシート

ベルトを通します。

チ
表
選


•

102134
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●

子さまの安全 / シートベルトで固定するチャイルドシートについて

02

取り付けかた

1. チャイルドシートを、後席にまっすぐに置きます。

2. チャイルドシート背面のベルト通し口

に、シートベルトをねじれがないように

通します。

3. シートベルトのタングプレートをバック

ルの中へ、“カチッ ”と音がするまで差

し込みます。

4. チャイルドシートに付属の取扱説明書に従って取り付けます。

201951

201952



ルトで固定するチャイルドシートについて

103
お子さまの安全 / シートベ

5. チャイルドシートやシートベルトが確実

に固定されていることを前後左右に動か

して確認します。ぐらつきがある場合は

手順1.からやり直してください。

チャイルドシートにシートベルトの固定

装置が備わっていない場合は、ロッキン

グクリップを使用して固定します。

取り付け後はチャイルドシートを軽く前

後左右に動かし、確実に固定されている

ことを確認してください。

202834

202006
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■

知  識
い取り付け、取り外し方法について
それぞれのチャイルドシートに付属
扱説明書をご覧ください。
キングクリップについて、詳しくは
ル販売店にご相談ください。
子さまの安全 / シートベルトで固定するチャイルドシートについて

04

解除のしかた

バックルの「PRESS」ボタンを押して、シートベルトを外します。

• 詳し
は、
の取

• ロッ
スバ
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コ

メータ

コ
 メ

※

06

ンビネーシ

ーの見かた

ンビ
ータ

表示灯、
ョンメーター / メーター

ネーションメーター
ー

警告灯の有無は、グレードやオプションにより一部異なります。

203688



コンビネーションメーター / メーター

107

知  識
ウェルカム画面は一度表示すると、エン
ジンスイッチをLOCK（OFF）にしてか
ら一定時間が経過するまでは運転席ドア
を開けても表示しません。
ウェルカム画面は、エンジンスイッチを
ONにすると通常の表示に戻ります。
ウェルカム画面（ウェルカム照明）を
OFFに設定できます。
P.149参照
それぞれの機能については次のページをご参照ください。

• メーター …P.106

• 表示灯…P.113

• 警告灯…P.121

• マルチインフォメーションディスプレイ…P.129

■ウェルカム画面

ドアを解錠し、運転席ドアを開けて閉める

と、マルチインフォメーションディスプレ

イに車両のイメージ画像（ウェルカム画面）

を表示し、メーターの指針が一定時間点灯

します（ウェルカム照明）。

•

•

•


203017
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1

■

■

■

知  識
バイ画面は、エンジンスイッチを
すると通常の表示に戻ります。

レスエントリー（キーレスアクセス
、電波式リモコンドアロック）でド
施錠すると画面を中断します。
バイ画面をOFFに設定できます。
9参照

知  識
ーの初期作動を OFF に設定できま

9参照
ンビネーションメーター / メーター

08

グッバイ画面

エンジンスイッチをONからLOCK（OFF）

にすると、グッバイ画面を表示します。

メーターの初期作動

エンジンスイッチをONにするとメーターのすべての指針が一度最大値を指し、すみやか

に戻ります（スイープ機能）。

スピードメーター（速度計）

お車の走行速度を示します。

• グッ
ONに

• キー
機能
アを

• グッ
P.14

203018

メータ
す。
P.14



コンビネーションメーター / メーター

109

注  意
指針がレッドゾーン（エンジンの許容回
転数を超えている範囲）に入らないよう
に運転する。

－ 指針がレッドゾーンに入る運転を続け
るとエンジンなどが損傷することがあ
ります。

知  識
アイドリング時に電気負荷が変動する
と、エンジン回転数が変動することがあ
ります。
極低速時、または停車時にハンドルを操
作すると、エンジン回転数が変動するこ
とがあります。
■タコメーター（エンジン回転計）

毎分のエンジン回転数を示します。

•

•

•



コ

11

■



■

知  識
りが「E」に近づいたら早めに給油
てください。
後の残量はエンジンを始動すると示
す。また、目盛りが安定するまでし
く時間がかかります。
りと消費量（残量）の関係は必ずし
確ではありません。目安として活用
ください。
やカーブ、急発進、急停車などでは
ク内の燃料が移動するので、目盛り
減することがあります。
量が少ない場合（約15 L以下）、目
が安定するまでしばらく時間がかか
す。
ンビネーションメーター / メーター

0

フューエルメーター（燃料計）

エンジンスイッチがONのとき、燃料の残量

を示します。ON以外の場合はトリップ切り

替え／トリップリセットスイッチを押すと

一定時間、燃料の残量を表示します。

P.111参照

オドメーター（積算距離計）

走行した総距離をkmで表示します。

• 目盛
をし

• 給油
しま
ばら

• 目盛
も正
して

• 坂道
タン
が増

• 給油
盛り
りま

203020

305153



コンビネーションメーター / メーター

111

知  識
ンジンスイッチが ON 以外の状態でもト
ップ切り替え／トリップリセットスイッ
を押すと、一定時間バックライトが点灯
、オドメーター・トリップメーターを表
します。
■トリップメーター（区間距離計）

ある区間に走行した距離を知りたいとき使

います。

●トリップA、B切り替え

トリップ切り替え／トリップリセットス

イッチを押すごとに、次のように表示が切

り替わります。

●トリップA、Bを0に戻すとき

トリップAまたはトリップBのうち、リセッ

トしたい方を表示させ、トリップ切り替え

／トリップリセットスイッチを押し続ける

と0.0に戻ります。

エ
リ
チ
し
示

303591

203021
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■

知  識
ゲージはあくまでも目安です。
燃費は、トリップメーターリセット
1 km走行すると表示します。
するまでの間、ECOゲージは作動し
ん。
ンビネーションメーター / メーター

2

ECOゲージ

トリップメーターをリセットしてからの平

均燃費と瞬間燃費の差を表示します。平均

燃費よりも瞬間燃費が良い場合は＋側、悪

い場合は－側を表示します。

• ECO
• 平均

後、
表示
ませ

203363
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コンビネーションメーター / 表　示　灯

次ページへ ⇒

警告・注意・知識

  告
ーキングブレーキ作動灯が点滅し続け
はシステムに異常がありますので、直
全な場所に停車し、スバル販売店にご
ださい。
ン回転中に電動パーキングブレーキを
ても電動パーキングブレーキ作動灯が
ないときは、直ちに安全な場所に停車
でスバル販売店に連絡し、点検を受け
さい。

  識
ーキングブレーキが作動中にエンジン
チをLOCK（OFF）にする、またはエ
スイッチがLOCK（OFF）のときに電

ーキングブレーキを作動させた場合は、
ーキングブレーキ作動灯が約 30 秒間
、その後消灯します。
電動パーキングブレーキのスイッチ操
り返した場合、電動パーキングブレー
灯が点滅し、電動パーキングブレーキ
（黄色）が点灯します。この場合は時
いて操作してください。
ンを始動した直後に電動パーキングブ

キ作動灯が点滅する場合がありますが、
、電動パーキングブレーキを解除した
電動パーキングブレーキ作動灯が消灯
正常です。

―

 表　示　灯

表示灯 名称 点灯・点滅するとき

電動パーキングブレー
キ作動灯

• エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
電動パーキングブレーキが解除されてい
る場合は約2秒後に消灯します。

• 作動しているとき点灯します。
• 作動できない条件のときにスイッチを操

作すると、約 10 秒間点滅しお知らせしま
す。

• 異常があるときは、点滅します。

警
• 電動パ

たとき
ちに安
連絡く

• エンジ
解除し
消灯し
した上
てくだ

知
• 電動パ

スイッ
ンジン
動パ
電動パ
点灯し

• 頻繁に
作を繰
キ作動
警告灯
間をお

• エンジ
レー
その後
ときに
すれば

方向指示器表示灯 方向指示器の点滅を示します。
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表示灯 名称 点灯・点滅するとき

ライティングスイッチ
表示灯

• ランプ類が点灯しているときに点灯しま
す。

• ウェルカムライティング作動時にも点灯
します。

ハイビーム／パッシング
表示灯

ヘッドランプが上向きのとき点灯します。ま
た、パッシング時も点灯します。

フロントフォグランプ
表示灯

フロントフォグランプが点灯しているとき
に点灯します。

リヤフォグランプ表示
灯

リヤフォグランプが点灯しているときに点
灯します。

ADB表示灯（緑色）※ ヘッドランプが点灯し、ADB が作動してい
るとき点灯します。
P.511参照

セキュリティ表示灯 イモビライザー機能および盗難警報装置の
作動状態に応じて点滅します。
P.253参照

シフトポジション表示※ マニュアルモード装備車はマニュアルモー
ド時、シフトアップ、シフトダウンが可能な
場合に 印を表示します。
P.335参照

セ レ ク ト イ ン ジ ケ ー
ター

セレクトレバーの位置またはギヤ位置を表
示します。
P.329参照

※ 表示灯の有無はグレードやオプションにより異なります。
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警告・注意・知識

―

―

―

―

―

  意
が始動しているときに表示灯が点滅し
クス）モードスイッチを操作しても切
ない場合は、システムの異常が考えら
で、すみやかにスバル販売店で点検を
ださい。
表示灯 名称 点灯・点滅するとき

VDC作動表示灯 • エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
エンジン始動後約2秒後に消灯します。

• TCS機能作動時、またはVDC機能作動時
に点滅します。

P.493参照

VDC OFF表示灯 • エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
約2秒後に消灯します。

• VDC OFFスイッチを押してTCS機能を作
動停止状態にしたときに点灯します。

P.495参照

SRVD OFF表示灯※ SRVD OFFスイッチを押してSRVDを解除
したときおよび SRVD が一時停止状態のと
きに点灯します。
P.505参照

AVH表示灯 AVHスイッチを押してAVHをONにすると
点灯します。
P.480参照

AVH作動灯 AVH作動時に点灯します。
P.480参照

X（エックス）モード表
示灯（SNOW・DIRTモー
ド）

X（エックス）モードスイッチを操作して
SNOW・DIRTモードにすると点灯します。
P.339参照

注
エンジン
X（エッ
り替わら
れますの
受けてく

X（エックス）モード表
示灯（DEEP SNOW・
MUDモード）

X（エックス）モードスイッチを操作して
DEEP SNOW・MUDモードにすると点灯し
ます。
P.339参照

※ 表示灯の有無はグレードやオプションにより異なります。
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表示灯 名称 点灯・点滅するとき

ヒルディセントコント
ロール表示灯※

X（エックス）モード ON 時、ヒルディセン
トコントロールが作動可能状態になると点
灯し、ヒルディセントコントロールが作動す
ると点滅します。
P.343参照

アイドリングストップ
表示灯（緑色）

アイドリングストップの作動条件を満たし
たとき、またはアイドリングストップ中に点
灯します。エンジンが再始動すると消灯しま
す。
P.488参照

アイドリングストップ
OFF表示灯（黄色）

アイドリングストップ OFF スイッチを押し
てシステムを解除すると、点灯します。
または、通常のエンジン停止状態になったと
きに点灯します。
P.488参照

SRH OFF表示灯※ SRH OFF スイッチを押して SRH を作動停
止状態にしたときに点灯します。
P.507参照

全 車 速 追 従 機 能 付 ク
ルーズ表示灯

• （クルーズ）スイッチを押すと点灯し

ます。
P.386参照
• 全車速追従機能付クルーズコントロール

がセットされると白色から緑色に変わり
ます。全車速追従機能付クルーズコント
ロール作動中に運転者がアクセルペダル
を踏んで加速している間は、白色に戻りま
す。

P.388参照

※ 表示灯の有無はグレードやオプションにより異なります。
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―
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表示灯 名称 点灯・点滅するとき

定速クルーズ表示灯 • （クルーズ）スイッチを押し、車間設

定スイッチを長押しすると点灯します。
P.451参照
• 定速クルーズコントロールがセットされ

ると白色から緑色に変わります。
P.453参照

READY表示灯 クルーズコントロールがセット可能なとき
に点灯します。
P.387、452参照

HOLD表示灯 全車速追従機能付クルーズコントロールの
停止保持中に点灯します。
P.397参照

先行車表示灯 全車速追従機能付クルーズコントロールを
セット中、先行車を認識している場合に点灯
します。
P.389参照

自車表示灯 ブレーキペダルを踏むか、ブレーキ制御が作
動したとき、表示内のブレーキランプが赤く
点灯します。
P.386参照

車間設定表示灯 / （車間設定）スイッチで設定し

た車間設定を表示します。
P.386、396参照

セット車速表示 セット車速を表示します。
P.386、451参照
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表示灯 名称 点灯・点滅するとき

レーンキープ表示灯 • （レーンキープ）スイッチを押すと車
線中央維持・先行車追従操舵機能、車線逸
脱抑制機能がONになり、点灯します。

• 車線中央維持・先行車追従操舵機能、また
は車線逸脱抑制機能が作動している間、表
示灯が白色から緑色に変わります。

P.409、417、428参照

レーンキープ先行車表
示灯

先行車追従操舵機能が作動中に青色に点灯
します。
P.417参照

車線表示灯 （レーンキープ）スイッチを押すと、点
灯します。
• 車線中央維持機能が作動しているときに

左右両側または片側のみ青色に点灯しま
す。車線逸脱抑制機能がスタンバイの状態
のとき、または作動しているときに左右同
時に白色に点灯します。

• 車線中央維持機能が作動しているときに
逸脱回避要求警報が作動すると、逸脱する
可能性のある車線側のみ黄色に点滅しま
す。

P.417、428参照
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表示灯 名称 点灯・点滅するとき

EyeSight 一時停止表
示灯（白色）

• エンジンを始動して約7秒経過するまでに

（クルーズ）スイッチ、または （レー

ンキープ）スイッチを押すと点灯し、エン
ジン始動後約7秒後に消灯します。

• EyeSight システムが一時停止していると
きに点灯します。

• 点灯しているときは、定速クルーズコント
ロールを除くEyeSightシステムのすべて
の機能が使用できません。

P.476参照

EyeSight 警告表示灯
（黄色）

• EyeSight システムが故障したときに点灯
または点滅します。

• 点 灯 ま た は 点 滅 し て い る と き は、
EyeSight システムのすべての機能（全車
速追従機能付クルーズコントロール、プリ
クラッシュブレーキなどすべて）が使用で
きません。

P.474参照

車線逸脱警報 OFF 表示
灯

• エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
エンジン始動後約7秒後、エンジンスイッ
チをLOCK（OFF）にする前の状態に応じ
て消灯または点灯します。

• 車線逸脱警報およびふらつき警報が OFF
のときに点灯します。

P.444、447参照
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表示灯 名称 点灯・点滅するとき

プリクラッシュブレーキ
OFF表示灯

• エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
エンジン始動後約7秒後に消灯します。

• プリクラッシュブレーキ、AT 誤発進抑制
制御およびAT誤後進抑制制御がOFFのと
きに点灯します。

P.379、437、441参照

低温表示灯 • 外気温度が3 ℃以下になると点灯し、路面
が凍結している可能性があることをお知
らせします。

• 外気温度が5 ℃以上になると消灯します。

RAB OFF 表示灯／一
時停止表示灯※

システムによるブレーキ制御で車両が停止
後、ブレーキペダルを踏むと点灯します。
また、RABが一時停止したときに点灯します。
P.478参照

※ 表示灯の有無はグレードやオプションにより異なります。
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警告・注意・知識

  告
消灯しないときは、直ちに安全な場所
、スバル販売店に連絡し、点検を受け
い。

  意
液が正常で、ABS警告灯も同時に点灯
場合は、アンチロックブレーキシステ

S）にも異常が発生している可能性があ
そのため、強めのブレーキの際に車両
になるおそれがあります。直ちにスバ
で点検を受けてください。

  告
点灯し続けたときはシステムに異常が
ので、直ちに安全な場所に停車し、ス
店にご連絡ください。

―

 警　告　灯
警報や異常を検知するとマルチインフォメーションディスプレイに割り込み画面を表示します

P.134参照

警告灯 名称 点灯・点滅するとき

ブレーキ警告灯（赤色） エンジンスイッチをONにすると点灯し、約
2秒後に消灯します。
エンジン回転中、次の場合に点灯します。
• ブレーキ液が著しく不足しているとき
• EBD（エレクトロニックブレーキフォース

ディストリビューション）の電子制御シス
テムに異常があるとき
EBD の電子制御システムに異常があると
きはABS警告灯も同時に点灯します。

P.320参照

警
警告灯が
に停車し
てくださ

注
ブレーキ
している
ム（AB
ります。
が不安定
ル販売店

電動パーキングブレー
キ警告灯（黄色）／ブ
レーキ負圧系警告灯

（黄色）

• エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
約2秒後に消灯します。

• システムに異常があると点灯します。
P.328参照

警
警告灯が
あります
バル販売

シートベルト警告灯 エンジンスイッチがONで運転席のシートベ
ルトが未着用の場合、警告灯が点灯します。
また助手席（乗員がいるとき）および後席の
シートベルトが未着用の場合、オーバーヘッ
ドコンソール内の警告灯が点灯します。シー
トベルトを着用すると消灯します。
シートベルトを着用せずに走行すると警告
灯が点滅または点灯し、ブザーが鳴ります。
P.48参照
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したままの状態で走行しないでく

したままの状態で走行しないでく

システムの異常が考えられますの
かにスバル販売店で点検を受けて

スイッチを ON にしても点灯しな

ままのとき

うな場合でも通常のブレーキとし
保されています。（ABS としては
）

滅したまま走行を続けると、車両
損傷や最悪の場合、車両火災につ
れがあり危険です。AWD警告灯が
きは、すみやかに安全な場所に停

のタイヤ径が同じかどうか、また、
ンクもしくは空気圧の低下がない
認してください。
常がない場合には、システムに異
それがありますのですみやかにス
で点検を受けてください。
22
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警告灯 名称 点灯・点滅するとき

半ドア警告灯 エンジンスイッチの状態に関係なくドアが
完全に閉じていないときに点灯します。リヤ
ゲートが完全に閉じていないときも点灯し
ます。

注  意
警告灯が点灯
ださい。

ボンネット開警告灯 エンジンスイッチの状態に関係なくボン
ネットが完全に閉じていないときに点灯し
ます。

注  意
警告灯が点灯
ださい。

ABS警告灯 • エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
約2秒後に消灯します。

• ABS（アンチロックブレーキシステム）の
電子制御システムに異常があると点灯し
ます。

P.319参照

注  意
• 次の場合、

で、すみや
ください。

－ エンジン
いとき

－ 点灯した

なお、このよ
ての性能は確
作動しません

AWD警告灯 • エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
約2秒後に消灯します。

• 異なる径のタイヤをいずれかの車輪に取
り付けて走行したとき点滅します。
または4本のタイヤのいずれかの空気圧が
著しく低下したまま走行しているときに
点滅する場合があります。

P.300参照

注  意
• 警告灯が点

の駆動系の
ながるおそ
点滅したと
車し、4本
タイヤのパ
かどうか確

• タイヤに異
常があるお
バル販売店
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  告
が次のようになったときはシステム異

考えられますので走行しないでくださ
微な衝撃でSRSエアバッグが作動した
突したときなどにSRSエアバッグが正
動せず、命にかかわるような重大な傷
けるおそれがあり危険です。

にスバル販売店で点検を受けてくださ

ジンスイッチを ON にしても点灯しな
き
中に点灯したとき
ジンスイッチを ON にして 6 秒以上経
ても、点灯しているとき

  告
が次のようになったときはシステム異

考えられますので走行しないでくださ
ステムの異常を示している場合、軽微
で歩行者保護エアバッグが作動するこ
歩行者との衝突でも作動しないことが
す。

にスバル販売店で点検を受けてくださ

ジンスイッチを ON にしても点灯しな
き
ジンスイッチを ON にして 6 秒以上経
ても、点灯しているとき
中に点灯したとき
警告灯 名称 点灯・点滅するとき

SRSエアバッグ警告灯 • エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
約6秒後に消灯します。

• 運転席・助手席エアバッグ、ニーエアバッ
グ、サイドエアバッグ、カーテンエアバッ
グ、エアバッグセンサー、シートベルトプ
リテンショナーのいずれかに異常がある
と点灯します。

P.70参照

警
• 警告灯

常が
い。軽
り、衝
常に作
害を受
直ち
い。

－ エン
いと

－ 走行
－ エン

過し

歩行者保護エアバッグ
警告灯

• エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
約6秒後に消灯します。

• システムに異常があると点灯します。
P.71、81参照

警
• 警告灯

常が
い。シ
な衝撃
とや、
ありま
直ち
い。

－ エン
いと

－ エン
過し

－ 走行
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したときは、直ちに安全な場所に
ル販売店にご連絡ください。

イル量を示すものではありませ

の点検はオイルレベルゲージで
ださい。

灯したときは、冷却のため直ちに
所に停車し、セレクトレバーを
てエンジンを始動したままにして
消灯すれば走行できます。消灯し
、直ちにスバル販売店にご連絡く

滅したときは直ちにスバル販売店
けてください。

中に点灯したときは、オルタネー
ルト切れなどが考えられます。直
所に停車し、スバル販売店にご連
24

ンビネーションメーター / 警　告　灯

警告灯 名称 点灯・点滅するとき

オイルプレッシャー
警告灯

• エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
エンジン始動後に消灯します。

• エンジン回転中、エンジン内部を潤滑して
いるエンジンオイルの圧力に異常がある
と点灯します。

注  意
走行中に点灯
停車し、スバ

知  識
• 警告灯はオ

ん。
－ オイル量

行ってく

AT油温警告灯 • エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
約2秒後に消灯します。

• CVT のトランスミッションフルードの温
度が高くなると点灯し、CVTに異常がある
とき点滅します。

注  意
• 走行中に点

安全な場
“P” にし
ください。
ないときは
ださい。

• 警告灯が点
で点検を受

チャージ警告灯 • エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
エンジン始動後に消灯します。

• エンジン回転中、充電系統に異常があると
点灯します。

注  意
エンジン回転
ターの駆動ベ
ちに安全な場
絡ください。
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警告・注意・知識

  意
ン回転中に点灯したときは、高速走行
、直ちにスバル販売店で点検を受けて
い。
ン回転中に点滅したときは、触媒を損
可能性があります。
損傷を防ぐため、次のことを行ってく
。
を落として走行する。
進、急加速を避ける。
上り坂を避ける。
であれば荷物を減らす。

置をしても警告灯が点滅したままの場
は点灯に変わった場合は、直ちにスバ
で点検を受けてください。

  意
点滅したときは、正しい燃料残量が表
せん。直ちにスバル販売店で点検を受
さい。

  識
たときは、すみやかに給油してくださ

カーブなどでは、タンク内の燃料が移
ため、警告灯が早めに点灯することが
す。
警告灯 名称 点灯・点滅するとき

エンジン警告灯 • エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
エンジン始動後に消灯します。

• エンジン回転中、エンジン電子制御システ
ムに異常があると点灯します。
エンジン回転中、触媒を損傷する可能性が
あると点滅します。

注
• エンジ

を避け
くださ

• エンジ
傷する
触媒の
ださい

－ 速度
－ 急発
－ 急な
－ 可能

上記の処
合、また
ル販売店

燃料残量警告灯 • エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
約2秒後に消灯します。

• 燃料残量が約 9 L 以下になると点灯しま
す。

• フューエルメーター（燃料計）に異常があ
ると点滅します。

注
警告灯が
示されま
けてくだ

知
• 点灯し

い。
• 坂道や

動する
ありま



1

コ

警告・注意・知識

正常です。
始動後、警告灯が点灯したがすぐ
、その後再点灯しない
始動後に警告灯が点灯したままで
その後走行中に消灯する
点灯してもその後消灯し、再度点

などにエンジンを始動させた場
でに時間がかかる場合があります
異常ではありません。

し、マルチインフォメーション
に「SRVDシステム点検」が表示
、スバル販売店で点検を受けてく

は、光軸の自動調整が行われない
す。直ちにスバル販売店で点検を
い。

したときは、直ちにスバル販売店
てください。
26

ンビネーションメーター / 警　告　灯

警告灯 名称 点灯・点滅するとき

VDC警告灯 • エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
エンジン始動後約2秒後に消灯します。

• VDC の電子制御システムに異常があると
点灯します。

P.493参照

知  識
• 次の場合は
－ エンジン

に消灯し
－ エンジン

あるが、
－ 走行中に

灯しない
• 寒い日の朝

合、消灯ま
が、これは

SRVD警告灯※ SRVDシステムに異常があると点灯します。
P.503参照

注  意
警告灯が点灯
ディスプレイ
されたときは
ださい。

オートヘッドランプレ
ベラー警告灯※

エンジン回転中、オートヘッドランプレベ
ラー（自動光軸調整機構）の電子制御システ
ムに異常があると点灯します。
P.282参照

注  意
点灯したとき
場合がありま
受けてくださ

LED ヘッドランプ警告
灯※

LED ヘッドランプに異常があるとき点灯し
ます。

注  意
警告灯が点灯
で点検を受け

※ 表示灯の有無はグレードやオプションにより異なります。
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コンビネーションメーター / 警　告　灯

次ページへ ⇒

警告・注意・知識

  意
点灯し、マルチインフォメーションディ
に「ADB システム点検」が表示された
スバル販売店で点検を受けてください。

  意
ンスイッチをONにした後、約2秒以上
も赤く点灯し続けた場合、または赤／
互に点灯した場合は、電気系統の異常
られます。直ちにスバル販売店で点検
てください。
も水温表示灯（青色）が点灯し続ける
、冷却系統などに異常が考えられます。
かにスバル販売店で点検を受けてくだ

  識
により、再始動時しばらくの間赤く点
合がありますが、消灯すれば異常では
ん。

  意
点灯しているときは、ハンドル操作が

る場合があります。気をつけて運転し、
バル販売店で点検を受けてください。

  意
点滅したときは、すみやかにスバル販
検を受けてください。
警告灯 名称 点灯・点滅するとき

ADB警告灯（黄色）※ ADBに異常があると点灯します。
P.513参照

注
警告灯が
スプレイ
ときは、

水温警告灯／水温表示
灯

エンジンスイッチをONにすると、約2秒間
赤く点灯し、その後消灯または冷却水温に応
じて点灯・点滅します。
• 水温表示灯（青色）

－水温が低いときに点灯します。水温が上
がると消灯します。

• 水温警告灯（赤色）
－水温がオーバーヒート手前の温度にな

ると点滅し、オーバーヒートすると点灯
します。
点滅または点灯したときは、オーバー
ヒートの処置を行い、スバル販売店で点
検を受けてください。

P.686参照

注
• エンジ

たって
青に交
が考え
を受け

• 暖機後
場合は
すみや
さい。

知
走行状態
灯する場
ありませ

ステアリング制御警告
灯

• エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
エンジン始動後約2秒後に消灯します。

• エンジン回転中、パワーステアリングの電
子制御システムに異常があると点灯しま
す。

注
警告灯が
重くな
直ちにス

アイドリングストップ
警告灯（黄色）

• エンジンスイッチを ON にすると点灯し、
エンジン始動後に消灯します。

• アイドリングストップシステムに異常が
あるとき点滅します。

P.488参照

注
警告灯が
売店で点

※ 表示灯の有無はグレードやオプションにより異なります。
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警告・注意・知識

したときは、すみやかにスバル販
受けてください。

し、マルチインフォメーション
に「RABシステム点検」が表示さ
すみやかにスバル販売店で点検を
い。
28

ンビネーションメーター / 警　告　灯

警告灯 名称 点灯・点滅するとき

SRH警告灯※ SRHに異常があるとき点滅します。
P.508参照

注  意
警告灯が点滅
売店で点検を

RAB警告灯※ RABに異常があるとき点灯します。
P.475参照

注  意
警告灯が点灯
ディスプレイ
れたときは、
受けてくださ

※ 表示灯の有無はグレードやオプションにより異なります。
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コンビネーションメーター

 マルチインフォメーションディスプレイ
メーターの表示部は、警報や異常などを検知したときに割り込み画面表示により対処法

を表示したり、各種項目の設定（カスタマイズ）が行えます。

(1) ECOゲージ

(2) 基本画面、割り込み画面

(3) EyeSight表示

(4) マーク

(5) ウォーニング固定表示

(6) シフトポジション表示

(7) オドメーター（積算距離計）、トリッ

プメーター

(8) X（エックス）モード表示灯※

(9) フューエルメーター（燃料計）

※ 表示の有無は装備により異なります。

■マルチインフォメーションディスプレイ操作スイッチ

●▲（戻し）スイッチ／▼（送り）スイッチ

次の場合に使用します。

• マルチインフォメーションディスプレイ

の表示画面を切り替えるとき

• メーターの初期作動など、各種項目の設

定を変更するとき

P.149参照

203655

203725
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1

●





■

ンビネーションメーター / マルチインフォメーションディスプレイ

30

（インフォメーション）／SETスイッチ

次の場合に使用します。

• マルチインフォメーションディスプレイの割り込み画面を再表示するとき

P.134参照

• メーターの初期作動など、各種項目の設定を変更するとき

P.149参照

基本画面の切り替えかた

▲▼スイッチを手前に引いて切り替えます。

• ：▲（戻し）スイッチ

• ：▼（送り）スイッチ

203726
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●燃費①

▼平均燃費／航続可能距離（残走行距離）
トリップメーターをリセットしてからの平

均燃費と航続可能距離（残走行距離）を表

示します。航続可能距離は、燃料タンク内

の燃料量と平均燃費を計算して、走行可能

距離を表示します。

●燃費②

▼瞬間燃費／航続可能距離（残走行距離）
走行している瞬間の燃費と航続可能距離

（残走行距離）を表示します。航続可能距離

は、燃料タンク内の燃料量と平均燃費を計

算して、走行可能距離を表示します。

203025

203026



コ

1

●

▼

●

知  識
間以外の画面を表示している場合
行時間はエンジンスイッチをLOCK
またはACCにするまで継続してカ

されます。
ンビネーションメーター / マルチインフォメーションディスプレイ

32

運転情報

運転時間／区間距離
エンジンスイッチを ON にしてから経過し

た時間と走行距離を表示します。表示範囲

は00'（00分）～99 h59'（99時間59分）

です。

デジタルスピードメーター

お車の走行速度を表示します。

走行時
も、走

（OFF）
ウント

203027

203028
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133

知  識
トリップAまたはトリップBをリセット
すると、積算時間および燃料節約量もリ
セットされます。
アイドリングストップ作動によるエンジ
ン停止中も、走行時間はカウントを続け
ます。
コンビネーションメーター

●アイドリングストップ

トリップメーターをリセットしてからの、アイドリングストップした積算時間と節約し

た燃料の目安を表示します。トリップA、トリップBそれぞれについて表示します。表示

範囲は次のとおりです。

• 積算時間：

00'00"（00分00秒）～9999 h59'59"

（9999時間59分59秒）

• 燃料節約量：0 ml～9999.999 L

●設定移行画面

各種項目の設定を変更することができま

す。

P.149参照

•

•

203029

203030



コ

1

■

知  識
行っても割り込み画面が消えない場
スバル販売店で点検を受けてくださ
ンビネーションメーター / マルチインフォメーションディスプレイ

34

割り込み画面

警報や異常などを検知すると、マルチインフォメーションディスプレイに割り込み画面

を表示します。内容によっては、割り込み画面の表示と同時にブザーが鳴ります。

割り込み画面が表示された場合、画面一覧

を参照し、必要な処置を行ってください。

表示画面1、表示画面2の順に表示します。

マークが点灯しているときに （イン

フォメーション）／SETスイッチを引くと、

割り込み画面を再表示することができま

す。

203348

処置を
合は、
い。

203757
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次ページへ ⇒

画面2 マーク

―
あり

（赤色）

―
あり

（赤色）

あり
（赤色）

あり
（赤色）

あり
（黄色）

203104

203104

203105
コンビネーションメーター

●画面一覧（警告表示）

項目 表示画面1 表示

運転席シートベルト警告

電動パーキングブレーキ未解除

ブレーキシステム警告

ブレーキ液量低下警告

エンジン警告

203096

203290

203099

203100

203101
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2 マーク

あり
（黄色）

あり
（赤色）

あり
（黄色）

あり
（黄色）

あり
（赤色）

203103

203103

203103

203104

203105
36

ンビネーションメーター / マルチインフォメーションディスプレイ

項目 表示画面1 表示画面

ABS警告

ステアリング制御警告

LEDヘッドランプ警告

電動パーキングブレーキ警告

水温警告

203102

203106

203602

203603

203107
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次ページへ ⇒

画面2 マーク

あり
（黄色）

あり
（黄色）

あり
（赤色）

あり
（黄色）

あり
（黄色）

203103

203103

203105

203103

203103
コンビネーションメーター

項目 表示画面1 表示

VDC警告

トランスミッション警告

AT油温警告

AWD警告

オートヘッドランプレベラー警告

203108

203109

203110

203111

203112
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コ

2 マーク

あり
（赤色）

あり
（黄色）

あり
（黄色）

203104

203103
38

ンビネーションメーター / マルチインフォメーションディスプレイ

項目 表示画面1 表示画面

SRSエアバッグ警告

キーレスアクセス&プッシュスタート警告

キーバッテリー残量警告 ―

203113

203114

203115
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次ページへ ⇒

画面2 マーク

ついては、キーレ
ッシュスタート

警告音および警告
してください。
4参照

なし

なし

なし

― なし

あり
（黄色）

203103
コンビネーションメーター

項目 表示画面1 表示

キーなし警告

状況と処置に
スアクセス&プ
システムの「
表示」を参照
P.224、31

電源切り忘れ警告

キー置き忘れ警告

後席シートリマインダー

アイドリングストップ警告

203116

203676

203118

203675

203119



1

コ

2 マーク

なし

なし

あり
（黄色）

あり
（黄色）

あり
（黄色）

203103
40

ンビネーションメーター / マルチインフォメーションディスプレイ

項目 表示画面1 表示画面

ランプ消し忘れ警告 ―

半ドア警告

―

ボンネット開警告

燃料残量警告 ―

SRVD警告

SRVD一時停止 ―

203677

203612

203122

203123

203288
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次ページへ ⇒

画面2 マーク

―
あり

（黄色）

あり
（黄色）

―
あり

（白色）

あり
（黄色）

―
あり

（黄色）

203103

203103
コンビネーションメーター

項目 表示画面1 表示

SRVD一時停止レーダー検知不能

ADBシステム警告

シフトポジション要求警告

RAB警告

RAB一時停止

203289

203469

203128

203334

203333
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2 マーク

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし
42

ンビネーションメーター / マルチインフォメーションディスプレイ

項目 表示画面1 表示画面

プリクラッシュブレーキ

―ブレーキ踏み増し要求警報

AT誤発進抑制制御

後退飛び出し抑制

―

RAB後方注意

後退速度リミッター ―

後退速度リミッター制限速度設定 ―

車線逸脱警報 ―

203184

203185

203188

203187

203181
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次ページへ ⇒

画面2 マーク

― なし

― なし

― なし

― なし

― なし
コンビネーションメーター

項目 表示画面1 表示

車線中央維持・先行車追従操舵機能、車線
逸脱抑制機能のハンドル操作非検出

車線中央維持・先行車追従操舵機能のハン
ドル操作長時間非検出（ハンドル赤色点灯）

車線逸脱抑制機能の長時間作動、複数回作動
（ハンドル赤色点灯）

車線中央維持機能の逸脱回避要求警報（ハ
ンドル赤色点灯）

車線中央維持・先行車追従操舵機能のハン
ドル操作長時間非検出による自動解除（ハ
ンドル赤色点灯）

ふらつき警報

先行車発進お知らせ

203536

203537

203538

203182

203694
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コ

2 マーク

なし

あり
（黄色）

あり
（白色）

あり
（白色）

あり
（白色）
44

ンビネーションメーター / マルチインフォメーションディスプレイ

項目 表示画面1 表示画面

赤信号検知お知らせ ―

EyeSightシステムの故障 ―

EyeSightシステムの一時停止

―

―

―

203564

203208

203206

203205

203207
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画面2 マーク

― なし

― なし

― なし
コンビネーションメーター

※ 解除した理由を合わせて表示する場合があります。

項目 表示画面1 表示

EyeSightシステムによる自動解除※

203196

203411

203198



1

コ

●

2 マーク

なし

なし

あり
（白色）

あり
（黄色）

あり
（白色）

203607

203133

203134

203135
46

ンビネーションメーター / マルチインフォメーションディスプレイ

画面一覧（操作方法と車両の状況）

項目 表示画面1 表示画面

エンジン始動禁止

電動パーキングブレーキ作動 ―

ステアリングロック未解除

エマージェンシー操作

始動時ブレーキ要求

203606

203601

203129

203130

203131
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次ページへ ⇒

画面2 マーク

― なし

― なし

― なし

― なし

― なし
コンビネーションメーター

項目 表示画面1 表示

バッテリー保護自動電源OFF

X（エックス）モード切り替え

路面凍結警告表示

SRVD解除

203678

203657

203656

305345

203597



1

コ

2 マーク

なし

なし

なし

なし
48

ンビネーションメーター / マルチインフォメーションディスプレイ

項目 表示画面1 表示画面

プリクラッシュブレーキ
ブレーキ踏み促し

―

RABブレーキ踏み促し

AVHブレーキ踏み指示 ―

運転時間経過お知らせ ―

203332

203539

203540
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初期設定

FF ON

FF ON

FF ON

nglish 日本語

小 中

FF ON

FF ON

FF ON

／コンフォート／エコ スタンダード

FF ON

速／OFF 低速

FF ON

FF ON
コンビネーションメーター

■カスタマイズ機能

マルチインフォメーションディスプレイで次の項目の設定を変更することができます。

項目 設定

画面設定

ウェルカム画面※1 ON／O

グッバイ画面 ON／O

メーター初期作動 ON／O

言語 日本語／E

警報音量※2 大／中／

後席リマインダー（後席シートリマインダー） ON／O

EyeSight

先行車捕捉音 ON／O

先行車発進お知らせ ON／O

クルーズコントロール加速レベル ダイナミック／スタンダード

レーンキープ
中央維持＋先行車追従

ON／O

後退速度リミッター 高速／中速／低

RAB※3 ソナー警報音 ON／O

自動ブレーキ ON／O



1

コ

※

※

※

※

※

※ ます。

し 作動あり

し 作動あり

0秒／作動なし 30秒

動 15分作動

動なし 30秒
※6／OFF 車速

源OFF
FF

運転席ドア開

ON

―

初期設定
50

ンビネーションメーター / マルチインフォメーションディスプレイ

1: ウェルカム照明と連動

2: EyeSight、SRVD、RABの警報音

3: RAB装備車のみ

4: キーレスアクセス＆プッシュスタート装備車のみ

5: フロントワイパーデアイサー（装備車のみ）、ヒーテッドドアミラー（装備車のみ）と連動。

6: セレクトレバーを“P”から動かしたときにすべてのドア（リヤゲート含む）が自動で施錠され

車両設定

キーレスエントリー
キーレスアクセス

ブザー吹鳴※4 作動あり／作動な

非常点滅灯
（ハザードランプ）

作動あり／作動な

自動施錠時間 20秒／30秒／40秒／50秒／6

リヤデフォッガー
（リヤウインドゥデフォッガー）※5 15分作動／連続作

室内灯消灯時間 10秒／20秒／30秒／作

車両オートドア
ロック・アンロック

車両オートドアロック 車速／セレクトレバー P

車両オートドア
アンロック

セレクトレバー P／電
／運転席ドア開／O

方向指示器ワンタッチ機能 ON／OFF

設定リセット いいえ／はい

項目 設定
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知  識
“戻る”を選択すると、一つ上の階層に
戻ります。
約30秒間操作されなかった場合、カスタ
マイズがキャンセルされ、“設定移行画
面”に戻ります。
コンビネーションメーター

●カスタマイズのしかた

エンジンスイッチがONでセレクトレバーが“P”のときに操作してください。

1. ▲▼スイッチを手前に引いて、“ 設定移

行画面”を表示します。

（インフォメーション）／ SET スイッ

チを引き続けると、設定画面に切り替わ

ります。

2. ▲▼スイッチを手前に引いて“画面設定”

を選択し、 （インフォメーション）／

SETスイッチを引いて決定します。

画面設定の画面に切り替わります。

画面の表示にそって、次のスイッチを操

作してください。

• 選択：

▲（戻し）スイッチ

▼（送り）スイッチ

• 決定：

（インフォメーション）／ SET ス

イッチ

•

•

203759
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画面設定

ウェルカム画面の設定
ウェルカム画面およびウェルカム照明のON／OFFを設定できます。

ウェルカム画面をOFFに設定すると、ウェルカム照明もOFFになります。

グッバイ画面の設定
グッバイ画面のON／OFFを設定できます。

メーター初期作動の設定
メーター初期作動（スイープ機能）のON／OFFを設定できます。

言語の設定
マルチインフォメーションディスプレイの表示言語を日本語または英語に設定できま

す。

警報音量

警報音量（大／中／小）を設定できます。

後席リマインダー（後席シートリマインダー）

後席シートリマインダーのON／OFFを設定できます。

EyeSight

先行車捕捉音の設定
先行車捕捉音のON／OFFを設定できます。

先行車発進お知らせの設定
先行車発進お知らせのON／OFFを設定できます。
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知  識
スタマイズ機能でレーンキープ（中央維
＋先行車追従）をOFFに設定している場
、全車速追従機能付クルーズコントロー
のセット状態にかかわらず （レーン
ープ）スイッチを押すと車線逸脱抑制機
が作動します。
コンビネーションメーター

▼クルーズコントロール加速レベルの設定
クルーズコントロールの加速特性を4段階に設定できます。

ダイナミック：強い加速が必要なときに使用するモード

スタンダード：メリハリのある走行を行うときに使用するモード

コンフォート：穏やかな動きの走行を行うときに使用するモード

エコ：燃費を重視した、穏やかな動きの走行を行うときに使用するモード

▼レーンキープ（中央維持＋先行車追従）の設定
中央維持＋先行車追従操舵機能のON／OFFを設定できます。

▼後退速度リミッターの設定
AT誤後進抑制機能の後退速度リミッターは高速／中速／低速／OFFに設定できます。

●RAB

▼ソナー警報音の設定
RABの作動時に鳴るソナー警報音のON／OFFを設定できます。

▼自動ブレーキの設定
RABによるブレーキ制御のON／OFFを設定できます。

カ
持
合
ル
キ
能

設定 速度

高速 約20 km/h

中速 約15 km/h

低速 約10 km/h

OFF ―
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車両設定

キーレスエントリー／キーレスアクセスの設定
• ブザー音（キーレスアクセス&プッシュスタート装備車）

解錠時や施錠時に鳴るブザーの作動あり／作動なしを設定できます。

• 非常点滅灯（ハザードランプ）

解錠時や施錠時に点滅する非常点滅表示灯（ハザードランプ）の作動あり／作動なし

を設定できます。

• 自動施錠時間

自動施錠の作動あり／作動なし、および施錠されるまでの時間を20秒／30秒／40秒

／50秒／60秒に設定できます。

リヤデフォッガー（リヤウインドゥデフォッガー）の設定
リヤウインドゥデフォッガーの作動を15分作動／連続作動に設定できます。

室内灯消灯時間の設定
室内灯のオフディレイ機能の作動あり／作動なし、および消灯するまでの時間を10秒／

20秒／30秒に設定できます。

車両オートドアロック・アンロックの設定
• 車両オートドアロック

オートドアロックの作動条件を車速（約 20 km/h 以上）／セレクトレバー P（“P”

から動かしたとき）／OFFに設定できます。

• 車両オートドアアンロック

オートドアアンロックの作動条件をセレクトレバー P（“P”にしたとき）／電源OFF

／運転席ドア開／OFFに設定できます。

方向指示器ワンタッチ機能の設定
方向指示器のワンタッチ機能のON／OFFを設定できます。
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知  識
場出荷時（初期状態）に戻す操作をして
カスタマイズ項目の車両設定（キーレス
ントリー・キーレスアクセス、リヤデ
ォッガー（リヤウインドゥデフォッ
ー）、室内灯消灯時間、車両オートドア
ック・アンロック、方向指示器ワンタッ
機能）は初期状態には戻りません。
コンビネーションメーター

●設定リセット（初期設定に戻すとき）

エンジンスイッチがONで停車中、セレクトレバーが“P”のときに操作できます。

1. ▲▼スイッチを手前に引いて、“ 設定移

行画面”を表示します。

（インフォメーション）／ SET スイッ

チを引き続けると、設定画面に切り替わ

ります。

2. ▲▼スイッチを手前に引いて“設定リセ

ット ” を選択し、 （インフォメーショ

ン）／SETスイッチを引いて決定します。

3. ▲▼スイッチで“はい”を選択し、 

（インフォメーション）／SETスイッチで

決定します。

●カスタマイズのキャンセル

次の場合、カスタマイズがキャンセルされ“設定移行画面”に戻ります。

• （インフォメーション）／SETスイッチを手前に引き続けたとき

• エンジンスイッチをLOCK（OFF）にしたとき

• 約30秒間スイッチが操作されなかったとき

工
も
エ
フ
ガ
ロ
チ

203034
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マ
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





警  告
中にマルチファンクションディスプ
を操作したり、画面を注視したりし
。
行中の操作または画面の注視はハン
ル操作を誤るなど思わぬ事故につな
るおそれがあります。車を停車させ
から操作をしてください。
56

ルチファン

ルチ

ルチ
エンジンス

とき、時計

きます。ま

イズ）が行

次のような

• 時計、外

P.161参照

• エンジン

P.159参照

• 時刻／日

P.169参照
クションディスプレイ / マルチファンクションディスプレイの機能

ファンクションディスプレイ

ファンクションディスプレイの機能
イッチが LOCK（OFF）以外の

や燃費などを表示することがで

た、各種項目の設定（カスタマ

えます。

画面を表示することができます。

気温度、燃費、車両の走行状態のビジュアル表示やFavoriteなど

オイルの交換時期や定期点検時期の確認画面

付、誕生日の登録や表示方法など各種項目の設定画面

• 走行
レイ
ない

－ 走
ド
が
て

AUTO

203970
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マルチフ

 操作スイッチ
次の場合に使用します。

• 基本画面の表示中に INFO スイッチを押

してマルチファンクションディスプレイ

の表示画面を切り替えます。

• 設定移行画面を表示しているとき、INFO

スイッチを押し続けると、設定画面を表

示します。

• 画面など各種項目の設定を変更するとき

設定画面で▲▼スイッチを操作して、項

目を選択します。

• VIEWスイッチを押すと、マルチファンク

ションディスプレイにモニターの映像を

表示します（サイドビューモニター・フ

ロントビューモニター装備車のみ）。

P.514参照

• ナビ・オーディオ関連の操作ができます

（スバル純正用品の装着時のみ）。

各スイッチの操作については、付属の取

扱説明書をご覧ください。

204080

203821
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 ウ

知  識
ルカム画面は一度表示すると、エン
スイッチをLOCK（OFF）にしてか
定時間が経過するまでは運転席ドア
けても表示しません。
レスエントリー（キーレスアクセス
、電波式リモコンドアロック）でド
施錠するとウェルカム画面を中断し
。
ルカム画面表示中にエンジンスイッ
ACCまたはONにするとウェルカム
が消え、メンテナンスチェック画面
をONに設定している場合）または

画面に切り替わります。
9、161参照
ルチファンクションディスプレイ / ウェルカム画面

58

ェルカム画面
ドアを解錠し、運転席ドアを開けて閉めた

ときにウェルカム画面を一定時間表示しま

す。 • ウェ
ジン
ら一
を開

• キー
機能
アを
ます

• ウェ
チを
画面

（表示
基本

P.15

203036
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知  識
セルフチェックはメンテナンス時期（日
付･距離）を設定している項目のみ行いま
す。エンジンオイルの交換や定期点検後
は、メンテナンス時期の更新設定を行っ
てください。
P.177参照
エンジンオイル、エンジンオイルフィル
ター、タイヤは工場出荷時にメンテナン
ス時期（距離のみ）が設定されています。
P.169参照

知  識
ンテナンス時期のお知らせ画面は表示後

5日経過または500 km走行するまで表示
し続けます。
マルチファンクション

 メンテナンスチェック画面
1. エンジンスイッチをONにすると、メンテ

ナンス項目を表示するよう設定できま

す。

P.169参照

2. メンテナンス時期（日付・距離）の15日

前または残り 500 km になると、該当す

るメンテナンス時期のお知らせ画面を表

示します。

•


•



項目 チェックの内容 項目 チェックの内容

エンジンオイル 交換時期（日付と距離） タイヤ
ローテーション（位置交換）

時期（日付と距離）

エンジンオイル
フィルター

交換時期（日付と距離） 定期点検 点検整備時期（日付と距離）

203497

メ
1
を

203038
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 日

■

知  識
ナンスチェック画面を「表示ON」に
ている場合、日付はメンテナンス
ク画面の後に表示します。

知  識
日リマインダー、記念日リマイン
をOFFに設定できます。
9参照

日、記念日はそれぞれ 5 件まで登録
ます。
ルチファンクションディスプレイ / 日付表示

60

付表示
エンジンスイッチを ON にすると日付を一

定時間表示します。

誕生日、記念日のお知らせ画面

誕生日または記念日を登録している場合、

登録した日の7日前から当日まで、お知らせ

画面（リマインダー）を日付表示の後に一

定時間表示します。

メンテ
設定し
チェッ

203613

• 誕生
ダー

P.16
• 誕生

でき

203241
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知  識

（クルーズ）スイッチを押してクルーズ

イン ON にすると、マルチファンクショ
ディスプレイの表示がアイサイト画面に
り替わります。
マル

 基本画面
通常表示される画面です。INFOスイッチを押して、表示する画面を切り替えます。

• ：INFOスイッチを押す

※ 表示の有無はオプション装備により異なります。

メ
ン
切

AUTO

204030
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知  識
テリーの接続を外すとインフォメー
ンバーは工場出荷時の状態に戻りま
バッテリーを接続後、正しい時刻に
してください。
1参照

温度計は外気温度センサー取り付け
温度を表示していますので、実際の
温度とは異なる場合があります。
車中や低速走行時、またはしばらく
車した後にエンジンを再始動したと
は、周囲の熱の影響を受けるため正
い温度が表示されないことがありま
。
差のある場所に出入りしたときな
外気温度計の表示の更新が遅れるこ
あります。
ルチファンクションディスプレイ / 基本画面

62

インフォメーションバー（常時表示領域）

エンジンスイッチがACCのときは画面上部

に時計を表示し、ONにするとさらに外気温

度計を表示します。

エアコン部分は、エアコンの運転席および

助手席温度、ファン風量、モードの状態を

表示することができます。

P.522参照

時計

時計は次の設定ができます。

• 12時間表示または24時間表示

P.169、171参照

• バッ
ショ
す。
修正

P.17
• 外気

部の
外気

－ 停
駐
き
し
す

• 温度
ど、
とが

AUTO

203971
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知  識
面のランプ点灯状態で球切れを確認する
とはできません。
マル

■基本画面1：電装品作動状態

(1) 車線逸脱警報／ふらつき警報

機能ON／OFF

(2) プリクラッシュブレーキ

機能ON／OFF

(3) 方向指示器

／非常点滅表示灯（ハザードランプ）

点灯状態

(4) スモールランプ／ヘッドランプ

点灯状態

(5) リヤフォグランプ

点灯状態

(6) RAB※

機能ON／OFF

(7) SRVD※

機能ON／OFF

(8) ブレーキランプ

点灯状態

(9) フロントフォグランプ

点灯状態

(10)AUTOヘッドランプ

作動状態

※ 表示の有無は装備により異なります。

画
こ

AUTO

203972
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ルチファンクションディスプレイ / 基本画面

64

基本画面2：予防安全

次の情報を表示します。

(1) ステアリング

舵角

(2) 車両傾斜

姿勢

(3) 車両傾斜

角度

(4) パワートレイン

動力伝達状態

(5) VDC

作動状態

(6) AVH

作動状態

(7) ヒルディセントコントロール※

作動状態

(8) X（エックス）モード※

DEEP SNOW・MUD状態

(9) X（エックス）モード※

SNOW・DIRT状態

表示の有無は装備により異なります。

203973

203974
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マル

■基本画面3：アイサイト

次の情報を表示します。

(1) 先行車

先行車の有無

(2) レーン

レーンキープ作動状態

(3) 自車

自車

(4) 白線

・車線中央維持・先行車追従操舵機能：

システム作動状態

・車線逸脱抑制機能：

システムスタンバイ状態／作動状

態

(5) ツーリングアシスト

作動状態

(6) ハンドル

ハンドルの操舵状況

203975
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ルチファンクションディスプレイ / 基本画面

66

基本画面4：Favorite

任意に選択した項目を最大 3 つ表示できま

す。

P.169、174参照

表示可能な項目＞

203976

項目 表示 詳細 項目 表示 詳細

水温
Cold／Normal

／Hot
勾配 °

油温 ℃ 瞬間燃費 km/L

平均車速 km/h カレンダー 月／日／曜日

アクセル
開度

% ブランク ―
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マル

■基本画面5：燃費

次の情報を表示します。

• 上段：平均燃費（トリップA、B連動）

• 中段：瞬間燃費

• 下段：航続可能距離（残走行距離）

■基本画面6：時計／カレンダー

次の情報を表示します。

• アナログ時計

• カレンダー

203977

203978
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■



 グ

知  識
ビネーションメーターのマルチイン
メーションディスプレイに設定移行
が表示されている場合は、マルチ
ンクションディスプレイが設定画面
り替わりません。
ルチインフォメーションディスプレ
が設定移行画面中にドアを開けたり
て別の画面に切り替わっていても、
定画面には切り替わりません。
ルチインフォメーションディスプレ
の画面を設定移行画面以外にしてく
さい。
0参照

知  識
イ画面表示中でもドアを閉めると消
。

ルチファンクションディスプレイ / グッバイ画面

68

基本画面7：設定移行

INFO スイッチを押し続けると設定画面に

切り替わります。

時刻／日付、誕生日の登録や、画面の表示

方法など各種項目の設定を変更することが

できます。

P.169参照

ッバイ画面
エンジンスイッチを LOCK（OFF）にする

とグッバイ画面を一定時間表示し、その後

消えます。

• コン
フォ
画面
ファ
に切

－ マ
イ
し
設

－ マ
イ
だ

P.13

203979

グッバ
えます

203357
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知  識
スタマイズした設定を初期化し、工場出
時の設定に戻すことができます。
P.179参照
マルチファン

次ページへ ⇒

 カスタマイズ機能

■カスタマイズ項目一覧

マルチファンクションディスプレイで設定メニューから次の項目を選んで、設定をカス

タマイズすることができます。

「カスタマイズのしかた」には、操作の代表例として次の表の中で下線が付いている項目

の設定手順を記載しています。その他の項目については、同じように画面の表示にそっ

てスイッチを操作してください。

P.180参照

カ
荷


設定メニュー 項目 設定 初期設定

時刻／日付
P.171

時刻／日付
日付、時間、

時制（24時間／12時間）
2018年1月1日

00：00、12時間

誕生日 日付、名前 なし

記念日 日付、名前 なし

画面／音量
P.173

画面OFF OFF（非表示） ON（表示）

Favorite
P.186

水温、油温、平均車速、
アクセル開度、勾配、

瞬間燃費、カレンダー、
ブランク

左：水温
中：油温

右：平均車速

割り込み表示
P.189

誕生日
リマインダー

ON／OFF ON

記念日
リマインダー

ON／OFF ON

音量 大／小／OFF 大
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1

※
※
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1: サイドビューモニター・フロントビューモニター装備車のみ
2: お知らせ距離の初期設定です。

カメラ設定※1

P.175

明るさ オート／1～6 オート

コントラスト －5～0～＋5 0

カメラセレクトレ
バー連動

ON／OFF ON

メンテナンス
P.177

エンジンオイル お知らせ日／お知らせ距離 10000 km※2

オイルフィルター お知らせ日／お知らせ距離 10000 km※2

タイヤ お知らせ日／お知らせ距離 5000 km※2

定期点検 お知らせ日／お知らせ距離 なし

ON／OFF
メンテナンスチェック画面の

ON／OFF
OFF

設定消去 はい／いいえ ―

工場出荷設定
P.179

はい／いいえ ―

設定メニュー 項目 設定 初期設定
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知  識
コンビネーションメーターのマルチイン
フォメーションディスプレイに設定移行
画面が表示されている場合は、マルチ
ファンクションディスプレイが設定画面
に切り替わりません。

－ マルチインフォメーションディスプレ
イが設定移行画面中にドアを開けたり
して別の画面に切り替わっていても、
設定画面には切り替わりません。

－ マルチインフォメーションディスプレ
イの画面を設定移行画面以外にしてく
ださい。

P.130参照
マルチファン

次ページへ ⇒

●設定メニュー：時刻／日付

1. 設定移行画面を表示しているとき、INFOスイッチを押し続けると設定画面に切り替わ

ります。

2. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して「時刻／日付」を選択し、 （インフォメー

ション）／ SET スイッチを引いて決定すると、時刻／日付の項目選択画面に切り替わ

ります。

3. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して設定したい項目を選択し、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定すると、設定画面に切り替わります。

• ：▲（戻し）▼（送り）スイッチ

• ： （インフォメーション）／SETスイッチを引く

•



203980
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1

知  識
して、時刻／日付と誕生日の設定方
「カスタマイズのしかた」で説明し
ます。
1参照

用のナビゲーションシステムによっ
、時刻／日付が自動的に設定され、
チファンクションディスプレイでの
ができない場合があります。詳しく
ビゲーションシステムに付属の取扱
書をご覧ください。
ルチファンクションディスプレイ / カスタマイズ機能
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4. 設定するときは、画面の表示にそって次のスイッチを操作してください。

• 選択：▲（戻し）▼（送り）スイッチ

• 決定： （インフォメーション）／SETスイッチを引く • 例と
法を
てい

P.18
• ご使

ては
マル
設定
はナ
説明

項目 表示 設定 設定の内容

時刻／
日付

年、月、日、時、
分、時計表示

（24時間／12時間）

現在の日付と時間、および
時計の表示方法

誕生日 月、日、名前

誕生日の登録（5件まで）
（7 日前から当日までエンジ
ンスイッチを ACC または
ON にするとお知らせ画面
を表示）

記念日 月、日、名前

記念日の登録（5件まで）
（7 日前から当日までエンジ
ンスイッチを ACC または
ON にするとお知らせ画面
を表示）

203981

203982

wedding

203983
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マルチファン

次ページへ ⇒

●設定メニュー：画面／音量

1. 設定移行画面を表示しているとき、INFOスイッチを押し続けると設定画面に切り替わ

ります。

2. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して「画面／音量」を選択し、 （インフォメー

ション）／ SET スイッチを引いて決定すると、画面／音量の項目選択画面に切り替わ

ります。

3. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して設定したい項目を選択し、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定すると、設定画面に切り替わります。

• ：▲（戻し）▼（送り）スイッチ

• ： （インフォメーション）／SETスイッチを引く

203984



マ

1

知  識
して、Favorite、割り込み表示、音
設定方法を「カスタマイズのしかた」
明しています。
6参照

OFFに設定している場合、メンテナ
チェック画面は表示しません。
9参照
ルチファンクションディスプレイ / カスタマイズ機能
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4. 設定するときは、画面の表示にそって次のスイッチを操作してください。

• 選択：▲（戻し）▼（送り）スイッチ

• 決定： （インフォメーション）／SETスイッチを引く • 例と
量の
で説

P.18
• 画面

ンス
P.15

項目 表示 設定 設定の内容

画面OFF ―

画面のOFF
（INFO スイッチを操作する
と画面 OFF は解除されま
す）

Favor-
ite

水温、油温、
平均車速、

アクセル開度、
勾配、瞬間燃費、

カレンダー、
ブランク

各表示の変更

割り込み
表示

誕生日、記念日 表示のON、OFF

音量 大／小／OFF ブザー音量の変更

203985

203986

203987

203988
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マルチファン

次ページへ ⇒

●設定メニュー：カメラ設定

1. 設定移行画面を表示しているとき、INFOスイッチを押し続けると設定画面に切り替わ

ります。

2. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して「カメラ設定」を選択し、 （インフォメー

ション）／ SET スイッチを引いて決定すると、カメラ設定の項目選択画面に切り替わ

ります。

3. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して設定したい項目を選択し、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定すると、設定画面に切り替わります。

• ：▲（戻し）▼（送り）スイッチ

• ： （インフォメーション）／SETスイッチを引く

203989



マ

1

知  識
て、明るさ、コントラスト、カメラ
トレバー連動の設定方法を「カスタ
のしかた」で説明しています。
2参照
ルチファンクションディスプレイ / カスタマイズ機能
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4. 設定するときは、画面の表示にそって次のスイッチを操作してください。

• 選択：▲（戻し）▼（送り）スイッチ

• 決定： （インフォメーション）／SETスイッチを引く 例とし
セレク
マイズ
P.19

項目 表示 設定 設定の内容

明るさ オート／1～6 カメラ映像の明るさ

コント
ラスト

－5～0～＋5 カメラ映像のコントラスト

カメラ
セレクト
レバー
連動

ON／OFF
セレクトレバー操作による
カメラ映像の表示・切り替
えの作動あり／なし

203681

203682

203990
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知  識
として、エンジンオイル交換のお知らせ
期の設定方法を「カスタマイズのしかた」
説明しています。
P.197参照
マルチファン

次ページへ ⇒

●設定メニュー：メンテナンス

1. 設定移行画面を表示しているとき、INFOスイッチを押し続けると設定画面に切り替わ

ります。

2. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して「メンテナンス」を選択し、 （インフォ

メーション）／ SET スイッチを引いて決定すると、メンテナンスの項目選択画面に切

り替わります。

3. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して設定したい項目を選択し、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定すると、設定画面に切り替わります。

• ：▲（戻し）▼（送り）スイッチ

• ： （インフォメーション）／SETスイッチを引く

4. 設定するときは、画面の表示にそって次のスイッチを操作してください。

• 選択：▲（戻し）▼（送り）スイッチ

• 決定： （インフォメーション）／SETスイッチを引く

203991

例
時
で

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項目 表示 設定 設定の内容

エンジン
オイル

日付、距離 次回のオイルの交換時期

オイル
フィル
ター

日付、距離
次回のエンジンオイルフィ
ルターの交換時期

タイヤ 日付、距離
次回のタイヤローテーショ
ン（位置交換）時期

定期点検 日付、距離 次回の定期点検時期

ON／
OFF

ON／OFF
メンテナンスチェック画面
の表示あり／表示なし

203992

203993

203994

203995

204031
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知  識
場出荷設定の方法を「カスタマイズのし
た」で説明しています。
P.199参照
マルチファン

●設定メニュー：工場出荷設定

「工場出荷設定」では、カスタマイズした設定を初期化し、工場出荷時の設定に戻すこと

ができます。

1. 設定移行画面を表示しているとき、INFOスイッチを押し続けると設定画面に切り替わ

ります。

2. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して「工場出荷設定」を選択し、 （インフォ

メーション）／ SET スイッチを引いて決定すると、工場出荷設定の項目選択画面に切

り替わります。

3. 設定するときは、画面の表示にそって次

のスイッチを操作してください。

• 選択：▲（戻し）▼（送り）スイッチ

• 決定： （インフォメーション）／SET

スイッチを引く

設定消去 はい／いいえ
設定したメンテナンス時期

（日付、距離）を初期設定に
戻す

項目 表示 設定 設定の内容

203996

工
か


203997
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知  識
ビネーションメーターのマルチイン
メーションディスプレイに設定移行
が表示されている場合は、マルチ
ンクションディスプレイが設定画面
り替わりません。
ルチインフォメーションディスプレ
が設定移行画面中にドアを開けたり
て別の画面に切り替わっていても、
定画面には切り替わりません。
ルチインフォメーションディスプレ
の画面を設定移行画面以外にしてく
さい。
0参照
ルチファンクションディスプレイ / カスタマイズ機能
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カスタマイズのしかた

エンジンスイッチがACCまたはONでセレクトレバーが“P”のときに操作してくださ

い。

1. 設定移行画面を表示しているとき、INFO

スイッチを押し続けると設定画面に切り

替わります。

• コン
フォ
画面
ファ
に切

－ マ
イ
し
設

－ マ
イ
だ

P.13
204081
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知  識
戻る」を選択し決定すると、一つ上の階

層に戻ります。
次の場合、画面が切り替わりカスタマイ
ズがキャンセルされます。

－ 約 30 秒間スイッチが操作されなかっ
たとき

－ INFOスイッチを押したとき
－ （インフォメーション）／SETスイッ

チを引き続けたとき
－ VIEWスイッチを押したとき
マルチファン

2. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して設定メニューを切り替えます。

• ：▲（戻し）▼（送り）スイッチ

• ： （インフォメーション）／SETスイッチを引く

• ：INFOスイッチ

※ サイドビューモニター・フロントビューモニター装備車のみ

●時刻／日付の設定

▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して

「時刻／日付」を選択し、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定する

と、時刻／日付の項目選択画面に切り替わ

ります。

•「

•

203998

203736203999
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▼
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時刻／日付の設定
1. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て「時刻／日付」を選択し、 （インフォ

メーション）／SETスイッチを引いて決

定します。

2. 設定する項目を▲（戻し）▼（送り）ス

イッチを操作して選択し、 （インフォ

メーション）／SETスイッチを引いて決

定します。

204000

204001
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知  識
」を31日に設定後、31日のない「月」

選択すると、自動で30日に変わります。
月を選択すると、28日または29日に変わ
ます。
マルチファン

次ページへ ⇒

3. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て数字を切り替え、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定し

ます。決定すると手順 2. の表示に戻りま

す。

4. 手順2.、3.を繰り返し、日付、時間および

時間表示（24時間／12時間）を設定しま

す。

5. 設定が終了したら▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して「設定」を選択し、 （イ

ンフォメーション）／SETスイッチを引いて決定します。

「設定しました」を一定時間表示し、その後、項目選択画面に戻ります。

▼誕生日の登録
1. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て「誕生日」を選択し、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定し

ます。

決定すると、画面が誕生日リストに切り

替わります。

204002

「日
を
2
り

204003
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知  識
日に誕生日が複数登録されている場
お知らせ画面（リマインダー）はリ
の順番に表示します。
らせ画面（リマインダー）は、｢誕生
｢記念日｣の順に表示します。
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2. リストに登録する場所を▲（戻し）▼（送

り）スイッチを操作して選択し、 （イン

フォメーション）／SETスイッチを引い

て決定します。

決定すると、設定画面に切り替わります。

3. 設定する項目を▲（戻し）▼（送り）ス

イッチを操作して選択し、 （インフォ

メーション）／SETスイッチを引いて決

定します。

• 同じ
合、
スト

• お知
日｣→

204004

204005
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知  識
名前を設定しなくても、誕生日は登録で
きます。
名前」は10文字まで入力できます。

入力できる文字は次のとおりです。
－ アルファベット…小文字、大文字
－ 記号 …「!」、「"」、「#」、「$」、「%」、

「&」、「'」、「(」、「)」、「*」、「+」、「 」（空白）
約 30 秒間スイッチが操作されなかった
場合、基本画面に戻ります。
日」を31日に設定後、31日のない「月」

を選択すると、自動で 30 日に変わりま
す。2月を選択すると、28日または29日
に変わります。
誕生日」および「記念日」は、「時刻／

日付」を設定していないと入力できませ
ん。
誕生日、記念日を2月29日に設定した場
合、お知らせ画面はうるう年以外の年で
は2月28日に表示します。
登録した誕生日、記念日を消去する場合
は、「月」または「日」のいずれかを「--」
に設定し、決定します。ただし、誕生日、
記念日を消去した場合も登録した名前は
残ります。名前を消去するときは、｢ ｣
空白）を上書き入力してください。
マルチファン

4. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して数字または文字を切り替え、 （インフォ

メーション）／SETスイッチを引いて決定します。決定すると手順3. の表示に戻りま

す。

5. 手順3.、4.を繰り返し、日付、名前を設定します。

6. 設定が終了したら▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して「設定」を選択し、 （イ

ンフォメーション）／SETスイッチを引いて決定します。

「設定しました」を一定時間表示し、その後、手順2.の項目選択画面に戻ります。

そのまま誕生日の登録を終了する場合は｢戻る｣を、引き続き登録を続ける場合はリス

トの任意の場所を、▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して選択し、 （インフォ

メーション）／SETスイッチを引いて決定します。

•

•「

•

•「

•「

•

•

（
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画面／音量の設定

▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して

画面／音量」を選択し、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定する

と、画面／音量の項目選択画面に切り替わ

ります。

Favoriteの設定
1. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て「Favorite」を選択し、 （インフォ

メーション）／SETスイッチを引いて決

定します。

204006

204007
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知  識
ランクを除き、「左」「中」「右」で同じ項
の選択はできません。
マルチファン

次ページへ ⇒

2. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て変更したい表示（左、中、右）を選択

し、 （インフォメーション）／ SET ス

イッチを引いて決定します（図は「左」を

選択しています）。画面の マークが

に切り替わります。

3. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て表示する項目を選択し、 （インフォ

メーション）／SETスイッチを引いて決

定します。

「中」「右」の表示を設定する場合は、手

順2.、3.を繰り返します。

204008

ブ
目

204009
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表示可能な項目＞

4. 設定が終了したら▲（戻し）▼（送り）ス

イ ッ チ を 操 作 して「設 定」を 選 択 し、

（インフォメーション）／ SET スイッ

チを引いて決定します。

「設定しました」を一定時間表示し、その

後、項目選択画面に戻ります。

項目 表示 項目 表示 項目 表示

水温 油温 平均車速

勾配 瞬間燃費
アクセル開

度

カレンダー
ブランク

（表示なし）
― ―

204010
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次ページへ ⇒

▼割り込み表示の設定
1. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て「割り込み表示」を選択し、 （イン

フォメーション）／SETスイッチを引い

て決定します。

2. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て 表 示 を 変 更 し た い 項 目 を 選 択 し、

（インフォメーション）／ SET スイッ

チを引いて決定します。

204011

204012
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3. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て「ON」または「OFF」を選択し、 （イ

ンフォメーション）／SETスイッチを引

いて決定します。

4. 設定が終了したら▲（戻し）▼（送り）ス

イ ッ チ を 操 作 して「設 定」を 選 択 し、

（インフォメーション）／ SET スイッ

チを引いて決定します。

「設定しました」を一定時間表示し、その

後、項目選択画面に戻ります。

204013

204014
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マルチファン

次ページへ ⇒

▼音量の設定
1. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て「音量」を選択し、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定し

ます。

2. （インフォメーション）／ SET スイッ

チを引きます。

画面の マークが に切り替わります。

204015

204016
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3. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

てお好みの設定を選択し、 （インフォ

メーション）／SETスイッチを引いて決

定します。

4. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て「設定」を選択し、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定し

ます。「設定しました」を一定時間表示し、

その後、項目選択画面に戻ります。

カメラ設定

▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して

カメラ設定」を選択し、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定する

と、カメラ設定の項目選択画面に切り替わ

ります。

204017

204018
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▼明るさの設定
1. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て「明るさ」を選択し、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定し

ます。

決定すると設定画面に切り替わります。

設定画面では、背景にサイドビューモニ

ター映像が表示されます。

2. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て明るさを調整し、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定し

ます。決定すると項目選択画面に戻りま

す。

204019

203683
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コントラストの設定
1. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て「コントラスト」を選択し、 （イン

フォメーション）／SETスイッチを引い

て決定します。

決定すると設定画面に切り替わります。

設定画面では、背景にサイドビューモニ

ター映像が表示されます。

2. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

てコントラストを調整し、 （インフォ

メーション）／SETスイッチを引いて決

定します。決定すると項目選択画面に戻

ります。

204020

203684
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マルチファン

次ページへ ⇒

▼カメラセレクトレバー連動の設定
1. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て「カメラセレクトレバー連動」を選択

し、 （インフォメーション）／ SET ス

イッチを引いて決定します。

2. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て「ON」または「OFF」を選択し、 （イ

ンフォメーション）／SETスイッチを引

いて決定します。

204021

204022
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3. 設定が終了したら▲（戻し）▼（送り）ス

イ ッ チ を 操 作 して「設 定」を 選 択 し、

（インフォメーション）／ SET スイッ

チを引いて決定します。

「設定しました」を一定時間表示し、その

後、項目選択画面に戻ります。

204023
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次ページへ ⇒

●メンテナンスの設定

▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して

「メンテナンス」を選択し、 （インフォ

メーション）／SETスイッチを引いて決定

すると、メンテナンスの項目選択画面に切

り替わります。

▼エンジンオイルの設定
1. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て「エンジンオイル」を選択し、 （イン

フォメーション）／SETスイッチを引い

て決定します。

204024

204025
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知  識
定した時期（日付･距離）を過ぎてい
、お知らせ時期は次のように表示し

した日付から15日経過すると「----
--日」を表示します。

した距離から500 kmまでは「0000」
示します。
した距離から500 km以上走行する
----」表示に変わります。

知  識
または距離のどちらかを設定する
メンテナンスのお知らせ画面を表示
す。
「月」「日」のいずれかを「--」に設
た場合、メンテナンス時期（日付）
ルフチェックが無効となり、お知ら
面は表示しません。
」を「--」に設定した場合、メンテ

ス時期（距離）のセルフチェックが
となり、お知らせ画面は表示しませ

を31日に設定後、31日のない「月」
択すると、自動で 30 日に変わりま
ルチファンクションディスプレイ / カスタマイズ機能
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2. 設定する項目を▲（戻し）▼（送り）ス

イッチを操作して選択し、 （インフォ

メーション）／SETスイッチを引いて決

定します。

3. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て数字を切り替え、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定し

ます。決定すると手順 2. の表示に戻りま

す。

4. 手順2.、3.を繰り返し、日付、距離を設定

します。

5. 設定が終了したら▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作して「設定」を選択し、 （イ

ンフォメーション）／SETスイッチを引いて決定します。

「設定しました」を一定時間表示し、その後、項目選択画面に戻ります。

更新ボタンを押すと現在の数値がリセットされます。

前回設
る場合
ます。
• 設定

年--月
• 設定

を表
• 設定

と「
204026

• 日付
と、
しま

•「年」
定し
のセ
せ画

•「距離
ナン
無効
ん。

•「日」
を選
す。

204027
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●工場出荷設定（初期設定に戻すとき）

1. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て「工場出荷設定」を選択し、 （イン

フォメーション）／SETスイッチを引い

て決定すると、工場出荷設定の項目選択

画面に切り替わります。

2. ▲（戻し）▼（送り）スイッチを操作し

て「はい」を選択し、 （インフォメー

ション）／SETスイッチを引いて決定し

ます。

「工場出荷時設定にリセットしました」を

一定時間表示し、その後、項目選択画面

に戻ります。

204028

204029
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ルチファンクションディスプレイ / 割り込み画面

00

り込み画面
警報や異常などを検知すると、マルチファンクションディスプレイに割り込み画面を表

示します。

ープンソースソフトウェア情報
マルチファンクションディスプレイには、オープンソースを適用したソフトウェアが搭

載されています。

ソフトウェアの情報およびソースコードの入手をご希望されるお客様には、株式会社デ

ンソーのホームページよりダウンロードによる方法にて提供しております。

入手方法については、次のサイトをご参照ください。

https://www.denso.com/global/en/opensource/ivi/subaru/

項目 表示画面1 表示画面2

RAB後方注意 ー

RABブレーキ踏み促し ー

403032

403033
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ー / インフォメーションメーターについて

警  告
走行中にインフォメーションメーターを
操作したり、画面を注視したりしない。

－ 走行中の操作または画面の注視はハン
ドル操作を誤るなど思わぬ事故につな
がるおそれがあります。車を停車させ
てから操作をしてください。

知  識
ンフォメーションメーターの表示の明る
は、イルミネーションコントロールダイ
ルと連動しています。
P.297参照
イン
 イン

エン

グ左

フォ

に切
インフォメーションメータ

フォメーションメーター

フォメーションメーターについて
ジンスイッチがONのとき、ステアリン

側の INFO スイッチを押すごとにイン

メーションメーター中央部が図のよう

り替わります。

•

イ
さ
ヤ


203316

203090 204084
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知  識
リーの接続を外すと現在時刻がリ
されます。バッテリーを接続後、正
刻に修正してください。
ンフォメーションメーター / インフォメーションメーターについて

02

時計

エンジンスイッチが ACC または ON のと

き、時刻を表示します。

時計表示（12H／24H）の切り替えかた

時計の時間表示を12H／24Hに切り替えることができます。

1. エンジンスイッチが LOCK（OFF）のとき、「－」ボタンを約 5 秒以上押し続けます。

時計表示切り替えモードになり、時計表示が約5秒間点滅します。

2. 時計表示が点滅中、約2秒以上「＋」ボタンを押し続けると、新しい設定が点滅表示し

ます。点滅表示中に「＋」ボタンを2秒以上押すごとに時計表示の設定（12H／24H）

が切り替わります。

時刻表示の合わせかた

エンジンスイッチがACCまたはONのとき、「＋」ボタンまたは「－」ボタンを押すと、

1分きざみで時刻が切り替わります。「＋」ボタンを押すと表示時刻を進め、「－」ボタン

を押すと表示時刻を戻します。また、ボタンを押し続けると連続的に切り替わります。

203091

バッテ
セット
しい時
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知  識
外気温度計は外気温度センサー取り付け
部の温度を表示していますので、実際の
外気温度とは異なる場合があります。

－ 停車中や低速走行時、またはしばらく
駐車した後にエンジンを再始動したと
きは、周囲の熱の影響を受けるため正
しい温度が表示されないことがありま
す。

温度差のある場所に出入りしたときな
ど、外気温度計の表示の更新が遅れるこ
とがあります。
路面凍結警告は目安です。必ず路面状態
を確認してください。
路面凍結警告をいったん表示した場合、
外気温度が5 ℃以上に上がらないと再度
警告しません。
インフォメーションメータ

■外気温度計

外気温度を表示します。

表示範囲は－40 ℃～50 ℃です。

●路面凍結警告表示

外気温度が 3 ℃以下になった場合、路面が

凍結している可能性があることを知らせる

ため、温度表示が5秒間点滅します。

■平均車速計

走行している平均の車速を表示します。

•

•

•

•

305154

305374
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ンフォメーションメーター / インフォメーションメーターについて

04

ブランク

外気温度と時計以外の表示を消します。

航続可能距離計

燃料タンク内の燃料量と過去30 km間の燃

費を計算してタンク内の燃料での走行可能

距離を10 km単位で表示します。

305163

305155
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知  識
走行距離はあくまでも目安です。表示が
際とは異なる場合がありますので燃料の
油は早めに行ってください。

知  識
リップAまたはBをリセットすると、平均
費計もリセットされます。
セット後は、1 km 走行するまで表示し
せん。
インフォメーションメータ

燃料が残りわずかになると、表示をストッ

プします。

■平均燃費計

トリップメーターをリセットしてからの平

均燃費を表示します。

トリップメーターと連動し、トリップAまた

はトリップBの平均燃費を表示します。

残
実
給

305156

ト
燃
リ
ま

305157
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知  識
費は、低速走行時には表示しません。
ンフォメーションメーター / インフォメーションメーターについて

06

瞬間燃費計

走行している瞬間の燃費を表示します。

瞬間燃

305158
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知  識
ナンバープレートは、車両修理やス
キーを作る際に必要となりますの
切に保管してください。スペアキー

るときは、スバル販売店にご相談く
い。
防止のため、キーナンバープレート
内に置かないでください。また、万
備えてキーナンバーをメモしておい
ださい。
、キーを紛失したときには、盗難を
ため紛失したキーの登録を消去する
お奨めします。登録の消去は、スバ
売店でのみ行えます。スバル販売店
相談ください。
1参照

は、最大 7 つ（キーレスアクセス &
シュスタート装備車）または 4 つ
レスアクセス & プッシュスタート

車以外）まで登録できます。スペア
が必要な場合は、スバル販売店にご
ください。
08

部の開閉 /

操作

部の
ー

キーはドア

キーの種

車両には、

キーレス

• アクセス

• キーナン
 キー

開閉

の施錠、解錠、エンジンの始動、停止などに使用します。

類

次のキーがついています。

アクセス&プッシュスタート装備車

キー …2個

バープレート…1枚

• キー
ペア
で、大
を作
ださ

• 盗難
は車
一に
てく

• 万一
防ぐ
よう
ル販
にご

P.25
• キー

プッ
（キー
装備
キー
相談

202836
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次ページへ ⇒

アクセスキーには次の機能が装備されてい

ます。

• イモビライザー機能

P.251参照

• メカニカルキー

P.663参照

●キーレスアクセス&プッシュスタート装備車以外

• リモコンキー …2個

• キーナンバープレート…1枚

リモコンキーにはイモビライザー機能が装

備されています。

P.251参照

202625

203245



2

各

305897
10

部の開閉 / キー

警  告
• キーレスアクセス&プッシュスタートシステムにおいて、植込

み型心臓ペースメーカーまたは植込み型除細動器の機器を装
着されている方は、車両側発信アンテナから約22 cm以内の
範囲に植込み型心臓ペースメーカーなどを近づけない。

－ 車両側発信アンテナの電波により植込み型心臓ペースメー
カーまたは植込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれ
があります。
医療用電気機器を装着されている方は医療用電気機器製造
業者などに事前に確認してください。
医療用電気機器の作動に影響を与えるおそれがあります。

－ キーレスアクセス&プッシュスタート機能は、従来の電波式
リモコンドアロック機能の電波に加え、次の周波数の電波
※を使用しています。その電波は次のイラストの車両側発信
アンテナから周期的に出力しています。

※ 電波周波数：134 kHz

アクセスキーは電波法の認証に適合しています。
必ず次のこともお守りください。
• 電池交換時以外は、不用意に分解しないでください。
－ 分解、改造したものを使用することは法律で禁止されてい

ます。
• 必ず日本国内でご使用ください。
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各部の開閉 / キー

次ページへ ⇒

場所に絶対に放置または保管しないでく

メントパネルの上、物入れ、シートの上

に閉じ込めたり、電池が急激に消耗する
また、アクセスキーの位置によってはエ
り替わらないことがあります。
車庫での保管など）
するおそれがあります。

モコンキーには電子部品が組み込まれて
め、次のことをお守りください。
の近くに放置しない。
電池切れの原因となります。

すみやかに拭き取り、十分に乾かしてく

。
づけない。
など直射日光が当たったり高温になる場
ない。
故障の原因になります。
洗浄しない。
場所に放置しない。

の使用が禁止されています。キーのボタ
い。
注  意
キーレスアクセス & プッシュスタートシステムでは微弱な電波
を使用しているため、次のような状況ではアクセスキー・車両
間の通信の妨げとなり、施錠・解錠およびエンジンの始動がで
きなくなることがあります。
• 近くに放送施設、送電線などの強い電波を発生する設備があ

るとき
• 他の車両のアクセスキーまたはリモコンキーなどの電波を発

信するような製品を使用しているとき
• アクセスキーの近くに携帯電話などの無線通信機があるとき
• アクセスキーの近くに空気清浄機があるとき
• アクセスキーの電池が消耗しているとき
• アクセスキーを次のような製品と同時に携帯しているとき
－ 他の車両のアクセスキーまたはリモコンキー
－ パソコンや携帯情報端末
－ デジタルオーディオプレーヤー
－ ポータブルゲーム機器

• アクセスキーが次のような金属製の物に接していたり、覆わ
れたりしているとき

－ アクセサリー
－ アルミ箔などの金属が貼られたカード
－ アルミ箔を使用したタバコの箱
－ 金属製の財布やカバン
－ 小銭
－ カイロ
－ CDやDVDなどのメディア

• 充電器など電子機器の近くにアクセスキーを置いたとき
• リヤガラスに金属を含むフィルムなどが貼ってあるとき
• 純正用品以外の部品を取り付けたとき

アクセスキーは、次の
ださい。
• 車室内（インストル

など）または荷室内
アクセスキーを車内
おそれがあります。
ンジンスイッチが切

• 車両周辺2 m以内（
－ 電池が急激に消耗

アクセスキーおよびリ
います。故障を防ぐた
• パソコンや家電製品
－ キーが誤作動し、

• 水にぬらさない。
－ 水にぬれた場合は

ださい。
• 強い衝撃を与えない
• 磁気を帯びた物に近
• ダッシュボードの上

所には絶対に放置し
－ 電池の損傷や回路

• 超音波洗浄機などで
• 湿気やホコリが多い

航空機内では無線機器
ンを押さないでくださ
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部の開閉 / キー

知  識
• アクセスキーは車両との通信のために、常時受信動作をし、常

に電池を消耗しています。電池の寿命は使用状況によります
が、約1年～2年です。

P.598参照
• アクセスキーを次の場所に置かないでください。アクセス

キーを車内に閉じ込めたり、誤って警告を通知したり、通知
できないことがあります。

－ インストルメントパネル上
－ フロア上
－ グローブボックス内
－ ドアトリムのポケット
－ リヤシート
－ カーゴルーム

• キーレスアクセス & プッシュスタート機能の作動あり／作動
なしを設定することができます。

P.213参照
スバル販売店でも設定変更することができます。詳しくはス
バル販売店にご相談ください。
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注  意
植込み型心臓ペースメーカーまたは植込
み型除細動器の機器を装着されている方
は、必ずドア開閉による方法で機能停止
または復帰させる。

－ アクセスキーによる方法は誤操作によ
り機能が復帰する可能性があります。

P.214参照

知  識
設定変更はスバル販売店でもできます。
詳しくはスバル販売店にご相談くださ
い。
キーレスアクセス&プッシュスタート機
能を停止すると、ドアロックノブで施錠
し、ドアを閉めたときのキー閉じ込み防
止機能が動作しなくなります。
P.236参照
機能を停止するには、ドア開閉による方
法またはアクセスキーによる方法があり
ます。
P.214参照
■キーレスアクセス&プッシュスタート機能の停止

次の場合、キーレスアクセス&プッシュスタート機能を停止することができます。

• 植込み型心臓ペースメーカーまたは植込み型除細動器の機器を装着されている方がお

車に乗車するとき

• 長期間お車を使用しないとき、または機能自体を使用しないとき

• やむを得ずアクセスキーを車室内やお車の周辺に保管したいとき

キーレスアクセス&プッシュスタート機能の停止を行うと、次の機能が作動しなくなりま

す。

• ドアハンドルを握っての解錠

• ドアハンドルのタッチセンサーでの施錠

• リヤゲートオープナースイッチでの解錠

• リヤゲートリクエストスイッチでの施錠

• ドアロックノブで施錠し、ドアを閉めたときのキー閉じ込み防止機能

電波式リモコンドアロックは作動します。

またエンジンを始動するときには、アクセスキーをプッシュエンジンスイッチに触れて

から操作する必要があります。

P.664参照

•



•

•


•


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▼

知  識
. および 6. では、集中ドアロックス
を確実に押してください。スイッチ
間隔が短い場合、機能が停止しない
あります。
部の開閉 / キー

14

機能を停止させるとき

ドア開閉による方法
1. 運転席に座りドアを閉めます。

2. 集中ドアロックスイッチの （解錠）を押

します。

3. 手順2.の操作後、5秒以内に運転席ドアを

開けます。

4. 手順3.の操作後、5秒以内にドアを開けた

まま集中ドアロックスイッチの （解錠）

を2回押します。

5. 手順4.の操作後、10秒以内に運転席ドア

を「閉める→開ける」の操作を2回行いま

す。

6. 手順5.の操作後、10秒以内にドアを開けたまま集中ドアロックスイッチの （解錠）を

2回押します。

7. 手順6.の操作後、10秒以内に運転席ドアを「閉める→開ける」の操作を1回行います。

8. 手順7.の操作後、5秒以内にドアを閉めます。ブザー（ピー）が約2秒間鳴り、機能が

停止します。

手順 4
イッチ
を押す
ときが

305018
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知  識
クセスキーによる方法は、暗証コード式
ーレスエントリーの暗証番号を登録する
使用できます。
P.221参照

知  識
どちらの機能停止方法を行ったか分から
なくなった場合、プッシュエンジンス
イッチを押してください。

－ アクセスキーによる方法で機能を停止
した場合、室内ブザー（ポーン）が鳴
ります。

－ ドア開閉による方法の場合、ブザーは
鳴りません。
▼アクセスキーによる方法
1. 運転席のドアを開け、ドアロックノブを

前側に押します。

2. アクセスキーの ボタンおよび ボタンを同時に5秒以上押します。

3. ブザー（ピー）が約2秒間鳴り、機能が停止します。

●機能を復帰させるとき

選択した機能停止手順をもう一度行うと、機能を復帰させることができます。

このときブザー（ピッ）が鳴ります。

ア
キ
と


305019

•
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部の開閉 / キーレスアクセスによる施錠・解錠

16

ーレスアクセスによる施錠・解錠
キーレスアクセスはアクセスキーを携帯することにより、すべてのドア（リヤゲート含

む）の施錠･解錠が行えるシステムです。また、電波式リモコンドアロックによる施錠・

解錠も、アクセスキーのボタン操作で行えます。

P.227参照

作動エリア

ドアおよびリヤゲートの施錠・解錠機能の

作動エリアは、前席のドアハンドルとリヤ

ゲートオープナースイッチを中心に約 40

cm～約80 cmが目安となります。

ドアが施錠している状態で前席のドアハン

ドルの作動エリアに入ると、アクセスキー

のLEDの表示灯が点滅します。

キーレスアクセス機能を停止させている場

合は、アクセスキーのボタンを押さないと

LEDの表示灯は点滅しません。

P.213参照

305998

202511
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開閉 / キーレスアクセスによる施錠・解錠

エリア内にある場合、洗車や大雨などで
の水がかかったときは、ドアが解錠また
ります。解錠された場合は、施錠してく
の開閉操作がない場合は、約30秒後に自
各部の

知  識
• プッシュエンジンスイッチがOFF以外では、ドアハンドルの

タッチセンサーおよびリヤゲートリクエストスイッチ、また
はアクセスキーのボタン操作による施錠はできません。

• 操作が早すぎると施錠・解錠が完了していない場合がありま
す。

• アクセスキーを車体に近づけ過ぎるとキーレスアクセス機能
がうまく作動しない場合があります。

• アクセスキーを地面近くや地面から高い位置に置くと作動エ
リア内でもキーレスアクセス機能がうまく作動しない場合が
あります。

• アクセスキーが作動エリア内にあれば、アクセスキーを持た
ない方でもキーレスアクセス機能を使用できます。ただし、施
錠・解錠操作ができるのは、アクセスキーを検知している作
動エリアのドアハンドル、ドアハンドルのタッチセンサー、リ
ヤゲートオープナースイッチおよびリヤゲートリクエストス
イッチになります。

• アクセスキーが車内にある場合は施錠できません。ただし、ア
クセスキーの状態、周囲の状況によって施錠しアクセスキー
を閉じ込める可能性があります。施錠する際は、アクセスキー
を持っていることを確認してください。

• アクセスキーの電池が消耗しているときや、強い電波、ノイ
ズのある場所（例：TV塔や発電所、放送局、大型ディスプレ
イ、空港、電照看板、無線機器使用場所など）、携帯電話通話
中は、作動エリアが狭くなる場合や、作動しないことがあり
ます。このような場合は、「アクセスキーが正常に作動しない
とき」を参照してください。

P.663参照
• ドア（リヤゲート含む）が開いているときは施錠できません。
• 手袋をつけてドアハンドルを握ったり、ドアハンドルのタッ

チセンサーに触れた場合、施錠・解錠が遅れたり、施錠・解
錠ができないことがあります。

• アクセスキーが作動
ドアハンドルに大量
は施錠することがあ
ださい。ただしドア
動施錠されます。
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知  識
時や施錠時のブザーおよび非常点滅
灯（ハザードランプ）の点滅を作動
に設定できます。
9参照

ル販売店で、ブザーの音量を設定で
す。
7参照
部の開閉 / キーレスアクセスによる施錠・解錠

18

解錠

アクセスキーを携帯し、ドアハンドルを握

ります。すべてのドア（リヤゲート含む）が

解錠します。このときブザー（ピー）が2回

鳴り、同時に非常点滅表示灯（ハザードラ

ンプ）が2回点滅します。

リヤゲートからの解錠

アクセスキーを携帯し、リヤゲート中央の

リヤゲートオープナースイッチを押しま

す。すべてのドア（リヤゲート含む）が解

錠し、リヤゲートが開きます。このときブ

ザー（ピー）が2回鳴り、同時に非常点滅表

示灯（ハザードランプ）が2回点滅します。

• 解錠
表示
なし

P.14
• スバ

きま
P.69

305270

305898
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知  識
半ドアで施錠操作を行った場合はブザー
ピー）が5回鳴り、同時に非常点滅表示

灯（ハザードランプ）が 5 回点滅し、い
ずれかのドア（リヤゲート含む）が開い
ていることをお知らせします。
施錠中にドアやリヤゲート、ボンネット
が開けられたとき、警報音が鳴るように
盗難警報装置を設定できます。
P.257参照
各部の

■施錠

アクセスキーを携帯しすべてのドア（リヤ

ゲート含む）を閉めてからドアハンドルの

タッチセンサーに触れます。すべてのドア

（リヤゲート含む）が施錠します。このとき

ブザー（ピー）が1回鳴り、同時に非常点滅

表示灯（ハザードランプ）が1回点滅します。

●リヤゲートからの施錠

アクセスキーを携帯しすべてのドア（リヤ

ゲート含む）を閉めてから、リヤゲートリ

クエストスイッチを押します。すべてのド

ア（リヤゲート含む）が施錠します。この

ときブザー（ピー）が1回鳴り、同時に非常

点滅表示灯（ハザードランプ）が1回点滅し

ます。

•
（

•


305272

305899
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▼

知  識
錠を作動なしに設定できます。また、
での時間を 20秒／40秒／ 50秒／
設定できます。
9参照
部の開閉 / キーレスアクセスによる施錠・解錠

20

オフディレイ機能

P.561参照

自動施錠

解錠してから30秒以内にドアまたはリヤゲートを開けなかった場合は、自動的に施錠さ

れます。自動施錠する約5秒前よりブザーでお知らせします。

このとき、盗難警報装置が「作動あり」に設定されていれば監視状態となります。

P.257参照

節電機能

自動節電機能

アクセスキーの電池と車両のバッテリー保護のため、次の場合自動的に節電機能が働き

ます。

• すべてのドア（リヤゲート含む）を施錠した状態で2週間以上キーレスアクセス&プッ

シュスタートおよび電波式リモコンドアロックを使用しない場合

• すべてのドア（リヤゲート含む）を施錠した状態で作動エリア内にアクセスキーを10

分以上放置した場合

復帰方法
次のいずれかの操作で復帰します。

• 運転席のドアハンドルを握って解錠する。

• 運転席のドアハンドルのタッチセンサーに触れて施錠する。

• リヤゲートオープナースイッチを押して解錠する。

• リヤゲートリクエストスイッチを押して施錠する。

• 電波式リモコンドアロックで解錠または施錠する。

• メカニカルキーで解錠し、施錠する。

自動施
作動ま
60秒に
P.14



開閉 / キーレスアクセスによる施錠・解錠
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知  識
ケタの暗証番号（シークレットナンバー）
登録をお奨めします。
各部の

●手動節電機能

アクセスキーの電池の消耗を抑えるため、アクセスキーによる電波の受信待機を停止し

ます。

▼設定方法
アクセスキーの ボタンを押しながら ボタンを 2 回押します。その際、アクセスキー

のLED表示灯が4回点灯することを確認します。

▼復帰方法
アクセスキーのいずれかのボタンを押します。

■暗証コード式キーレスエントリーによる解錠

プッシュエンジンスイッチがOFFですべて

のドア（リヤゲート含む）が施錠されてい

るとき、リヤゲートリクエストスイッチを

押すことによりアクセスキーを使わず、す

べてのドア（リヤゲート含む）を解錠する

ことができます。

5
の

305899
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【準

【登
部の開閉 / キーレスアクセスによる施錠・解錠

22

暗証番号の登録方法

備】
1. プッシュエンジンスイッチをOFFにします。

2. すべてのドア（リヤゲート含む）を閉めます。

3. アクセスキーの ボタンを押し続けます（このときリヤゲートを含むすべてのドアが

施錠されます）。

4. 操作3.の状態のまま5秒以内にリヤゲートリクエストスイッチを押し続けます。

5. 操作4.の状態のまま5秒以上経つとブザーが鳴り始めます。

6. ボタンとリヤゲートリクエストスイッチから手を離します。

7. ブザーが鳴ってから30秒以内にアクセスキーの ボタンを押すと、ブザーが止まり準

備完了です。

録】
登録例32468の場合

次の操作では、リヤゲートリクエストスイッチを押します。

1. スイッチを3回押して、ブザー（ピッ）が1回鳴るのを待ちます。

2. スイッチを2回押して、ブザー（ピッ）が1回鳴るのを待ちます。

3. スイッチを4回押して、ブザー（ピッ）が1回鳴るのを待ちます。

4. スイッチを6回押して、ブザー（ピッ）が1回鳴るのを待ちます。

5. スイッチを8回押します。

6. ブザーが断続的に鳴り始めてから約30秒以内に番号の再確認のため、手順1.から5.ま

での操作を行います。

7. ブザー（ピッ）が3回鳴り、すべてのドア（リヤゲート含む）が解錠から施錠となった

ら登録完了です。
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開閉 / キーレスアクセスによる施錠・解錠
各部の

知  識
• 登録操作を間違えた場合は、一度ドアまたはリヤゲートをア

クセスキーのボタンで解錠し、登録をキャンセルしてくださ
い。
その後【準備】の手順 1. から登録操作を始めてください。た
だし、【登録】の手順6.で押し間違えた場合は、再度ブザーが
鳴ってから、手順6.をもう一度やり直すことができます。

• 盗難防止のため、同じ5ケタの数字（例：00000など）、また
は12345の登録はできません。
また、お車の登録番号や簡単なものは避けてください。

• 22222の登録操作をすると暗証番号が消去されます。以降新
しい暗証番号を登録するまで暗証コードでの解錠はできなく
なります。

• 0を登録するときは10回リヤゲートリクエストスイッチを押
してください。

• 新しい暗証番号を登録したら必ず解錠することを確認してく
ださい。

• アクセスキーによる方法でキーレスアクセス & プッシュス
タート機能を停止している場合、暗証コード式キーレスエン
トリーの暗証番号は、消去できません。

P.215参照
• 次の場合は、同じ手順で暗証番号を再登録してください。
－ 暗証番号を忘れてしまった
－ 暗証番号を変更したい

• 暗証番号は定期的に変更してください。
• 他人にお車を貸したときは、暗証番号が変更または消去され

ていないか確認してください。変更または消去されていると
きは、新しい暗証番号を登録してください。
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●

■



知  識
セスキーが作動エリア内にあるときは
レスアクセスの動作が優先されます。
中に操作を間違えた場合は、5 秒以
って最初からやり直してください。
5回操作ミスをするとブザー（ピー）
2秒間鳴り、5分間操作を受け付けま
。

部の開閉 / キーレスアクセスによる施錠・解錠

24

解錠方法

登録の1.～5.と同じ手順でリヤゲートリクエストスイッチを押してください。

警告音および警告表示

キーレスアクセス & プッシュスタートでは

誤操作や盗難を防止するため、異常などを

検知すると警告音が鳴り、マルチインフォ

メーションディスプレイに割り込み画面を

表示します。

P.134参照

この場合は適切な処置を行ってください。

• アク
キー

• 解錠
上待

• 連続
が約
せん

305028
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開閉 / キーレスアクセスによる施錠・解錠

次ページへ ⇒

対処方法

席ドアを閉めてからプッシュエンジンス
をOFFにしてください。
から離れるときは必ずプッシュエンジ
イッチをOFFにしてください。

アを閉めてください。

セスキーを車外に持ち出した上で施錠操
ってください。
にアクセスキーがある状態では施錠操
できません。
ブザーとともにすべてのドア（リヤゲー
む）が解錠されます。

セスキーを車外に持ち出した上でドアの
作を行ってください。
にアクセスキーがある状態ではドアの
操作はできません。

を確実に閉めて施錠操作を行ってくださ

れかのドア（リヤゲート含む）が開いて
状態では施錠できません。

スキーを車内に戻すか、プッシュエンジ
ッチをOFFにしてください。
シュエンジンスイッチを OFF にしない
アの施錠操作はできません。
各部の

●警告一覧表

室内ブザー警報 室外ブザー警報 状況

ポーン、
ポーン、…
（断続）

―

プッシュエンジンスイッチが ACC でセレクトレ
バーが“P”のとき、運転席ドアを開けた。

• 運転
イッチ
－車両

ンス

運転席ドアが開いているとき、プッシュエンジン
スイッチをOFFにした。

運転席ド

ポーン
ピー

（2秒間）

閉じ込み防止警告
集中ドアロックスイッチの （施錠）またはアク
セスキーの ボタンを押し、アクセスキーを車内
に置いたまま「車外からのキーを使わない施錠」
によってドアを施錠した。
P.235参照

• アク
作を行
－室内

作は
－警告

ト含

―
ピー

（2秒間）

キー置き忘れ警告
プッシュエンジンスイッチがOFFのとき、アクセ
スキーが車内にある状態でドアハンドルのタッ
チセンサーに触れた、またはリヤゲートリクエス
トスイッチを押した。

• アク
施錠操
－室内

施錠

―
ピッピッピッ 

ピッピッ
（5回）

半ドア警告
プッシュエンジンスイッチがOFFのとき、いずれ
かのドア（リヤゲート含む）が開いている状態
で、ドアハンドルのタッチセンサーに触れた、ま
たはリヤゲートリクエストスイッチまたはアク
セスキーの ボタンを押した。

• ドア
い。
－いず

いる

ポーン
ピーーー

（最長60秒間）

プッシュエンジンスイッチ切り忘れ警告
プッシュエンジンスイッチが OFF 以外でセレク
トレバーが“P”のとき、アクセスキーを携帯し
た状態でドアハンドルのタッチセンサーに触れ
た、またはリヤゲートリクエストスイッチを押し
た。

• アクセ
ンスイ
－プッ

とド
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各

対処方法

ジンスイッチを OFF にした上で車
さい。

を車内に戻すか、プッシュエンジン
FFにしてください。

バーを“P”にし、プッシュエンジ
を OFF にした上で車外に出てくだ

エンジンスイッチが ONでセレクト
“R”のときは、“R”のブザーが
ます。

バーを“P”にし、プッシュエンジ
を OFF にした上で車外に出てくだ

エンジンスイッチが ONでセレクト
“R”のときは、“R”のブザーが
ます。

を携帯して走行してください。
26

部の開閉 / キーレスアクセスによる施錠・解錠

室内ブザー警報 室外ブザー警報 状況

ポーン
ピッ ピッ ピッ

（3回）

キー持ち出し警告
プッシュエンジンスイッチが OFF 以外でセレク
トレバーが“P”のとき、アクセスキーを携帯し
た状態で車外に出て運転席ドアを閉めた。

プッシュエン
外に出てくだ

同乗者のキー持ち出し警告
プッシュエンジンスイッチが OFF 以外で同乗者
がアクセスキーを車外に持ち出し、運転席以外の
ドアを閉めた。

アクセスキー
スイッチをO

ピーーー
（連続）

―

セレクトレバー位置警告
• プッシュエンジンスイッチが OFF 以外でセレ

クトレバーが“P”以外のとき、運転席ドアを
開けた。

• セレクトレバーが“P”以外のとき、プッシュ
エンジンスイッチをOFFにした。

• セレクトレ
ンスイッチ
さい。
－プッシュ

レバーが
優先され

ピーーー
（連続）

ピーーー
（連続）

セレクトレバー位置警告
プッシュエンジンスイッチが OFF 以外でセレク
トレバーが“P”以外のとき、アクセスキーを携
帯した状態で車外に出て運転席のドアを閉めた。

• セレクトレ
ンスイッチ
さい。
－プッシュ

レバーが
優先され

ポーン、
ポーン、…

（約7秒間）
―

キーなし警告
車内にアクセスキーがない状態で走行した。

アクセスキー



波式リモコンドアロックによる施錠・解錠
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各部の開閉 / 電

 電波式リモコンドアロックによる施錠・解錠
アクセスキーまたはリモコンキーのボタンを押すと電波により、お車から離れたところ

からすべてのドア（リヤゲート含む）の施錠・解錠ができます。



各

2

■

知  識
距離が不安定になった場合は、電池
耗が考えられます。アクセスキー、
コンキーの電池は 1 年～ 2 年を目安
換してください。
5、598参照

式リモコンドアロックは車の周囲約
以内で作動しますが、周囲の電波や
ズ状態によって作動距離が変わるこ
あります。
場合、電波式リモコンドアロックは
しません。
ンジンスイッチにキーが差し込まれ
いるとき
ンジンスイッチがLOCK（OFF）以
のとき
アまたはリヤゲートが開いていると
や半ドアのとき
時や施錠時のブザー（キーレスアク
＆プッシュスタート装備車のみ）お
非常点滅表示灯（ハザードランプ）
滅を作動なしに設定できます。
9参照

ル販売店で、ブザーの音量を設定で
す（キーレスアクセス＆プッシュス
ト装備車のみ）。
7参照
部の開閉 / 電波式リモコンドアロックによる施錠・解錠

28

解錠

お車のまわりからアクセスキーの ボタン

またはリモコンキーの ボタンを押すと

すべてのドア（リヤゲート含む）が解錠し

ます。このとき非常点滅表示灯（ハザード

ランプ）が2回点滅します。

キーレスアクセス & プッシュスタート装備

車は、同時にブザー（ピー）が2回鳴ります。

• 作動
の消
リモ
に交

P.59
• 電波

1 m
ノイ
とが

• 次の
作動

－ エ
て

－ エ
外

－ ド
き

• 解錠
セス
よび
の点

P.14
• スバ

きま
ター

P.69

202712



波式リモコンドアロックによる施錠・解錠
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知  識
半ドアで施錠操作を行った場合は非常点
滅表示灯（ハザードランプ）が 5 回点滅
し、いずれかのドア（リヤゲート含む）
が開いていることをお知らせします。
キーレスアクセス&プッシュスタート装
備車は、同時にブザー（ピー）が 5 回鳴
ります。
施錠中にドアやリヤゲート、ボンネット
が開けられたとき、警報音が鳴るよう盗
難警報装置を設定できます。
P.257参照
各部の開閉 / 電

■施錠

お車のまわりからアクセスキーの ボタンまたはリモコンキーの ボタンを押すとすべ

てのドア（リヤゲート含む）が施錠します。このとき非常点滅表示灯（ハザードランプ）

が1回点滅します。

キーレスアクセス&プッシュスタート装備車は、同時にブザー（ピー）が1回鳴ります。

■リヤゲートの解錠（キーレスアクセス&プッシュスタート装備車）

お車のまわりから ボタンを押すとリヤ

ゲ ー ト が 解 錠 し ま す。こ の と き ブ ザ ー

（ピー）が2回鳴り、同時に非常点滅表示灯

（ハザードランプ）が2回点滅します。

•

•



202523
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知  識
錠を作動なしに設定できます。また、
での時間を 20秒／40秒／ 50秒／
設定できます。
9参照
部の開閉 / 電波式リモコンドアロックによる施錠・解錠

30

その他の機能

オフディレイ機能

P.561参照

自動施錠

解錠してから30秒以内にドアまたはリヤゲートを開けなかった場合は、自動的に施錠さ

れます。キーレスアクセス & プッシュスタート装備車は、自動施錠する約 5 秒前よりブ

ザーでお知らせします。

このとき、盗難警報装置が「作動あり」に設定されていれば監視状態となります。

P.257参照

電波式リモコンドアロックのカスタマイズ

スバル販売店で、アクセスキーまたはリモコンキーのボタンで前席ウインドゥを開閉で

きるよう設定できます。

P.243参照

自動施
作動ま
60秒に
P.14



各部の開閉 / ドア
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次ページへ ⇒

 ドア

■ドアの開閉

ドアを開けるときは、ドアハンドルを手前

に引きます。

ドアを閉めるときは、確実に閉め、半ドア

になっていないことを確認してください。

■お子さまの誤操作防止機能（チャイルドプルーフ）

リヤドアを車内のドアハンドルで開けられ

なくする機能です。後席にお子さまを乗せ

たときに使用してください。

レバーを「LOCK」側に動かしてドアを閉

めます。解除するときはレバーを戻します。

ドアを開けるには、ドアが解錠されている

状態で車外のドアハンドルを引きます。

305029

305034
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各

知  識
ジンスイッチを LOCK（OFF）に
とを必ず確認してからドアを施錠

などを置かないようにしてくださ
32

部の開閉 / ドア

注  意
ドアを開閉する際は、次のことをお守りください。守らないと
思わぬ事故やけがにつながるおそれがあります。
• 周囲の安全を十分に確認する。
• 予期せぬ動きにも対処できるよう、ドアハンドルを確実に保

持する。
• ドアは確実に閉める。
－ 半ドアでは開くことがあり危険です。

• 手や指、爪などを挟まないように注意する。
• リヤドアを閉めるときは、ドアキャッチャーへの衣類（丈の

長いスカートなど）の噛み込みに注意する。

305030

• お車から離れる場合はエン
して、キーを持っているこ
してください。

• 施錠しても車内に貴重品
い。



各部の開閉 / ドア
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知  識
ライティングスイッチを操作してランプ
類を消灯させてからエンジンスイッチを
LOCK（OFF）にした場合、ウェルカム
ライティングが作動しないことがありま
す。
スバル販売店で乗車時のウェルカムライ
ティングを作動なしに設定できます。ま
た、消灯までの時間を10秒／20秒に変
更できます。

知  識
バル販売店で降車時のウェルカムライ
ィングを作動なしに設定できます。また、
転席ドアを開閉してから消灯するまでの
間を10秒／20秒に変更できます。
■ウェルカムライティング

お車への乗降を容易にするため、車幅灯（ポジションランプ）などを点灯する機能です。

●乗車時

エンジンスイッチがLOCK（OFF）でライティングスイッチがAUTO位置のとき、アク

セスキーを携帯してお車に近づく（キーレスアクセス&プッシュスタート装備車）、また

はアクセスキーの ボタン、リモコンキーの ボタンを押して解錠すると、車幅灯（ポ

ジションランプ）、尾灯などが約30秒間点灯します。

運転席ドアを開けると、約30秒経過する前に消灯します。

また、次の操作で消灯させることもできます。

• エンジンスイッチをONにする

• 施錠する

• ライティングスイッチを操作する

●降車時

ライティングスイッチが AUTO 位置でヘッドランプが点灯しているとき、エンジンス

イッチをLOCK（OFF）にすると、車幅灯（ポジションランプ）などが約3分間点灯します。

ランプ類が消灯しているときは、AUTO位置にしてパッシングすると点灯します。

運転席ドアを開けて閉めると、約30秒で消灯します。

また、次の操作で消灯させることもできます。

• 施錠操作を2回繰り返す

• パッシングする

• エンジンスイッチをONにする

• ライティングスイッチを ／OFF位置まで回す

•

•

ス
テ
運
時
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■

●



知  識
警報装置を作動させた状態でキーに
解錠を行った場合、盗難警報装置は
されません。ドアを開けた場合、警
作動します。
による施錠では、盗難警報装置は作
ません。
4参照
部の開閉 / ドア

34

車外からのキーによる施錠・解錠

ドア

運転席ドアの鍵穴にキーを確実に差し込ん

で車の前側に回すと施錠され、後ろ側に回

すと解錠されます。

運転席のみ施錠・解錠されます。その他の

ドアはドアロックノブまたは集中ドアロッ

クスイッチで施錠・解錠してください。

キーレスアクセス & プッシュスタート装備

車は、メカニカルキーをアクセスキーから

取り出して使用します。

P.663参照

• 盗難
よる
解除
報が

• キー
動し

P.25

305031
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知  識
作したドアのみ施錠されます。
■車外からのキーを使わない施錠

●フロントドア

1. ドアロックノブを前側に押します。

2. ドアハンドルを引いたままドアを閉めま

す。

●リヤドア

ドアロックノブを前側に押してドアを閉め

ます。

操

305032

305019



各

2

■

■

●

▼

注  意
のドアロックノブで施錠・解錠して
中ドアロックは作動しません。

知  識
から乗降するときは、集中ドアロッ
イッチで解錠してください。
べてのドア（リヤゲート含む）が施
されている状態で、後席のドアロッ
ノブで解錠すると、後席のドアを開
したときにキー閉じ込み防止機能が
動する場合があります。
ル販売店で、キー閉じ込み防止機能
動なしに設定できます。
部の開閉 / ドア

36

車内からの集中ドアロックによる施錠・解錠

運転席ドアの集中ドアロックスイッチの

（施錠）を押すとすべてのドア（リヤゲー

ト含む）が施錠されます。（解錠）を押す

とすべてのドア（リヤゲート含む）が解錠

されます。

キー閉じ込み防止機能

キーが車内に残された状態でドアを施錠しようとすると、すべてのドアが解錠し、キー

の閉じ込みを防止します。

キーレスアクセス&プッシュスタート装備車

キー閉じ込み防止機能が作動するとき
• 運転席のドアを開けた状態で、集中ドアロックスイッチの （施錠）を押したとき（プッ

シュエンジンスイッチがACCまたはONのとき）

• キーを車内に置いたまま、ドアロックノブで施錠しドアを閉めたとき（キーレスアク

セス&プッシュスタート機能を停止していないとき）

運転席
も、集

305018

• 後席
クス

－ す
錠
ク
閉
作

• スバ
を作
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警  告
走行中はドア内側のドアハンドルを引か
ない。

－ 特に前席はドアロックノブが施錠側に
なっていてもドアが開くため、注意し
てください。

知  識
操作したドアのみ施錠・解錠されます。

－ 運転席ドアを開けると、オートドアア
ンロック機能によりすべてのドアが解
錠される場合があります。

P.239参照
▼キー閉じ込み防止機能が作動しないとき
• ドアロックノブで施錠しドアを閉めたとき（キーレスアクセス&プッシュスタート機能

を停止しているとき）

• 車外からスペアキーを使い施錠したとき

●キーレスアクセス&プッシュスタート装備車以外

▼キー閉じ込み防止機能が作動するとき
• 運転席のドアを開けた状態で、集中ドアロックスイッチの （施錠）を押したとき（エ

ンジンスイッチにキーが差し込まれているとき）

▼キー閉じ込み防止機能が作動しないとき
• ドアロックノブで施錠しドアを閉めたとき

• 車外からスペアキーを使い施錠したとき

■車内からのドアロックノブによる施錠・解錠

• ドアロックノブを後ろ側に引くと解錠さ

れ、前側に押すと施錠します。

• 前席ドアは、ドアロックノブが施錠側に

なっていても、車内のドアハンドルを引

くと開きます。

•

•



305033
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知  識
の乗員や荷物を直接検知する機能で
いため、乗員や荷物の有無とは関係
作動する場合があります。
シートリマインダーをOFFに設定で
す。
9参照

テリーを取り外したときは、設定が
ットされます。

知  識
ジンスイッチがACCまたはONのと
この機能は作動しません。
ル販売店で、半ドア対策機能を作動
に設定できます。
部の開閉 / ドア

38

キー抜き忘れ警報（キーレスアクセス&プッシュスタート装備車以
外）

キーの抜き忘れを防止するための装置です。キーをエンジンスイッチに差し込んだまま

運転席ドアを開けるとブザーが鳴ります。

後席シートリマインダー

後席にお子さまが取り残されたり、荷物を置き忘れたりするのを防ぐため、後席の確認

を促す警報です。後席ドアの開閉を検知した場合、エンジンスイッチを ON から LOCK

OFF）にすると警告音が鳴り、マルチインフォメーションディスプレイに割り込み画面

を表示します。

半ドア対策機能

半ドアなどで次のランプが点灯し続けた場合、バッテリー上がりを防止するため、約20

分後に自動的に消灯します。

• ルームランプ（ドア連動時）

• スポットマップランプ（ドア連動時）

• カーゴルームランプ（ドア連動時）

• エンジンキー照明（イグニッションキー照明）

• 後席
はな
なく

• 後席
きま

P.14
• バッ

リセ

• エン
き、

• スバ
なし
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知  識
解錠したいときは、集中ドアロックス
イッチで解錠してください。

－ すべてのドア（リヤゲート含む）が施
錠されている状態で、後席のドアロッ
クノブで解錠すると、後席のドアを開
閉したときにキー閉じ込み防止機能が
作動する場合があります。

オートドアロック機能が作動する前に、
集中ドアロックスイッチで施錠した場合
は、オートドアロック機能は作動しませ
ん。

知  識
SRSエアバッグが作動するような強い衝
撃を受けた場合、すべてのドア（リヤゲー
ト含む）が自動で解錠されることがあり
ます。
P.690参照
オートドアアンロック機能が作動する前
に、集中ドアロックスイッチで解錠した
場合は、オートドアアンロック機能は作
動しません。
■オートドアロック機能

車速約20 km/h以上になると、すべてのドア（リヤゲート含む）が自動で施錠されます。

●オートドアロック機能のカスタマイズ

作動の条件を設定できます。

P.149参照

■オートドアアンロック機能

車両停止時、運転席ドアを開けると、すべてのドア（リヤゲート含む）が自動で解錠さ

れます。

●オートドアアンロック機能のカスタマイズ

作動の条件を設定できます。

P.149参照

•

•

設定 作動条件

車速 車速約20 km/h以上になると施錠

セレクトレバー “P” セレクトレバーを“P”から動かすと施錠

OFF 作動なし

•


•設定 作動条件

セレクトレバー “P” セレクトレバーを“P”にすると解錠

電源OFF エンジンスイッチをLOCK（OFF）にすると解錠

運転席ドア開 運転席ドアを開けると解錠

OFF 作動なし
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部の開閉 / パワーウインドゥ
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ワーウインドゥ
パワーウインドゥは、エンジンスイッチがONのとき使用できます。

前席パワーウインドゥはアクセスキーまたはリモコンキーで開閉することができます。

開閉をする場合は設定の変更が必要ですので、スバル販売店にご相談ください。
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各部の開閉 / パワーウインドゥ

知  識
ないときに複数のウインドゥを同時に開
ー電圧が低下していると自動全開（全閉）
あります。
始動してからもう一度操作をしてくださ

ワーウインドゥのブレーカーが作動して
できなくなることがあります。
または全開にした後、スイッチを同じ方
続ける。

ゥを全閉または全開にした後、それぞれ
に同じ方向へ操作し続ける。
ー復帰後に必ずパワーウインドゥの初期
い。初期設定がされていないと、ウイン
閉）およびウインドゥ反転機能は作動し

、異物を挟み込んだときは次のように作
あります。
ているときはウインドゥの上昇が停止

降し止まります。
ているときは作動が停止します。
件により異物を挟んだときと同じ衝撃が
たときも作動が停止することがありま

数秒間はスイッチを操作してもウイン
とができません。
警  告
パワーウインドゥを閉めるときは次のことをお守りください。
守らないと挟まれて思わぬ事故やけがにつながるおそれがあり
ます。
• 閉める前に窓から顔や手を出していないことを確認する。
• 小さなお子さまにはスイッチを操作させない。
• お子さまを乗せるときにはロックスイッチをロック状態にし

ておく。
－ お子さまがいたずらして手や首を挟むことを防止します。
P.243参照
• 車両から離れる場合は、必ずエンジンスイッチをLOCK（OFF）

にしてキーを携帯し、お子さまも一緒に。
－ いたずらなどによる誤操作で、思わぬ事故につながるおそ

れがあります。

注  意
• ウインドゥの全閉、全開後に同じ方向にスイッチを押し続け

ない。
－ パワーウインドゥの故障の原因になります。

エンジンが始動してい
閉した場合、バッテリ
作動が停止することが
その場合、エンジンを
い。
• 次の操作を行うとパ

ウインドゥの開閉が
－ ウインドゥを全閉

向へ数秒間操作し
－ 3席以上のウインド

のスイッチを同時
この場合、ブレーカ
設定を行ってくださ
ドゥの自動全開（全
ません。

P.246参照
• ウインドゥが開閉中

動が停止することが
－ ウインドゥを閉め

し、自動で少し下
－ ウインドゥを開け
また、環境、走行条
ウインドゥに加わっ
す。
作動が停止した後、
ドゥの操作をするこ
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■

●

知  識
ーウインドゥに必要以上の負荷がか
ブレーカーが作動したときは、必ず
ーウインドゥの初期設定をしてくだ
。
期設定がされないと前席ウインドゥ
自動で全開（全閉）しません。
6参照
部の開閉 / パワーウインドゥ
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パワーウインドゥスイッチの操作

前席ウインドゥの開閉

スイッチを軽く操作している間、作動しま

す。強く操作すると、自動で全開（全閉）し

ます。

開けるとき：

• スイッチを軽く押します。押している間

ウインドゥが下降します。

• スイッチを強く押すと自動で全開になり

ます。途中でウインドゥの下降を停止さ

せるときは、スイッチを引き上げます。

閉めるとき：

• スイッチを軽く引き上げます。引き上げ

ている間ウインドゥが上昇します。

• スイッチを強く引き上げると自動で全閉

になります。途中でウインドゥの上昇を

停止させるときは、スイッチを押します。

• パワ
かり
パワ
さい

－ 初
は

P.24

305035
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知  識
バル販売店で前席ウインドゥのリモート
閉機能を作動ありに設定できます。

知  識
開閉ができる状態のときは、スイッチの
照明が点灯しています。
スイッチの照明が点灯している間に前席
のドアを開けると、ウインドゥの開閉は
できなくなります。
●前席ウインドゥのリモート開閉機能

アクセスキーまたはリモコンキーのボタンを長押しすると前席のパワーウインドゥの開

閉ができます。

ボタン：長押し約3秒後に開作動

ボタン：長押し約3秒後に閉作動

●オフディレイ機能

前席のウインドゥはエンジンを止めた後でも、約40秒間は開閉することができます。

●ウインドゥロック機能

お子さまなどの誤操作によるパワーウイン

ドゥの開閉を防止したいときに使用しま

す。

運転席のロックスイッチを押して運転席以

外の座席のスイッチをロックできます。

ロック状態のときは、運転席で、照明が点

灯しているスイッチのみ操作できます。

ス
開

•

•

305036
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部の開閉 / パワーウインドゥ

44

後席ウインドゥの開閉

ウインドゥを開閉します。スイッチを操作

している間作動します。

開けるとき：スイッチを押します。

閉めるとき：スイッチを引き上げます。

305037



各部の開閉 / パワーウインドゥ

245

注  意
インドゥを確実に閉めるため、閉めきる
前の部分では、挟み込みを感知しない領
があります。指などを挟まないようにし
ください。

知  識
環境や走行条件により異物を挟んだとき
と同じ衝撃がウインドゥに加わるとウイ
ンドゥ反転機能が作動することがありま
す。
ウインドゥ反転機能が作動した後、数秒
間はウインドゥを閉めることができませ
ん。
パワーウインドゥに必要以上の負荷がか
かりブレーカーが作動したときは、必ず
パワーウインドゥの初期設定をしてくだ
さい。

－ 初期設定がされないと、ウインドゥ反
転機能が作動しません。

P.246参照
■ウインドゥ反転機能

前席のウインドゥを閉めているときに窓枠とウインドゥとの間に異物の挟み込みを感知

すると、ウインドゥの上昇が停止し、自動で少し下降し止まります。

■ウインドゥ巻き込み防止機能

前席のウインドゥを開けているとき、異物を巻き込むと作動が停止します。

ウ
直
域
て

•

•

•


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部の開閉 / パワーウインドゥ

46

パワーウインドゥの初期設定

ウインドゥを全開または全閉にした後もスイッチを同じ方向に操作し続けるなど、パ

ワーウインドゥに必要以上の負荷がかかった場合、ブレーカーが作動してウインドゥの

開閉ができなくなることがあります。

その場合はパワーウインドゥの初期設定をしてください。

パワーウインドゥの初期設定をしないと、次の機能は作動しません。

• 前席ウインドゥの自動全開（全閉）

• ウインドゥ反転機能

初期設定のしかた

1. ドアを閉め、エンジンスイッチをONにします。

2. 前席ウインドゥスイッチを下に押し続け、ウインドゥを全開にします。全開後、約1秒

間スイッチを下に押し続けます。

3. 前席ウインドゥスイッチを上に引き続け、ウインドゥを全閉にします。全閉後、約1秒

間スイッチを上に引き続けます。

4. 前席ウインドゥスイッチを強く押し、自動でウインドゥが全開になることを確認しま

す。
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 フューエルリッド（燃料給油口）
メーター表示部の燃料計にフューエルリッ

ド（燃料給油口）が右側にあることを示す

表示があります。

■フューエルリッドの開閉

開けるときは、運転席右下にあるフューエルリッドオープナーレバーを引き上げます。

閉めるときは、ロックするまでフューエルリッドを手で押し付けてください。

指定燃料 タンク容量

無鉛レギュラーガソリン 約63 L

300826

305901 305333
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■

警  告
には必ず次のことをお守りくださ

コなど一切の火気は近づけない。
ジンスイッチは必ず LOCK（OFF）
る。
ジンは必ず止める。
ーエルキャップを開ける前に車体ま
給油機などの金属部分や、静電気除去
ドに触れて身体の静電気を除去する。
電気による火花が燃料に引火して車
火災にいたるおそれがあります。
ーエルキャップを開けるときはゆっ
回し、燃料タンク内の圧力を下げて
外す。
に開けると燃料が給油口から噴き返
おそれがあります。
ーエルキャップは確実に閉める。
まっていないと走行中に燃料が漏れ
車両火災につながるおそれがありま
。
ーエルキャップはお車に合った静電
去機能を有するスバル純正品を使用
。
参照

注  意
給油のときは、給油ガンが自動停止
点で止める。
部の開閉 / フューエルリッド（燃料給油口）

48

フューエルキャップの開閉

フューエルキャップを左に回して開けま

す。給油後は、「カチッ」と音がするまで右

に回して閉めます。

フ ュ ー エ ル キ ャ ッ プ を 外 し た と き は、

フューエルリッド内側にかけます。

給油時
い。
• タバ
• エン

にす
• エン
• フュ

たは
パッ

－ 静
両

• フュ
くり
から

－ 急
す

• フュ
－ 閉

て
す

• フュ
気除
する

P.27

セルフ
した時

305040

305041



各部の開閉 / リヤゲート
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 リヤゲート

■開けるとき

リヤゲートオープナースイッチを押してリ

ヤゲートを少し持ち上げます。手で支えた

ままゆっくり開けます。

■閉めるとき

リヤゲートをゆっくり下げて、上から手で押さえ付けるように閉めます。

半ドアでないことを確認します。

305900



2

各

以外のアクセサリー用品を取り付

端に重くなると、開けたときにス
おそれがあります。

知  識
ッチを押すと同時にリヤゲートを
ゲートが開かないときがあります。
に当たらないように気をつけて開

場所よりもリヤゲートの開閉がし
てしまう場合があります。
アロックシステムの故障などでリ
なった場合は、車室内から解錠す
50

部の開閉 / リヤゲート

警  告
• 走行中や長時間のアイドリングをしているときはリヤゲート

を完全に閉める。
－ 車内に排気ガスが侵入し、一酸化炭素中毒や、最悪の場合

死亡につながるおそれがあります。

注  意
リヤゲートを開閉するときは次のことをお守りください。守ら
ないと思わぬ事故やけがにつながるおそれがあります。
• 開閉するときは周囲の安全を確かめる。
• 開閉や荷物の出し入れのとき、リヤゲートが頭や顔にぶつか

らないように注意する。
• リヤゲートを閉めるときは、他の人の手（特にお子さまには

注意する）や荷物を挟まないように注意する。
• エンジンを始動したまま荷物の出し入れをするときは排気ガ

スの熱でやけどをしないように注意する。
• 走行前には、リヤゲートを完全に閉める。
－ 走行中に開くと荷物が落ちることがあります。

• 強風時の開閉には十分注意する。
－ 勢いよく開いたり閉じたりするおそれがあります。

• リヤゲートを開ける前に、リヤゲートに貼り付いた雪や氷な
どの重量物を取り除く。

－ 開いた後に重みでリヤゲートが突然閉まるおそれがありま
す。

• リヤゲートを支えているガスステー部に薄いビニール袋、
テープなどが噛み込まないようにする。

• 荷物の積み下ろしなどでガスステー部に傷をつけないように
注意する。

－ ステーのガス抜けにより、ゲートが自然に閉じてしまう場
合があります。

• リヤゲートにスバル純正品
けない。

－ リヤゲートの重量が極
テーが支えきれなくなる

• リヤゲートオープナースイ
開けようとした場合、リヤ

• キャリアなどに積んだ荷物
けてください。

• 傾斜した場所では、平坦な
にくかったり、急に開閉し

• バッテリー上がりや集中ド
ヤゲートの解錠ができなく
ることができます。

P.662参照
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（盗難防止用エンジン始動ロックシステム）
セキ
 イモ
シス
アク

キー

キー

の異
セキュリティシステム / イモビライザー

次ページへ ⇒

ュリティシステム

ビライザー（盗難防止用エンジン始動ロック
テム）

セスキー、リモコンキーにはイモビライザー機能が装備されています。

には、個々の違った識別コードが登録されています。

の識別コードが正しければエンジンを始動できますが、未登録のキーや識別コード

なるキーなどではエンジンを始動することができません。



2

セ

知  識
自体の盗難を防ぐ装置であり、車
ありません。車から離れるときは
い。
には、盗難を防ぐため紛失したキー
めします。登録の消去は、スバル
バル販売店にご相談ください。
ンスは不要です。
52

キュリティシステム / イモビライザー（盗難防止用エンジン始動ロックシステム）

注  意
イモビライザーはキーと車両の識別コードを電子的に照合しま
す。次のことをお守りください。
• 磁気を帯びた機器の近くにキーを置かない。
－ 誤作動の原因になるおそれがあります。

• ダッシュボードの上など高温になる場所にキーを置かない。
• キーを水にぬらさない。
• 次のような場合、車両がキーからの信号を正確に受信できず、

エンジンの始動ができない場合があります。
－ キーに金属製の物が接しているとき
－ キーに他のキーの金属部が接しているとき
－ キーが他の車両のイモビライザーシステム用キー（信号発

信機内蔵の物）と近いとき

－ キーが他の信号発信機と近いときや接しているとき
• システムの改造や取り外しをしない。
－ システムが正常に作動しなくなるおそれがあります。

• イモビライザーは、車両盗難を完全に防止することを保証す
るものではありません。

301560

• イモビライザー機能は車両
室内への侵入を防ぐ機能は
必ずドアを施錠してくださ

• 万一、キーを紛失したとき
の登録を消去するようお奨
販売店でのみ行えます。ス

• イモビライザーのメンテナ



（盗難防止用エンジン始動ロックシステム）
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知  識
ンジン停止中、プッシュエンジンスイッ
がACCまたはONでドアを開けるまたは
めるとセキュリティ表示灯がゆっくり点
します。このとき、アクセスキーを携帯
ていればエンジンを始動できます。

知  識
ンジンスイッチにキーを差したままにし
おくと、セキュリティ表示灯が再度ゆっ
り点滅しますが、エンジン始動はできま
。

セキュリティシステム / イモビライザー

■セキュリティ表示灯

セキュリティ表示灯は、イモビライザー機能の作動および盗難警報装置の状

態を示します。

●キーレスアクセス&プッシュスタート装備車

プッシュエンジンスイッチを押していないときはゆっくり点滅をしています。正規のア

クセスキーを携帯し、プッシュエンジンスイッチを押すと消灯します。

正規のアクセスキー以外を携帯し、プッシュエンジンスイッチを押した場合、表示灯は

ゆっくり点滅したままでエンジンを始動できません。

盗難警報装置の設定が「作動あり」時のセキュリティ表示灯点滅パターンについては、

「盗難警報装置を監視状態（警報が作動する状態）にするには」を参照してください。

P.254参照

●キーレスアクセス&プッシュスタート装備車以外

エンジンスイッチにキーが差し込まれていないときはゆっくり点滅をしています。エン

ジンスイッチにキーを差し込むと消灯し、エンジンの始動ができます。正規のキー以外

を使うと、表示灯が点灯しエンジンを始動できません。もし、正規のキーを使っても始

動できない場合は、いったんキーを抜いて再度やり直してください。

盗難警報装置の設定が「作動あり」時のセキュリティ表示灯点滅パターンについては、

「盗難警報装置を監視状態（警報が作動する状態）にするには」を参照してください。

P.254参照

エ
チ
閉
滅
し
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て
く
す
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注  意
報装置は特定条件で作動し警報など
に知らせる装置であり、盗難を防止
のではありません。
離れるときは、車内に貴重品などを
いでください。

知  識
間鳴り続けた後も、ドアが開いたま

なっている場合、警報が鳴り続けま
アを閉めると最長30秒後には警報

まります。
たん、盗難警報装置を監視状態にす
、キーレスエントリー（キーレスア
ス機能、電波式リモコンドアロック、
コード式キーレスエントリー）以外
解除できません。
ル販売店で30秒の待機時間をなしに
できます。
キュリティシステム / 盗難警報装置

54

難警報装置
キーレスエントリー（キーレスアクセス機能、電波式リモコンドアロック、暗証コード

式キーレスエントリー）以外でドア、リヤゲートやボンネットが開けられたとき、30秒

間車両ホーンが鳴り、非常点滅表示灯（ハザードランプ）が点滅して周囲に異常を知ら

せるよう設定できます。

P.257参照

盗難警報装置を監視状態（警報が作動する状態）にするには

エンジンスイッチを LOCK（OFF）にして、すべてのドア（リヤゲート含む）およびボ

ンネットを閉めます。次の操作で施錠すると約30秒の待機時間（監視を行なわない状態）

の後、監視状態に入ります。

• ドアハンドルのタッチセンサーに触れる、またはリヤゲートリクエストスイッチを押

す

• アクセスキーの ボタンまたはリモコンキーの ボタンを押す

監視状態に入るとメーター内のセキュリティ表示灯 が 2 回連続の点滅を繰り返しま

す。この方法以外（車外からのキーによる施錠、車外からのキーを使わない施錠）では

盗難警報装置は監視状態に入りません。

P.234、235参照

盗難警
で周囲
するも
車から
置かな

• 30秒
まに
す。ド
は止

• いっ
ると
クセ
暗証
では

• スバ
設定
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セキュリティシステム / 盗難警報装置
知  識
• 待機状態中は、セキュリティ表示灯 が素早く点滅します。

また、次のことを行った場合、監視状態に入りません。
－ キーレスエントリーでドアを解錠したとき
－ いずれかのドア（リヤゲートも含む）を開けたとき
－ アクセスキーを携帯しプッシュエンジンスイッチを押して

ACCにしたとき（キーレスアクセス&プッシュスタート装
備車）

－ エンジンスイッチを ON にしたとき（キーレスアクセス &
プッシュスタート装備車以外）

• ボンネットを開けたままで施錠した場合は、監視状態に入り
ません。

• ボンネットを閉めてから約30秒待機状態の後、監視状態に入
ります。

• 自動施錠の機能が作動した場合にも盗難警報装置が待機状態
から監視状態に入ります。

P.220、230参照
• 監視状態のままバッテリーが上がったときは、キーレスエン

トリーでは解錠できません。キーまたはメカニカルキーを使
用して解錠してください。ただしバッテリーを充電、もしく
は新品に交換した際には監視状態で復帰します。監視状態で
復帰したときにドア（リヤゲート含む）またはボンネットが
開いたままになっていると警報が作動します。警報の作動を
停止する操作を行ってください。

• キーレスアクセス機能や電波式リモコンドアロックによる施
錠や自動施錠時、ドアを施錠動作の直前で開くと警報が鳴り
始める場合があります。
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■

■

●

●

知  識
報装置が監視状態にあるとき、ドア
シリンダーにリモコンキーまたはメ
ルキーを差して解錠、もしくは車内
ーを使わず解錠した場合、そのまま
開けると警報が作動します。
4、236、237参照
キュリティシステム / 盗難警報装置

56

盗難警報装置の監視状態を解除するには

次の操作で解錠すると監視状態が解除されます。解除されるとメーター内のセキュリ

ティ表示灯 はゆっくりと点滅します。

• アクセスキーの ボタンやリヤゲートオープナースイッチを押す、または前席のドア

ハンドルを握る（キーレスアクセス&プッシュスタート装備車）

• リモコンキーの ボタンを押す（キーレスアクセス&プッシュスタート装備車以外）

• 暗証コード式キーレスエントリーによる解錠操作をする

警報を作動させてしまったときには

次のいずれかの操作をすると解除できます。

キーレスアクセス&プッシュスタート装備車

• アクセスキーのいずれかのボタンを押す

• アクセスキーを携帯し、プッシュエンジンスイッチを押してACCにする

キーレスアクセス&プッシュスタート装備車以外

• リモコンキーのいずれかのボタンを押す

• エンジンスイッチにキーを差し込み、エンジンスイッチをONにする

盗難警
のキー
カニカ
からキ
ドアを
P.23



セキュリティシステム / 盗難警報装置
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知  識
の設定は、スバル販売店でもできます。

知  識
報の作動履歴は、盗難警報装置を再度監
状態にすると消去されます。
■警報の設定

盗難警報装置は作動あり／作動なしの設定を切り替えることができます。

次の方法で切り替えます。

1. 運転席に座り、すべてのドア（リヤゲート含む）およびボンネットが閉まっているこ

とを確認します。

2. エンジンスイッチをON（エンジンが始動していない状態）にします。

3. 集中ドアロックスイッチの （解錠）を押すと同時に運転席ドアを開け、そのまま 10

秒間保持すると設定が切り替わります。

4. 設定が切り替わるとホーンが鳴り、新しい設定をメーターに表示します。

作動あり…ホーンが1回鳴ります。

メーター表示“AL ON”

作動なし…ホーンが2回鳴ります。

メーター表示“AL OFF”

■警報の作動履歴

メーター内のセキュリティ表示灯 が点滅して、警報が作動したことを運転者に知ら

せます。警報が作動した原因により点滅の回数が変わります。

エンジンスイッチをONにしたとき1秒間点灯した後に、次の点滅で運転者に知らせます。

• ドア（リヤゲートを含む）が開けられた場合：5回

• ボンネットが開けられた場合：3回

■室内ランプ点灯

スバル販売店で、室内ランプのスイッチがDOOR位置にあるときに警報が作動すると室

内ランプが点灯するように設定できます。

こ

警
視
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58

転前の調整

転前

しい
無理のない

ミラー位置

P.261、2

シートベル

P.36参照
 / 正しい運転（乗車）姿勢

の調整

運転（乗車）姿勢
、正しい運転（乗車）姿勢がとれるようにシート位置、ハンドル位置および

を調整します。

72、273、274参照

トを正しく装着します。



運転前の調整 / 正しい運転（乗車）姿勢
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次ページへ ⇒

306219
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運

注  意
行い、シートや動いている部分に
うにする。

してシート調整を行ってください。
、荷物が損傷したりすることがあ

用、後席ヘッドレストは後席専用。
ください。また、前席ヘッドレス
あります。

知  識
（シート汚れ防止用のポリエチレ
の汚れ防止フィルムは取り外して
60

転前の調整 / 正しい運転（乗車）姿勢

警  告
シートを調整するときは、次のことを必ずお守りください。守
らないと重大な傷害につながるおそれがあります。
• 必ず走行を始める前に調整を行う。
－ 運転席の調整は運転中に行わないでください。加速、減速

でシートが動いてペダルに足が届かなくなる、背もたれが
倒れてハンドルに手が届かなくなる、運転への注意がそれ
て運転ミスを起こすなどの重大な事故や傷害につながるお
それがあります。

• 調整後はシートを前後に動かして確実に固定されていること
を確認する。

－ 不完全なままではシートが動いたり、シートベルトの機能
が十分に働かないことがあります。

• 走行中は助手席も含めて背もたれを必要以上に倒さない。
－ 万一のとき、シートベルト本来の機能が発揮されないこと

があります。
• 背もたれと背中の間にクッションなどを入れない。
－ 正しい運転姿勢がとれないため危険です。

• フロントシートの下に物を置かない。
－ 物が挟まってシートが固定されず、思わぬ事故につながる

おそれがあります。
• フロントシートの座面と背もたれの間に後席乗員の足をのせ

たり、物を入れたりしない。
－ SRS エアバッグやパワーシートが正常に作動しなくなるな

ど、重大な傷害につながるおそれがあります。

• シートの調整は必ず大人が
手や足などを近づけないよ

－ 同乗者や荷物にも注意
手や足などを挟まれたり
ります。

• 前席ヘッドレストは前席専
－ 入れ替えて使用しないで

トには、角度調整機能が

納車時のシートダストカバー
ン製カバー）やフロアマット
から使用してください。



運転前の調整 / フロントシート
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警  告
ッドレストを調整するときは次のことを
守りください。守らないと万一のとき頭
首を保護できないなど重大な事故につな
るおそれがあります。
ヘッドレストは確実に取り付ける。

－ ヘッドレストを外しての走行や、固定
できる高さを超えての使用はしないで
ください。

ヘッドレスト中央が耳の後方になるよう
に高さを調整する。
ヘッドレストの高さおよび角度調整は、
走行中に行わない。

－ 思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

注  意
ヘッドレストを取り付ける際は、前後の向
きを間違えないように注意してください。
前席ヘッドレストは前席、後席ヘッドレス
トは後席専用です。これらのヘッドレスト
をその他の座席で使用しないでください。
前席ヘッドレストのみ角度調整機能が
設定されています。ご確認の上、ヘッド
レストを取り付けてください。

知  識
ッドレストが天井に当たって取り外しにく
ときは、背もたれを倒すと取り外せます。
 フロントシート

■ヘッドレスト

●高さ調整

• 上げるとき:

最下段～ 1 段目はそのままヘッドレスト

を引き上げます。

1 段目～ 3 段目は固定解除ボタンを押し

たまま、引き上げます。

• 下げるときは、固定解除ボタンを押した

まま押し下げます。

• 取り外すときはヘッドレストを最上段に

して、取り外しボタンを押したまま引き

抜きます。

• 取り付けるときは、ヘッドレストを取り

付け穴に合わせて、ロックされるまで確実に押し下げてください。

ヘ
お
や
が
•

•

•

•

•

•

ヘ
い

305150



運

2

●

■

●

警  告
に乗員がいるときヘッドレストを後
から絶対に押さない。
度が変わり思わぬけがをするおそれ
あります。

注  意
ドレストに物を引っかけたり、つか
たりしない。
分な効果が発揮できなかったり、故
につながるおそれがあります。

注  意
スライドする際は、後席の乗員の足
れないように注意する。
転前の調整 / フロントシート

62

角度調整

ヘッドレストの角度を段階的に調整するこ

とができます。

ヘッドレストを前方いっぱいに倒して、手

を離すと自動的に一番後ろの位置に戻りま

す。

調整後、ヘッドレストが後方にロックされ

ていることを確認してください。

マニュアルシート

シートのドア側と下部のレバー操作で調整ができます。

スライド調整（前後の調整）

下部のレバーを完全に引き上げた状態で前

後に動かして調整します。レバーを下ろし、

ロックしたことを確認します。

• 前席
ろ側

－ 角
が

• ヘッ
まっ

－ 十
障

305045

後方に
が挟ま

305976



運転前の調整 / フロントシート

263

注  意
調整する際は、レバーとレバーカバー内
に指を挟まないように注意する。
背もたれを起こすときは手で支えてゆっ
くりと戻す。

－ 背もたれが急に戻り、顔や身体にけが
をするおそれがあります。

注  意
下に調整する際は、後席の乗員の足が挟
れないように注意する。
●リクライニング調整（背もたれの角度調整）

レバーを完全に引き上げた状態で背もたれ

の角度を調整します。レバーを下ろし、ロッ

クしたことを確認します。

●上下調整（運転席のみ）

レバーを引くたびに上がります。また、押

すたびに下がります。

•

•

305977

上
ま

305978



運

2

■

●

●

注  意
するときはスイッチ部に異物を挟ま
ように注意する。
期しないときに動くことがありま
。
するときは背もたれに過度な力を加
い。
できる終点まで移動させた状態でス
チを押し続けない。
トが人や物に当たった場合、それ以
理に操作しない。
にスライドする際は、後席の乗員の
挟まれないように注意する。

知  識
はエンジンが始動しているときに
てください。バッテリー上がりの原
なります。
の調整を同時に行わないでくださ
転前の調整 / フロントシート

64

パワーシート

シートのドア側のスイッチ操作で調整ができます。

スライド調整（前後の調整）

スイッチ全体を前後に動かして調整しま

す。

リクライニング調整（背もたれの角度調整）

リクライニングスイッチを前後に動かして

背もたれの角度を調整します。

• 操作
ない

－ 予
す

• 操作
えな

• 調整
イッ

• シー
上無

• 後方
足が

• 調整
行っ
因と

• 複数
い。

305979

306078



運転前の調整 / フロントシート

265

注  意
下に調整する際は、後席の乗員の足が挟
れないように注意する。
●上下調整

スイッチの後ろ側を上下に動かしてシート

の高さを調整します。

●座面前側の高さ調整

スイッチの前側を上下に動かして前側の高

さを調整します。

上
ま

305981

305982



運

2

■

注  意
ムレストの上に乗ったり、重い物を
たりしない。
ームレストの損傷や思わぬけがをす
おそれがあります。
転前の調整 / フロントシート

66

アームレスト

コンソールボックスと一体式のフロント

アームレストです。
• アー

のせ
－ ア

る

305138



運転前の調整 / フロントシート

267

注  意
ートヒーターを使用する際は、次のこと
注意してください。
長時間使い続けない。

－ やけどの原因になることがありますの
でお子さま、皮ふの弱い方、身体の不
自由な方などは特に注意してくださ
い。

毛布や座ぶとんなどをのせて使用しな
い。
水やその他の液体をこぼしたときは、乾
いた布ですぐに拭き取り、十分乾かして
から使用する。
シートに硬い物や突起のある物をのせな
い。

知  識
ンジンが始動しているときに使用してく
さい。バッテリー上がりの原因となりま
。

■シートヒーター

エンジンスイッチが ACC または ON のと

き、スイッチを押すとシートが温まります。

作動中はスイッチ内の表示灯が点灯しま

す。

停止させるときは、スイッチを水平にしま

す。

HI：

早く温めたいときに使います。温まった

らLOにしてください。

LO：

保温するときに使います。通常はこの位

置で使用してください。

シ
に
•

•

•

•

エ
だ
す

306254
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 リ

■

●

警  告
ドレストは確実に取り付ける。
ッドレストを外しての走行や、固定
きる高さを超えての使用は、万一の
き頭や首を保護できず重大な傷害に
ながるおそれがあります。
転前の調整 / リヤシート

68

ヤシート

ヘッドレスト

使用するときは、常に格納位置から一段上

げた位置にしてください。

乗員がいないときは下げておくと後方視界

がよくなります。

高さ調整

• 上げるときはそのまま引き上げます。

• 下げるときは固定解除ボタンを押したまま押し下げます。

• 取り外すときは固定解除ボタンを押したまま引き抜きます。

• 取り付けるときは、ヘッドレストを取り付け穴に合わせて、ロックされるまで確実に

押し下げてください。

202266

• ヘッ
－ ヘ

で
と
つ



運転前の調整 / リヤシート

269

注  意
ヘッドレストを取り付ける際は、前後の向
きを間違えないように注意してください。
前席ヘッドレストは前席、後席ヘッドレ
ストは後席専用です。これらのヘッドレ
ストをその他の座席で使用しないでくだ
さい。
前席ヘッドレストのみ角度調整機能が設
定されています。ご確認の上、ヘッドレ
ストを取り付けてください。

警  告
シートベルトの着用は、アームレストに
引っかけたりしない。

－ 万一の場合、シートベルト本来の機能
が発揮できないなど、重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

注  意
アームレストの上に乗ったり、重い物を
のせたりしない。

－ アームレストの損傷や思わぬけがをす
るおそれがあります。
■アームレスト

引き出して、ひじかけとして使います。

•

•

•

＜左右席用＞ ＜中央席用＞

305054 306070

•

•
305055
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■

●

●

転前の調整 / リヤシート

70

6：4分割リヤシートの背もたれを倒し、荷室として使うとき

リヤシートの背もたれを倒すことにより、荷室として広く使うことができます。

背もたれは左右に分割されているシートをそれぞれ倒すことができます。

背もたれを倒すとき

背もたれ上部のロックノブを引き上げなが

ら背もたれを倒します。

背もたれを元に戻すとき

シートベルトが挟み込まないようにベルト

を外側に引き出しながら、反対の手で背も

たれを起こし、確実にロックします。

305056

305151
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運転前の調整 / リヤシート

と急ブレーキ時などに背もたれが倒れた
飛び出すなど思わぬ事故や重大な傷害に
あります。

注  意
は次のことをお守りください。守らない
るおそれがあります。
取り付けているときは、背もたれを倒さ

、中央席のシートベルトを格納する。

に荷物などをかけない。
固定できず、思わぬ事故につながるおそ

知  識
が倒れないときは、手で倒してください。

202220
警  告
• 背もたれを元に戻すときは、シートベルトが背もたれに挟ま

れていたり、背もたれ固定フックの裏側に回り込んでいない
か必ず確認する。

－ シートベルトが背もたれに挟まれていたり、背もたれの裏
側に回り込んでいるとシートベルトが着用できない、また
は衝突したときなどにシートベルトが十分な効果を発揮せ
ず、重大な傷害につながるおそれがあります。

• 背もたれを倒して荷室として使用する場合は、人を乗せて走
行しない。

－ 急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに重大な傷害
を受けることがあります。

• 荷物や長い物をのせたときは、荷物を固定する。
－ 急ブレーキをかけたときなどに荷物が飛び出し重大な傷害

を受けることがあります。
P.260の注意事項もお守りください。
• 背もたれを元に戻したときは、ロックノブの赤マークが見え

ないことを確認し、前後に動かして確実に固定されているこ
とを確認する。

102130

－ 固定されていない
り、荷室内の物が
つながるおそれが

背もたれを動かすとき
と思わぬ事故につなが
• チャイルドシートを

ない。
• 背もたれを倒すとき
P.46参照
• 背もたれ固定フック
－ 背もたれが確実に

れがあります。

上り坂などで背もたれ



運

2

 チ

警  告
は必ず走行前に行い、ハンドル位置
整した後は、確実に固定する。
定が不十分な場合、ハンドル位置が
然変わり、重大な事故につながるお
れがあります。
行中に操作すると、ハンドルが動い
危険です。
ドルやその周辺に物を置いたり、ひ
ケーブルなどを引っかけたりしな

イッチの誤操作を引き起こす原因に
るおそれがあるだけでなく、SRSエ
バッグシステムが正常に作動しなく
るおそれがあります。

203211
転前の調整 / チルト／テレスコピックステアリング

72

ルト／テレスコピックステアリング
運転姿勢に合わせてハンドル位置を前後または上下に調整できます。

1. チルト／テレスコピックレバーを押し下

げます。

2. ハンドル位置を合わせます。

3. チルト／テレスコピックレバーを引き上

げます。

4. ハンドルが固定されたことを確認しま

す。

• 調整
を調

－ 固
突
そ

－ 走
て

• ハン
もや
い。

－ ス
な
ア
な

305057



運転前の調整 / ルームミラー

273

警  告
各ミラーの調整は必ず走行前に行う。

－ 走行中に行うと思わぬ事故につながる
おそれがあります。

警  告
眩への切り替えは必要なときのみ行う。
 ルームミラー
ミラー本体を動かして後方が十分確認でき

る位置に調整します。

■防眩ルームミラー

通常はレバーを車両前方に押した位置で使

います。

後続車のヘッドランプがまぶしいときは、

レバーを手前に引き、まぶしさを低減しま

す。

•

202142

防

202143
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 ド

■

■

注  意
必ず走行前に行ってください。
転前の調整 / ドアミラー

74

アミラー

電動リモコンドアミラー

エンジンスイッチがACCまたはONのとき、ドアミラーの鏡面位置を調整できます。

1. スイッチを L 側（助手席側）または R 側

（運転席側）に回します。

2. スイッチを上下左右に動かして調整しま

す。

電動格納式ドアミラー

エンジンスイッチが ACC または ON のと

き、左右のドアミラーを同時に格納できま

す。

スイッチを押し込むと格納します。

もう一度押すと通常の使用位置に復帰しま

す。

調整は

305058

305059



275

運転前の調整 / ドアミラー
知  識
• 手動で格納または復帰操作をした後にエンジンスイッチを

LOCK（OFF）からACCまたはONにした場合、格納スイッチ
の状態によってはドアミラーが動き出すことがあります。

• 手動で格納した場合は、スイッチ操作をするとモーター作動
音だけが鳴り、ドアミラーが作動しないことがあります。そ
の場合はもう一度格納スイッチを操作してください。

• 手動でドアミラーを通常位置より前方に倒した場合、格納ス
イッチの状態によってはエンジンスイッチをLOCK（OFF）か
らACCまたはONにしたときに、ドアミラーがさらに前方に
倒れることがあります。そのときは、格納スイッチを押して
格納→復帰の操作を行ってください。

• 格納状態から手動で通常位置に戻すとドアミラーがグラグラ
することがあります。通常位置に戻すときは必ずスイッチを
使用してください。なお、ドアミラーがグラグラするときは、
もう一度格納状態にしてからスイッチ操作で復帰させてくだ
さい。

• 寒冷時は、作動の途中で止まることがあります。その場合は
もう一度格納スイッチを押してください。スイッチを操作し
ても動かないときは、ドアミラーを手で数回動かすと作動す
るようになります。

• 格納スイッチを連続して押して「格納⇔復帰」を行うと作動
しなくなることがあります。これは異常ではありませんので、
しばらく待ってから作動させてください。



運

2

■

●
知  識

電力が大きいのでエンジンを始動し
用してください。
機能と連動します。
ヤウインドゥデフォッガー
2参照

ロントワイパーデアイサー（装備車
み）
3参照

ウインドゥデフォッガーのカスタマ
に連動して、連続作動に設定できま

続作動に設定を変更した場合は、15
間作動、2分間停止を繰り返します。
だし、2 分間の作動停止中も表示灯
点灯しています。
9参照
曇りが取れたら停止させてくださ

ンジン作動中でも、連続作動を続け
とバッテリー上がりの原因になりま
。
を溶かすような使いかたはしないで
ださい。
テリー電圧が低下すると、作動を停
ます。
転前の調整 / ドアミラー

76

ヒーテッドドアミラー

ドアミラーについた霜や曇りを取るときに使います。

ヒーテッドドアミラーの使いかた

エンジンスイッチが ON のときにスイッチ

を押すと、スイッチ内の表示灯が点灯し作

動します。約15分後、自動的にOFFになり

ます。

作動中に停止させるときは、スイッチをも

う一度押します。

• 消費
て使

• 次の
－ リ
P.29

－ フ
の

P.29
• リヤ

イズ
す。

－ 連
分
た
は

P.14
• 霜や

い。
－ エ

る
す

－ 雪
く

• バッ
止し

305060
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イッチの使いかた / ライティングスイッチ

注  意
エンジン停止中はランプ類を長時間点灯
させない。

－ バッテリー上がりの原因となります。

知  識
プッシュエンジンスイッチがOFF、また
はキーを抜いた状態でも、ライティング
スイッチをAUTO位置から 位置にす
る、または ／OFF位置にしてすぐ離
すと、ランプが点灯します。
ライティングスイッチが AUTO 位置の
とき、お車への乗降を容易にするため、
車幅灯（ポジションランプ）などが点灯
します。
スイ
 ライ

AUT

にす

自動

位

らず

ラン

ング
ス

ッチの使いかた

ティングスイッチ
O位置のとき、エンジンスイッチをON

ると周囲の明るさに応じてランプ類が

的に点灯または消灯します。

置にすると、周囲の明るさにかかわ

点灯します。

プ類が点灯しているときは、ライティ

スイッチ表示灯が点灯します。

•

•

•

306404



ス

2

■

知  識
が明るくてランプ類が点灯していな
きも、同じ操作で車幅灯（ポジショ
ンプ）のみ点灯できます。
灯（ポジションランプ）のみ点灯中
、走行すると周囲の状況に応じて
ドランプが点灯もしくは消灯しま
ヘッドランプが消灯すると、車幅灯
ションランプ）も同時に消灯します

、車幅灯（ポジションランプ）のみ
させたい場合は、ライティングス
チを操作してください。
イッチの使いかた / ライティングスイッチ

78

手動で消灯させるとき

停車中は次のように点灯状態を切り替えることができます。

手を離すとスイッチはAUTO位置に戻ります。もう一度同じ操作をしたときまたは周囲

が暗くて走行したときは、ランプ類が自動的に点灯します。

ランプ類が点灯しているときに、次の操作を行うと自動的にランプ類は消灯します。

• プッシュエンジンスイッチを押してOFFにしたとき（キーレスアクセス&プッシュス

タート装備車）

• キーを抜いたとき（キーレスアクセス&プッシュスタート装備車以外）

位置のときは、キーを差し込むとランプが再び点灯します。

• 周囲
いと
ンラ

• 車幅
でも
ヘッ
す。

（ポジ
ので
点灯
イッ

スイッチ操作 ヘッドランプ 車幅灯、尾灯、番号表示灯

／OFF位置にしてすぐ離す 消灯 点灯

／OFF位置にして約2秒間保持 消灯



イッチの使いかた / ライティングスイッチ

279

注  意
次の場合、オートライトが正常に作動し
ないことがあります。

－ レインライトセンサー上部を、ステッ
カー類を貼るなどしてふさいでいると
き

－ 強い電磁波などがある場所を走行する
とき

AUTO位置で周囲が暗いのに点灯しない
場合は、システムに異常があるおそれが
ありますので、すみやかにスバル販売店
で点検を受けてください。

－ ライティングスイッチを 位置にし
てヘッドランプを点灯させてくださ
い。

知  識
昼間に濃い霧などが発生して視界が悪い
ときでも、自動で点灯しない場合がありま
す。このときは手動で点灯してください。
連続したトンネルの出口と入口の間隔が
短いときはランプが点灯し続けます。
スイッチがAUTO位置でも短いトンネル
では点灯しません。
ス

■オートライト

AUTO位置では、エンジンスイッチがONの

とき、レインライトセンサーが感知した周

囲の明るさに応じて各ランプが点灯または

消灯します。

●オートライトの自動点灯感度および自動消灯感度のカスタマイズ

スバル販売店でオートライトの自動点灯および消灯の感度を、4段階で設定することがで

きます。

P.697参照

•

•

•

•

•

305061
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知  識
販売店でワイパー連動ヘッドランプ
作動なしに設定できます。

知  識
カムライティングによる点灯中は、
が鳴りません。
イッチの使いかた / ライティングスイッチ

80

ワイパー連動ヘッドランプ機能

ライティングスイッチがAUTO位置でワイパー作動時（約9回）にヘッドランプが自動点

灯します。

ランプ消し忘れ警報

エンジンスイッチがLOCK（OFF）、またはキーを抜いた状態でランプ類が点灯している

ときに、運転席ドアを開けるとブザーが鳴ります。

ヘッドランプの上下を切り替えるとき

ヘッドランプが点灯しているとき、レバー

を前に押すと上向きになります。上向き点

灯中はメーター内のハイビーム／パッシン

グ表示灯が点灯します。

レバーを元に戻すと下向きになります。

スバル
機能を

ウェル
ブザー

306405



イッチの使いかた / ライティングスイッチ
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ス

■合図のしかた（パッシング）

レバーを手前に引くとヘッドランプは上向

きになります。上向き点灯中はメーター内

のハイビーム／パッシング表示灯が点灯し

ます。

ランプ類が点灯していなくても使えます。

306406
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 ヘ

■

●

注  意
が点灯したときは、照射方向の自動
行われない場合があります。直ちに
販売店で点検を受けてください。
イッチの使いかた / ヘッドランプレベラー（光軸調整機構）

82

ッドランプレベラー（光軸調整機構）

オートヘッドランプレベラー

ヘッドランプの照射方向が正しく調整されていないと、対向車や前を走る車の迷惑にな

ります。そのため、同乗者および積載量から自動的に照射方向を調整し、最適に保ちます。

オートヘッドランプレベラー警告灯

エンジン回転中、オートヘッドランプレベ

ラーの電子制御システムに異常があると点

灯します。 警告灯
調整が
スバル

305587



た / ヘッドランプレベラー（光軸調整機構）

283

知  識
ハロゲンヘッドランプの光軸調整をする
ときは、光軸調整ダイヤルを「0」の位
置にしてから行ってください。
ヘッドランプの照射方向が正しく調整さ
れていないと対向車や前を走る車に迷惑
をかけることになります。

－ 対向車のフロントガラスや前を走る車
のミラーを照らしているときは、光軸
調整ダイヤルを操作してヘッドランプ
を下側に調整してください。
スイッチの使いか

■マニュアルヘッドランプレベラー

ヘッドランプにハロゲンランプが装備されている車には、光軸調整ダイヤルがついてい

ます。ヘッドランプの下向き点灯時に使います。

エンジンスイッチが ON のとき使用できま

す。

• 同乗者および積載量によってヘッドラン

プが上側を照らすことがあります。この

ようなとき、対向車の運転の妨げになる

ため、光軸調整ダイヤルを調整し、ヘッ

ドランプが照らす向きを下側にしてくだ

さい。

• ダイヤルの目盛りが大きくなるほどヘッ

ドランプが照らす向きは下側になりま

す。

• 乗車人数、荷室への積載状態に応じて、下の表を参考にダイヤル位置を調整してくだ

さい。

※ 荷室満載にした場合

•

•

ダイヤル位置 前席乗車人数 後席乗車人数 荷室への積載

0 1名もしくは2名 0名 なし

1 2名 3名 なし

2 2名 3名 あり※

3 1名 0名 あり※

4 ― ― ―

5 ― ― ―

305995
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 方

■

知  識
示器の電球が切れたとき、または
数の異なった電球を使用すると点滅
なります。
かに電球を交換してください。
1参照

知  識
示器ワンタッチ機能を OFF に設定
す。
9参照
イッチの使いかた / 方向指示レバー

84

向指示レバー
エンジンスイッチがONのとき、レバーを動

かすと方向指示器とメーター内の表示灯

が点滅します。

右折あるいは左折後、ハンドルを戻すとレ

バーが自動的に戻り消灯しますが、戻らな

いときは手で戻してください。

車線変更の合図をするときは、レバーを軽

く押して保持します。

方向指示器ワンタッチ機能

レバーを軽く押して手を離すとレバーが自動的に戻り、方向指示器とメーター内の表示

灯が３回点滅します。

方向指
ワット
が速く
すみや
P.60

306407

方向指
できま
P.14



イッチの使いかた / フォグランプスイッチ
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知  識
フロントフォグランプはヘッドランプの
代わりにはなりません。

－ 使用方法を誤ると、まわりの車や対向
車へ迷惑をかけることになります。

－ 郊外や山間部での濃霧などで見通しが
悪いときだけ使用してください。

知  識
リヤフォグランプは使用方法を誤ると、
後続車へ迷惑をかけることになります。

－ 郊外や山間部での濃霧などで見通しが
悪く、後続車に自分の位置を知らせる
必要があるときにだけ使用してくださ
い。

リヤフォグランプの消し忘れを防止する
ため、ヘッドランプまたはフロントフォ
グランプが消灯するとリヤフォグランプ
も消灯します。
リヤフォグランプは運転席側のみ装備さ
れています。
ス

 フォグランプスイッチ
郊外や山間部での濃霧などで見通しが悪いときに使用してください。

■フロントフォグランプスイッチ

ランプ類が点灯しているとき、スイッチを

の位置まで回すとフロントフォグラン

プが点灯します。

フロントフォグランプ点灯中はメーター内

のフロントフォグランプ表示灯が点灯しま

す。

■リヤフォグランプスイッチ

フロントフォグランプが点灯していると

き、スイッチを の位置まで回すとリヤ

フォグランプが点灯します。

リヤフォグランプ点灯中は、メーター内の

リヤフォグランプ表示灯が点灯します。

手を離すと、スイッチは自動で戻ります。

リヤフォグランプを消灯させる場合は、も

う一度スイッチを の位置まで回してく

ださい。

•

306408

•

•

•

306409



ス

2
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■

●

イッチの使いかた / ワイパー & ウォッシャースイッチ

86

イパー &ウォッシャースイッチ
エンジンスイッチがONのときに使用できます。

フロントワイパーの作動

レバーを押し上げる、または押し下げることによって、ワイパーが作動します。

オートワイパー

レインライトセンサーが感知した雨滴量に

応じてワイパーの作動を自動調整します。

ワイパーを使用しない場合は、レバーを

OFFの位置にしてください。

MIST 手動で作動

OFF 停止

AUTO 雨滴量により自動作動

LO 低速連続作動

HI 高速連続作動

305879

OFF

AUTO

LO

HI

MIST

305061



いかた / ワイパー & ウォッシャースイッチ

287

知  識
UTO位置にすると、ワイパーが1回作動
ます。

知  識
バル販売店で発進時 1 回払拭機能を作動
しに設定できます。
スイッチの使

▼オート作動
レバーを1段押し下げます。（AUTO位置）

雨滴量に応じて、次のようにワイパーが作

動します。

リングを回すと、雨滴量に反応するセン

サーの感度を次のように調整できます。

▼発進時1回払拭
間欠作動の状態で車両を発進させると（5 km/h以上）ワイパーが1回作動します。

A
し

雨滴量 作動状態

なし 停止

少量
間欠作動

（車速に応じて変わります）

普通 低速連続作動

多量 高速連続作動

リング位置 感度

－側 低

＋側 高

305880

OFF

AUTO

305881

ス
な
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▼

▼

●

知  識
動設定時、リングを回すと間欠作動
を調整できます。
イッチの使いかた / ワイパー & ウォッシャースイッチ

88

オートワイパーのカスタマイズ
スバル販売店でAUTO位置での作動を間欠作動に設定できます。

ワイパー連動ヘッドランプ機能のカスタマイズ
スバル販売店でワイパー連動ヘッドランプ機能を作動なしに設定できます。

フロントウォッシャー

レ バ ー を 手 前 に 引 い て い る 間、ウ ォ ッ

シャー液が噴射し、ワイパーが作動します。

レバーから手を離すと、ワイパーが数回作

動して停止します。

間欠作
の間隔

305882



いかた / ワイパー & ウォッシャースイッチ

289

知  識
バル販売店でリバース連動機能を作動な
に設定できます。
スイッチの使

次ページへ ⇒

■リヤワイパー／ウォッシャーの作動

スイッチを回すと作動します。

●リバース連動機能

フロントワイパーが連続作動している場合、セレクトレバーを “R” にするとリヤワイ

パーが間欠作動します。

（上側）

連続作動中にウォッシャー
液が噴射します。
手を離すとHIに戻ります。

HI 連続作動

LO

間欠（低速）作動
（車速に応じて変わります）

セレクトレバーを“R”に
すると連続作動になりま
す。

OFF 停止

（下側）

ウォッシャー液が噴射し、
ワイパーが動きます。
手を離すと OFF に戻りま
す。

305883

OFF

LO
HI

ス
し
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ス

知  識
に大きな負荷がかかった場合、ブ
にモーターが止まることがありま
った場合は車を安全な場所に止め

イッチを OFF にしてください。ブ
るようになります。

10 秒以上操作し続けないでくださ
れがあります。
きは、ウォッシャースイッチを操
ポンプが故障するおそれがありま

してください。ウォッシャー液量
ー液が噴射できないときは、ノズ
れがありますので、スバル販売店

が作動しないことがあります。そ
たは HI に切り替えてワイパーを使

いとき
 ℃より高いとき
ーが感知しないとき
が誤作動したり、正常に作動しな

ガラスに振動を与えたり、虫や泥
き
所を走行するとき
90

イッチの使いかた / ワイパー & ウォッシャースイッチ

注  意
• ガラスが乾いているときにはワイパーを操作しない。
－ ガラスやワイパーブレードに傷をつけることがあります。

また、拭き残しの原因となります。
• 背面キャリアなど、リヤワイパーの動きを妨げる物を取り付

けない。
－ リヤワイパーが損傷するおそれがあります。

• 自動洗車機を使用する場合、必ずエンジンスイッチを LOCK
（OFF）にする。
－ ワイパーが作動し、上面ブラシに引っかかりワイパーなど

が損傷するおそれがあります。
• 次の場合、オートワイパーが正常に作動しないことがありま

す。
－ はっ水コーティングをしたとき
－ ガラス上部が汚れているとき、または氷結しているとき

• LO位置でワイパーが作動しない場合は、直ちにスバル販売店
で点検を受けてください。

－ HI位置にしてワイパーを作動させてください。
• AUTO位置で、雨が降っているのにワイパーが作動しない、ま

たは雨滴量が変化しているのにワイパーの作動が調整されな
い場合は、直ちにスバル販売店で点検を受けてください。

－ ワイパースイッチを LO または HI に切替えて使用してくだ
さい。

－ LO位置にしてもワイパーが作動しない場合は、HI位置にす
るとワイパーを作動させることができます。

• 積雪などによりモーター
レーカーが作動し、一時的
す。ワイパーの作動が止ま
て、10 分ほどワイパース
レーカーが復帰して作動す

• ウォッシャースイッチを
い。ポンプが故障するおそ

• ウォッシャー液が出ないと
作し続けないでください。
す。

－ ウォッシャー液量を点検
が十分なのにウォッシャ
ルの詰まりや故障のおそ
にご連絡ください。

• 次の場合、オートワイパー
の場合はスイッチを LO ま
用してください。

－ 外気温が－15 ℃より低
－ センサー周囲温度が80
－ 雨または雪が弱くセンサ

• 次の場合、オートワイパー
いことがあります。

－ センサーまたはフロント
などの汚れが付着したと

－ 強い電磁波などがある場



チの使いかた / ヘッドランプウォッシャー

291
スイッ

 ヘッドランプウォッシャー
ヘッドランプが汚れたときに使用します。

エンジンスイッチが ON でヘッドランプが

点灯しているとき、フロントウォッシャー

のスイッチを1秒以上手前に引くと、フロン

トウォッシャーと連動して作動します。

ヘッドランプウォッシャーは約 1 秒間作動

し、停止します。

306446
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 リ

■

注  意
ラスを車内から拭くときは、ガラス
を使わず、柔らかい布などで、電熱
って軽く拭く。

知  識
電力が大きいのでエンジンを始動し
用してください。
機能と連動します。
ーテッドドアミラー（装備車のみ）
6参照

ロントワイパーデアイサー（装備車
み）
3参照

作動に設定できます。
続作動に設定を変更した場合は、15
間作動、2分間停止を繰り返します。
だし、2分間の作動停止中も表示灯は
灯しています。
9参照

が取れたら停止させてください。
ンジン作動中でも、連続作動を続け
とバッテリー上がりの原因になりま
。
を溶かすような使いかたはしないで
ださい。
テリー電圧が低下すると、作動を停
ます。
イッチの使いかた / リヤウインドゥデフォッガー（曇り取り）

92

ヤウインドゥデフォッガー（曇り取り）
リヤガラスの内側が曇ったときに使用します。

電熱線はリヤガラスにプリントしてあります。

リヤウインドゥデフォッガーの使いかた

エンジンスイッチが ON のときにスイッチ

を押すと、スイッチ内の表示灯が点灯し作

動します。約15分後、自動的にOFFになり

ます。

作動中に停止させるときは、スイッチをも

う一度押します。

リヤガ
洗浄剤
線に沿

• 消費
て使

• 次の
－ ヒ
P.27

－ フ
の

P.29
• 連続
－ 連

分
た
点

P.14
• 曇り
－ エ

る
す

－ 雪
く

• バッ
止し

306320



の使いかた / フロントワイパーデアイサー
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スイッチ

次ページへ ⇒

 フロントワイパーデアイサー
凍結によってフロントワイパーが動かないとき、ガラスを温めてワイパーが作動できる

ようにします。

電熱線はフロントガラスの下部にプリントしてあります。

■フロントワイパーデアイサーの使いかた

エンジンスイッチが ON のときにスイッチ

を押すと、スイッチ内の表示灯が点灯し作

動します。約15分後、自動的にOFFになり

ます。

作動中に停止させるときは、スイッチをも

う一度押します。

305060
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イッチの使いかた / フロントワイパーデアイサー

知  識
• 消費電力が大きいのでエンジンを始動して使用してくださ

い。
• 次の機能と連動します。
－ ヒーテッドドアミラー（装備車のみ）
P.276参照

－ リヤウインドゥデフォッガー
P.292参照
• 外気温度が 5 ℃以上のとき、フロントワイパーデアイサーは

作動しません。
• リヤウインドゥデフォッガーのカスタマイズに連動し、連続

作動に設定できます。
P.149参照
• 連続作動に設定していても、次の条件のときは、15分後に停止

します。このとき、ヒーテッドドアミラー（装備車のみ）とリ
ヤウインドゥデフォッガーは作動を継続します。

－ 外気温度が5 ℃以上のとき
－ 車速約15 km/h以下のとき

• 霜や曇りが取れたら停止させてください。
－ エンジン作動中でも、連続作動を続けるとバッテリー上が

りの原因になります。
－ 雪を溶かすような使いかたはしないでください。

• バッテリー電圧が低下すると、作動を停止します。



常点滅表示灯（ハザードランプ）スイッチ

295

知  識
時間点滅したままにしないでください。
ッテリー上がりの原因になります。
スイッチの使いかた / 非

 非常点滅表示灯（ハザードランプ）スイッチ
エンジンスイッチの状態に関係なく使用で

きます。

スイッチを押すと、すべての方向指示器が

点滅します。

故障などでやむを得ず路上に駐車すると

き、他の車に自分の車の存在を知らせるた

めに使います。

長
バ

306512
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 ホ
イッチの使いかた / ホーンスイッチ

96

ーンスイッチ
エンジンスイッチの状態に関係なく使用で

きます。

ハンドル中央のパッド面を押すとホーンが

鳴ります。

305075



 / イルミネーションコントロールダイヤル

297

知  識
バル販売店でオートディマーキャンセル
OFFに設定できます。また、感度を5段
から設定することができます。
P.697参照
スイッチの使いかた

 イルミネーションコントロールダイヤル
ランプ類が点灯していて周囲が暗いとき、コンビネーションメーターおよびエアコンパ

ネル照明などが減光します。コントロールダイヤルを回すと明るさを6段階に調整するこ

とができます。

• 上方向に回すと明るくなります。

• 下方向に回すと暗くなります。

• 一番上（●印部分）に回すと、減光がOFF

になります。

■オートディマーキャンセル機能

昼間やランプを早めに点灯させたときなど周囲が明るいときには、自動で減光をキャン

セルします。

このとき、コントロールダイヤルを回しても明るさを調整することはできません。

305996
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 ア

■

■

知  識
オの受信感度は周囲の状況、気象状
送信局からの電波の強さ、送信局か
距離によって影響を受けます。
くや建物の近くでは電波がさえぎら
り、電波が反響したりして受信状態
くなることがあります。
の架線や高圧電線の近くでは高圧電
影響でノイズ（雑音）が入るなど受
態が悪くなることがあります。
オを聞いているとき、室内または車
くで携帯電話や無線機を使うとノイ
雑音）が入ることがあります。
イッチの使いかた / アンテナ

98

ンテナ
ラジオアンテナは、ルーフ後方の中央部に取り付けられています。

シャークフィンタイプ

ロッドタイプ

• アンテナのロッド部は前方向に倒れま

す。

ラジオを聴く際は、立てた状態にしてく

ださい。

• ロッドは根元を回すことで取り外しでき

ます。

• ラジ
況、
らの

• 山ろ
れた
が悪

• 電車
流の
信状

• ラジ
の近
ズ（401950

400999



299

･････････････････････････････････ 351
ーキ ･････････････････････････････ 368
･････････････････････････････････ 380
･････････････････････････････････ 423
･････････････････････････････････ 432
･････････････････････････････････ 437
･････････････････････････････････ 442
･････････････････････････････････ 445
･････････････････････････････････ 448
ロール ･･･････････････････････････ 449
キアシスト）･･････････････････････ 461
･････････････････････････････････ 471
故障および一時停止 ･･････････････ 474

ルホールド）･････････････････････ 479
プ ･･･････････････････････････････ 483
ナミクスコントロールシステム）･･･ 491
援システム）････････････････････ 496

連動ヘッドランプ）････････････････ 507
ドライビングビーム）･････････････ 509
ー・フロントビューモニター ･･･････ 514
4.
AWD

運転
アク

エンジ
エン
エン

ハンド
パワ

ブレー
AB
エマ
ブレ
ブレ
ブレ
電動

シフト
セレ
マニ
Lレ
X（
ヒル
運転
運転するとき
車の特長
するとき ･･･････････････････････････････････････ 300
ティブトルクスプリットAWD ････････････････････ 300

ン始動
ジンスイッチ ･･･････････････････････････････････ 301
ジンの始動と停止のしかた ･･･････････････････････ 308

ル
ーステアリング ･････････････････････････････････ 316

キ
S（アンチロックブレーキシステム）････････････････ 317
ージェンシーストップシグナル ･･･････････････････ 320
ーキブースター（制動力倍力装置）････････････････ 321
ーキオーバーライド ･････････････････････････････ 321
ーキアシスト ･･･････････････････････････････････ 322
パーキングブレーキ ･････････････････････････････ 322

操作
クトレバー ･････････････････････････････････････ 329
ュアルモード ･･･････････････････････････････････ 333

ンジ ････････････････････････････････････････････ 336
エックス）モード････････････････････････････････ 337
ディセントコントロール ･････････････････････････ 341
手順 ･･･････････････････････････････････････････ 344

EyeSight
EyeSightについて ･
プリクラッシュブレ
ツーリングアシスト
車線逸脱抑制機能 ･･
AT誤発進抑制制御 ･
AT誤後進抑制制御 ･
車線逸脱警報 ･･････
ふらつき警報 ･･････
先行車発進お知らせ
定速クルーズコント
RAB（後退時ブレー
システム作動音一覧
EyeSightシステムの

運転支援機能
AVH（オートビーク
アイドリングストッ
VDC（ビークルダイ
SRVD（後側方警戒支
SRH（ステアリング
ADB（アダプティブ
サイドビューモニタ



3

AW

運転す

A
 運

 ア

警  告
を運転するときは次の事項を必ず

ください。
いと操縦性・ブレーキ性能を危険な
し、車両の損傷や車両火災など思わ
につながるおそれがあります。
タイヤを交換するときは、交換時の
項をお守りください。
8参照
も必ず指定サイズで、同一サイズ、

メーカー、同一銘柄および同一ト
ドパターン（溝模様）のタイヤを装
る。
走行が予測される場合は、冬用タイ
スタッドレスタイヤ）を使用する。
般タイヤは、雪道、凍結路でスリッ
しやすく危険です。
用タイヤ（スタッドレスタイヤ）は、
燥路では一般タイヤに比べ、グリッ
性能が低下します。
00

D 車の特

るとき

WD
転す

AWDとは

では4WD

AWD車は

坂などで安

• タイヤが

やむを得

どがブレ

• オフロー

この場合

• AWD 車

揮します

カーブや

全な速度

クテ
アクティブ

力配分を電
長 / 運転するとき

車の特長
るとき

、All Wheel Drive（オール ホイール ドライブ＝全輪駆動）の略です。4輪車

（四輪駆動）とも呼びます。

、エンジンの動力を4輪すべてに伝え、ラフロード（悪路、砂地、泥地）や急

定した走りを発揮します。

しずみ込むような深い砂地、河川、海水中に乗り入れないでください。

ず走行したときは、走行後各部を念入りに洗ってください。砂、泥、塩分な

ーキ内部に入って異常があるときは、すみやかに点検整備を受けてください。

ド走行やラリー走行はしないでください。

の故障は保証修理の対象にはなりませんので注意してください。

は滑りやすい路面、積雪路などで 2WD（二輪駆動）車より安定した性能を発

が、急ハンドル、急ブレーキでは2WD車とあまり差がありません。

下り坂、雪道や積雪路など滑りやすい路面では十分にスピードを落とし、安

と車間距離をとって慎重に走行してください。

ィブトルクスプリットAWD
トルクスプリットAWDを採用しています。走行条件に合わせて前後輪の駆動

子制御し、常に安定した走行性能を発揮します。

AWD 車
お守り
守らな
ものに
ぬ事故
また、
注意事
P.57
• 4輪と

同一
レッ
着す

• 雪道
ヤ（

－ 一
プ

－ 冬
乾
プ
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エンジン始動 / エンジンスイッチ

知  識
車内の作動エリアにアクセスキーがある
ときにエンジンの始動ができます。
車外にアクセスキーがある場合でも、ガ
ラス周辺に近づきすぎたときはエンジン
を始動できることがあります。
アクセスキーを次の場所に置かないでく
ださい。アクセスキーを車内に閉じ込め
たり、プッシュエンジンスイッチの切り
替えやエンジンを始動できないことや、
誤って警告を通知したり、通知できない
ことがあります。

－ インストルメントパネル上
－ フロア上
－ グローブボックス内
－ ドアトリムのポケット内
－ リヤシート上
－ カーゴルーム内
エン
 エン
ジン始動

ジンスイッチ

•

•

•



エ
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■

●

●

知  識
スキーが電池切れの場合は、「アクセ
が正常に作動しないときのエンジン
の方法でエンジンを始動してくださ
の後、すみやかに電池を交換してく
。
8、664参照

知  識
トレバーが “P” 以外でプッシュエ
スイッチを ON 以外にした場合はブ
鳴ります。
ンジン始動 / エンジンスイッチ

02

キーレスアクセス&プッシュスタート装備車

エンジン始動の作動エリア

プッシュエンジンスイッチの切り替えかた

プッシュエンジンスイッチを押すごとに、

スイッチの状態が切り替わります。

1. アクセスキーを携帯し、運転席に座りま

す。

2. セレクトレバーが “P” であることを確

認します。

3. ブレーキペダルを踏まずにプッシュエン

ジンスイッチを押します。押すごとにス

イッチの状態がOFF→ACC→ON→OFF

の順に切り替わります。エンジンが停止

している場合、プッシュエンジンスイッ

チがACCまたはONのときはプッシュエンジンスイッチ内の作動表示灯が橙色に点灯

します。

アクセ
スキー
始動」
い。そ
ださい
P.59

402747

セレク
ンジン
ザーが

403162
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知  識
ッテリーが上がるとステアリングロック
解除できません。
●ステアリングロックの解除

プッシュエンジンスイッチを押したとき、スイッチ内の作動表示灯が緑色に点滅してい

る場合は、ステアリングロックが解除されていません。

解除するには、ハンドルを左右に動かしながらプッシュエンジンスイッチを押します。

▼ステアリングロックの初期化
バッテリー上がりおよびバッテリー交換後はステアリングロックシステムの初期化を行

わないとエンジンが始動できない場合があります。

1. セレクトレバーを“P”にします。

2. プッシュエンジンスイッチを OFF にして運転席ドアを開→閉し、約 10 秒間保持しま

す。

システムが初期化され、ステアリングがロックします。

スイッチの状態 作動表示灯 各作動の動き

OFF 消灯
非常点滅表示灯（ハザードランプ）

が使用できる

ACC 橙色
オーディオや電源ソケットなどが使

用できる

ON
橙色（エンジン停止）

すべての電装品が使用できる
消灯（エンジン回転中）

バ
が



エ
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●

注  意
シュエンジンスイッチが ON または
のまま長時間放置しない。
両のバッテリー上がりの原因となり
す。
レクトレバーが “P” 以外ではプッ
ュエンジンスイッチを OFF にする
とはできません。
ンジン始動 / エンジンスイッチ

04

バッテリー上がり防止機能

セレクトレバーが“P”のとき、ACCまたはONにした状態で約1時間放置するとバッテ

リー上がり防止のため自動的にプッシュエンジンスイッチがOFFになります。
• プッ

ACC
－ 車

ま
－ セ

シ
こ



エンジン始動 / エンジンスイッチ

305

警  告
走行中はエンジンスイッチを操作しな
い。

－ キーが抜けるとハンドルがロックされ
操作ができなくなり、重大な事故につ
ながるおそれがあります。
次ページへ ⇒

■キーレスアクセス&プッシュスタート装備車以外

•

402406

エンジンスイッチの位置 はたらき

LOCK
（ロック）

キーの抜き差しができる位置
キーを抜くとハンドルがロックされます

（ACCからLOCKへ回転させるときは、キーを押し込
みます）

ACC
（アクセサリー）

エンジン停止時、次の電装品が使用できる位置
オーディオ、電源ソケットなど

ON
（オン）

すべての電装品が使用できる位置
エンジン始動後はこの位置になります

START
（スタート）

エンジンを始動する位置
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エ

重ねない。

れがあります。

知  識
は、エンジンスイッチを LOCK に

Cにして電装品を使うとバッテリー

回らないときはハンドルを左右に回
ださい。

301556
06

ンジン始動 / エンジンスイッチ

注  意
キーを回してしまうおそれがあるので、次のようなことはおや
めください。
• 大型のキーホルダーや他のキーを付けない。
－ キーグリップにキーホルダーや他のキーがかさなると、膝

や手などが当たり、キーを回してしまうおそれがあるので
注意してください。

• キーグリップにキーホルダーやアクセサリーを重ねない。

301555

• キーグリップに他のキーを

• 重い物をキーに付けない。
－ キーを回してしまうおそ

• エンジンを止めているとき
してください。

• 長時間ONにしたり、AC
上がりの原因になります。

• キーがLOCKからACCに
しながらキーを操作してく
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●キーを抜くとき

1. セレクトレバーを“P”にします。

2. ACC の位置からキーを押し込みながら

LOCKに回します。

●キー抜き忘れ警報

キーをエンジンスイッチに差したまま運転席ドアを開けるとブザーが鳴ります。

ただし、エンジンスイッチがONのときは鳴りません。

●エンジンキー照明（イグニッションキー照明）

エンジンスイッチの周辺が点灯します。

運転席のドアを開けたとき点灯し、閉めた後も一定時間点灯し、その後徐々に消えてい

きます。

301557
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エ
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■

知  識
した後、スターターが回っている間
ないでください。
激な空吹かしや、急加速などをし

踏み込んでも、エンジンが高回転
ています。
）が点灯している間、アイドリン
。暖機が終わると自動的に下がり

態（水温表示灯（青色）が消灯し
返す）によっては、エンジンが始
に発生します。その場合、他ブラ
ることをお奨めします。

Fにした方が、容易に始動します。
灯が点灯してエンジンが始動しな
イッチを LOCK（OFF）にしてか
てください。
シュスタート装備車以外では、エン

（OFF）にしてもエンジンは始動し
チからキーを抜いた後に再度エン
い。
始動しない場合、車両の異常が考
ル販売店にご連絡ください。

ッテリー端子を再接続した直後は、
があります。その場合はエンジン

秒以上経過してから始動してくださ
グが不安定になることがあります

は、すみやかにスバル販売店にご
08

ンジン始動 / エンジンの始動と停止のしかた

ンジンの始動と停止のしかた

エンジンの始動

警  告
始動する際は、次のことを必ずお守りください。守らないと思
わぬ事故や車両の損傷につながるおそれがあります。
• 車外からのエンジン始動は絶対に行わない。
• 走行中にエンジンを止めない。
• 車庫や屋内などの換気の悪いところではエンジンを始動した

ままにしない。
－ 車内や屋内などに排気ガスが侵入し、一酸化炭素中毒や、最

悪の場合死亡につながるおそれがあります。

注  意
• 10秒以上エンジンスイッチを操作し続けない。
－ スターターが回り続けるため、故障の原因になります。

• エンジンスイッチをONに
にセレクトレバーを操作し

• エンジンの始動直後は、急
ないでください。

• 停車時にアクセルペダルを
まで上がらないようになっ

• 始動後は水温表示灯（青色
グ回転が高めに保たれます
ます。

• 使用するガソリンや使用状
ない程の距離の走行を繰り
動しにくくなることがまれ
ンドのガソリンに切り替え

• 始動の際は、電装品をOF
• 始動時にセキュリティ表示

い場合は、一度エンジンス
ら再度エンジン始動を行っ

－ キーレスアクセス&プッ
ジンスイッチを LOCK
ません。エンジンスイッ
ジン始動を行ってくださ

－ この操作でもエンジンが
えられます。直ちにスバ

• バッテリー交換などでバ
エンジンが始動しないこと
スイッチをONにし、10
い。始動直後はアイドリン
が、異常ではありません。

• エンジンが始動しない場合
連絡ください。
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ジン始動 / エンジンの始動と停止のしかた

知  識
りエンジン始動ができないことがありま
クセスキーが正常に作動しないとき」を

てください。

い場合は、ブレーキペダルから足を離し、
イッチをOFFにしてください。10秒放置
レーキペダルを強く踏みながらエンジン
。
ンが始動しない場合、次の方法で始動で
が、緊急時以外はこの方法でエンジンを
い。
“P”にします。プッシュエンジンスイッ
レーキペダルを踏み、プッシュエンジン
以上押し続けます。
エン

●キーレスアクセス&プッシュスタート装備車

警  告
• 始動操作をしたときに、プッシュエンジンスイッチ内の作動

表示灯が緑色に点滅している場合は、けん引等も含め絶対に
車両の移動はしない。

－ ステアリングロックが解除されていない状態のため、ハン
ドル操作ができず思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

注  意
プッシュエンジンスイッチ内の作動表示灯が橙色に点滅してい
るときは、車両の異常が考えられます。直ちにスバル販売店に
ご連絡ください。

• 周辺の電波状況によ
す。そのときは、「ア
参照して始動を行っ

P.663参照
• エンジンが始動しな

プッシュエンジンス
してからもう一度ブ
を始動してください

• 通常の手順でエンジ
きることがあります
始動しないでくださ

－ セレクトレバーを
チをACCにしてブ
スイッチを約15秒



エ

3

知  識
クトレバーが “P” でもセレクトレ
のボタンを押しながら始動操作をす
、エンジンは始動しますが、プッシュ
ジンスイッチ内の作動表示灯は緑色
りません。
ジンが始動していないときは、ブ
キペダルが硬く感じることがありま
そのときは通常よりも強くブレーキ
ルを踏んでスイッチ内の作動表示灯
色になることを確認してからプッ
エンジンスイッチを押し、エンジン
動してください。
ーキペダルを踏みながらプッシュエ
ンスイッチを押すと最大 10 秒間ス
ターが回ります。エンジンが始動す
スターターは止まります。
ンジン始動 / エンジンの始動と停止のしかた

10

1. アクセスキーを携帯し運転席に座ります。

2. 電動パーキングブレーキが確実にかかっていることを確認します。

3. セレクトレバーが“P”であることを確認します（“N”でも始動できますが、安全の

ため“P”で始動してください）。

4. プッシュエンジンスイッチ内の作動表示灯が緑色になるまで、ブレーキペダルを踏み

込みます（“N”で始動する場合、作動表示灯は緑色になりません）。

5. ブレーキペダルを確実に踏んだまま、プッシュエンジンスイッチを押します。

エンジンが始動するまでブレーキペダルを踏み続けてください。

• セレ
バー
ると
エン
にな

• エン
レー
す。
ペダ
が緑
シュ
を始

• ブレ
ンジ
ター
ると

402407 403162



ジン始動 / エンジンの始動と停止のしかた
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知  識
ンジンが始動しづらいときは、電動パー
ングブレーキを再確認後、アクセルペダ
をわずかに（1/4 程度）踏み込んで、エ
ジンスイッチをSTARTに回します。
エンジンが始動しない場合はアクセルペ
ダルをいっぱいに踏み込んで数秒間エン
ジンスイッチを START に回してくださ
い。もしこの時エンジンが始動したらす
みやかにアクセルペダルから足を離して
ください。
始動しないときは、エンジンスイッチを
戻しアクセルペダルを踏まずにエンジン
スイッチを START に回してください。
エンジンが始動しなければスバル販売店
に連絡し、点検を受けてください。
エン

●キーレスアクセス&プッシュスタート装備車以外

1. 電動パーキングブレーキが確実にかかっていることを確認します。

2. セレクトレバーが“P”であることを確認します（“N”でも始動できますが、安全の

ため“P”で始動してください）。

3. 運転席に座り、ブレーキペダルを踏みます。

4. エンジンスイッチにキーを差し込みSTARTまでスイッチを回します。このとき、アク

セルペダルを踏まずに、エンジンが始動するまでスターターを回します。（10秒以内）

エ
キ
ル
ン
•

•



エ

3

■

警  告
中はエンジンスイッチにさわらな

行中にエンジンが停止すると、ブ
ーキブースター（制動力倍力装置）
効かなくなり、ブレーキペダルを踏
ときに通常より強い力が必要となり
す。また、パワーステアリング機能
働かずハンドル操作が重くなり思わ
事故につながるおそれがあります。
中にエンジンが停止した場合、安全
所で車両が停止するまでエンジンス
チを操作したり、ドアを開けたりし
。
テアリングロックが作動する可能性
あり危険です。安全な場所に停止さ
た後、直ちにスバル販売店にご連絡
ださい。
ンジン始動 / エンジンの始動と停止のしかた

12

エンジンの停止

• 走行
い。

－ 走
レ
が
む
ま
が
ぬ

• 走行
な場
イッ
ない

－ ス
が
せ
く



ジン始動 / エンジンの始動と停止のしかた
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警  告
走行中はプッシュエンジンスイッチを操
作したり、ドアを開けたりしない。
走行中にエンジンが停止したときは、次
のことに注意する。

－ ブレーキブースター（制動力倍力装置）
が効かなくなり、ブレーキペダルを踏
むときに通常より強い力が必要となり
ます。

－ パワーステアリング機能が働かずハン
ドル操作が重くなり思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

注  意
レクトレバーが “P” 以外でエンジンを
止すると電源が ACC になるためそのま
放置するとバッテリー上がりの原因とな
ます。

知  識
行中、プッシュエンジンスイッチを約 3
以上押し続ける、または素早く 3 回以上
続で押すと、エンジンを停止させること
できます。緊急時以外は走行中にエンジ
を停止させないでください。
エン

●キーレスアクセス&プッシュスタート装備車

車両を完全に停止させ、エンジン回転数がアイドリング状態まで下がってから、プッシュ

エンジンスイッチを押します。このときエンジンが停止し、プッシュエンジンスイッチ

がOFFになります。

ただし、セレクトレバーを“P”に入れてからプッシュエンジンスイッチを押さないと、

プッシュエンジンスイッチがOFFになりません。

●キーレスアクセス&プッシュスタート装備車以外

車両を完全に停止させ、エンジン回転数がアイドリング状態まで下がってから、エンジ

ンスイッチをACCまたはLOCKにします。

•

•

セ
停
ま
り

走
秒
連
が
ン
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

ンジン始動 / エンジンの始動と停止のしかた

14

警告音および警告表示（キーレスアクセス&プッシュスタート装備車）

キーレスアクセス & プッシュスタートでは

誤操作や盗難を防止するため、異常などを

検知すると警告音が鳴り、マルチインフォ

メーションディスプレイに割り込み画面を

表示します。

P.134参照

この場合は適切な処置を行ってください。

305028
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ジン始動 / エンジンの始動と停止のしかた

対処方法 参照先

クセスキーを携帯してプッ
ュエンジンスイッチを押し
ください。

P.139

クセスキーの電池残量が低
しているので、電池を交換し
ください。

P.138、
598

ンドルを軽く左右に回しな
ら、ブレーキペダルを踏み、
ッシュエンジンスイッチを
してください。

P.146

ちにスバル販売店に連絡し、
検を受けてください。

P.138

ちにスバル販売店に連絡し、
検を受けてください。

P.138

ちにスバル販売店に連絡し、
検を受けてください。 ―
エン

●警告一覧表

※ 車速信号異常警告は、キーレスアクセス&プッシュスタート警告として表示されます。

室内ブザー警報 室外ブザー警報
プッシュエンジンス
イッチ内作動表示灯

状況

ポーン ― ―

キーなし警告
車内にアクセスキーがない状
態でプッシュエンジンスイッ
チを押した。

ア
シ
て

ポーン ― ―
キーバッテリー残量警告
プッシュエンジンスイッチを
OFFにした。

ア
下
て

ポーン ―
緑点滅

（最長15秒間）

ステアリングロック未解除
エンジン始動操作をしたが、ハ
ンドルのロックが解除されて
いない。

ハ
が
プ
押

ポーン ― 橙点滅

キーレスアクセス&プッシュス
タート異常警告
電源システムやステアリング
ロックの異常が検出された。

直
点

ポーン ― 橙点滅

車速信号異常警告※

プッシュエンジンスイッチを
OFF にしたときに車速信号の
異常が検出された。

直
点

ポーン ― 橙点灯
通信ライン故障警告
プッシュエンジンスイッチま
たは通信ラインが故障した。

直
点
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ハ

ハ
 パ
16

ンドル / パ

ンド

ワー
電動パワー

グが作動し

で回した状

システムの

ばらくハン

が、システ
ワーステアリング

ル

ステアリング
ステアリングを採用しています。エンジン始動後約2秒後にパワーステアリン

ます。車庫入れなどでハンドル操作を繰り返したり、ハンドルをいっぱいま

態を続けた場合は、ハンドル操作が徐々に重くなることがあります。これは

過熱を防止するために作動を制限している現象で、異常ではありません。し

ドル操作を控えるとシステムの温度が下がるため、通常の操作力に戻ります

ムが過熱する使いかたを繰り返すと、故障の原因となります。
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キ / ABS（アンチロックブレーキシステム）
ブレ
 AB

急ブ

が止

です

危険

くだ

ABS

性能
ブレー

ーキ

S（アンチロックブレーキシステム）
レーキや滑りやすい路面でブレーキをかけたときに、タイヤのロック（車輪の回転

まること）を防止して、車両の方向安定性を保ち、ハンドル操作性を確保する装置

。

時はブレーキを確実に強く踏み続け、必要な場合はハンドル操作で危険を回避して

さい。

の電気系統に異常が生じた場合はABSは作動しませんが、通常のブレーキとしての

は確保されます。



3

ブ

■

18

レーキ / ABS（アンチロックブレーキシステム）

制動距離やハンドル操作について

注  意
ABSは必ずしも制動距離を短縮する装置ではありません。
ABS の付いていない車両と同じように安全な車間距離をとって
運転してください。
またABSが作動した状態であっても車両の方向安定性、ハンド
ル操作性には限界がありますので常に安全運転を心がけてくだ
さい。
• 次の道路状況でABSが作動した場合、制動距離が長くなるこ

とがあります。
－ マンホール、工事現場の鉄板などの滑りやすい路面
－ 道路のつなぎ目などの段差
－ 凹凸路、石畳などの悪路
－ 下り坂での旋回
－ 路肩に草や砂利が多い道路
－ 砂利道
－ 雪道（新雪路、圧雪路、凍結路などでチェーンを装着して

いる場合）
• 車速が約 10 km/h 以下になると ABS は作動しないので注意

してください。

知  識
ABS が作動するとハンドル操作時のフィーリング（感覚）が若
干変わります。



キ / ABS（アンチロックブレーキシステム）

319

注  意
次の場合、システムの異常が考えられま
すので、すみやかにスバル販売店で点検
を受けてください。

－ エンジンスイッチを ON にしても点灯
しないとき

－ 点灯したままのとき
ABS の電子制御システムに異常があると
きはABS警告灯と同時にVDC警告灯も
点灯し、VDC および ABS は作動しませ
ん。

－ 通常のブレーキとしては作動しますの
で、走行上支障はありませんが、滑り
やすい路面では注意して走行してくだ
さい。
ブレー

■振動や音について

• ABS が作動したときは、ブレーキペダルが小刻みに動いたり、車体やハンドルなどに

振動を感じることがあります。

これはABSが作動している状態を表し、異常ではありません。そのままブレーキペダ

ルをしっかりと踏み続けてください。

• エンジンを始動した後、最初の発進時に次の場合がありますが、これは ABS 作動の

チェックをしている動きで異常ではありません。

－ エンジンルーム付近から一時的に作動音がする。

－ ブレーキペダルを踏むタイミングによってペダルにABSが作動したときと同じよう

な振動を感じる。

■ABS警告灯

システムの異常を検知するとABS警告灯が

点灯し、マルチインフォメーションディス

プレイに割り込み画面を表示します。

P.136参照

•

•

402411
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 エ
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注  意
ステムに異常が発生した場合、ブ

警告灯（赤色）とABS警告灯が点灯
。
た場合はすみやかにスバル販売店で
受けてください。
ステムに異常があるときは後輪が

しやすくなります。

知  識
が作動するとブレーキペダルに動

感じたり、ABS作動時に似た音が聞
ることがあります。
ーキ警告灯（赤色）は著しくブレー
が不足したときも点灯します。
1参照

注  意
ジェンシーストップシグナルは方
器よりも優先されます。

知  識
販売店でエマージェンシーストップ
ルを作動なしに設定できます。
レーキ / エマージェンシーストップシグナル

20

EBD（エレクトロニックブレーキフォースディストリビューション）

ブレーキをかけたときの前後輪の荷重変化

や強いブレーキ時の制動力の変化に応じ

て、リヤブレーキをコントロールして、後

輪の早期ロックを防止する機能です。

また、システムの異常を検知するとマルチ

インフォメーションディスプレイに割り込

み画面を表示します。

P.135参照

マージェンシーストップシグナル
急ブレーキ時に非常点滅表示灯（ハザードランプ）を高速点滅させることで後続車に注

意を促し、衝突される可能性を低減します。

エマージェンシーストップシグナルの作動条件

次のすべてが該当したとき、エマージェンシーストップシグナルは作動します。

• 非常点滅表示灯（ハザードランプ）が点滅していない

• 車速が60 km/h以上

• システムが急ブレーキだと判断した

EBD シ
レーキ
します
点灯し
点検を
EBD シ
ロック

• EBD
きを
こえ

• ブレ
キ液

P.12

402837

エマー
向指示

スバル
シグナ



キ / ブレーキブースター（制動力倍力装置）

321

知  識
エンジンが停止している状態や長時間の
駐車の後などでブレーキブースター内の
負圧が不足している場合にブレーキペダ
ルを踏むと（減速、停止するとき）通常
よりも強い力が必要になります。
ブレーキ負圧が低下しているときは、制
動力を確保するために、VDCシステムに
より油圧を増加させます。本システムの
作動時に、ブレーキペダルが振動したり
作動音が鳴ることがあります。

警  告
ブレーキオーバーライド機能に頼った運
転は絶対に行わない。

－ 性能には限界があります。あらゆる状
況で衝突を回避するものではありませ
ん。誤った使用をすると、思わぬ事故
につながるおそれがあります。
ブレー

■エマージェンシーストップシグナルの停止条件

次のいずれかが該当したとき、エマージェンシーストップシグナルは停止します。

• 非常点滅表示灯（ハザードランプ）スイッチを押した

• ブレーキペダルを離した

• システムが急ブレーキではなくなったと判断した

 ブレーキブースター（制動力倍力装置）
ブレーキブースター（制動力倍力装置）はエンジンの吸入負圧を利用してブレーキペダ

ルを踏む力を軽減する装置です。

 ブレーキオーバーライド
アクセルペダルとブレーキペダルが同時に踏まれた場合、ブレーキの制動力を優先させ

るブレーキオーバーライド機能を備えています。アクセルペダルが全開の状態でも、安

全に止まれる可能性があります。また、アクセルペダルが固着して戻りにくい場合でも、

ブレーキペダルを踏むことで確実に減速できます。

•

•

•
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レーキ / ブレーキアシスト

22

レーキアシスト
ブレーキペダルを強く踏み込んだとき、もしくは速く踏み込んだときに、緊急制動と判

断し、より大きな制動力を発生させます。

動パーキングブレーキ
電動パーキングブレーキは、電気モーターで駐車ブレーキをかけるシステムです。

エンジンスイッチの状態に関係なくかけることができます。

エンジンスイッチがONのときに解除できます。

電動パーキングブレーキスイッチでの操作

かけるとき

ブレーキペダルを踏み、電動パーキングブ

レーキスイッチを引きます。このとき、メー

ター内の電動パーキングブレーキ作動灯お

よび電動パーキングブレーキスイッチ内の

作動表示灯が点灯します。

403223



ブレーキ / 電動パーキングブレーキ

323

知  識
動パーキングブレーキが作動している場
、アイドリングストップは作動しません。

警  告
動パーキングブレーキを解除するとお車
動き出しますので、解除前には必ず周囲
安全を確認してください。
次ページへ ⇒

●解除するとき

ブレーキペダルを踏み、電動パーキングブ

レーキスイッチを押します。このとき、メー

ター内の電動パーキングブレーキ作動灯お

よび電動パーキングブレーキスイッチ内の

作動表示灯が消灯します。

■自動制御による機能

●アクセル自動解除機能

電動パーキングブレーキがかかっているとき、次の場合にアクセルペダルを踏み込むと、

電動パーキングブレーキが自動的に解除されます（セレクトレバーが “P”、または

“N”の場合を除く）。

このとき、メーター内の電動パーキングブレーキ作動灯および電動パーキングブレーキ

スイッチ内の作動表示灯が消灯します。

• すべてのドアが閉まっている。

• 運転席シートベルトを装着している。

電
合

403224

電
が
の
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ブ

注  意
エンジンスイッチをLOCK（OFF）

が解除され、思わぬ事故につなが

ブレーキ）が故障した場合は、非
キングブレーキスイッチを引き続
ることができる。
、メーター内の電動パーキングブ
パーキングブレーキスイッチ内の
ザーが鳴ります。
急時のみにする。
キ部品が早く摩耗したり、ブレー
ることがあります。
24

レーキ / 電動パーキングブレーキ

警  告
• システム異常により、電動パーキングブレーキが作動しない

ときは、次の処置を行う。
－ 直ちに安全な場所に停車し、スバル販売店にご連絡くださ

い。
－ やむなく駐車する場合は、水平な場所に停車し、セレクト

レバーを“P”にして輪止め（タイヤストッパー）をしてく
ださい。

• セレクトレバーが“P”に入らない場合は、エンジンスイッチ
をONからACC※にし、ブレーキペダルを踏みながら“P”へ
操作する。（60秒以内）

※ プッシュスタート装備車は “P” 以外でプッシュエンジンス
イッチを押すと、電源状態はONからACCまたはACCから
ONになります。

• 走行するときは電動パーキングブレーキを解除し、電動パー
キングブレーキ作動灯が消灯していることを確認する。

－ システムに異常があり、電動パーキングブレーキが作動し
たまま走行すると、ブレーキ部品が早く摩耗する場合や、ブ
レーキが過熱して効かなくなることがあります。

• お車から離れるときは必ず
にする。

－ 電動パーキングブレーキ
るおそれがあります。

• ブレーキシステム（フット
常ブレーキとして電動パー
けることで車両を停止させ

－ 非常ブレーキを使用中は
レーキ作動灯および電動
作動表示灯が点灯し、ブ

• 非常ブレーキの使用は、緊
－ 過度に使用するとブレー

キが過熱して効かなくな
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ブレーキ / 電動パーキングブレーキ

キングブレーキが機能している場合、電
キ作動灯が点灯してから数分後に作動音
ーキ作動）がすることがありますが、異

ている状態
いる状態
を LOCK（OFF）にした後に電動パーキ
ッチを操作した状態
ングブレーキを使用しない場合、自動で
ーキが作動することがありますが、電動
の作動をチェックしているためで正常で

ーキスイッチが故障し、電動パーキング
ない場合、「アクセル自動解除機能」によ
。

知  識
• 電動パーキングブレーキはモーターの作動により駐車ブレー

キをかけるシステムのため、作動時にモーター音が聞こえま
す。
電動パーキングブレーキの作動時に、エンジンルーム付近か
ら音が聞こえることがありますが、異常ではありません。

• 非常ブレーキ作動時にエンジンルーム付近から音が聞こえる
ことがありますが、VDCによるブレーキが作動している状態
であり正常です。

• 電動パーキングブレーキはブレーキペダルを踏まないと解除
できません。

• システム異常などによりかける／解除ができない場合、電動
パーキングブレーキスイッチを操作すると電動パーキングブ
レーキ作動灯が点滅し、ブザーが鳴ります。

• スイッチ操作を途中で止めた場合や、極端にゆっくり操作し
た場合はシステムが異常を検知し電動パーキングブレーキ警
告灯（黄色）が点灯することがありますが、スイッチ操作後
に消灯すれば正常です。

• 路面状態、ブレーキペダルの踏み加減によっては一時的に車
両が保持されたり、ブレーキペダルが硬くなったりして通常
の感覚と異なることがありますが異常ではありません。

• アイドリングストップ中に電動パーキングブレーキスイッチ
を操作すると、アイドリングストップの作動が解除され、エ
ンジン再始動後に電動パーキングブレーキが作動します。電
動パーキングブレーキ作動灯が点灯したことを確認し、ブ
レーキペダルから足を離してください。

• エンジン始動時またはアイドリングストップ後のエンジン再
始動時に電動パーキングブレーキスイッチを操作すると、一
時的に電動パーキングブレーキ作動灯が点滅することがあり
ます。電動パーキングブレーキを解除し、電動パーキングブ
レーキ作動灯が消灯すれば異常ではありません。

• 次の状態で電動パー
動パーキングブレー

（電動パーキングブレ
常ではありません。

－ ブレーキが過熱し
－ 急勾配に停車して
－ エンジンスイッチ

ングブレーキスイ
• 長期間、電動パーキ

電動パーキングブレ
パーキングブレーキ
す。

• 電動パーキングブレ
ブレーキを解除でき
り解除してください
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レーキ / 電動パーキングブレーキ

26

電動パーキングブレーキ作動灯

作動しているとき点灯します。

作動できない条件のときにスイッチを操作

すると、約10秒間点滅しお知らせします。

402417
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ブレーキ / 電動パーキングブレーキ

知  識
キが作動中にエンジンスイッチを LOCK

はエンジンスイッチがLOCK（OFF）のと
レーキを作動させた場合は、電動パーキ
約30秒間点灯し、その後消灯します。

グブレーキのスイッチ操作を繰り返した
グブレーキ作動灯が点滅し、電動パーキ
（黄色）が点灯します。この場合は時間
ださい。
直後に電動パーキングブレーキ作動灯が
ますが、その後、電動パーキングブレー
電動パーキングブレーキ作動灯が消灯す
警  告
• 電動パーキングブレーキ作動灯が点滅し続けたときは、次の

処置を行う。
－ システムに異常がありますので、直ちに安全な場所に停車

し、スバル販売店にご連絡ください。
• エンジン回転中に電動パーキングブレーキを解除しても電動

パーキングブレーキ作動灯が消灯しないときは、次の処置を
行う。

－ 直ちに安全な場所に停車し、スバル販売店に連絡し、点検
を受けてください。

• ブレーキが過熱している状態や急な坂道で電動パーキングブ
レーキを使用すると、電動パーキングブレーキ作動灯が点滅
することがある。

－ この場合でも、電動パーキングブレーキは作動します。
－ 車両が動き出す可能性があるため、輪止め（タイヤストッ

パー）をしてください。
P.25参照

• 電動パーキングブレー
（OFF）にする、また
きに電動パーキングブ
ングブレーキ作動灯が

• 頻繁に電動パーキン
場合、電動パーキン
ングブレーキ警告灯
をおいて操作してく

• エンジンを始動した
点滅する場合があり
キを解除したときに
れば正常です。
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■

■

警  告
が点灯し続ける場合はシステムに異
りますので、直ちに安全な場所に停
スバル販売店にご連絡ください。

知  識
灯が次の場合は正常です。
ンジン始動後に警告灯が点灯したま
であるが、その後電動パーキングブ
ーキを作動、または解除したときに
灯し、再度点灯しない。
行中に点灯しても、その後直ちに消
し、再度点灯しない。
パーキングブレーキの作動／解除中
ンジンを始動すると、システムが異
判断し警告灯が点灯することがあり
。
告灯が点灯した場合は、一度エンジ
スイッチをLOCK（OFF）にし、再
エンジンを始動して電動パーキング
レーキの作動／解除を行い、警告灯
消灯すれば正常に復帰します。
レーキ / 電動パーキングブレーキ

28

電動パーキングブレーキ警告灯（黄色）

システムに異常があるときは、警告灯が点

灯します。

ブレーキ負圧系警告灯（黄色）

ブレーキの負圧系統に異常があるときは、

警告灯が点灯します。

警告灯
常があ
車し、

• 警告
－ エ

ま
レ
消

－ 走
灯

• 電動
にエ
常を
ます

－ 警
ン
度
ブ
が

402572

402572
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シフト操作 / セレクトレバー
シフ
 セレ

■各位

※1:
※2:
次ページへ ⇒

ト操作

クトレバー

置での働きと操作方法

パーキング
駐車およびエンジン始動位置

駐車するときは必ず電動パーキン
グブレーキをかけて“P”にしてく
ださい。

リバース
後退位置

ブザーが鳴り、運転者に“R”であ
ることを知らせます。
外の人に音は聞こえませんので注
意してください。

ニュートラル
中立位置

ドライブ
通常走行位置

車速およびアクセルペダルの踏み
込みに応じて自動的に変速します。

マニュアル※1

マニュアルモード走行位置
手動で変速するときに使用します。
P.333参照

Lレンジ※2

降坂路走行位置

下り坂やカーブの手前など、エンジ
ンブレーキが必要なときに使用し
ます。
P.336参照

マニュアルモード装備車
Lレンジ装備車



シ

3

警  告
時は、アクセルペダルを踏んだまま
クトレバーの操作を絶対にしない。
発進し、重大な事故につながるおそ
があります。

注  意
トレバーを操作する際は、次のこと
りください。
完全に止まってから“P”、“R”に
る。
ランスミッションを損傷させるおそ
があります。

以外の状態で長時間放置しない。
ッテリー上がりの原因になります。
した後は、すぐに “R” から “N”
す習慣をつける。
返しのとき、“D”→“R”、“R”
D”と何度もレバーを操作するとき
その都度ブレーキペダルをしっかり
み、車を完全に止めてから行う。
クトレバー周辺に物を置かない。
操作の原因となります。

でエンジンを始動する。
N” でもエンジンは始動しますが、
全のため“P”でかけてください。

フルードの油温が通常時より高い
、AT油温警告灯が点灯する。
フト操作 / セレクトレバー

30

レバーは各位置でしっかりと止まるところ

まで確実に動かしてください。
• 発進

セレ
－ 急

れ

セレク
をお守
• 車が

入れ
－ ト

れ
• “P”
－ バ

• 後退
に戻

• 切り
→“
は、
と踏

• セレ
－ 誤

• “P”
－ “

安
• CVT

場合

ブレーキペダルを踏まないと
操作できません。
ブレーキペダルを踏んだまま、
ボタンを押して操作します。

ボタンを押して操作します。

ボタンを押さずに操作します。
403225

402401
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シフト操作 / セレクトレバー
知  識
• セレクトレバーの操作は誤操作防止のため各位置に節度をつ

け、確実に行ってください。
• “P”のとき、先にセレクトレバーを手前に引いてブレーキペ

ダルを踏んだ場合、レバーの操作ができないことがあります。
先にブレーキペダルを踏んでください。

• エンジンスイッチがLOCK（OFF）またはACCのときは、ブ
レーキペダルを踏んでもレバーを “P” から他の位置に切り
替えられません。



シ
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■

●
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■



知  識
温時に暖機促進や走行性を良くする
、変速タイミングを通常時より高回
にしています（暖機が進むと、自動
通常の変速タイミングに戻ります）。
上り坂の連続運転など、継続的に負荷
かる走行を行った場合、車両の冷却性
維持するためエンジン回転数または
が自動的に低下することがあります。
が低下し、冷却性能を維持できる状
戻るとエンジン回転数または車速は
戻ります。
フト操作 / セレクトレバー

32

CVT車の制御

セレクトレバーが“D”での走行時、スムーズな走りを実現するための制御を行います。

登降坂制御

走行中の路面勾配による駆動力とエンジンブレーキ力を最適に制御し、登坂、降坂での

運転をアシストします。

アダプティブ制御

コーナリングの強さや連続性、アクセル操作などからスポーツ走行と判定した場合は、エ

ンジンを高い回転数に保つことでエンジンブレーキの効きを高め、アクセルペダルを踏

んだときのレスポンスを向上させます。

シフトロックシステム

セレクトレバーの誤操作を防ぐシステムです。

• “P”からのセレクトレバー操作は、エンジンスイッチをONにしブレーキペダルを踏

まないとできません。

－ “P”から他の位置に操作するとき、先にセレクトレバーを手前に引いてからブレー

キペダルを踏むと、セレクトレバー操作ができないことがあります。先にブレーキ

ペダルを踏み、セレクトレバー操作をしてください。

• セレクトレバーが“P”以外ではエンジンスイッチからキーが抜けない、またはエンジ

ンスイッチをLOCK（OFF）にできません。

• セレクトレバーが“N”でエンジンを停止した場合、しばらくすると“P”に操作でき

なくなることがありますので直ちにブレーキペダルを踏みながら “P” にしてくださ

い。

もし、“N”から“P”に操作できないときは、エンジンスイッチをONにし、ブレー

キペダルを踏みながら“P”へ操作してください。

またはシフトロックを解除してください。

P.661参照

• 低水
ため
転側
的に

• 急な
のか
能を
車速
負荷
態に
元に



シフト操作 / マニュアルモード

333
• エンジンスイッチがONで操作できないときは、エンジンスイッチをONからACC※に

し、ブレーキペダルを踏みながら“P”へ操作してください。（60秒以内）

エンジンスイッチがONで操作できないときは、シフトロックシステムなどの異常が考

えられます。直ちにスバル販売店にご連絡ください。

※ キーレスアクセス & プッシュスタート装備車は、“P” 以外でエンジン回転中にプッ

シュエンジンスイッチを押してエンジンを停止させた電源状態がACCになります。

 マニュアルモード

■マニュアルモードの使いかた

セレクトレバーを“D”から“M”に動か

すとマニュアルモードになります。

402420



シ

3

■

■

■

知  識
トダウン不可能な車速（シフトダウ
ることによりエンジンの回転がレッ
ーン付近になる場合）でシフトダウ
作をした場合、“ピピ”とブザーが
、運転者にシフトダウンできないこ
知らせます。
ュアルモード時、エンジン回転数が
メーター（エンジン回転計）のレッ
ーンに近づくと自動でシフトアップ
す。
ぎる車速でシフトアップを行った場
変速しません。
が停車したとき、自動的にギヤは 1
なります。
坂ではエンジンブレーキを併用する
をお奨めします。
7参照

注  意
ルシフトレバーにアクセサリーなど
かけない。
クセサリーなどをかけるとレバーが
意に動き、シフトポジションが変わ
おそれがあります。

知  識
の走行状況により、自動変速モード
帰時間が異なります。
フト操作 / マニュアルモード

34

パドルシフトレバーの操作

パドルシフトレバーの右側が （アップ）に

なり、レバーの左側が （ダウン）になりま

す。

1 段上のギヤに変速するときは のレバー

を手前に引きます。1段下のギヤに変速する

ときは のレバーを手前に引きます。

ギヤ段は1速～7速です。

マニュアルモードの解除

マニュアルモードを解除するときは、セレクトレバーを“M”から“D”の位置に移動さ

せます。

Dレンジパドルシフトマニュアル操作機能

走行中、“D” のままパドルシフトレバーで変速すると自動変速モードから一時的にマ

ニュアルモードに切り替わり、シフトポジション表示にギヤ位置を表示します。その後

しばらく走行すると通常の自動変速モード（“D”）に復帰します。下り坂やカーブの手

前など、一時的にエンジンブレーキが必要なときに有効です。

• シフ
ンす
ドゾ
ン操
鳴り
とを

• マニ
タコ
ドゾ
しま

• 低過
合、

• お車
速に

• 下り
こと

P.34

402421

• パド
物を

－ ア
不
る

操作時
への復



シフト操作 / マニュアルモード
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知  識
速発進を選択すると、2速で固定されたま
になります。変速するときは、パドルシ
トレバーを または に操作してくだ
い。セレクトレバーを“D”にすると2速
定は解除され、自動変速モードに戻りま
。

■滑りやすい路面での発進（2速発進）

雪道など滑りやすい路面での発進は、マニュアルモードで2速を選択することにより、安

全で容易に行えます。

ブレーキペダルを踏んだまま、パドルシフトレバーの 側を手前に引き、ギヤを 2 速に

します。このときシフトポジション表示は2速を表示します。

■シフトポジション表示

マニュアルモードが選択されるとギヤ位置

を表示します。

シフトアップが可能な場合は数字の横に

“▲”、シフトダウンが可能な場合は数字

の横に“▼”を表示します。

シフトアップ、シフトダウン可能表示が消

えている状態ではシフトアップ・ダウンは

できません。

(1) シフトアップ可能表示

(2) シフトダウン可能表示

(3) 変速ギヤ表示

2
ま
フ
さ
固
す

304608
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 L

警  告
やすい路面ではLレンジにしない。
レンジにしてエンジンブレーキをか
た場合、タイヤがスリップして重大
事故につながるおそれがあります。
フト操作 / L レンジ

36

レンジ
セレクトレバーを “D” から “L” に動か

すとLレンジになります。

下り坂やカーブの手前など、エンジンブ

レーキが必要なときに使用します。

レバーを“D”に移動すると、Lレンジは解

除されます。

• 滑り
－ L

け
な

402420



シフト操作 / X（エックス）モード

337
次ページへ ⇒

 X（エックス）モード
X（エックス）モードは、路面に応じてエンジン、AWDおよびブレーキの協調制御を行

い走破性を高めたモードです。

SNOW・DIRTとDEEP SNOW・MUDの2種類のモードを選択できます。

また、X（エックス）モード使用中はヒルディセントコントロールにより、エンジンブ

レーキだけでは十分に減速できない急な下り坂を走行時、一定の車速を維持するために

ブレーキ制御を行います。
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シ

38

フト操作 / X（エックス）モード

注  意
• X（エックス）モードを過信しないでください。X（エックス）

モードが作動した状態でも車両の安定性の確保には限界があ
り、無理な運転は思わぬ事故につながるおそれがあります。常
に安全運転を心がけてください。

• サスペンション構成部品およびアクスルの脱着時は、必ずスバ
ル販売店で点検を受けてください。

X（エックス）モードの機能を有効に発揮するため、次の事項を
お守りください。
• 雪道走行するときは、冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）ま

たはタイヤチェーンを装着して走行してください。
• タイヤチェーンは、適切なものを正しく装着してください。
P.628参照
• 冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着するときは、地域

の条例に従い、装着の注意事項をお守りください。
P.627参照
• X（エックス）モードを正常に機能させるためには、下記事項

をお守りください。
－ タイヤを交換するときは、交換時の注意事項をお守りくだ

さい。
P.578参照

－ 著しく摩耗したタイヤは使用しないでください。
－ タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。

エンジンが始動しているときに表示が点滅しX（エックス）モー
ドスイッチを押しても切り替わらない場合は、システムの異常
が考えられますので、すみやかにスバル販売店で点検を受けて
ください。
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知  識
X（エックス）モード中は、アイドリン
グストップは作動しません。
エンジンが始動していない場合、スイッ
チを押しても X（エックス）モードに切
り替わりません。
X（エックス）モード中は、VDC OFFス
イッチを操作してもVDCのON／OFFは
切り替わりません。SNOW・DIRT では
ON、DEEP SNOW・MUDではOFFの
まま固定されます。
X（エックス）モード中はマルチファン
クションディスプレイの表示が予防安全
画面に切り替わり、X（エックス）モー
ドの作動状態を視覚的に表示します。別
の画面に戻すときは INFO スイッチを押
します。
■X（エックス）モードの使いかた

停車時または車速約 20 km/h 以下で走行

中、X（エックス）モードスイッチを操作す

ると、SNOW・DIRTモード、DEEP SNOW・

MUDモード、OFFの順に切り替わります。

●SNOW・DIRTモード

雪道、砂利道など滑りやすい路面でタイヤ

が空転、スリップしてしまいそうなときな

どに、タイヤの空転を抑えて走りやすくし

ます。

•

•

•

•

403226

403208
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DEEP SNOW・MUDモード

深雪やぬかるみなど、タイヤが埋まってし

まうような特殊な場合や、雪や砂利などで

覆われた急登坂路で発進するときに、トラ

クションコントロール（TCS）機能を一時

的に解除し、必要に応じてタイヤを空転さ

せて発進しやすくします。

自動解除されるとき

次の場合、X（エックス）モードは自動解除されます。

• 車速約40 km/hを超えたとき

• エンジンをOFFにし、再度エンジンをONにしたとき

403207
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注  意
ヒルディセントコントロールを過信しな
い。

－ 急激な下り坂や凍結路、砂･泥状の路面
など滑りやすい下り坂では必要に応じ
てブレーキペダルを踏んでください。

－ 一定の車速を維持できず思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

知  識
長時間連続して使用するとブレーキの温
度が上昇し、一時的にヒルディセントコ
ントロールの作動が停止することがあり
ます。
ヒルディセントコントロール作動時、次
のようなことがありますが異常ではあり
ません。

－ エンジンルーム付近から作動音がする
－ ブレーキペダルを踏んだとき、通常よ

り硬くなるまたは通常の感覚と異なる
ヒルディセントコントロールは、平坦な
路面でも作動することがあります。
次ページへ ⇒

 ヒルディセントコントロール
エンジンブレーキだけでは十分に減速できない急な下り坂を走行する場合など、一定の

低い車速を維持するためにブレーキ制御を行い、下り坂での走行を補助するシステムで

す。滑りやすい雪道や砂利道などでハンドル操作に集中することができます。

車速、アクセルペダルおよびブレーキペダルの状態から目標車速をシステムが設定し、そ

れを超えないようにブレーキを制御します。ヒルディセントコントロールの作動中は制

動灯が点灯します。

■ヒルディセントコントロールの作動

ヒルディセントコントロールは X（エックス）モードの SNOW・DIRT、または DEEP

SNOW・MUDがONで車速約4 km/h～約20 km/hのとき作動します。

1. X（エックス）モードがONで車速約20 km/h以下で走行時、ヒルディセントコント

ロールが作動可能状態になり、メーター内の表示灯が点灯します。

•

•

•

•
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2. 次の場合に、ヒルディセントコントロールが作動します。

• 車速約20 km/h以下

• アクセルペダルとブレーキペダルを操作していないとき

ヒルディセントコントロールが作動中はメーター内の表示灯が点滅し、同時に制動灯

が点灯します。

目標車速を変更するとき

目標車速を変更するときは、アクセルペダル、ブレーキペダルで調節します。

ペダルから足を離すと再度ヒルディセントコントロールが作動し、そのときの車速を目

標にブレーキ制御を行います。

作動の解除

次の場合、ヒルディセントコントロールは解除されます。

• X（エックス）モードスイッチを押して、X（エックス）モードをOFFにしたとき

• 車速約20 km/h以上を超えたとき（車速約20 km/hを超えるとヒルディセントコント

ロールの作動が解除され、車速約30 km/hを超えるとメーター内の表示灯が消灯しま

す。）

• エンジンスイッチをLOCK（OFF）にしたとき

302584



シフト操作 / ヒルディセントコントロール

343
■ヒルディセントコントロール表示灯

X（エックス）モードON時、ヒルディセン

トコントロールが作動可能状態になると点

灯し、ヒルディセントコントロールが作動

すると点滅します。

マルチファンクションディスプレイを予防

安全画面にしている場合、メーター内の表

示灯に連動してヒルディセントコントロー

ル作動表示が点灯・点滅します。

P.164参照

402835

403370
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注  意
違いを防ぐため、アクセルペダルと
キペダルを右足で踏み、位置を確認

402425

注  意
ンは“N”でも始動できるが、安全
“P”で行う。
フト操作 / 運転手順

44

転手順

エンジンを始動する前に

1. 正しい運転姿勢をとります。ペダルを確実に踏むことができ、ハンドル操作が楽にで

きるように、ハンドルの位置、シートの位置を調整してください。

P.258、272参照

2. アクセルペダルの位置を右足で確認します。

3. ブレーキペダルの位置を右足で確認します。

エンジン始動

電動パーキングブレーキが確実にかかっていて、セレクトレバーが“P”であることを確

認します。

踏み間
ブレー
する。

エンジ
のため
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●キーレスアクセス＆プッシュスタート装備車

1. プッシュエンジンスイッチ内の作動表示

灯が緑色になるまで、ブレーキペダルを

踏み込みます（“N”で始動する場合、作

動表示灯は緑色になりません）。

2. ブレーキペダルを確実に踏んだまま、

プッシュエンジンスイッチを押します。

エンジンが始動するまでブレーキペダル

を踏み続けてください。

●キーレスアクセス＆プッシュスタート装備車以外

1. ブレーキペダルを右足で踏みます（アクセルペダルは踏まないこと）。

2. ブレーキペダルを踏んだままエンジンスイッチをSTARTまで回し、エンジンを始動し

ます。

402407

403162
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警  告
時は、アクセルペダルを踏んだまま
クトレバーの操作を絶対にしない。
発進し、重大な事故につながるおそ
があります。

注  意
するときには車の後方に人がいない
、障害物がないことを確認する。
内でブザーは鳴りますが、車外の人
は聞こえません。
ジン始動直後やエアコン作動時、ま
停車時にハンドルを操作するときは
にブレーキペダルを踏む。
れらの状況下ではアイドリング回転
高くなり、クリープ現象が強くなり
す。

知  識
ルペダルを踏むと電動パーキングブ
が自動解除されるアクセル自動解除
あります。
フト操作 / 運転手順

46

発進

1. ブレーキペダルを右足で踏んだままにします。

2. セレクトレバーを“D”（前進）または“R”（後退）に入れます。

3. セレクトレバーの位置を確認します。

4. 電動パーキングブレーキを解除します。

5. 右足をブレーキペダルからアクセルペダルに踏み換えゆっくりと加速します。

• 発進
セレ

－ 急
れ

• 後退
こと

－ 車
に

• エン
たは
確実

－ こ
が
ま

アクセ
レーキ
機能が
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警  告
走行中はセレクトレバーを“N”にしない。

－ エンジンブレーキがまったく効かなく
なり思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

知  識
レクトレバーが“D”のとき、アクセル
ダルを深く踏み込むと無段変速から AT
のような制御に切り替わります。

注  意
フトダウンによる急激なエンジンブレー
は、道路状況や車間距離に注意して行う。

知  識
く加速したときや急発進など、急なアク
ル操作時にはまれにエンジンから過渡的
ノッキング音が聞こえることがあります
、異常ではありません。
■走行

通常の走行：

“D”で走行します。アクセルとブレーキの操作だけで自動的に変速され走行できます。

強い加速：

アクセルペダルを深く踏み込みます。自動的にシフトダウンし加速します。（キックダウ

ン）

P.21参照

上り坂では：

アクセルペダルを深く踏み込みます。自動的にシフトダウンし加速します。

また、マニュアルモード装備車は、セレクトレバーを “M” にし、勾配に適したギヤを

選択するとなめらかな走行ができます。

P.333参照

下り坂では：

エンジンブレーキを併用してください。マニュアルモード装備車は、セレクトレバーが

“D”または“M”で、パドルシフトレバーの 側を手前に引くとシフトダウンします。

P.333参照

Lレンジ装備車は、セレクトレバーを“L”にするとシフトダウンします。

急な下り坂では：

マニュアルモード装備車は、パドルシフトレバーの 側を手前に引いて2速または1速に

入れると、さらに強いエンジンブレーキがかかります。

P.333参照

•

セ
ペ
車

シ
キ

強
セ
な
が
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注  意
ジン始動直後やエアコン作動時、ま
停車時にハンドルを操作するときは
にブレーキペダルを踏む。
れらの状況下ではアイドリング回転
高くなり、クリープ現象が強くなり
す。

知  識
ルペダルとブレーキペダルを同時に
り、坂道で“P”、“N”以外に入れ
で、アクセルを吹かしながら車を停
ないでください。
ランスミッションが過熱し、故障の
因となります。
フト操作 / 運転手順

48

停車

1. “D”のままブレーキペダルを確実に踏みます。

2. 必要に応じて電動パーキングブレーキをかけます。

3. 長時間停車するときは“P”にします。 • エン
たは
確実

－ こ
が
ま

アクセ
踏んだ
た状態
止させ

－ ト
原
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注  意
空吹かしをしない。

－ 急発進の原因となります。
停車中にセレクトレバーを動かすときは
ブレーキペダルを確実に踏む。
急な上り坂で停車する場合は、ブレーキ
ペダルを踏み込み、確実に電動パーキン
グブレーキをかける。

－ クリープ現象で前に進もうとする力よ
りも、後退しようとする力の方が大き
くなり、車が後退することがあります。

P.322参照
AVH機能がONで急な坂道に停車した場
合は、電動パーキングブレーキが作動し
ますが、その際、電動パーキングブレー
キ作動灯が点滅した場合は、車両が動き
出す可能性がありますので、ブレーキペ
ダルを踏み続けてください。
P.326、482参照
4. 停車後、再発進するときは、セレクトレバーが“D”にあることを確認して発進します。

•

•

•


•


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注  意
完全に止まらないうちにセレクトレ
を“P”に入れない。
ランスミッション損傷の原因となり
す。

注  意
ら離れるときは、必ずセレクトレ
を “P” に入れ、エンジンを停止す

P” 以外でエンジンを止め、車を放
するとバッテリー上がりの原因とな
ます。
フト操作 / 運転手順
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駐車

1. 車を完全に止めます。

2. ブレーキペダルを踏んだままの状態で電動パーキングブレーキを確実にかけます。

3. セレクトレバーを“P”に入れます。

4. エンジンを止めます。

P.25参照

• 車が
バー

－ ト
ま

• 車か
バー
る。

－ “
置
り
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EyeSight / EyeSight について
Eye
 Ey

EyeS

運転

レオ

また
次ページへ ⇒

Sight

eSightについて
ightはさまざまな機能によって、運転者の判断を助け、安全・快適で疲れの少ない

を可能にする運転支援システムです。EyeSightはスバル独自の2台のカメラ（ステ

カメラ）を用いた画像処理により、先行車や障害物、車線などを認識します。

、ソナーセンサーにより車両後方の障害物を認識します。



3

Ey

注  意
にくい状況では、ステレオカメラ
物、車線を認識しづらくなります。

はステレオカメラの視野範囲に限ら
対象物が入ってから制御・警報の対
かります。

の二輪車、歩行者、路上の障害物、
ります。また、EyeSightシステム
があります。状況が改善され、し
能は動作します。
、濃霧など。特にフロントガラス
バル指定以外のガラスコーティン

能が悪化したワイパーをお使いに
やすくなります）
などによる逆光や対向車のヘッド
たとき
使用しているとき
や水滴、汚れが十分に拭き取れて

402530
52

eSight / EyeSight について

警  告
運転者には安全運転の義務があります。EyeSightの各機能特性
にかかわらず、常に交通ルール・マナーを守り運転してくださ
い。運転時は常に先行車との車間距離や周囲の状況、運転環境
に注意しながら必要に応じてブレーキペダルを踏むなど、安全
運転に努めてください。
• EyeSightに頼った運転は絶対に行わない。
－ EyeSightの認識性能・制御性能には限界があります。
－ わき見運転やぼんやり運転など運転者の前方不注意を防止

したり、悪天候時の視界不良下での運転を支援する装置で
はありません。また、あらゆる状況で衝突を回避するもの
ではありません。

EyeSightは、運転者の判断を補助し、事故被害や運転負荷の軽
減を目的としています。警報が作動した場合は前方や周囲を確
認の上、運転者の判断でブレーキペダルを踏むなどの適切な操
作をしてください。
EyeSightの認識性能・制御性能には限界があります。それぞれ
のページに書かれている警告を必ずお読みの上、正しくご使用
ください。誤った使用をすると、適切に制御が行われず、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。
右ハンドル車のEyeSightは、左側通行を想定して設計していま
す。右側通行の道路で使用する場合は性能が十分に発揮できま
せん。

• 運転者にとって前方が見え
も同様に前方の車両や障害

• EyeSight 前方の物体認識
れます。また、視野範囲に
象となるまでには数秒間か

• 次の状況では先行車や前方
車線などが認識しづらくな
が一時停止状態になる場合
ばらく走行すれば、再び機

－ 悪天候時（強い雨、吹雪
に油膜が付着したり、ス
グ剤を使用したり、性
なった場合、一時停止し

－ 前方から強い光（太陽光
ランプの光など）を受け

－ フロントウォッシャーを
－ フロントガラス上の雨滴

いないとき
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EyeSight / EyeSight について

次ページへ ⇒

や前方の二輪車、歩行者、路上の障害物、
らくなります。また、EyeSightシステム
る場合があります。EyeSightシステムが
ことが何回も発生する場合はスバル販売
受けてください。
レンズ部に指紋などの汚れが付着したと

衝撃などが加わり、ずれや歪みが生じた

動作に異常があるときはプリクラッシュ
警報機能およびRAB（後退時ブレーキア
、全車速追従機能付クルーズコントロー
先行車追従操舵機能、定速クルーズコン
スバル販売店で点検を受けてください。
参照
ているときは、プリクラッシュブレーキ

作動しない場合があります。また、全車
ーズコントロールおよび定速クルーズコ
しないでください。
－ フロントガラスに曇りや雪、汚れ、霜、土埃の付着や傷な
どがついて、ステレオカメラの視界を遮っているときや、そ
の汚れなどに光が当たっているとき

－ 荷物の積載などにより、極端に車両が傾いているとき
－ ルーフ上に積載したカヌーなどがステレオカメラの視界を

遮っているとき
－ 先行車や対向車両の水や雪などの巻き上げや水蒸気、砂、

煙、土埃などが舞い、視界が十分でないとき
－ トンネルの出入り口を通過するとき
－ 前方の車両の最後面が小さい（例えばトレーラーなど）、低

い、または凹凸があるとき
－ 対象物がフェンス、均一な模様（縞模様やレンガなど）や

模様の全くない壁、シャッターなどのとき
－ 対象物がガラスや鏡の壁や扉などのとき
－ 夜間またはトンネル内で、先行車のテールランプが点灯し

ていないとき
－ 垂れ幕や旗、垂れ下がった枝、草むらなどを通過するとき
－ 急な上り坂、急な下り坂のとき
－ ステレオカメラの前を手でふさぐなどしたとき
－ 真っ暗で周囲に物がないとき
－ 周囲一面が同じような色合いのとき（一面に雪景色など）
－ フロントガラスへの映り込みにより安定した認識ができな

いとき
• 次の状況では、EyeSightシステムが一時停止状態になる場合

があります。状況が改善されれば再び機能は動作します。
－ 炎天下で放置した後など車内の温度が高いとき、または極

寒の環境で放置した後など車内の温度が低いとき
－ エンジンの始動直後

• 次の状況では先行車
車線などが認識しづ
が一時停止状態にな
一時停止状態になる
店に連絡し、点検を

－ ステレオカメラの
き

－ ステレオカメラに
とき

• EyeSight システムの
ブレーキ、車線逸脱
シスト）をOFFにし
ル、車線中央維持・
トロールを使用せず

P.149、379、444
• VDC警告灯が点灯し

機能をOFFにする。
－ システムが正しく

速追従機能付クル
ントロールを使用
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知  識
• EyeSightは、プリクラッシュブレーキが作動したときに次の

データを記録・蓄積します。会話などの音声は記録しません。
－ ステレオカメラの画像情報
－ 先行車との車間距離
－ 車速
－ ハンドルの操舵角
－ 進行方向に対しての横方向の動き
－ アクセルペダルの操作状況
－ ブレーキペダルの操作状況
－ セレクトレバーの位置
－ オドメーターの値
－ ABS、VDC、TCSおよびRABの制御に関する情報

スバルおよびスバルが委託した第三者は、記録されたデー
タを、車の研究開発目的に取得・流用することがあります。
なお、スバルおよびスバルが委託した第三者は、取得した
データを次の場合を除き、第三者へ開示・提供することは
ありません。

－ お車の所有者の同意（リース車は借主の同意）がある場合
－ 警察・裁判所・政府機関などの法的強制力のある要請に

基づく場合
－ 統計的な処理を行うなどの使用者や車が特定されないよ

うに加工したデータを研究機関などに提供する場合
※ ここでいうスバルは、株式会社ＳＵＢＡＲＵを意味しています。
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次ページへ ⇒

■ステレオカメラの取り扱いについて

ステレオカメラは天井の前席用スポット

マップランプ部分に装着されています。

S00935
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るときは、ステレオカメラのレン
などが付着しないよう、レンズ部
の出ない紙で覆い、テープで固定
、テープの接着面がフロントガラ
ないようにしてください。清掃後
てください。

撃や力を加えないでください。
したり、分解しないでください。
け位置を変更したり、周辺構造物
い。

S01816
56

eSight / EyeSight について

注  意
• ステレオカメラ前面の汚れを自動で判定する機能を備えてい

ますが、万全ではありません。
状況によっては、ステレオカメラ前面の汚れ（曇りや油膜な
ども含みます）を判定できない場合があります。また、フロ
ントガラスのステレオカメラ付近に雪や氷などが付着したと
きも、判定できない場合があります。このような状況では、シ
ステムが正常に作動しない場合があるため、フロントガラス

（イラストのステレオカメラ前方 の部分）はいつもきれい
にしておいてください。なお、汚れを判定した場合は、定速
クルーズコントロールを除くすべての EyeSight システムの
機能が作動しません。

• ステレオカメラは精密部品です。特にレンズ部の取り扱いに
ついては、次の注意事項を守ってください。

－ ステレオカメラのレンズ部には絶対に触れないでくださ
い。また、レンズ部は清掃しないでください。万一、レン
ズ部に触ってしまった場合は、必ずスバル販売店にご相談
ください。

－ フロントガラスを清掃す
ズ部にガラスクリーナー
をコピー用紙のように埃
してください。このとき
スおよびレンズ部に付か
は紙を忘れずに取り外し

－ ステレオカメラに強い衝
－ ステレオカメラを取り外
－ ステレオカメラの取り付

の改造をしないでくださ
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次ページへ ⇒

ー部）にスバルが指定したアクセサリー
または設置をしない。
いた場合でも、光の反射やガラスへの映
EyeSight システムの動作に異常がある
ください。詳しくはスバル販売店にご相

＜正面＞

ネル上に物を置かない。
の映り込みによりステレオカメラが安定
い場合があります。詳しくはスバル販売
い。
ネル上面をケミカル剤などで光沢を持た

の映り込みによりステレオカメラが安定
い場合があります。
ワイパーブレードを装着しない。
視野に影響を与えるおそれがあります。
早めに交換する。
テレオカメラが安定した認識ができない

402753
• スバル純正品以外のルームミラー（ワイドタイプミラーな
ど）、サンバイザーを装着しない。

－ ステレオカメラの視野に影響し、システムが正常に作動し
ない場合があります。

402531

• 図の禁止エリア（グレ
用品以外の取り付け

－ 禁止エリア外に置
り込みなどにより
ときは移動させて
談ください。

＜側面＞

• インストルメントパ
－ フロントガラスへ

した認識ができな
店にご相談くださ

• インストルメントパ
せない。

－ フロントガラスへ
した認識ができな

• スバル純正品以外の
－ ステレオカメラの

• ワイパーブレードは
－ 拭き残しによりス

場合があります。
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指定したガラスコーティング剤以

を貼らない。
などが生じた場合は、スバル販売

理する場合は、スバル販売店にご

ントガラスを使用するとステレオ
できずシステムが正常に作動しな

動したときにエアバッグを展開さ

影響を与えるおそれがあります。
58
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• ボンネットやグリルの上など、車両前側にアクセサリー類を
取り付けない。

－ ステレオカメラの視野に影響を与えるおそれがあります。

• ステレオカメラの視野範囲内にルーフに積んだ荷物が入らな
いようにする。

－ ステレオカメラの視野に影響を与えるおそれがあります。
詳しくはスバル販売店にご相談ください。

• フロントガラス（外側、内側）は常にきれいな状態に保つ。
－ フロントガラスに曇りや汚れ、油膜などがあるとステレオ

カメラが安定した認識ができない場合があります。
• 中央のエアコン吹き出し口に芳香剤などを取り付けない。
－ カメラ周辺のフロントガラスが冷えて曇る場合がありま

す。
• フロントガラス（外側、内側）にステッカーを貼ったり、ア

クセサリーを取り付けない。
－ やむを得ず取り付けなければならない（車検ステッカーな

ど）ときは、カメラの前面に重ならないようにしてくださ
い。

－ ステレオカメラの視野に影響を与えるおそれがあります。

S01098

• フロントガラスにスバルが
外は使用しない。

• フロントガラスにフィルム
• フロントガラスに傷、ひび

店にご相談ください。
• フロントガラスを交換・修

相談ください。
－ スバル純正品以外のフロ

カメラが安定した認識が
い場合があります。

• 歩行者保護エアバッグが作
せたまま走らない。

－ ステレオカメラの視野に
P.74参照
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次ページへ ⇒

■RABソナーセンサーの取り扱いについて

リヤバンパーに、4個のソナーセンサーが取

り付けられています。

403047
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注  意
RABの正しい作動のため、次のことをお守りください。
• ソナーセンサーまたは付近のリヤバンパー表面は、いつもき

れいにしておく。
• ソナーセンサーまたは付近のリヤバンパー表面にステッカー

などを貼り付けない。
－ 詳しくはスバル販売店にご相談ください。

• ソナーセンサーまたは付近のリヤバンパーを改造しない。
• ソナーセンサーまたは付近のリヤバンパーを塗装しない。
• ソナーセンサーまたは付近のリヤバンパーへの強い衝撃を避

ける。
－ ソナーセンサーの取り付け位置がずれると、検知範囲に

入った障害物を検知できないなど、システムに異常が起こ
るおそれがあります。強い衝撃を受けた際は、必ずスバル
販売店で点検を受けてください。

• ソナーセンサーを分解しない。
• ソナーセンサーの修理、交換、またはソナーセンサー付近の

リヤバンパーの修理、塗装、交換が必要になった場合は、ス
バル販売店にご相談ください。

403048
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知  識
yeSight はエンジンが始動していないと
は作動しません（アイドリングストップ
よるエンジン停止時を除く）。
■EyeSightの機能について

EyeSightには、次の機能があります。

●プリクラッシュブレーキ

前方の車両や障害物に衝突する可能性があるとき、車間距離警報により、運転者の回避

操作を促します。それでも運転者の回避操作がない場合、衝突の直前にシステムが急ブ

レーキをかけ衝突被害を軽減、または衝突を回避します。

P.368参照

●ツーリングアシスト

▼全車速追従機能付クルーズコントロール
クルーズコントロールをセットしてセット車速を保ちながら走行し、同一車線内にいる

先行車を認識した場合は、セット車速を上限とした追従走行を行います。

P.380参照

▼車線中央維持・先行車追従操舵機能
高速道路などで道路の区画線（白線など）を認識し、車線中央付近を走行するようにハ

ンドル操作をアシストします。また、渋滞時は白線を認識していなくても、先行車の動

きに合わせてハンドル操作をアシストします。

P.409参照

●車線逸脱抑制機能

高速道路や自動車専用道路を走行時、システムが両側の区画線を認識し、車両が車線を

逸脱しそうになるとシステムが車線逸脱回避方向にハンドル操作をアシストし、車線か

らの逸脱を抑制します。

P.423参照

E
き
に



Ey

3

●



●



●



●



●



●



eSight / EyeSight について

62

AT誤発進抑制制御

セレクトレバーの位置の入れ間違いやペダルの踏み間違いによる誤った前進を抑制しま

す。

P.432参照

AT誤後進抑制制御

後退時、アクセルペダルの急な踏み込みなどによる急な後退を抑制する後退飛び出し抑

制制御と、後退時の車速を制限する後退速度リミッターの2つの機能があります。

P.437参照

車線逸脱警報

走行中、車線を逸脱しそうになると、注意を促します。

P.442参照

ふらつき警報

疲れやよそ見、ぼんやり運転、横風などによるふらつきを認識し、注意を促します。

P.445参照

先行車発進お知らせ

先行車が発進しても自車が発進しない場合にお知らせします。

P.448参照

定速クルーズコントロール

一定速度を保ちながら走行するモードです。追従走行は行いません。EyeSightシステム

が一時停止状態でも使用可能な場合があります（この機能は全車速追従機能付クルーズ

コントロールから切り替えて使用します）。

P.449参照
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●RAB（後退時ブレーキアシスト）

後退時に壁や障害物に衝突するおそれがあるときに、マルチファンクションディスプレ

イやマルチインフォメーションディスプレイの表示と警報音で知らせ、必要に応じてシ

ステムがブレーキを作動させることで衝突を回避、または衝突の被害を軽減します。

P.461参照
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スイッチ構成

ステアリングスイッチ

403421
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▼ （クルーズ）スイッチ
• クルーズコントロール※のON／OFFができます。

このスイッチを押してマルチインフォメーションディスプレイの EyeSight 表示部に

または が点灯している状態を「クルーズメインON」といいます。

P.386、451参照

• クルーズコントロール※のセット状態を解除できます。

P.400、456参照

※ 全車速追従機能付クルーズコントロールおよび定速クルーズコントロール

▼SET/－スイッチ
• クルーズコントロール※のセットができます。

P.388、453参照

• セット車速を下げることができます。（クルーズコントロール※がセット中のとき）

P.394、455参照

※ 全車速追従機能付クルーズコントロールおよび定速クルーズコントロール

▼RES/＋スイッチ
• クルーズコントロール※のセットができます。

P.388、453参照

• クルーズコントロール※のセット状態を解除後、解除前のセット車速に再びセットする

ことができます。

P.404、460参照

• セット車速を上げることができます。（クルーズコントロール※がセット中のとき）

P.392、454参照

※ 全車速追従機能付クルーズコントロールおよび定速クルーズコントロール
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/ （車間設定）スイッチ
• 車間距離の設定を4段階に切り替えることができます。（全車速追従機能付クルーズコ

ントロールのみ）

P.396参照

• （クルーズ）スイッチがONのとき、 / （車間設定）スイッチ※を押すと全

車速追従機能付クルーズコントロールと定速クルーズコントロールを切り替えること

ができます。

P.451参照

定速クルーズコントロールに切り替えるときは、約2秒以上押し続けてください。

（レーンキープ）スイッチ
車線中央維持・先行車追従操舵機能および車線逸脱抑制機能のON／OFFを切り替えるこ

とができます。

P.417、428参照

▲（戻し）スイッチ／▼（送り）スイッチ
次の場合に使用します。

• マルチインフォメーションディスプレイの表示画面を切り替えるとき

P.129参照

• 先行車捕捉音などの設定を変更するとき

P.149参照

（インフォメーション）／SETスイッチ
次の場合に使用します。

• マルチインフォメーションディスプレイの割り込み画面を再表示するとき

P.134参照

• 先行車捕捉音などの設定を変更するとき

P.149参照
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▼INFOスイッチ
RABのON／OFFを切り替えることができます。

P.470参照

●プリクラッシュブレーキOFFスイッチ

長押しすると、プリクラッシュブレーキ、

AT誤発進抑制制御およびAT誤後進抑制制

御がOFFになります。

OFF にするとメーター内のプリクラッシュ

ブレーキOFF表示灯が点灯します。

再度スイッチを長押しすると、プリクラッ

シュブレーキ、AT 誤発進抑制制御および

AT 誤後進抑制制御が ON になり、プリク

ラッシュブレーキ OFF 表示灯が消灯しま

す。

P.379、437、441参照

●車線逸脱警報OFFスイッチ

長押しすると、車線逸脱警報およびふらつ

き警報がOFFになります。

OFF にするとメーター内の車線逸脱警報

OFF表示灯が点灯します。

再度スイッチを長押しすると、車線逸脱警

報およびふらつき警報がONになり、車線逸

脱警報OFF表示灯が消灯します。

P.444、447参照

402500

402501
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リクラッシュブレーキ
主に前方の車両に衝突する可能性がある場合、運転者への警報による衝突回避の支援を

行います。それでも運転者の衝突回避操作がない場合、衝突の直前にシステムが急ブレー

キをかけ、衝突被害を軽減または衝突を回避します。また、運転者の衝突回避操作があっ

た場合はプリクラッシュブレーキアシストにより衝突回避をアシストします。

これらの機能は、正面衝突だけでなく片側衝突（オフセット衝突）にも対応しています。

セレクトレバーが “D”、“M”（マニュアルモード装備車）、“L”（L レンジ装備車）

または“N”のとき作動します。

また、発進時などに誤ってアクセルペダルを踏み、前方の障害物に衝突する可能性があ

る場合、システムがブレーキをかけ、衝突を軽減または回避します。
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次ページへ ⇒

差が約 50 km/h（歩行者の場合は約 35
合、EyeSight の性能限界から衝突を回

い。また、速度差が約50 km/h以下（歩
m/h以下）であっても、他の車両が急に
界、路面の滑りやすさなどの条件※の違

れないことや作動しないこともある。ま
レーキアシストも同様に条件※の違いに

がある。

差、車間距離、接近の状態、横方向のず
量）
、乗員など）
滑りやすさ、形状、凹凸など）
き（雨、雪、霧、煙など）
車、自転車含む）、歩行者以外の場合

柱、木、フェンスや壁など
転車、歩行者であっても、周囲の明るさ、
どによって、制御対象とシステムが認識

アクセル、ブレーキ、ハンドルなど）か
操作をしたと判断したとき
レーキ関係、タイヤの摩耗、空気圧など）
ているとき
走行開始直後などでブレーキが冷えてい

キが過熱してブレーキの効きが悪くなっ

車後などブレーキがぬれてブレーキの効
とき
警  告
• プリクラッシュブレーキおよびプリクラッシュブレーキアシ

ストを、日常の車両停止のために利用することは絶対にしな
い。

－ プリクラッシュブレーキはあらゆる状況で衝突を回避する
ものではありません。ブレーキの作動をプリクラッシュブ
レーキのみに頼っていると、衝突事故を起こす場合があり
ます。

• 警報が作動した場合は前方や周囲を確認の上、運転者の判断
でブレーキペダルを踏むなどの適切な操作をする。

• EyeSightのプリクラッシュブレーキは、主に車両への追突の
回避、あるいは、追突の被害を軽減することを目的としてい
る。また、車両以外にも二輪車、自転車、歩行者を制御の対
象としているが、条件※によっては認識できない場合がある。
横向きの車両や、対向車両、バックしてくる車両、小動物や
幼児、フェンス、壁や扉などに対しては作動しない可能性が
高くなる。

• プリクラッシュブレーキは衝突が避けられないと判断した段
階で作動し、衝突直前で強いブレーキをかけるように設定し
ているので、その効果は様々な条件 ※ により変わる。そのた
め、常に同じ性能が発揮できるものではない。

• プリクラッシュブレーキが作動したとき、アクセルペダルを
操作してもプリクラッシュブレーキを継続する。プリクラッ
シュブレーキを解除するためには、アクセルペダルを急激に
または深く踏み込む。
ただし、アクセルペダルを最も奥まで踏み込んだときは、シ
ステムがブレーキペダルとアクセルペダルの踏み間違いと判
断して、プリクラッシュブレーキを継続することがある。

• 運転者がブレーキペダルを踏んでいたり、ハンドルを操作し
ていたりすると、その操作状態によっては運転者の回避操作
として判断され、システムによるブレーキが作動しない場合
がある。

• 前方の車両との速度
km/h）より大きい場
避することはできな
行者の場合は約35 k
割り込んだ場合や、視
いにより、止まりき
た、プリクラッシュブ
より作動しないこと

※ 条件
• 前方の車両との速度

れ具合（オフセット
• 車両の状態（積載量
• 路面の状態（勾配、
• 前方の視界が悪いと
• 対象物が車両（二輪
－ 動物など
－ ガードレール、電

• 対象物が二輪車、自
動きや姿勢、角度な
できない場合

• 運転者の操作状態（
ら運転者が衝突回避

• 車両の整備状態（ブ
• 車両などをけん引し
• 外気温が低いときや

るとき
• 下り坂などでブレー

ているとき
• 水たまり走行後や洗

きが悪くなっている



3

Ey

さい、低い、または凹凸があると
を認識して作動を判断することも

荷のトラックなど
している車両など
ャリアカー、サイドカーなど）

壁などがあるとき
あるとき

る車両など
ステレオカメラ認識限界より小さ

たわっている人など

S02133
70
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• ステレオカメラの認識状態
特に次の場合は止まりきれないことや、作動しない可能性が
高くなります。

－ 悪天候（強い雨、吹雪、濃霧）のとき
－ 先行車や対向車両の水、雪、土埃などの巻き上げや水蒸気、

砂、煙が舞い、視界が十分でないとき
－ 夜間またはトンネル内でヘッドランプを点灯していないと

き
－ 夜間またはトンネル内で先行車のテールランプが点灯して

いないとき
－ 夜間の二輪車、自転車、歩行者に接近したとき
－ 夕方、朝方の薄暗いとき
－ ヘッドランプ照射範囲外に車両（二輪車、自転車含む）、歩

行者が存在するとき
－ 前方から強い光（太陽光などによる逆光やヘッドランプの

光など）を受けたとき
－ フロントガラスに曇りや雪、汚れ、霜、土埃などの付着や

傷などがついているとき
－ フロントウォッシャーの使用中または使用後で、フロント

ガラスが十分に拭き取れていないとき
－ 雨滴やフロントウォッシャーの水滴、またはワイパーブ

レードがステレオカメラの視野を遮ることにより、対象物
の認識が不完全になったとき

－ ルーフ上に積載したカヌーなどがステレオカメラの視界を
遮っているとき

－ 前方の車両の最後面が小
き（最後面ではない部分
あります）

－ 荷台にあおりがない空
－ 後端から積荷が飛び出
－ 特殊な形状の車両（キ
－ 車高の低い車両など

－ 停車している車両の前に
－ 車両の近くに別の物体が
－ 横向きの車両など
－ 対向車両やバックしてく
－ 対象物の大きさや高さが

いまたは低いとき
－ 小動物や幼児など
－ しゃがんでいる人や横
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次ページへ ⇒

テムが正しく動作しません。プリクラッ
にしてください。
適正でないとき※1

たは摩耗差の著しいタイヤを装着してい

タイヤを装着しているとき※1

で応急修理をしたとき
改造したとき（スバル純正品を含む）
視界を妨げるようなものを車体に取り付

装着しているとき
れていたり、ヘッドランプに氷雪、泥な
りするとき（対象物を正しく照射できず

軸がずれているとき（対象物を正しく照
らい）
ォグランプなどのランプ類を改造したと

の走行が不安定なとき
ッグが作動したとき（ステレオカメラの
るおそれがあります）
赤色）が点灯しているとき※2

いるとき
とき
メーターの表示灯、警告灯が正常に点灯・
、ブザーが鳴らない、液晶表示が通常時
ンビネーションメーターに何らかの異常

イヤは大変重要な役割を果たしています
を使用してください。
－ 対象物がフェンスや壁、シャッターなどのとき

－ 対象物がガラスや鏡の壁や扉などのとき
－ 先行車が急ハンドル、急加速、急減速したとき
－ 車両（二輪車、自転車含む）、歩行者が横からすぐ目の前に

割り込んだり、すぐ目の前に飛び出してきたとき
－ 自車が車線変更を行い、先行車のすぐ後ろに接近したとき
－ 自車バンパーの近い位置に車両（二輪車、自転車含む）、歩

行者が存在するとき
－ 速度差が約5 km/h以下の場合（接近してから制御を行うた

め、対象物の形状・大きさによっては最後面がカメラの視
野範囲から外れる場合があります）

－ 急カーブ、急な上り坂、急な下り坂の場合
－ 路面にうねりや未舗装などで凹凸があるとき
－ トンネルの出入り口など明るさが変化するとき

• お客様ご自身でプリクラッシュブレーキの作動テストを絶対
に行わない。

－ 止まりきれないことや作動しないことがあり、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

S00653

• 次の状況では、シス
シュブレーキをOFF

－ タイヤの空気圧が
－ 摩耗したタイヤま

るとき※1

－ 指定サイズ以外の
－ パンク修理キット
－ サスペンションを
－ ステレオカメラの

けたとき
－ タイヤチェーンを
－ ヘッドランプが汚

どが付着していた
認識しづらい）

－ ヘッドランプの光
射できず認識しづ

－ ヘッドランプ、フ
き

－ 事故や故障で自車
－ 歩行者保護エアバ

視野に影響を与え
－ ブレーキ警告灯（
－ 重い荷物を積んで
－ 定員を超えている
－ コンビネーション

消灯しない場合や
と異なるなど、コ
があるとき※3

※1: ホイールおよびタ
ので、適正なもの

P.695参照



3

Ey

注  意
ッシュブレーキが予期しない作動

、必ずプリクラッシュブレーキを

き
やフリーローラーなどを使用する

を始動してタイヤを空転させると

枝、草むらなどに触れながら通過

走行するとき
車機を使用するとき

S00656
72
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※2: ブレーキ警告灯（赤色）が消灯しないときは、直ちに安全
な場所に停車し、スバル販売店に連絡し、点検を受けてく
ださい。

P.121参照
※3: コンビネーションメーターの機能、動作
P.106参照

次のような場合は、プリクラ
をすることがありますので
OFFにしてください。
• けん引されるとき
• キャリアカーに積載すると
• シャシーダイナモメーター

とき
• リフトアップし、エンジン

き
• 垂れ幕や旗、垂れ下がった

するとき
• サーキットなどでスポーツ
• 車両が移動するタイプの洗
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次ページへ ⇒

が排出した排気ガスがはっきり見えると

害物があるとき

れすれを通過するとき
すれに停車するとき

402536

S02057
次のような場合は、プリクラッシュブレーキが作動することが
ありますので安全運転に努めてください。
• ETC ゲートなどを規定速度を超えるような速度で通過すると

き
• 前車に接近して走行するとき
• 路面の勾配が急に変化する場所を走行するとき

• 先行車や対向車両の水、雪、土埃などの巻き上げや水蒸気、
砂、煙が舞い、視界が十分でないとき

• 水蒸気や煙のかたまりなどを通過するとき
• 大雪、吹雪など悪天候の中を走行するとき

402535

• 寒いときなど先行車
き

• カーブや交差点に障

• 車両や障害物の横す
• 前方の壁や車両すれ
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• 消雪パイプや散水車などの散水を通過するとき

• プリクラッシュブレーキを解除するためには、アクセルペダ
ルを急激にまたは深く踏み込んでください。ただし、アクセ
ルペダルを最も奥まで踏み込んだときは、システムがブレー
キペダルとアクセルペダルの踏み間違いと判断して、プリク
ラッシュブレーキを継続することがあります。この場合、ア
クセルペダルを踏み続けるか、再度踏み込んでください。

用品を装着したり荷物を積載し、これがフロントバンパー先端
より前方に突出した場合、先端が長くなるため衝突を回避でき
ないことがあります。

システムによるブレーキ中にブレーキペダルを踏んだとき、ペ
ダルが固く感じられることがありますが、異常ではなく、さら
に踏み込むとブレーキを踏み増しできます。必要に応じてブ
レーキを踏み増ししてください。

知  識
システムによるブレーキ中に音が聞こえることがありますが制
御によるものであり、異常ではありません。

402831



EyeSight / プリクラッシュブレーキ

375

警  告
yeSightのプリクラッシュブレーキは、条
によってはシステムが制御対象を認識で
ない場合があります。特に、次の状況で
、歩行者を制御対象と認識できない可能
が高くなります。
集団で歩いているとき
壁際や障害物のそばにいるとき
傘などをさしているとき
背景と似た色合いで背景に溶け込んでい
るとき
大きな荷物を持っているとき
前かがみになっている、しゃがんでいる、
横たわっているとき
暗い場所にいるとき
横からすぐ目の前に割り込んできたり、
すぐ目の前に飛び出してきたとき
■歩行者認識について

EyeSightは歩行者を認識します。歩行者認

識は対象物の大きさや形状、動きから行っ

ています。頭部、両肩の輪郭が明瞭である

ときに認識します。

E
件
き
は
性
•
•
•
•

•
•

•
•

S00658
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知  識
ブレーキで停止した後、次の場合は
ーキ制御を解除します。
レーキペダルを踏んだとき
クセルペダルを踏んだとき（セレク
レバーが“N”のとき以外）
レクトレバーを“P”にしたとき
ブレーキで停止した後、次の場合は
ーキ制御が解除され電動パーキング
ーキが作動します。
3参照

止後約2分間経過したとき
ずれかのドアを開けたとき
転席のシートベルトを外したとき
eSightシステムが故障したとき
eSightシステムが一時停止したとき
場合、プリクラッシュブレーキの 1
レーキおよび 2 次ブレーキは作動し
ん。
車速が約1 km/h以下（セレクトレ
ーが“N”のときは約4 km/h以下）
たは約160 km/h以上のとき
Cが作動しているとき

車のブレーキランプ点灯を認識した
は、認識しない場合と比べて若干早
減速を開始します。
障害物との速度差が大きい場合な
1 次ブレーキの継続時間が長いとき
警報効果を高めるため、ブレーキを
たり弱めたりする場合があります。
eSight / プリクラッシュブレーキ
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プリクラッシュブレーキの作動

走行中、前方に障害物があるとき、次の順にシステムが作動し、運転者への注意喚起と

ブレーキ制御を行います。ブレーキ制御中は制動灯が点灯します。

①車間距離警報：

衝突の可能性があると判断した場合に、ブザー（ピピピ…）とマルチインフォメーショ

ンディスプレイの表示で注意を促します。

車間距離警報は全車速追従機能付クルーズコントロールをセットしていないときに作

動します。

ブレーキペダルを踏んで減速し、適切な車間距離をとると解除します。

②1次ブレーキおよび警報：

走行時に前方障害物に衝突する可能性が高いと判断した場合、ブザー（ピピピ …）と

マルチインフォメーションディスプレイの表示で注意を促し、ブレーキ制御を行い、ま

た、エンジン出力を抑制します。運転者の衝突回避操作（ブレーキペダル、ハンドル

など）の操作量により、衝突する可能性が低くなったと判断した場合、作動を解除し

ます。

③2次ブレーキおよび警報：

さらに衝突する可能性が非常に高いと判断した場合、ブザー（ピーー …）に変わり、1

次ブレーキより強くブレーキ制御を行います。その後、運転者による衝突回避操作の

有無にかかわらず、衝突が回避できないと判断した場合、ブレーキ制御およびエンジ

ン出力の抑制を継続します。

• 2 次
ブレ

－ ブ
－ ア

ト
－ セ

• 2 次
ブレ
ブレ

P.32
－ 停
－ い
－ 運
－ Ey
－ Ey

• 次の
次ブ
ませ

－ 自
バ
ま

－ VD
• 先行

場合
めに

• 前方
ど、
は、
強め
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車両停止後はブレーキペダルを踏んでくだ

さい。

ブレーキペダルを踏むまで、マルチイン

フォメーションディスプレイに2分間、メッ

セージを表示し、ブザーが鳴ります。

402548

402519
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■



車

1
お

2
お

注  意
距離警報だけ作動している状態で運
がブレーキペダルを踏んでも、プリ
ッシュブレーキアシストは作動しな

転者による通常の制動力で減速しま
。

知  識
ラッシュブレーキアシストは、自車
10 km/h 以下または約 160 km/h
ときは作動しません。
eSight / プリクラッシュブレーキ
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プリクラッシュブレーキアシストの作動

プリクラッシュブレーキ作動後（前方障害物に衝突する可能性が高いと判断後）、運転者

がブレーキペダルを踏み込んだとき、緊急制動と判断し、ブレーキアシストが作動しま

す。

P.322参照

システムによる
ブレーキの強さ

マルチインフォメーションディスプレイの
表示

警報音

間距離警報
ブレーキ制御

なし
ピピピ…

次ブレーキ
よび警報

弱い ピピピ…

次ブレーキ
よび警報

強い ピーー…

403064

• 車間
転者
クラ
い。

－ 運
す

プリク
速が約
以上の
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知  識
プリクラッシュブレーキを OFF にする
と、AT誤発進抑制制御とAT誤後進抑制
制御もOFFになります。
プリクラッシュブレーキを OFF にして
も、エンジンスイッチを LOCK（OFF）
にしてから、再度エンジンを始動すると
プリクラッシュブレーキは ON になりま
す。

知  識
リクラッシュブレーキ OFF 表示灯が点
しているときは、プリクラッシュブレー
（プリクラッシュブレーキアシストを含
）は作動しません。
■プリクラッシュブレーキをOFFにするとき

プリクラッシュブレーキOFFスイッチを長

押しするとブザー（ピッ）が鳴り、プリク

ラッシュブレーキ（プリクラッシュブレー

キアシストを含む）がOFFになります。OFF

にすると、メーター内のプリクラッシュブ

レーキOFF表示灯が点灯します。

ON に戻すときは再度プリクラッシュブ

レーキ OFF スイッチを長押ししてくださ

い。ON になると、ブザー（ピッ）が鳴り、

プリクラッシュブレーキOFF表示灯が消灯

します。

●プリクラッシュブレーキOFF表示灯

エンジンスイッチをONにすると点灯し、エ

ンジン始動後約7秒後に消灯します。

プリクラッシュブレーキをOFFにすると点

灯します。

また、次の場合にも点灯します。

• EyeSightシステムが故障したとき

P.474参照

• EyeSightシステムが一時停止したとき
P.476参照

•

•

402500

プ
灯
キ
む

402502
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ーリングアシスト

渋滞走行や高速走行を含めた自動車専用道路での運転負荷軽減を目的とした運転支援シ

ステムです。全車速追従機能付クルーズコントロールと、それに連動して作動する車線

中央維持・先行車追従操舵機能により、アクセル・ブレーキ・ハンドルをシステムが制

御することで運転をアシストします。

全車速追従機能付クルーズコントロール

全車速追従機能付クルーズコントロールは、高速道路や自動車専用道路でのドライブを

より快適に行っていただくための運転支援システムです。先行車をステレオカメラで認

識し、運転者が設定した車速を上限に、先行車に対して追従走行を行います。先行車に

追従して停止したときは、電動パーキングブレーキと連動して停止状態を保持します。

全車速追従機能付クルーズコントロールは、自車速が0 km/h～約120 km/hのときに使

用できます。

S02988
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次ページへ ⇒

着しているとき
ていたり、ヘッドランプに氷雪、泥など
るとき（対象物を正しく照射できず認識

がずれているとき（対象物を正しく照射
）
グランプなどのランプ類を改造したとき
走行が不安定なとき
色）が点灯しているとき※2

るとき
き
ているとき
ーターの表示灯、警告灯が正常に点灯・
ブザーが鳴らない、液晶表示が通常時と
ネーションメーターに何らかの異常があ

イヤは大変重要な役割を果たしています
を使用してください。

赤色）が消灯しないときは、直ちに安全
スバル販売店に連絡し、点検を受けてく

メーターの機能、動作
警  告
全車速追従機能付クルーズコントロールについては次のことを
お守りください。守らないと思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。
• 全車速追従機能付クルーズコントロール機能を過信しない。
－ 全車速追従機能付クルーズコントロールの能力には限界が

あります。わき見運転やぼんやり運転、運転者の前方不注
意や視界不良での運転操作の補助など、あらゆる走行状況
を判断して自動的に運転する装置ではありません。また、追
突を防止する装置ではありません。
運転時は、常に先行車との距離や周囲の状況、運転環境に
注意し、必要に応じてブレーキペダルを踏むなどして適切
な車間距離を保ち、安全運転に努めてください。

• 制限速度を守り、道路状況、環境にあった適切な車速範囲に
セット車速を設定する。

• 日常点検でタイヤおよびブレーキに異常がないことを確認し
てから使用する。

「メンテナンスノート」参照

次の状況では、システムが正しく動作しません。全車速追従機
能付クルーズコントロールを使用しないでください。
• タイヤの空気圧が適正でないとき※1

• 摩耗したタイヤまたは摩耗差の著しいタイヤを装着している
とき※1

• 指定サイズ以外のタイヤを装着しているとき※1

• ホイールバランスが異常なとき（バランスウェイトの脱落、ず
れなど）※1

• ホイールアライメントが規定値から外れているとき※1

• パンク修理キットで応急修理をしたとき
• サスペンションを改造したとき（スバル純正品を含む）
• ステレオカメラの視界を妨げるようなものを車体に取り付け

たとき

• タイヤチェーンを装
• ヘッドランプが汚れ

が付着していたりす
しづらい）

• ヘッドランプの光軸
できず認識しづらい

• ヘッドランプ、フォ
• 事故や故障で自車の
• ブレーキ警告灯（赤
• 重い荷物を積んでい
• 定員を超えていると
• 車両などをけん引し
• コンビネーションメ

消灯しない場合や、
異なるなど、コンビ
るとき※3

※1: ホイールおよびタ
ので、適正なもの

P.695参照
※2: ブレーキ警告灯（

な場所に停車し、
ださい。

P.121参照
※3: コンビネーション
P.106参照
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を走行するとき
、汚れ、霜、土埃などの付着や傷

切に制御できないおそれがあります。
水滴、汚れが十分に拭き取れてい

切に制御できないおそれがありま

402536

402831
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全車速追従機能付クルーズコントロールは、高速道路や有料道路
など、自動車専用道路での使用を想定しています。次のような状
況では、思わぬ事故につながるおそれがありますので、全車速追
従機能付クルーズコントロールを使用しないでください。
• 一般道（自動車専用道路以外）
－ 道路環境（道路が複雑な場合など）により、交通の状況に

沿った走行ができない場合があり、事故につながるおそれ
があります。

• 急カーブがある道
• 凍結路や積雪路など滑り易い路面
－ タイヤが空転し、車のコントロールを失うおそれがあります。

• 頻繁な加減速により、車間距離が保ちにくい交通状況のとき
－ 交通環境に沿った走行ができない場合があります。

• 急な下り坂
－ セットした車速を超えてしまう場合があります。

• 急な下り坂が続くとき
－ ブレーキが過熱するおそれがあります。

• 急な上り坂、下り坂を繰り返す道や陸橋など
－ 先行車を認識できなかったり、路面を認識したりして、適

切に制御できないおそれがあります。
• インターチェンジ、ジャンクションなどの急カーブや、サー

ビスエリア、パーキングエリア、料金所などに進入するとき
－ 先行車を認識できない場合があります。

• トンネルの出入り口など明るさが変化するとき
• 先行車や対向車が巻き上げた水や雪や土埃、または風に舞う

砂や煙、水蒸気、消雪パイプや散水車などの散水が前方にあ
るとき

－ 先行車を認識できなかったり、水などを先行車と認識した
りして、適切に制御できないおそれがあります。

• 大雪、吹雪など悪天候の中
• フロントガラスに曇りや雪

などがついているとき
－ 先行車を認識できず、適

• フロントガラス上の雨滴や
ないとき

－ 先行車を認識できず、適
す。
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ど
位置に物体があるとき

ーズコントロールを使用しないときは、

イッチをOFFにしてください。

にしている場合、思わぬ場面でセットし
事故につながるおそれがある。

ーズコントロールを使用するときは、同
全を十分確認してください。
対にしない。

、自車の状況によっては、ステレオカメ
ない場合があります。また、隣車線の車
てしまうことがあります。このような状
機能付クルーズコントロールを使用しな
の場合は、必要に応じてブレーキペダル
い。
先行車の認識状態は、先行車表示灯の点
。

• ルーフ上に積載したカヌーなどがステレオカメラの視界を
遮っているとき

次に挙げる物体または状況では、ステレオカメラでの認識が困
難な場合があります。必要に応じてブレーキペダルを踏むなど
の操作を行ってください。
• 速度差が大きい車両（低速走行車両、停止車両、対向車）
• 割り込み車両
• 二輪車、自転車、歩行者、動物など
• 夕方、朝方の薄暗いとき
• 夜間またはトンネル内でヘッドランプを点灯していないとき
• 夜間またはトンネル内で先行車のテールランプが点灯してい

ないとき
• 前方から強い光（太陽光などによる逆光やヘッドランプの光

など）を受けたとき
• 前方の車両の最後面が小さい、低い、または凹凸があるとき
（最後面ではない部分を認識して作動を判断することもあり
ます。）

－ 荷台にあおりがない空荷のトラックなど
－ 後端から積荷が飛び出している車両など
－ 特殊な形状の車両（キャリアカー、サイドカーなど）

S02133

－ 車高の低い車両な
• 自車バンパーの近い

全車速追従機能付クル

必ず （クルーズ）ス

• スイッチをONのまま
てしまうなどして、

全車速追従機能付クル
乗者や車のまわりの安
• 車外からの操作は絶

次のような道路形状や
ラが先行車を認識でき
や路側の物体を認識し
況下では、全車速追従
いでください。使用中
を踏むなどしてくださ
ステレオカメラによる
灯状態で確認できます
P.389参照
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ているとき

とき

とき
たとき

るとき
で凹凸があるとき

S02050

S02051
84
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• 先行車が割り込んできたときなど、車間距離が短い状態から
追従を始めたとき

• カーブ路、カーブの出入り口、カーブが連続している道路を
走行しているとき

－ 認識エリアから外れて認識できない場合があります。

S02048

S02049

• 先行車との位置が横にずれ

• 道路のすぐ脇にものがある

• 先行車との速度差が大きい
• 前方に車両が割り込んでき
• 極端に車間距離が短いとき
• 自車が車線内で蛇行してい
• 路面にうねりや未舗装など
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注  意
先行車の動きに合わせて制御を続け、先
車も停止した場合は、停止状態を保持し
オカメラが先行車を見失った場合は、停

ます。ブレーキペダルを踏み車間距離を

も操作せずに自動で発進することはあり

解除される条件を満たしたときは、全車
ズコントロールの作動を解除するととも
パーキングブレーキが自動的に作動しま

りブレーキの効きが悪くなることがあり
ブレーキペダルを踏んで減速してくださ

量、乗員など）
、滑りやすさ、形状、凹凸など）
レーキ関係、タイヤの摩耗、空気圧など）

や走行開始直後などでブレーキが冷えて

走行してからしばらくの間（暖機運転終
てください）
ーキが過熱してブレーキの効きが悪く

洗車後など、ブレーキがぬれてブレーキ
ているとき
• 車線規制や工事中などで、車線の幅が狭い道路を走行してい
るとき

• 事故や故障で自車の走行が不安定なとき
• 自車の荷室やリヤシートに極端に重い荷物を積んだとき

全車速追従機能付クルーズコントロールの状況判断能力には限
界があります。次の場合は減速が間に合わないことがあります。
必要に応じてブレーキペダルを踏んで減速してください。
• 先行車を認識していても速度差が大きいときや、急減速した

とき
• 先行車に追従し緩やかに減速中であっても、その後先行車が

急激に減速したとき
ブザー（ポーンやピピピッなど）の音が頻繁に鳴るような状況
では、全車速追従機能付クルーズコントロールを使用しないで
ください。

短い車間距離でも、次の場合にはブレーキ踏み増し要求警報が
作動しないことがあります。
• 先行車との速度差が小さいとき（ほぼ同じ速度で走っている

とき）
• 先行車の方が自車より速いとき（車間距離が次第に離れてい

るとき）
• 他車が至近距離に割り込んできたとき
• 先行車が急減速したとき
• 上り坂、下り坂が繰り返されるとき
P.405参照

• 追従走行開始後は、
行車の停止に伴い自
ます。ただし、ステレ
止しないことがあり
保ってください。

• 停止保持状態から何
ません。

• 停止保持状態で自動
速追従機能付クルー
に、安全のため電動
す。

P.401参照
• 次の条件や状況によ

ます。必要に応じて
い。

－ 車両の状態（積載
－ 路面の状態（勾配
－ 車両の整備状態（ブ
－ 外気温が低いとき

いるとき
－ エンジン始動後に

了までを目安とし
－ 下り坂などでブレ

なっているとき
－ 水たまり走行後や

の効きが悪くなっ
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知  識

クルーズ）スイッチを押してクルー

イン ON にすると、マルチファンク
ンディスプレイの表示がアイサイト
に切り替わります。
rite や時計／カレンダーに戻すと

、INFOスイッチを押します。

ーズコントロールの加速レベルを４
に設定できます。
9参照

403371
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全車速追従機能付クルーズコントロールの使用方法

全車速追従機能付クルーズコントロールをセットするとき
1. 全車速追従機能付クルーズコントロールを作動可能（状態）にします。

（クルーズ）スイッチを押します。

全車速追従機能付クルーズコントロールがONになり、マルチインフォメーションディ

スプレイのEyeSight表示部に“ ”（全車速追従機能付クルーズ表示灯）（白色）と

“ ”（車間設定表示灯）および自車表示灯が点灯します。また、“－－－ km/h”

（セット車速表示）を表示します。

（クルーズ）スイッチをもう一度押すとOFFになり、EyeSight表示部の表示灯が消

灯します。エンジンスイッチをLOCK（OFF）にしたときも自動的にOFFになります。

• （

ズメ
ショ
画面
Favo
きは

• クル
段階

P.14

402875 402815
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次ページへ ⇒

全車速追従機能付クルーズコントロール

は、次の条件をすべて満たすとセット可

能になり、EyeSight表示部に“READY”

（READY表示灯）が点灯します。

• 運転席・助手席・後席のすべてのドア

が閉まっている

• 運転席シートベルトを着用している

• 電動パーキングブレーキを解除してい

る（電動パーキングブレーキ作動灯消

灯）

• セレクトレバーが “D” または “M”

（マニュアルモード装備車）に入っている

• 走行中にブレーキペダルを踏んでいない、または停止中にブレーキペダルを強く踏

んでいる

• EyeSight システムが一時停止していない（“ ”（EyeSight 一時停止表示灯）

が点灯していない）

P.476参照

• 急な坂道でない

• ハンドルを大きく切っていない

• X（エックス）モードをONにしていない（X（エックス）モード表示灯消灯）

• 自車速が0 km/h～約120 km/hのとき

402816
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警  告
度を守り、道路状況、環境にあった
車速範囲にセット車速を設定してく
。

知  識
速が約 30 km/h 以下のときにセッ
た場合、セット車速は自動的に 30
hに設定されます。
ブ走行中はセット車速が自車速より
ときであっても、加速しないまたは
することがあります。

クルーズ）スイッチを押しても、マ

インフォメーションディスプレイの

ight表示部の“ ”（全車速追従

付クルーズ表示灯）が点灯しない場
、全車速追従機能付クルーズコント
ルは作動しません。

クルーズ）スイッチを押してもマル

ンフォメーションディスプレイの

ight表示部の“ ”（全車速追従

付クルーズ表示灯）が点灯しないこ
何回も発生する場合は、システムの
が考えられます。スバル販売店に連
、点検を受けてください。
eSight / ツーリングアシスト
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2. 全車速追従機能付クルーズコントロール

をセットします。

SET/－またはRES/＋スイッチを押しま

す。

スイッチを押したときの車速をセット車

速として、全車速追従機能付クルーズコ

ントロールがセットされ、制御を開始し

ます。

マルチインフォメーションディスプレイ

にセット車速が表示され、“ ”（全

車速追従機能付クルーズ表示灯）が白色

から緑色に変わります。

また、EyeSight 表示部の “READY”

（READY表示灯）が消灯します。

先行車を認識していないときは定速走行

します。

制限速
適切な
ださい

• 自車
トし
km/

• カー
高い
減速

• （

ルチ

EyeS

機能
合は
ロー

• （

チイ

EyeS

機能
とが
異常
絡し

402879

402487
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知  識
行車を認識したとき、または先行車を認
しなくなったときのブザー（先行車捕捉
）をOFFに設定できます。
P.149参照
次ページへ ⇒

先行車を認識すると、ブザー（ピッ）が

鳴ると同時に先行車表示灯が点灯し、所

定の車間距離を保って追従走行します。

このとき、セット車速が速度の上限にな

ります。また、先行車を認識しなくなっ

たときは、ブザー（ピッ）が鳴ると同時

に先行車表示灯が消灯します。全車速追

従機能付クルーズコントロール作動中に

運転者がアクセルペダルを踏んで加速し

ている間は、“ ”（全車速追従機能

付クルーズ表示灯）は白色に変わります。

加速が終了すると“ ”（全車速追従機能付クルーズ表示灯）は緑色に戻ります。

全車速追従機能付クルーズコントロールの作動

• 先行車を認識していないとき

セット車速に応じた速度で定速走行しま

す。

先
識
音


402830

S02052
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• 先行車を認識したとき

セット車速を上限として、車速に応じた

車間距離を保ちながら追従走行を行いま

す。

• 先行車を認識しなくなったとき

セット車速までゆっくりと加速し、定速

走行を行います。

セット車速までの加速中に先行車を認識

すると、再び追従走行を行います。

S02157

S02055
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注  意
システムによるブレーキ中にブレーキペダルを踏んだとき、ペ
ダルが固く感じられることがありますが、異常ではありません。
さらに踏み込むとブレーキを踏み増しできます。ブレーキペダ
ルから足を一度離すことにより元の状態に戻ります。

知  識
• 全車速追従機能付クルーズコントロールの制御によりブレー

キが作動したときは、制動灯が点灯します。
• 先行車を認識していないときでも下り坂などではセット車速

を保つため、全車速追従機能付クルーズコントロールの制御
によりブレーキが作動することがあります。

• システムによるブレーキ中に音が聞こえることがありますが
制御によるものであり、異常ではありません。

• 素早く加速したいときはアクセルペダルを踏んで加速してく
ださい。

• システムによるブレーキ作動中に先行車を認識しなくなった
ときは、ゆっくりとブレーキが解除されます。必要により、ア
クセルペダルを踏んで加速してください。

• 追従走行には、次の特性があります。
－ 先行車の制動灯（ブレーキランプ）の点灯を認識した場合、

認識しない場合と比べ、早めに減速を開始します。
－ 車速約60 km/h以上で追い越し車線側に車線変更する場合、

方向指示器と連動してセット車速までの加速を早めに開始
します。
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セット車速を上げるとき

ES/＋スイッチによる方法
全車速追従機能付クルーズコントロールを

セットして走行中、RES/＋スイッチを次の

ように操作します。

• RES/＋スイッチを1回ずつ押します

押すごとにセット車速が 5 km/h ずつ上

がります。

• RES/＋スイッチを押し続けます

押している間、セット車速が1 km/hずつ

上がります。

スイッチを操作するごとに EyeSight 表示

部のセット車速が変わります。

402882
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注  意
全車速追従制御しているときは、先行車
に 合 わ せ た 車 速 で 制 御 さ れ る た め、
RES/ ＋スイッチを押して、先行車の速
度以上にセット車速を上げても加速しま
せん。

－ ただし、セット車速は変更されている
ため、先行車を認識しなくなるとその
設定した車速まで加速します。

－ セット車速は EyeSight 表示部を確認
しながら変更してください。

全車速追従機能付クルーズコントロール
を設定中でアクセルペダルを踏んでいる
ときは、全車速追従機能付クルーズコン
トロールによるブレーキ制御も警報も行
いません。

－ ただしこのときでも前方障害物への衝
突の危険性が高いときは、プリクラッ
シュブレーキによる警報やブレーキ制
御が作動することがあります。
アクセルペダルによる方法
アクセルペダルを踏み、速度を上げます。

希望の速度になったら SET/ －スイッチを押します。スイッチを押したときの車速に再

セットされ、EyeSight表示部に新しいセット車速を表示します。 •

•
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セット車速を下げるとき

ET/－スイッチによる方法
全車速追従機能付クルーズコントロールを

セットして走行中、SET/－スイッチを次の

ように操作します。

• SET/－スイッチを1回ずつ押します

押すごとにセット車速が 5 km/h ずつ下

がります。

• SET/－スイッチを押し続けます

押している間、セット車速が1 km/hずつ

下がります。

スイッチを操作するごとに EyeSight 表示

部のセット車速が変わります。

レーキペダルによる方法
1. ブレーキペダルを踏み、速度を下げます。

全車速追従機能付クルーズコントロールが解除され、“ ”（全車速追従機能付ク

ルーズ表示灯）が緑色から白色に戻ります。

2. 希望の速度になったらブレーキペダルから足を離し、SET/－スイッチを押します。ス

イッチを押したときの車速にセットされ、EyeSight表示部に新しいセット車速を表示

します。

一時的に加速したいとき
一時的に加速したいときは、アクセルペダルを踏みます。

アクセルペダルを離すと、セット車速まで戻ります。

全車速追従機能付クルーズコントロール作動中に運転者がアクセルペダルを踏んで加速

している間は、“ ”（全車速追従機能付クルーズ表示灯）は白色に変わります。加速

が終了すると“ ”（全車速追従機能付クルーズ表示灯）は緑色に戻ります。

402883
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注  意
常、追従制御中は先行車の速度に合わせ
システムが加減速を行います。しかし車
変更などで加速が必要な場合や先行車が
減速したとき、他車が割り込むなどして
行車に接近しそうになったときなどは、
クセルペダルまたはブレーキペダルを踏
で、周囲の状況に応じた適切な加減速を
ってください。
▼一時的に減速したいとき
一時的に減速するときは、ブレーキペダル

を踏みます。このとき、全車速追従機能付

クルーズコントロールは解除されます。

EyeSight 表示部にセット車速を表示した

まま、全車速追従機能付クルーズ表示灯が

緑色から白色に戻ります。

セット車速に再度セットする場合はブレー

キペダルから足を離し、RES/＋スイッチを

押します。

通
て
線
急
先
ア
ん
行

402489
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距離は車速に応じて変わり、車速が
ほど長くなります。

距離の目安＞

クルーズ）スイッチをOFFにし、再

Nにした場合は、OFFにする前に設
た車間距離の状態を保っています。

離
自車の走行車速

約40 km/h 約100 km/h

約30 m 約60 m

約25 m 約50 m

約20 m 約40 m

約15 m 約30 m
eSight / ツーリングアシスト
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車間距離を変えるとき
先行車との車間距離を 4 段階で設定できま

す。

： ▲側のスイッチを押すと、車間距

離は長くなります。

： ▼側のスイッチを押すと、車間距

離は短くなります。

• 車間
高い

＜車間

• （

度O
定し

車間距

402885
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注  意
両が停止してから停止保持に入るまで約

秒かかります。停止保持に移行するまで、
両が動き出す可能性がありますので、周
に注意し必要に応じてブレーキペダルを
んでください。

知  識
レーキペダルを軽く踏んでいる場合、停
保持を開始できないことがあります。そ
場合“READY”（READY表示灯）は点
しません。
▼停止保持機能
全車速追従機能付クルーズコントロールをセットして走行中、先行車が停止すると、そ

れに続いて自車も停止します。

先行車に続いて停止した場合は、全車速追従機能付クルーズコントロールのセット状態

が解除され、停止保持を開始します。このとき、EyeSight表示部の“HOLD”（HOLD

表示灯）および“READY”（READY表示灯）が点灯します。また、“ ”（全車速

追従機能付クルーズ表示灯）が緑色から白色に戻ります。

先行車の有無にかかわらず、自車の停止中にブレーキペダルを強く踏むと “READY”

（READY表示灯）が点灯します。このときRES/＋スイッチ、SET/－スイッチを操作す

ると停止保持を開始します。

停止保持を開始すると、“HOLD”（HOLD表示灯）が点灯し、“READY”（READY

表示灯）が消灯します。“READY”（READY表示灯）はブレーキペダルから足を離す

と再度点灯します。

車
3
車
辺
踏

S02077 402490

ブ
止
の
灯
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警  告
持を解除すると車が動き出しますの
除前には必ず周囲の安全を確認して
い。

知  識
ルペダルを極めて軽く踏んだ場合、
持が解除できず、セットできないこ
ります。
eSight / ツーリングアシスト
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止保持状態から全車速追従機能付クルーズコントロールをセットする
• RES/＋スイッチ、SET/－スイッチによる方法

先行車が停止したままの状態でも、RES/＋スイッチ、SET/－スイッチを操作すると、

全車速追従機能付クルーズコントロールをセットできます（“HOLD”（HOLD 表示

灯）および“READY”（READY表示灯）が消灯し、“ ”（全車速追従機能付ク

ルーズ表示灯）が白色から緑色に変わります）。

－ SET/－スイッチを押します。セット車速は自動的に30 km/hに設定されます。

P.388参照

－ RES/＋スイッチを押します。停止保持前に設定したセット車速に再度設定されます。

P.404参照

• アクセルペダルによる方法

停止保持中にアクセルペダルを踏むと停止保持を解除します。このとき全車速追従機

能付クルーズコントロールがセットされた状態になります（停止保持前に設定した車

速に再び設定されます）。 停止保
で、解
くださ

アクセ
停止保
とがあ
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警  告
（クルーズ）スイッチを押して停止保

持を解除したときは、車両がクリープ走
行を開始するため、ブレーキペダルを踏
むなどの適切な操作をする。
停止保持中は車から離れない。
駐車するときは停止保持機能を使用しない。

－ 停止保持状態は電動パーキングブレー
キの代わりではありません。

注  意
の場合は全車速追従機能付クルーズコン
ロールによる停止保持を解除します。
停止保持状態で約 2 分経過したとき（ブ
ザー（ピ、ピ、ピ、ピ、ピ、ピピーン）が鳴る。）
自動解除条件を満たしたとき（ブザー（ピ
ピーン）が鳴る。）
P.401参照
止保持を解除した後は、自動的に電動

ーキングブレーキが作動して （電動

ーキングブレーキ作動灯）が点灯します。
だし、電動パーキングブレーキの解除条
（アクセル連動や電動パーキングブレー
のスイッチ操作など）が成立している場
は作動しません。
止保持中にアクセルペダルを極めて軽く
み続けた場合は、全車速追従機能付ク
ーズコントロールによる停止保持は解除
ますが、電動パーキングブレーキが作動
ないことがあります。
停止保持の解除
停止保持状態（P.397 参照）で次の操作をすると停止保持が解除され、同時に全車速追

従機能付クルーズコントロールも解除されます。

• ブレーキペダルを踏む

• （クルーズ）スイッチを押す

P.400参照

• 電動パーキングブレーキスイッチを操作し、電動パーキングブレーキを作動させたと

き

•

•
•

次
ト
•

•


停

パ

パ
た
件
キ
合
停
踏
ル
し
し
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動パーキングブレーキ作動状態から全車速追従機能付クルーズコントロールを

ットする
電動パーキングブレーキ作動状態では、例えばアクセルペダルを踏むなどして電動パー

キングブレーキを解除した後、設定操作を行ってください。

P.323参照

解除のしかた

転者の操作による解除
次のいずれかの操作で全車速追従機能付クルーズコントロールが解除されます。

• ブレーキペダルを踏む。

－ EyeSight表示部は、セット車速を表示

したまま、“ ”（全車速追従機能

付クルーズ表示灯）が緑色から白色に

戻ります。

402489
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• （クルーズ）スイッチを押す。

－ EyeSight表示部は、セット車速を表示

したまま、“ ”（全車速追従機能

付クルーズ表示灯）が緑色から白色に

戻ります。

－ 再度 （クルーズ）スイッチを押す

と、“ ”（全車速追従機能付クルー

ズ表示灯）が消灯し、全車速追従機能

付クルーズコントロールがOFFになり

ます。

システムによる自動解除
次の場合、ブザー（ピピーン）が鳴り、全

車速追従機能付クルーズコントロールが自

動的に解除され、“ ”（全車速追従機

能付クルーズ表示灯）が緑色から白色に戻

り、マルチインフォメーションディスプレ

イに割り込み画面を表示します。システム

による自動解除が、車両が停止してから約

1秒経過後、または停止保持中に発生した場

合、電動パーキングブレーキが自動的に作

動します。

P.397参照

• 道路の勾配が急なとき

• VDCまたはTCSが作動したとき

• セット中に自車速が約145 km/hを超えたとき

• ハンドルを大きく回したとき

402875

402532
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• セレクトレバーを“D”または“M”（マニュアルモード装備車）以外にしたとき

－ セレクトレバーを“D”または“M”（マニュアルモード装備車）に戻すと、再度使

用できます。

• 運転席・助手席・後席のいずれかのドアを開けたとき

• 運転席のシートベルトを外したとき

• 電動パーキングブレーキがかかっているとき

• X（エックス）モードをONにしたとき（X（エックス）モード表示灯点灯）

－ X（エックス）モードをOFFにすると、再度使用することができます。

• EyeSightシステムが故障したとき（EyeSight表示部に“ ”（EyeSight警告表示

灯；黄色）が点灯している）

P.474参照

• EyeSightシステムが一時停止状態のとき（EyeSight表示部に“ ”（EyeSight一

時停止表示灯；白色）が点灯している）

P.476参照

• プリクラッシュ 2次ブレーキが作動したとき

• セレクトレバーを“L”にしたとき（Lレンジ装備車）
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知  識
一時停止した場合は、プリクラッシュブ
よび車線逸脱警報OFF表示灯が点灯しま

ン フ ォ メ ー シ ョ ン デ ィ ス プ レ イ に
示灯が点灯し、割り込み画面を表示しま

ルーズコントロールが自動で解除された
ときの条件が解消されてから、再びセッ
さい。条件が解消されてもセットできな
tシステムの異常が考えられます。通常走
んが、スバル販売店で点検を受けてくだ
警  告
• 滑りやすい路面では全車速追従機能付クルーズコントロール

を使用しない。
－ 思わぬ事故につながるおそれがあります。

注  意
• 緊急時以外はセレクトレバーを“N”にしないでください。
－ セレクトレバーを “N” にすると全車速追従機能付クルー

ズコントロールは自動的に解除されますが、エンジンブ
レーキが効かなくなり、思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

• EyeSight システムが故障した場合は、マルチインフォメー
ションディスプレイにEyeSight警告表示灯が点灯し、割り込
み画面を表示します。また、プリクラッシュブレーキOFF表
示灯および車線逸脱警報OFF表示灯が点灯します。その場合
は安全な場所に停車して、一度エンジンスイッチを LOCK

（OFF）にしてから、再度エンジンを始動してください。この
操作をしても表示灯が点灯し続けるときは、全車速追従機能
付クルーズコントロールの使用ができません。通常走行には
支障はありませんが、スバル販売店で点検を受けてください。

P.474参照
• 車両が停止してから約1秒経過する前にシステムによる自動解

除が行われた場合、電動パーキングブレーキは作動しません。
P.397参照

• EyeSightシステムが
レーキOFF表示灯お
す。ま た、マ ル チ イ
EyeSight一時停止表
す。

P.476参照
• 全車速追従機能付ク

ときは、解除された
ト操作を行ってくだ
いときは、EyeSigh
行には支障ありませ
さい。
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場合はメモリーされているセット車
消去されます。

（クルーズ）スイッチを押してク

ーズメインOFFしたとき
CまたはTCSが作動したとき

車速追従機能付クルーズコントロー
から定速クルーズコントロールに切
替えたとき
リー車速（前回のセット車速）がな
合、RES/+スイッチを押すと、現在
車速がセットされます。
8参照
eSight / ツーリングアシスト
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一時解除の復帰（セット車速の再セット）
前回のセット車速がメモリーされているとき、その車速に再度セットする場合はRES/＋

スイッチを押します。（EyeSight表示部が再度セット状態の表示になります）
• 次の

速が

－

ル
－ VD
－ 全

ル
り

• メモ
い場
の自

P.38402882 402487
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次ページへ ⇒

●その他の機能

▼ブレーキ踏み増し要求警報
ブレーキ踏み増し要求警報は全車速追従機能付クルーズコントロールによる追従走行中

に作動します。ブレーキ制御による減速では不十分と判断した場合、運転者に注意を促

す機能です。

この機能が作動すると、ブザー（ピピピ…）

が鳴り、マルチインフォメーションディス

プレイに割り込み画面を表示します。

ブレーキ踏み増し要求警報が作動した場合

は、ブレーキペダルを踏んで減速し、適切

な車間距離を確保してください。

403064
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警  告
ブザー（ピピーンやピピピ … など）の音が頻繁に鳴るような状
況では、全車速追従機能付クルーズコントロールを使用しない
でください。

次の場合にはブレーキ踏み増し要求警報は作動しません。
• アクセルペダルを踏んでいるとき
• ブレーキペダルを踏んでいるとき

短い車間距離でも、次の場合にはブレーキ踏み増し要求警報は
作動しないことがあります。
• 先行車の車速と自車の車速の差が小さいとき
• 先行車の車速が自車の車速より速いとき
• 他車が至近距離に割り込んできたとき
• 先行車が急減速したとき
• 上り坂、下り坂が繰り返されるとき

次のような先行車に対しては認識が遅れて、ブレーキ踏み増し
要求警報が作動しないことがあります。
• 料金所や渋滞の最後尾で停車中の車両
• 自車速より極端に車速が遅い車両

知  識
前方約110 m以内の同一車線上の先行車を認識します。ただし、
交通環境、走行状態、先行車の状態によっては認識距離が短く
なる場合があります。
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次ページへ ⇒

▼信号認識機能
全車速追従機能付クルーズコントロールを使用しているときに赤信号を検知すると、赤

信号を認識したことを割り込み画面でお知らせするとともに加速を緩やかにします。

全車速追従機能付クルーズコントロールを

セットして走行中、次の条件をすべて満た

すとマルチインフォメーションディスプレ

イに割り込み画面を表示します。

• 先行車を認識していない

• 赤信号を検知

• 矢印信号を検知していない

さらに、次の条件を満たすと、加速を緩や

かにします。

• 自車速がセット車速を下回っている

ただし、アクセルペダルやブレーキペダルを操作すると割り込み画面は消え、加速抑制

制御も解除されます。

402554
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警  告
全車速追従機能付クルーズコントロールを使用する際は次のこ
とをお守りください。守らないと思わぬ事故につながるおそれ
があります。
• 自動車専用道路以外では使用しない。
－ 高速道路や有料道路など、自動車専用道路での使用を想定

しています。
• 信号認識機能のみに頼った運転はしない。
－ 信号認識機能は赤信号を常にお知らせする機能ではありま

せん。また、あらゆる状況で動作するものではありません。

信号認識機能は、天候や道路の状況により検知しにくい場合が
あります。特に、次の状況では、システムが正しく動作しません。
• 信号と同じくらいの高さに赤い物体があるとき（鉄道用信号、

高速道路の案内掲示板など）
• 信号機に雪が付着していたり、凍結しているとき
• 悪天候時（雨天、降雪、濃霧など）
• 合流時など、走行している道路以外の信号が見えるとき
• 自車と信号機との距離が離れているとき
• 自車と信号機との距離が近く、ステレオカメラの視野範囲か

ら外れているとき
• 矢印信号の位置が特殊なとき（信号機の上方や信号機から離

れた位置にあるとき）
• 赤信号や矢印信号が暗いとき

知  識
赤信号を認識して減速する機能はありません。
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■車線中央維持・先行車追従操舵機能

高速道路や自動車専用道路を走行時、ステ

レオカメラが区画線や先行車を認識して自

車の車線維持走行を補助したり、電動パ

ワーステアリングと協調してハンドル操作

をアシストするシステムです。

S02853
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ているとき
感じるとき、または通常よりもハ
き
交換しているとき
たり、ヘッドランプに氷雪、泥な
とき（対象物を正しく照射できず

れているとき（対象物を正しく照

ンプなどのランプ類を改造したと

が不安定なとき
が点灯しているとき※2

き

るとき
ーの表示灯、警告灯が正常に点灯・
ーが鳴らない、液晶表示が通常時
ーションメーターに何らかの異常

は大変重要な役割を果たしています
用してください。

）が消灯しないときは、直ちに安全
ル販売店に連絡し、点検を受けてく

ターの機能、動作について詳細は
さい。
10
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警  告
車線中央維持・先行車追従操舵機能は自動運転システムではあ
りません。
• 車線中央維持・先行車追従操舵機能を過信しない。
－ わき見運転やハンドル手放し運転などを補助する装置では

ありません。必ずハンドルを握って運転してください。
－ 車線中央維持・先行車追従操舵機能はあらゆる状況で作動

するものではありません。車線の維持を車線中央維持・先
行車追従操舵機能のみに頼っていると、車線のわきの障害
物や隣車線の車に衝突するなどの事故につながるおそれが
あります。

－ 運転時は、先行車や並走車との距離や周囲の状況、周辺環
境に注意し、安全運転に努めてください。

• システムの制御量や制御タイミングがお客様の運転操作の感
覚と異なる場合は、安全な運転を支援できないため、車線中
央維持・先行車追従操舵機能を使用しない。

• 日常点検でタイヤおよびブレーキに異常がないことを確認し
てから使用する。

「メンテナンスノート」参照
• 次の状況では、システムが正しく動作しないため、車線中央

維持・先行車追従操舵機能を使用しない。
－ タイヤの空気圧が適正でないとき※1

－ 摩耗したタイヤ、または摩耗差の著しいタイヤを装着して
いるとき※1

－ 指定サイズ以外のタイヤを装着しているとき※1

－ ホイールバランスが異常なとき（バランスウェイトの脱落、
ずれなど）※1

－ ホイールアライメントが規定値から外れているとき※1

－ パンク修理キットで応急修理をしたとき
－ サスペンションを改造したとき（スバル純正品を含む）
－ ステレオカメラの視界を妨げるようなものを車体に取り付

けたとき

－ タイヤチェーンを装着し
－ ハンドルに異常な振動を

ンドルが重いと感じると
－ ハンドルを指定品以外に
－ ヘッドランプが汚れてい

どが付着していたりする
認識しづらい）

－ ヘッドランプの光軸がず
射できず認識しづらい）

－ ヘッドランプ、フォグラ
き

－ 事故や故障で自車の走行
－ ブレーキ警告灯（赤色）
－ 重い荷物を積んでいると
－ 定員を超えているとき
－ 車両などをけん引してい
－ コンビネーションメータ

消灯しない場合や、ブザ
と異なるなど、コンビネ
があるとき※3

※1: ホイールおよびタイヤ
ので、適正なものを使

P.695参照
※2: ブレーキ警告灯（赤色

な場所に停車し、スバ
ださい。

P.121参照
※3: コンビネーションメー

P.106を参照してくだ
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巻き上げた水や雪や土埃、または風に舞
が前方にあるとき
曇りや雪、汚れ、霜、土埃などの付着や
るとき
の雨滴や水滴、汚れが十分に拭き取れて
レオカメラが車線を認識できないおそれ

たカヌーなどがステレオカメラの視界を

では、ステレオカメラでの区画線の認識
、システムが適切に動作できないおそれ

ル内でヘッドランプを点灯していないとき
いとき
降雪など）
反射しているとき
区画線が見づらいとき
り込んできたとき、または前方の車が車

激に変化するとき

S02856
• 車線中央維持・先行車追従操舵機能は、高速道路や有料道路
など、自動車専用道路での使用を想定している。次のような
状況では、思わぬ事故につながるおそれがあるので、車線中
央維持・先行車追従操舵機能を使用しない。

－ 一般道（自動車専用道路以外）
道路環境（道路が複雑な場合など）により、交通の状況に
沿った走行ができない場合があり、事故につながるおそれ
があります。

－ 工事などによる車線規制や仮設の車線があるとき

－ 急カーブがある道
－ 古い区画線が残っているとき
－ 停止車両を避けるとき
－ 路面に雪や水溜り、融雪剤が残っているとき
－ 路面にひび割れや補修の跡があるとき
－ 凍結路や積雪路など滑り易い路面

タイヤが空転し、車のコントロールを失うおそれがありま
す。

－ インターチェンジ、ジャンクションなどの急カーブや、サー
ビスエリア、パーキングエリア、料金所などに進入するとき

－ トンネルの出入り口など明るさが変化するとき

S02078

－ 先行車や対向車が
う砂や煙、水蒸気

－ フロントガラスに
傷などがついてい

－ フロントガラス上
いないため、ステ
があるとき

－ ルーフ上に積載し
遮っているとき

• 次に挙げる状況など
が困難な場合があり
がある。

－ 夜間、またはトンネ
－ 夕方、朝方の薄暗
－ 悪天候時（雨天、
－ 路面がぬれて光が
－ 車間距離が短く、
－ 隣車線から車が割

線変更したとき
－ カーブの形状が急
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とき
するとき
メラでの先行車の認識がしづらく
が適切に動作できないおそれがあ
周囲の交通状況により、並走車や
ど思わぬ事故につながるおそれが

折などをするとき

S02854

S02857
12
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－ 区画線の上にガードレールなどの影が重なっているとき
－ 前方から強い光（太陽光などによる逆光やヘッドランプの

光など）を受けたとき
－ 車線の幅が狭いとき、あるいは広いとき
－ 車線の幅が変化したとき
－ 車線がステレオカメラの認識性能から見て認識しづらいと

き
• 区画線がない、または消えかかっている
• 区画線が黄色で描かれている
• 区画線の色が路面の色と似ていて見えにくい
• 区画線が二重に描かれている
• 区画線の幅が細いなど
• 区画線以外の線が路面に描かれている
• 区画線に壁やポールが隣接している

－ 区画線の形状が急激に変化するとき（カーブの出入り口、ク
ランク、カーブが連続している道路など）

－ 高速道路のインターチェンジ、ジャンクション、サービス
エリア、パーキングエリア入口などの分岐レーンに差しか
かったとき

S03217

－ 路肩に縁石や側壁がある
－ 高架下など明るさが変化

• 次の状況では、ステレオカ
なり、先行車追従操舵機能
る。また、先行車の動きや
ガードレールにぶつかるな
ある。

－ 先行車が車線変更、右左
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止車両や障害物を避けるとき
車線近くの車両（二輪車など）を追い抜

車などが並走や、すり抜けて走行してい

に別の車両が割り込んできたとき
器、非常点滅表示灯（ハザードランプ）、
ォグランプ）を点灯しているとき
ル内で先行車のテールランプが点灯して

の車両のときや周囲の環境により、先行
続が困難な場合がある。
小さい、低い、または凹凸のあるとき。荷
空荷のトラック、後端から積荷が飛び出
殊な形状の車両（キャリアカー、サイド
低い車両のとき

、二輪車などの幅の狭い車両のとき
ある（先行車が離れていってしまう）とき
雪、濃霧など）で先行車が見えづらいとき
太陽光やヘッドランプなどの光が反射し

太陽光などによる逆光やヘッドランプの
とき
ャーの使用中または使用後で、フロント
き取れていないとき
－ 先行車がふらついて走行しているとき
－ 先行車が車線の中央を走らず、区画線をまたいだり、車線

の端を偏走しているとき

－ 先行車の挙動が急激に変化するとき（カーブの出入り口、ク
ランク、カーブが連続している道路など）

S02860

403222

－ 先行車が路肩の停
－ 自車線内または自

くとき
－ 先行車の横を二輪

るとき
－ 先行車と自車の間
－ 先行車が方向指示

後部霧灯（リヤフ
－ 夜間またはトンネ

いないとき
• 先行車が特殊な形状

車追従操舵機能の継
－ 先行車の最後面が

台にあおりがない
している車両、特
カーなど）、車高の

－ 先行車が軽自動車
－ 先行車と速度差が
－ 悪天候（強い雨、降
－ 先行車の最後面に

ているとき
－ 前方から強い光（

光など）を受けた
－ フロントウォッシ

ガラスが十分に拭
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注  意
• 次に挙げる状況では、車線中央維持・先行車追従操舵機能の

性能を十分に発揮できないことがある。また、車線中央維持・
先行車追従操舵機能が作動しないことや作動が解除されるこ
とがある。

－ 車両重量が極端に変化した直後
－ タイヤ交換直後やタイヤ空気圧調整直後
－ カメラ関係の調整・修理または交換をした直後
－ サスペンションや舵取り装置を修理・交換した直後
－ スタッドレスタイヤや純正品以外のタイヤを装着している

とき
－ 横風を受けているとき
－ 路面勾配が急激に変化するとき（上り坂、下り坂）
－ 路面の横断方向の勾配が大きいとき、または急激に変化す

るとき
－ 路面の凸凹、うねり、つなぎ目
－ 加減速度が大きいとき
－ 外気温が低いときのエンジン始動直後
－ 外気温が高いとき

• 車線中央維持・先行車追従操舵機能を使用しないときは、必
ず （レーンキープ）スイッチをOFFにする。

－ スイッチをONのままにしている場合、思わぬ場面で作動し
てしまうなどして、事故につながるおそれがあります。

• （レーンキープ）スイッチを ON にすると、電動パワース
テアリングの操作力が変化することがある。
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●車線中央維持・先行車追従操舵機能

この機能は全車速追従機能付クルーズコントロールをセットしているときに使用できま

す。

自車速0 km/h～約120 km/hで走行して

いるとき、システムが区画線または先行車

を認識し、車両が車線の中央付近を維持す

るようにハンドル操作をアシストします。

S01045
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車線中央維持・先行車追従操舵機能の作動状態
車線中央維持・先行車追従操舵機能が作動を開始すると、マルチファンクションディス

プレイがアイサイト画面に切り替わり、車線中央維持・先行車追従操舵機能の作動状態

を表示します。運転者の操作、またはシステムによる自動解除により、車線中央維持・

先行車追従操舵機能が作動を解除したとき、アイサイト画面が車線中央維持・先行車追

従操舵機能の作動状態から解除状態に切り替わります。車線中央維持・先行車追従操舵

機能が解除状態のまま約10秒経過すると、割り込み前の画面に切り替わります。

ハンドルの操舵状況
実際のハンドルの動きに合わせて画面上のハンドルが回転します。

403372
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警  告
行車追従操舵機能が作動しているとき
画線を認識していないとき）は、先行車

車線変更などにも追従してハンドルを切
動きをします。常に周囲の並走車や障害
へ注意し、必要に応じてハンドルを操作
てください。ハンドル操作を先行車追従
舵機能のみに頼っていると、思わぬ事故
つながります。

知  識
約 40 km/h 以下では区画線と先行車を
併用して作動することがあります。
車線中央維持・先行車追従操舵機能を
OFFに設定できます。
P.149参照
“ ”（レーンキープ表示灯）は、エ
ンジンスイッチをLOCK（OFF）にして
から、再度エンジンを始動しても、エン
ジンスイッチをLOCK（OFF）にする前
の状態を保ちます。
▼車線中央維持・先行車追従操舵機能の使用方法
全車速追従機能付クルーズコントロールをセット中、 （レーンキープ）スイッチを押

します。

マルチインフォメーションディスプレイのEyeSight表示部に“ ”（レーンキープ表

示灯）が点灯します（白色）。

（レーンキープ）スイッチをもう一度押すとOFFになり、EyeSight表示部の“ ”

（レーンキープ表示灯）が消灯します。

先
（区
の
る
物
し
操
に

•

•


•

402889 403237
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知  識
示灯は、認識状態により左右片方の
灯することがあります（青色）。
eSight / ツーリングアシスト
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車線中央維持・先行車追従操舵機能は、次の条件をすべて満たすと作動します。

• 全車速追従機能付クルーズコントロールをセットしている

• 自車速0 km/h～約120 km/hで走行している

• システムが区画線、または先行車を認識している

（先行車追従操舵機能は、約60 km/h以上では作動しません。）

• 運転者がハンドルを操作している

• 直線または、緩やかなカーブを走行している

• カスタマイズ機能でレーンキープ（中央維持＋先行車追従）をONにしている

• 車線幅約3 m～約4 mの道路を走行している（車線中央維持機能のみの条件）

• 車線の中央付近を走行している（車線中央維持機能のみの条件）

作動中は、マルチインフォメーションディ

スプレイの“ ”（レーンキープ表示灯）

が白色から緑色に切り替わります。その時、

区画線を認識して作動している場合は車線

表示灯が青色に点灯し、先行車を認識して

作動している場合はレーンキープ先行車表

示灯が青色に点灯します。また、マルチファ

ンクションディスプレイのアイサイト画面

に、車線中央維持・先行車追従操舵機能の

作動状態を表示します。

車線表
みが点

403238
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▼車線中央維持・先行車追従操舵機能の解除

運転者の操作による解除（ブザーが鳴らない場合）
次の操作で車線中央維持・先行車追従操舵機能が解除されます。

解除されると、マルチインフォメーションディスプレイの EyeSight 表示部の “ ”

（レーンキープ表示灯）、車線表示灯およびレーンキープ先行車表示灯が消灯します。ま

た、マルチファンクションディスプレイのアイサイト画面が、車線中央維持・先行車追

従操舵機能の作動状態から解除状態に切り替わります。

• （レーンキープ）スイッチを押す

次のいずれかの操作で車線中央維持・先行車追従操舵機能が一時的に解除されます。

一時解除中は、マルチインフォメーションディスプレイの EyeSight 表示部の “ ”

（レーンキープ表示灯）が白色に、車線表示灯が灰色になり、レーンキープ先行車表示灯

が消灯します。また、マルチファンクションディスプレイのアイサイト画面が、車線中

央維持・先行車追従操舵機能の作動状態から解除状態に切り替わります。

• ブレーキペダルを踏む

• （クルーズ）スイッチを押して全車速追従機能付クルーズコントロールを解除する

• 方向指示器レバーを操作する
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シ

（



知  識
合、システムがハンドル操作を検知
、車線中央維持・先行車追従操舵機
時的に解除されることがあります。
ドルに手を軽く添えて運転している

者のハンドル操作が小さいとき
eSight / ツーリングアシスト
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ステムによる自動解除（ブザー（ピピーン）が鳴る場合）
次に挙げる状況などでは、車線中央維持・

先行車追従操舵機能が一時的に解除されま

す。その際、ブザー（ピピーン）と割り込

み画面により、運転者に機能が解除された

ことをお知らせします。

一時解除中は、マルチインフォメーション

ディスプレイのEyeSight表示部の“ ”

レーンキープ表示灯）が白色に、車線表示

灯が灰色になり、レーンキープ先行車表示

灯が消灯します。また、マルチファンクショ

ンディスプレイのアイサイト画面が、車線

中央維持・先行車追従操舵機能の作動状態から解除状態に切り替わります。

• システムが両側の区画線および先行車をレーンキープの対象として認識できなくなっ

たとき

• 全車速追従機能付クルーズコントロールがシステムにより自動解除されたとき

P.401参照

• フロントワイパーが高速で作動したとき

• 運転者が車線からそれるために、ハンドルを操作したと判断したとき

• 運転者がハンドルを大きくまたは速く切ったとき

次の場
できず
能が一
• ハン

とき
• 運転

403239
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• 一定時間、システムが運転者のハンドル操作を検知できなかったとき

－ システムがハンドル操作のないことを

検知すると、マルチインフォメーショ

ンディスプレイに割り込み画面を表示

します。その状態がさらに続くと、警

報音が鳴り、段階的に警告画面を表示

します。

それでもハンドルを操作しない場合、

車線中央維持・先行車追従操舵機能を

自動解除し、ハンドルを操作するまで

警報音と警告画面の表示を続けます。

P.134参照

• 急カーブに進入しようとしているとき

• 急カーブを走行しているとき

• 本機能以外の車両側のシステム要因により、ハンドル操作アシストの継続が困難と判

断したとき

• EyeSightシステムが故障したとき（“ ”（EyeSight警告表示灯；黄色）が点灯

している）

P.474参照

• EyeSightシステムが一時停止状態のとき（“ ”（EyeSight一時停止表示灯；白

色）が点灯している）

P.476参照

403240
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▼

警  告
車追従操舵機能が作動中で区画線を
していないときは、逸脱回避要求警
よび車線逸脱警報は作動しません。
周囲に注意を払い、必要に応じてハ
ルを操作してください。車線逸脱の
を警報のみに頼っていると思わぬ事
つながります。

知  識
能は、車線逸脱警報をOFFにしても
ます。
4参照
eSight / ツーリングアシスト
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逸脱回避要求警報
車線中央維持機能の作動中に、車線を逸脱する可能性があると判断した場合、運転者に

注意を促します。

逸脱回避要求警報が作動するとブザー（ピピピッ）が鳴り、マルチインフォメーション

ディスプレイに割り込み画面を表示します。また、逸脱する可能性のある車線側のみ、車

線表示灯が黄色に点滅します。

逸脱回避要求警報が作動した場合は、ハンドルを操作して車線からの逸脱を回避してく

ださい。

• 先行
認識
報お

• 常に
ンド
判断
故に

この機
作動し
P.44

402520 403241
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知  識
カスタマイズ機能でレーンキープ（中央
維持＋先行車追従）をOFFに設定してい
る場合、全車速追従機能付クルーズコン
トロールのセット状態にかかわらず

（レーンキープ）スイッチを押すと車
線逸脱抑制機能が作動します。
車線逸脱抑制機能が長時間連続で作動し
た場合は、警告音が鳴り、マルチインフォ
メーションディスプレイに割り込み画面
を表示します。
ハンドルを操作せず、連続して車線逸脱
抑制機能が作動した場合も警報音が鳴
り、マルチインフォメーションディスプ
レイに割り込み画面を表示します。この
とき、作動回数によっては車線逸脱抑制
機能の作動が終了しても、警報を続ける
場合があります。
P.134参照
一定時間、車線逸脱抑制機能が作動して
いない、または車線逸脱抑制機能が解除
されると警報が終了します。
P.429参照
次ページへ ⇒

 車線逸脱抑制機能
この機能はシステムが両側の区画線を認識し、高速道路や自動車専用道路を自車速約

60 km/h以上で走行時、車両が車線を逸脱しそうになるとシステムが車線逸脱回避方向

にハンドル操作をアシストし、車線からの逸脱を抑制します。 •

•

•


•



402511
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感じるとき、または通常よりもハ
き
交換しているとき
たり、ヘッドランプに氷雪、泥な
とき（対象物を正しく照射できず

れているとき（対象物を正しく照

ンプなどのランプ類を改造したと

が不安定なとき
が点灯しているとき※2

き

るとき
ーの表示灯、警告灯が正常に点灯・
ーが鳴らない、液晶表示が通常時
ーションメーターに何らかの異常

は大変重要な役割を果たしています
用してください。

）が消灯しないときは、直ちに安全
ル販売店に連絡し、点検を受けてく

ターの機能、動作について詳細は
さい。
24
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警  告
車線逸脱抑制機能は自動運転システムではありません。
• 車線逸脱抑制機能を過信しない。
－ わき見運転やハンドル手放し運転などを補助する装置では

ありません。必ずハンドルを握って運転してください。
－ 車線逸脱抑制機能はあらゆる状況で作動するものではあり

ません。車線の維持を車線逸脱抑制機能のみに頼っている
と、車線のわきの障害物や隣車線の車に衝突するなどの事
故につながるおそれがあります。

－ 運転時は、先行車や並走車との距離や周囲の状況、周辺環
境に注意し、安全運転に努めてください。

• システムの制御量や制御タイミングがお客様の運転操作の感
覚と異なる場合は、安全な運転を支援できないため、車線逸
脱抑制機能を使用しない。

• 日常点検でタイヤおよびブレーキに異常がないことを確認し
てから使用する。

「メンテナンスノート」参照
• 次の状況では、システムが正しく動作しないため、車線逸脱

抑制機能を使用しない。
－ タイヤの空気圧が適正でないとき※1

－ 摩耗したタイヤ、または摩耗差の著しいタイヤを装着して
いるとき※1

－ 指定サイズ以外のタイヤを装着しているとき※1

－ ホイールバランスが異常なとき（バランスウェイトの脱落、
ずれなど）※1

－ ホイールアライメントが規定値から外れているとき※1

－ パンク修理キットで応急修理をしたとき
－ サスペンションを改造したとき（スバル純正品を含む）
－ ステレオカメラの視界を妨げるようなものを車体に取り付

けたとき
－ タイヤチェーンを装着しているとき

－ ハンドルに異常な振動を
ンドルが重いと感じると

－ ハンドルを指定品以外に
－ ヘッドランプが汚れてい

どが付着していたりする
認識しづらい）

－ ヘッドランプの光軸がず
射できず認識しづらい）

－ ヘッドランプ、フォグラ
き

－ 事故や故障で自車の走行
－ ブレーキ警告灯（赤色）
－ 重い荷物を積んでいると
－ 定員を超えているとき
－ 車両などをけん引してい
－ コンビネーションメータ

消灯しない場合や、ブザ
と異なるなど、コンビネ
があるとき※3

※1: ホイールおよびタイヤ
ので、適正なものを使

P.695参照
※2: ブレーキ警告灯（赤色

な場所に停車し、スバ
ださい。

P.121参照
※3: コンビネーションメー

P.106を参照してくだ
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次ページへ ⇒

巻き上げた水や雪や土埃、または風に舞
が前方にあるとき
曇りや雪、汚れ、霜、土埃などの付着や
るとき
の雨滴や水滴、汚れが十分に拭き取れて
レオカメラが車線を認識できないおそれ

たカヌーなどがステレオカメラの視界を

では、ステレオカメラでの区画線の認識
、システムが適切に動作できないおそれ

ル内でヘッドランプを点灯していないとき
いとき
降雪など）
反射しているとき
区画線が見づらいとき
り込んできたとき、または前方の車が車

激に変化するとき

S02856
• 車線逸脱抑制機能は、高速道路や有料道路など、自動車専用
道路での使用を想定している。次のような状況では、思わぬ
事故につながるおそれがあるので、車線逸脱抑制機能を使用
しない。

－ 一般道（自動車専用道路以外）
道路環境（道路が複雑な場合など）により、交通の状況に
沿った走行ができない場合があり、事故につながるおそれ
があります。

－ 工事などによる車線規制や仮設の車線があるとき

－ 急カーブがある道
－ 古い区画線が残っているとき
－ 停止車両を避けるとき
－ 路面に雪や水溜り、融雪剤が残っているとき
－ 路面にひび割れや補修の跡があるとき
－ 凍結路や積雪路など滑り易い路面

タイヤが空転し、車のコントロールを失うおそれがありま
す。

－ インターチェンジ、ジャンクションなどの急カーブや、サー
ビスエリア、パーキングエリア、料金所などに進入するとき

－ トンネルの出入り口など明るさが変化するとき

S02078

－ 先行車や対向車が
う砂や煙、水蒸気

－ フロントガラスに
傷などがついてい

－ フロントガラス上
いないため、ステ
があるとき

－ ルーフ上に積載し
遮っているとき

• 次に挙げる状況など
が困難な場合があり
がある。

－ 夜間、またはトンネ
－ 夕方、朝方の薄暗
－ 悪天候時（雨天、
－ 路面がぬれて光が
－ 車間距離が短く、
－ 隣車線から車が割

線変更したとき
－ カーブの形状が急
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とき
するとき

S02854
26
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－ 区画線の上にガードレールなどの影が重なっているとき
－ 前方から強い光（太陽光などによる逆光やヘッドランプの

光など）を受けたとき
－ 車線の幅が狭いとき、あるいは広いとき
－ 車線の幅が変化したとき
－ 車線がステレオカメラの認識性能から見て認識しづらいと

き
• 区画線がない、または消えかかっている
• 区画線が黄色で描かれている
• 区画線の色が路面の色と似ていて見えにくい
• 区画線が二重に描かれている
• 区画線の幅が細いなど
• 区画線以外の線が路面に描かれている
• 区画線に壁やポールが隣接している

－ 区画線の形状が急激に変化するとき（カーブの出入り口、ク
ランク、カーブが連続している道路など）

－ 高速道路のインターチェンジ、ジャンクション、サービス
エリア、パーキングエリア入口などの分岐レーンに差しか
かったとき

S03217

－ 路肩に縁石や側壁がある
－ 高架下など明るさが変化
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注  意
• 次に挙げる状況では、車線逸脱抑制機能の性能を十分に発揮

できないことがある。また、車線逸脱抑制機能が作動しない
ことや作動が解除されることがある。

－ 車両重量が極端に変化した直後
－ タイヤ交換直後やタイヤ空気圧調整直後
－ カメラ関係の調整・修理または交換をした直後
－ サスペンションや舵取り装置を修理・交換した直後
－ スタッドレスタイヤや純正品以外のタイヤを装着している

とき
－ 横風を受けているとき
－ 路面勾配が急激に変化するとき（上り坂、下り坂）
－ 路面の横断方向の勾配が大きいとき、または急激に変化す

るとき
－ 路面の凸凹、うねり、つなぎ目
－ 加減速度が大きいとき
－ 外気温が低いときのエンジン始動直後
－ 外気温が高いとき

• 車線逸脱抑制機能を使用しないときは、必ず （レーンキー
プ）スイッチをOFFにする。

－ スイッチをONのままにしている場合、思わぬ場面で作動し
てしまうなどして、事故につながるおそれがあります。

• （レーンキープ）スイッチを ON にすると、電動パワース
テアリングの操作力が変化することがある。
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■

（

知  識
逸脱抑制機能を ON にした後、全車
従機能付クルーズコントロールを
トすると、車線逸脱抑制機能から車
央維持・先行車追従操舵機能に切り
ります（ただし、カスタマイズ機能
ーンキープ（中央維持＋先行車追従）
に設定しているとき）。
9参照

ドルに手を軽く添えた状態が続いた
ンドルを操作していない場合、機能

時的に解除されます（“ ”（レー
ープ表示灯）が緑色から白色に戻り、
表示灯が消灯します）。
逸脱抑制機能は、そのままでは車線
逸脱するとシステムが判断したとき
動します。そのため、車線逸脱警報
べて早いタイミングで作動します
の環境、道路状況によって異なりま

”（レーンキープ表示灯）（白色）
エンジンスイッチを LOCK（OFF）
てから、再度エンジンを始動しても、
ジンスイッチをLOCK（OFF）にす
の状態を保ちます。
eSight / 車線逸脱抑制機能

28

車線逸脱抑制機能の使用方法

（レーンキープ）スイッチを押します。

車線逸脱抑制機能がONになり、マルチインフォメーションディスプレイのEyeSight表

示部に“ ”（レーンキープ表示灯）が点灯します（白色）。

（レーンキープ）スイッチをもう一度押すとOFFになり、EyeSight表示部の“ ”

レーンキープ表示灯）が消灯します。

車線逸脱抑制機能は、次の条件をすべて満たすとスタンバイ状態になり、車線表示灯が

点灯します。

• 自車速約60 km/h～約120 km/hで走行している

• システムが両側の区画線を認識している

• 運転者がハンドルを操作している

• 全車速追従機能付クルーズコントロールをセットしていない。または、カスタマイズ

機能でレーンキープ（中央維持＋先行車追従）をOFFに設定している

• 車線幅約3 m～約4 mの道路を走行している

• 直線、または緩やかなカーブを走行している

• 車線の中央付近を走行している

• 車線
速追
セッ
線中
替わ
でレ
をON

P.14
• ハン

り、ハ
が一
ンキ
車線

• 車線
から
に作
に比

（周囲
す）。

• “
は、
にし
エン
る前

402889 403242
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車両が車線から逸脱しそうになると車線逸脱抑制機能が作動し、作動中は“ ”（レー

ンキープ表示灯）が緑色になります。

■車線逸脱抑制機能の解除

●運転者の操作による解除（ブザーが鳴らない場合）

次の操作で車線逸脱抑制機能が解除されます。

解除されると、EyeSight表示部の“ ”（レーンキープ表示灯）と車線表示灯が消灯

します。

• （レーンキープ）スイッチを押す

403243
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●

（

（

知  識
バイ状態（“ ”（レーンキープ
）が白色）のときに自動解除された
ブザー（ピピーン）は鳴りません。
eSight / 車線逸脱抑制機能
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次のいずれかの操作で車線逸脱抑制機能が一時的に解除されます。

一時解除中は、EyeSight表示部の“ ”（レーンキープ表示灯）が白色になり、車線

表示灯が灰色になります。

• ブレーキペダルを強く踏む

• 全車速追従機能付クルーズコントロールをセットしたとき（ただし、カスタマイズ機

能でレーンキープ（中央維持＋先行車追従）をONに設定しているとき）

－ 制御が車線中央維持・先行車追従操舵機能に切り替わります。

• 方向指示器レバーを操作する

• 車線変更などのために、運転者がハンドルを操作したとシステムが判断したとき

• 非常点滅表示灯（ハザードランプ）スイッチをONにする

システムによる自動解除（ブザー（ピピーン）が鳴る場合）

次に挙げる状況などでは、車線逸脱抑制機能

が一時的に解除されます。その際、ブザー

ピピーン）と割り込み画面により、運転者

に機能が解除されたことをお知らせします。

一時解除中は、EyeSight表示部の“ ”

レーンキープ表示灯）が白色になり、車線

表示灯が灰色になります。

• システムが車線を認識できなくなったと

き

• フロントワイパーが高速で作動したとき

• 自車速が約 55 km/h 未満になったとき、

または約145 km/hを超えたとき

• VDCまたはTCSが作動したとき

• 運転席・助手席・後席のいずれかのドアを開けたとき

• 運転席のシートベルトを外したとき

• 電動パーキングブレーキがかかっているとき

• セレクトレバーを“D”、“M”（マニュアルモード装備車）、“L”（Lレンジ装備車）

以外にしたとき

スタン
表示灯
場合、

403244
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• 一定時間、システムが運転者のハンドル操作を検知できなかったとき

－ システムがハンドル操作のないことを

検知すると、マルチインフォメーショ

ンディスプレイに割り込み画面を表示

します。割り込み画面はシステムがハ

ンドル操作を検知するまで表示し続け

ます。ハンドル操作を検知できない状

態が続くと車線逸脱抑制機能が一時的

に解除されます。

• 急カーブに進入しようとしているとき

• 急カーブを走行しているとき

• 路面環境によりハンドル操作アシストの

継続が困難と判断したとき

• 本機能以外の車両側のシステム要因により、ハンドル操作アシストの継続が困難と判

断したとき

• EyeSightシステムが故障したとき（“ ”（EyeSight警告表示灯；黄色）が点灯

している）

P.474参照

• EyeSightシステムが一時停止状態のとき（“ ”（EyeSight一時停止表示灯；白

色）が点灯している）

P.476参照

403245
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32

T誤発進抑制制御
前方に障害物を認識している場合、停車ま

たは徐行状態から、ペダルの踏み間違いな

どによりアクセルペダルが必要以上に踏み

込まれたとシステムが判断したとき、エン

ジン出力を制限し発進を緩やかにします。

AT誤発進抑制制御が作動するとブザー（ピ

ピピ …）が鳴り、マルチインフォメーショ

ンディスプレイに割り込み画面を表示しま

す。

この機能はセレクトレバーが “D” または

“M”（マニュアルモード装備車）、“L”

Lレンジ装備車）のとき作動します。

S01063

403064
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EyeSight / AT 誤発進抑制制御

次ページへ ⇒

作動しないことがあります。
度差、横方向のずれ（オフセット量）
識状態
しない可能性が高くなります。
吹雪、濃霧）のとき
界が十分でないとき
いときや、夜間に対象物に接近するとき
暗い場所で対象物に接近するとき
範囲外に対象物が存在するとき
太陽光などによる逆光やヘッドランプの
とき
曇りや雪、汚れ、霜、土埃などの付着や
るとき
ャーの使用中または使用後で、フロント
き取れていないとき
ォッシャーの水滴、またはワイパーブ

カメラの視野を遮ることにより、対象物
なったとき
たカヌーなどがステレオカメラの視界を

いとき（低い壁、低いガードレール、車
）
ステレオカメラの認識限界より小さいと

ど
人や横たわっている人など
警  告
• AT誤発進抑制制御を過信しない。
－ AT誤発進抑制制御は衝突を回避するものではありません。

発進時はセレクトレバーやペダルの位置および周囲の安全
を十分に確認して操作してください。AT誤発進抑制制御の
みに頼っていると、思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

• AT誤発進抑制制御は停止状態を保つものではありません。
• AT 誤発進抑制制御はあらゆる状況で発進を緩やかにするもの

ではありません。また、衝突を回避するものではありません。
• AT 誤発進抑制制御は前方に障害物を認識している場合に作動

するものであり、崖など対象物が見えない状況で発進を緩やか
にするものではありません。

• 故意に対象物の近くでアクセルペダルを過剰に踏み込まな
い。

－ アクセルの調節を AT 誤発進抑制制御のみに頼っていると
衝突事故を起こす場合があります。

• 遮断機を押しのけて進む場合は、慌てずにアクセルペダルを
踏み続けるか、AT誤発進抑制制御をOFFにする。

－ 万一、自車が踏切内で閉じ込められた場合、ステレオカメ
ラが遮断機を対象物と認識し、AT誤発進抑制制御が作動す
ることがあります。

P.437参照

次の条件の違いにより
• 対象物との距離、速
• ステレオカメラの認

特に次の場合は作動
－ 悪天候（強い雨、
－ 砂や煙が舞い、視
－ 夕方、朝方の薄暗
－ 屋内の駐車場など
－ ヘッドランプ照射
－ 前方から強い光（

光など）を受けた
－ フロントガラスに

傷などがついてい
－ フロントウォッシ

ガラスが十分に拭
－ 雨滴やフロントウ

レードがステレオ
の認識が不完全に

－ ルーフ上に積載し
遮っているとき

－ 対象物の高さが低
高の低い車両など

－ 対象物の大きさが
き

－ 小動物や幼児な
－ しゃがんでいる
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を行い、対象物のすぐ後ろに接近

急な下り坂のとき
から運転者が衝突回避操作をした

AT誤発進抑制制御の作動テストを
ないことがあり、思わぬ事故につ

注  意
誤発進抑制制御をOFFにしてくださ
期しない作動をする可能性がありま

き
やフリーローラーなどを使用する

を始動してタイヤを空転させると

枝、草むらなどに触れながら通過

走行するとき

進抑制制御が作動することがありま
さい。
き

度を超えるような速度で通過すると
34

eSight / AT 誤発進抑制制御

－ 対象物や前方の車両（トレーラーや対向車両など）の自車
から一番近い面および最後面が小さいときや、接近しすぎ
たとき（自車から一番近いところではない部分を認識して、
作動し効果が十分でないこともあります）

－ 対象物がフェンス、均一な模様（縞模様やレンガなど）や
模様の全くない壁やシャッターなどのとき

－ 対象物がガラスや鏡の壁や扉などのとき
－ 車両（二輪車、自転車含む）、歩行者などの対象物が横から

割り込んだり、飛び出してきたとき

S02134

S00653

－ 発進時に自車が進路変更
したとき

－ 急カーブ、急な上り坂、
• 運転者のハンドル操作状態

と判断したとき

安全のため、お客様ご自身で
行わないでください。作動し
ながるおそれがあります。

次のような場合は、必ずAT
い。AT誤発進抑制制御が予
す。
• けん引されるとき
• キャリアカーに積載すると
• シャシーダイナモメーター

とき
• リフトアップし、エンジン

き
• 垂れ幕や旗、垂れ下がった

するとき
• サーキットなどでスポーツ

次のような場合は、AT誤発
すので安全運転に努めてくだ
• 前車に接近して走行すると
• ETC ゲートなどを規定速

き
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EyeSight / AT 誤発進抑制制御

次ページへ ⇒

などの散水を通過するとき

候の中を走行するとき
害物があるとき

れすれを通過するとき
すれに停車するとき

402831

S02057
• 路面の勾配が急に変化する場所を走行するとき

• 水蒸気や煙のかたまりなどを通過するとき
• 寒いときなど先行車が排出した排気ガスがはっきり見えると

き

402535

402536

• 消雪パイプや散水車

• 大雪、吹雪など悪天
• カーブや交差点に障

• 車両や障害物の横す
• 前方の壁や車両すれ
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eSight / AT 誤発進抑制制御

知  識
• アクセルペダルを踏み続けたとき（3秒以上）は、徐々に制御

を解除します。
• プリクラッシュブレーキ OFF 表示灯が点灯しているときは、

AT誤発進抑制制御は作動しません。
P.379参照



EyeSight / AT 誤後進抑制制御
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知  識
AT 誤発進抑制制御を OFF にするとプリ
クラッシュブレーキと AT 誤後進抑制制
御もOFFになります。
AT誤発進抑制制御をOFFにしても、エン
ジンスイッチをLOCK（OFF）にしてか
ら、再度エンジンを始動するとAT誤発進
抑制制御はONになります。
次ページへ ⇒

■AT誤発進抑制制御をOFFにするとき

プリクラッシュブレーキOFFスイッチを長押しするとブザー（ピッ）が鳴り、AT誤発進

抑制制御がOFFになります。OFFにすると、メーター内のプリクラッシュブレーキOFF

表示灯が点灯します。

ONに戻すときは再度プリクラッシュブレーキOFFスイッチを長押ししてください。ON

になると、ブザー（ピッ）が鳴り、プリクラッシュブレーキOFF表示灯が消灯します。

P.379参照

 AT誤後進抑制制御
AT誤後進抑制制御には、後退時の急な飛び出しを防ぐ後退飛び出し抑制と、後退時の速

度を一定に保つ後退速度リミッターの機能があります。

これらの機能はセレクトレバーが “R” でブレーキペダルを踏んでいないとき作動しま

す。

AT誤後進抑制制御はステレオカメラの物体認識を使用した制御ではありません。後方障

害物の有無は制御に関係しません。

•

•

402500 402502
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注  意
キの効きが悪くなることがありま
ダルを踏んで減速してください。
など）
すさ、形状、凹凸など）
関係、タイヤの摩耗、空気圧など）
始直後などでブレーキが冷えてい

からしばらくの間（暖機運転終了

熱してブレーキの効きが悪くなっ

ど、ブレーキがぬれてブレーキの

知  識
F表示灯が点灯しているときは、AT
ん。
38

eSight / AT 誤後進抑制制御

警  告
• AT誤後進抑制制御を過信しない。
－ AT 誤後進抑制制御は衝突を回避するものではありません。

後進時はセレクトレバーやペダルの位置および周囲の安全
を十分に確認して操作してください。AT誤後進抑制制御の
みに頼っていると、思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

• AT誤後進抑制制御は停止状態を保つものではありません。
• AT誤後進抑制制御はあらゆる状況で、後退時の速度を緩やか

にするものではありません。また、衝突を回避するものでは
ありません。

• 安全のため、お客様ご自身でAT誤後進抑制制御の作動テスト
を行わない。

－ 作動せず思わぬ事故につながるおそれがあります。
• ブレーキペダルを踏んでいる最中は制御が作動しません。そ

のため、下り坂などでは設定された速度を超過する場合があ
ります。お客様自身でブレーキペダルを踏み増すなど速度調
整をしてください。

• 万一、退避を要するような危険な状況に遭遇して、後進によっ
て退避を行う必要がある場合なども、AT誤後進抑制制御は作
動します。慌てずにアクセルペダルを深く踏み続けるか、AT
誤後進抑制制御をOFFにしてください。

P.441参照

次の条件や状況によりブレー
す。必要に応じてブレーキペ
• 車両の状態（積載量、乗員
• 路面の状態（勾配、滑りや
• 車両の整備状態（ブレーキ
• 外気温が低いときや走行開

るとき
• エンジン始動後に走行して

までを目安とする）
• 下り坂などでブレーキが過

ているとき
• 水たまり走行後や洗車後な

効きが悪くなっているとき

プリクラッシュブレーキOF
誤後進抑制制御は作動しませ
P.379参照
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知  識
アクセルペダルを深く踏み続けたとき
約 3 秒以上）は割り込み画面が消え、

徐々に制御を解除します。
AT誤後進抑制制御はステレオカメラの物
体認識を使用した制御ではありません。後
方障害物の有無は制御に関係しません。
■後退飛び出し抑制

後退時、ペダルの踏み間違いなどによりア

クセルペダルが必要以上に踏み込まれたと

システムが判断したとき、エンジン出力を

制限し急な後退を抑制します。

後退飛び出し抑制が作動すると、ブザー（ピ

ピピ…）が鳴ります。また、マルチインフォ

メーションディスプレイに割り込み画面を

表示します。

S01066

•
（

•

402553
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知  識
速度リミッターの制限速度を高速
0 km/h）／中速（約15 km/h）／
に設定できます。

9参照
セルペダルを深く踏み込むと制御を
することができます（“速度制限中”
り込み画面が消えます）。
クセルペダルから足を離すと、再度
退速度リミッターが作動します。
りやすい路面などでタイヤが空転し
ときは、後退速度リミッターが作動
ることがあります。
ステムがアクセルの急踏みと判断し
場合、後退飛び出し抑制が作動しま
。

設定 速度

高速 約20 km/h

中速 約15 km/h

低速 約10 km/h

OFF ―
eSight / AT 誤後進抑制制御

40

後退速度リミッター

後退時、必要以上に加速しないよう車速を

低速（約10 km/h以下）に制限します。

制限速度は運転者が設定できます。

1. セレクトレバーを “R” にするとマルチ

インフォメーションディスプレイに制限

速度の設定値を表示します。

• 後退
（約2
OFF

P.14
• アク

解除
の割

－ ア
後

－ 滑
た
す

－ シ
た
す

S01094

402555
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知  識
AT 誤後進抑制制御を OFF にするとプリ
クラッシュブレーキと AT 誤発進抑制制
御もOFFになります。
AT誤後進抑制制御をOFFにしても、エン
ジンスイッチをLOCK（OFF）にしてか
ら、再度エンジンを始動するとAT誤後進
抑制制御はONになります。
2. 制限速度を超過しそうになると、後退速

度リミッターが作動します。

作動中はセレクトレバーを “R” にした

ときよりも早い間隔でブザー（ポーン

ポーン …）が鳴ります。また、マルチイ

ンフォメーションディスプレイに割り込

み画面を表示します。

■AT誤後進抑制制御をOFFにするとき

プリクラッシュブレーキOFFスイッチを長押しするとブザー（ピッ）が鳴り、AT誤後進

抑制制御（後退飛び出し抑制と後退速度リミッター）がOFFになります。OFFにすると、

メーター内のプリクラッシュブレーキOFF表示灯が点灯します。

ONに戻すときは再度プリクラッシュブレーキOFFスイッチを長押ししてください。ON

になると、ブザー（ピッ）が鳴り、プリクラッシュブレーキOFF表示灯が消灯します。

P.379参照

402556

•

•

402500 402502
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eSight / 車線逸脱警報

42

線逸脱警報
自車速が約40 km/h以上のときに車線を逸脱しそうになると注意を促します。

車線逸脱警報が作動するとブザー（ピピピッ）が鳴り、マルチインフォメーションディ

スプレイに割り込み画面を表示します。

402512 402549
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EyeSight / 車線逸脱警報

知  識
って認識し、車線逸脱警報が作動するこ

路でのタイヤの跡などがあるとき
の境目や道路の補修跡などがあるとき
などがあるとき
かれているとき
前の区画線が完全に消えていないなど、
ントがあるとき
示灯が点灯しているときは、車線逸脱警
警  告
車線逸脱警報はあらゆる状況で作動するものではありません。
また、逸脱を自動的に回避するものでもありません。車線の維
持を車線逸脱警報のみに頼っていると、車線逸脱による事故に
つながるおそれがあります。
車線逸脱警報は区画線を認識している場合に警報するものであ
り、路肩や側溝など道路の端を認識して警報する機能ではあり
ません。

注  意
次の場合、車線逸脱警報は作動しないまたは作動しにくい場合
があります。
• 自車速が約40 km/h未満のとき
• ハンドルを大きくまたは速く切ったとき
• 半径300 m以下のカーブを走行しているとき
• ブレーキペダルを踏んでいるとき
• 先行車との車間距離が短いとき
• 方向指示器作動中とレバーを戻した後の約4秒間
• 車線逸脱警報作動後、車線の内側に戻っていないとき
• 車線の幅が狭いとき
• 車線がステレオカメラの認識性能から見て認識しづらいとき
－ 区画線がない、または消えかかっている
－ 区画線が黄色で描かれている
－ 区画線の色が路面の色と似ていて見えにくい
－ 区画線の幅が細いなど

• 次の場合、車線を誤
とがあります。

－ ぬれた路面や積雪
－ 雪とアスファルト
－ ガードレールの影
－ 区画線が二重に描
－ 道路工事区間で以

路面に線状のペイ
• 車線逸脱警報OFF表

報は作動しません。
P.444参照
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知  識
逸脱警報をOFFにすると、ふらつき
もOFFになります。
ジンスイッチをLOCK（OFF）にし
ら、再度エンジンを始動しても、エ
ンスイッチをLOCK（OFF）にする
状態を保ちます。
eSight / 車線逸脱警報

44

車線逸脱警報をOFFにするとき

車線逸脱警報 OFF スイッチを長押しする

と、ブザー（ピッ）が鳴り、車線逸脱警報

がOFFになります。OFFにすると、メーター

内の車線逸脱警報 OFF 表示灯が点灯しま

す。

ON に戻すときは再度車線逸脱警報 OFF ス

イッチを長押ししてください。ON になる

と、ブザー（ピッ）が鳴り、車線逸脱警報

OFF表示灯が消灯します。

車線逸脱警報OFF表示灯

エンジンスイッチをONにすると点灯し、エ

ンジン始動後約7秒後、エンジンスイッチを

LOCK（OFF）にする前の状態に応じて消

灯または点灯します。

車線逸脱警報をOFFにすると点灯します。

また、次の場合にも点灯します。

• EyeSightシステムが故障したとき

P.474参照

• EyeSightシステムが一時停止したとき
P.476参照

• 車線
警報

• エン
てか
ンジ
前の

402501

402514



EyeSight / ふらつき警報

445
次ページへ ⇒

 ふらつき警報

車線内での車両の蛇行パターンからふらつきを認識し注意を促します。ふらつき警報が

作動するとブザー（ピピピッ）が鳴り、マルチインフォメーションディスプレイに割り

込み画面を表示します。

車速が約60 km/hを超えると作動可能になります。車速が約40 km/hを下回ると作動を

停止します。その後車速が約60 km/hを超えると、再び作動可能になります。

402515 403246
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知  識
走行データをもとに認識していま
ぐには認識できません。また、ふ
ばらくふらつき警報の作動が続く

意を促す機能です。疲れたときや
力が落ちた際は、必要に応じてこ
奨めします。
作動しません。
従操舵機能、車線逸脱抑制機能が

が点灯しているとき
46

eSight / ふらつき警報

警  告
ふらつき警報はあらゆる状況で作動するものではありません。
また、ふらつきを自動的に修正するものでもありません。自車
がふらつかないようにすることをふらつき警報のみに頼ってい
ると、思わぬ事故につながるおそれがあります。

注  意
次の状況では、作動しない場合があります。
• カーブが連続する道を走行しているとき
• 車速が大きく変動するとき
• 車線変更をした直後のとき
• 車線がステレオカメラの認識性能から見て認識しづらいとき
－ 区画線がない、または消えかかっている
－ 区画線が黄色で描かれている
－ 区画線の色が路面の色と似ていて見えにくい
－ 区画線の幅が細いなど

• ふらつきは過去数分間の
す。ふらつきはじめてもす
らつきがおさまった後もし
ことがあります。

• ふらつき警報は運転者に注
よそ見など、運転への集中
まめに休憩をとることをお

• 次の場合、ふらつき警報は
－ 車線中央維持・先行車追

作動しているとき
P.409、423参照

－ 車線逸脱警報OFF表示灯
P.444参照



EyeSight / ふらつき警報
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知  識
ふらつき警報をOFFにすると、車線逸脱
警報もOFFになります。
エンジンスイッチをLOCK（OFF）にし
てから、再度エンジンを始動しても、エ
ンジンスイッチをLOCK（OFF）にする
前の状態を保ちます。
■ふらつき警報をOFFにするとき

車線逸脱警報OFFスイッチを長押しするとブザー（ピッ）が鳴り、ふらつき警報がOFF

になります。OFFにすると、メーター内の車線逸脱警報OFF表示灯が点灯します。

ONに戻すときは再度車線逸脱警報OFFスイッチを長押ししてください。ONになると、

ブザー（ピッ）が鳴り、車線逸脱警報OFF表示灯が消灯します。

P.444参照

•

•

402501 402514
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 先

警  告
と表示でお知らせがあった場合で
囲の状況をよく確認してから自車を
せてください。先行車発進お知らせ
頼っていると、思わぬ事故につなが
れがあります。

知  識
車発進お知らせをOFFに設定できま

9参照
ような状況では、先行車が発進して
くても先行車発進お知らせが働いて
う場合や、先行車が発進していても
車発進お知らせが働かない場合があ
す。
止した先行車との間にオートバイな
が割り込んできたとき
候や道路形状などにより、先行車を
識できないとき
テレオカメラが先行車を認識しなく
ったとき
場合、先行車発進お知らせは作動し
ん。
eSightシステムが故障したとき
4参照
eSight システムが一時停止したと

6参照
eSight / 先行車発進お知らせ

48

行車発進お知らせ

先行車の発進後、自車が停止し続けた場合、ブザーと表示でお知らせします。先行車に

続いて停車（車間距離が約10 m以内、かつ自車がしばらく停車）すると先行車を認識し

続け、先行車が発進して約3 m以上進んでも自車が発進しないときに作動します。

この機能はセレクトレバーが“D”、“M”（マニュアルモード装備車）、“L”（Lレン

ジ装備車）または“N”のとき作動します。

この機能が作動するとブザー（ポピッ）が鳴り、マルチインフォメーションディスプレ

イに割り込み画面を表示します。

ブザー
も、周
発進さ
のみに
るおそ

• 先行
す。

P.14
• 次の

いな
しま
先行
りま

－ 停
ど

－ 天
認

－ ス
な

• 次の
ませ

－ Ey
P.47

－ Ey
き

P.47

402566 403247



EyeSight / 定速クルーズコントロール

449
次ページへ ⇒

 定速クルーズコントロール
定速クルーズコントロールは、高速道路や自動車専用道路でのドライブをより快適に

行っていただくための運転支援システムです。運転者が設定した車速を保ちながら、一

定の速度で走行することができます。
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注  意
するときは、全車速追従機能付ク
ルーズコントロールのどちらのク
れているかをマルチインフォメー

Sight 表示部で必ず確認してくださ

コントロール …“ ”（全車速
）
…“ ”（定速クルーズ表示灯）

知  識

を押すと、全車速追従機能付クルー

。

切り替えるときは、 / （車

以上押し続けます。（クルーズメイ
クルーズコントロールおよび定速
ットしていないときのみ有効）
止中でも、定速クルーズコントロー
50

eSight / 定速クルーズコントロール

警  告
定速クルーズコントロール中は車間距離を保つ追従走行を行い
ません。
先行車との車間距離、周囲の状況に応じてブレーキペダルを踏
んで減速するなどして車間距離を確保し、安全運転を心がけて
ください。

次の状況では、システムが正しく動作しません。定速クルーズ
コントロールを使用しないでください。
• ホイールバランスが異常なとき（バランスウェイトの脱落、ず

れなど）※

• ホイールアライメントが規定値から外れているとき※

※ ホイールおよびタイヤは大変重要な役割を果たしていますの
で、適正なものを使用してください。

P.695参照

次のような状況では、思わぬ事故につながるおそれがあります
ので定速クルーズコントロールを使用しないでください。
• 交通量の多い道や急カーブのある道を走行しているとき
－ 道路状況にあった速度で走行できないため事故につながる

おそれがあります。
• 凍結路や積雪路など滑りやすい路面を走行しているとき
－ タイヤが空転し、車のコントロールを失うおそれがありま

す。
• 急な下り坂の道を走行しているとき
－ セット車速を超えてしまう場合があります。

• 急な下り坂が続くとき
－ ブレーキが過熱するおそれがあります。

• 車両などをけん引しているとき
－ セット車速を維持できなくなる場合があります。

• 制限速度を守り、道路状況、環境にあった適切な車速範囲に
セット車速を設定してください。

クルーズコントロールを使用
ルーズコントロール、定速ク
ルーズコントロールが選択さ
ションディスプレイの Eye
い。
• 全車速追従機能付クルーズ

追従機能付クルーズ表示灯
• 定速クルーズコントロール

• （クルーズ）スイッチ

ズコントロールになります

• クルーズコントロールを

間設定）スイッチを約2秒
ン ON で全車速追従機能付
クルーズコントロールをセ

• EyeSightシステムが一時停
ルは使用できます。



EyeSight / 定速クルーズコントロール
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知  識
ルーズコントロール加速レベルを 4 段階
設定できます。
P.149参照
次ページへ ⇒

■定速クルーズコントロールの使用方法

●定速クルーズコントロールをセットするとき

1. 全車速追従機能付クルーズコントロールを作動可能（状態）にします。

（クルーズ）スイッチを押します。全車速追従機能付クルーズコントロールが ON

になり、マルチインフォメーションディスプレイのEyeSight表示部に“ ”（全車

速追従機能付クルーズ表示灯）（白色）、“ ”（車間設定表示灯）および自車表示

灯が点灯します。

また、“－－－ km/h”（セット車速表示）を表示します。

（クルーズ）スイッチを押したときは常に全車速追従機能付クルーズコントロール

として起動します。

（クルーズ）スイッチをもう一度押すとOFFになり、EyeSight表示部の表示が消え

ます。エンジンスイッチをLOCK（OFF）にしたときも自動的にOFFになります。

2. 定速クルーズコントロールに切り替えます。

/ （車間設定）スイッチを約2秒以上押し続けると、全車速追従機能付クルー

ズコントロールから定速クルーズコントロールに切り替わり、ブザー（ピッ）が鳴り

ます。

ク
に


402875 402815
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eSight / 定速クルーズコントロール

52

このときEyeSight表示部の車間設定表示灯が消灯し、“ ”（定速クルーズ表示灯）

（白色）に切り替わります。

定速クルーズコントロールは、次の条件

をすべて満たすとセット可能になり、

EyeSight表示部に“READY”（READY

表示灯）が点灯します。

• 運転席・助手席・後席のすべてのドア

が閉まっている

• 運転席シートベルトを着用している

• 電動パーキングブレーキを解除してい

る（電動パーキングブレーキ作動灯消灯）

• セレクトレバーが “D” または “M”

（マニュアルモード装備車）に入っている

• ブレーキペダルを踏んでいない

• 急な坂道でない

• ハンドルを大きく切っていない

• X（エックス）モードをONにしていない（X（エックス）モード表示灯消灯）

• 自車速が約30 km/h～約120 km/hのとき

402885 402817

402818
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警  告
定速クルーズコントロール作動中は、ブ
レーキ踏み増し要求警報は作動しませ
ん。
制限速度を守り、道路状況、環境にあっ
た適切な車速範囲にセット車速を設定し
てください。

注  意
定速クルーズコントロールでは、必要に
応じてアクセル、ブレーキ操作をする。

－ 先行車に合わせたアクセル、ブレーキ
制御を行いません。

知  識
下り坂などでは、セット車速を保つため
定速クルーズコントロールの制御により
ブレーキが作動することがあります。
カーブ走行中はセット車速が自車速より
高いときであっても、加速しないまたは
減速することがあります。
全車速追従機能付クルーズコントロール
に戻したいときは、定速クルーズコント

ロールを解除して、 / （車間設

定）スイッチを押します。切り替わると
ブザー（ピッ）が鳴ります。
3. アクセルペダルを加減して希望する速度にします。

4. 希望する速度になったら、SET/－またはRES/＋スイッチを押します。

スイッチを押したときの車速がセット車速となり、定速走行します。

EyeSight表示部にセット車速が表示され、“ ”（定速クルーズ表示灯）が白色か

ら緑色に変わります。また、EyeSight表示部の“READY”（READY表示灯）が消灯

します。

•

•

•

•

•

•

402879 402494
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eSight / 定速クルーズコントロール

54

セット車速を上げるとき

RES/＋スイッチによる方法
• RES/＋スイッチを1回ずつ押します

押すごとにセット車速が 5 km/h ずつ上

がります。

• RES/＋スイッチを押し続けます

押している間、セット車速が1 km/hずつ

上がります。

スイッチを操作するごとに EyeSight 表示

部のセット車速が変わります。

アクセルペダルによる方法
アクセルペダルを踏み、速度を上げます。

希望の速度になったら SET/ －スイッチを

押します。スイッチを押したときの車速に

再セットされ、EyeSight 表示部に新しい

セット車速を表示します。

402882

402883
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●セット車速を下げるとき

▼SET/－スイッチによる方法
• SET/－スイッチを1回ずつ押します

押すごとにセット車速が 5 km/h ずつ下

がります。

• SET/－スイッチを押し続けます

押している間、セット車速が1 km/hずつ

下がります。

スイッチを操作するごとに EyeSight 表示

部のセット車速が変わります。

▼ブレーキペダルによる方法
1. ブレーキペダルを踏み、速度を下げます。

定速クルーズコントロールが解除され、“ ”（定速クルーズ表示灯）が緑色から

白色に戻ります。

2. 希望の速度になったらブレーキペダルから足を離し、SET/－スイッチを押します。ス

イッチを押したときの車速にセットされ、EyeSight表示部に新しいセット車速を表示

します。

402883
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56

一時的に加速したいとき

一時的に加速したいときは、アクセルペダルを踏みます。

アクセルペダルを離すと、セット車速まで戻ります。

一時的に減速したいとき

一時的に減速するときは、ブレーキペダル

を踏みます。

このとき、定速クルーズコントロールは解

除されます。

EyeSight 表示部にセット車速を表示した

まま、“ ”（定速クルーズ表示灯）が

緑色から白色に戻ります。

セット車速に再びセットする場合はブレー

キペダルから足を離し、RES/＋スイッチを

押します。

解除のしかた

運転者の操作による解除
次のいずれかの操作で定速クルーズコント

ロールが解除されます。

• ブレーキペダルを踏む。

－ EyeSight表示部は、セット車速を表示

したまま、“ ”（定速クルーズ表

示灯）が緑色から白色に戻ります。

402495

402495
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• （クルーズ）スイッチを押す

－ EyeSight表示部は、セット車速を表示

したまま、“ ”（定速クルーズ表

示灯）が緑色から白色に戻ります。

－ 再度 （クルーズ）スイッチを押す

と、EyeSight表示部の表示が消え、定

速クルーズコントロールがOFFになり

ます。

402875
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システムによる自動解除
次の場合、ブザー（ピピーン）が鳴り、定

速クルーズコントロールが自動的に解除さ

れ、割り込み画面が表示されます。

• セレクトレバーを“D”または“M”（マ

ニュアルモード装備車）以外にしたとき

－ セレクトレバーを “D” または “M”

（マニュアルモード装備車）に戻すと、

再度使用できます。

• X（エックス）モードをONにしたとき（X

（エックス）モード表示灯点灯）

－ X（エックス）モードをOFFにすると、

再度使用することができます。

• 自車速が約25 km/h以下になったとき（急な上り坂など）

• 自車速が約145 km/h以上になったとき

• VDCまたはTCSが作動したとき

• 運転席・助手席・後席のいずれかのドアを開けたとき

• 運転席のシートベルトを外したとき

• 電動パーキングブレーキがかかっているとき

• EyeSightシステムが故障したとき（“ ”（EyeSight警告表示灯；黄色）が点灯

しているとき）

• ハンドルを大きく回したとき

• 道路の勾配が急なとき

• プリクラッシュ 2次ブレーキが作動したとき

• セレクトレバーを“L”にしたとき（Lレンジ装備車）

402540
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EyeSight / 定速クルーズコントロール
警  告
• 滑りやすい路面では、定速クルーズコントロールを使用しな

い。
－ 思わぬ事故につながるおそれがあります。

注  意
• 緊急時以外はセレクトレバーを“N”にしない。
－ セレクトレバーを “N” にすると定速クルーズコントロー

ルは自動的に解除されますが、エンジンブレーキが効かな
くなり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

知  識
• EyeSightシステムが故障した場合はEyeSight警告表示灯が

マルチインフォメーションディスプレイに点灯し、割り込み
画面を表示します。またプリクラッシュブレーキOFF表示灯
および車線逸脱警報OFF表示灯が点灯します。その場合は安
全な場所に停車して、一度エンジンスイッチをLOCK（OFF）
にしてから再びエンジンを始動してください。この操作をし
ても表示灯が点灯し続けるときは、定速クルーズコントロー
ルの使用ができません。通常走行には支障はありませんが、ス
バル販売店で点検を受けてください。

P.474参照
• 定速クルーズコントロールが自動で解除されたときは、解除

されたときの条件が解消されてから、再びセット操作を行っ
てください。条件が解消されてもセットできないときは、
EyeSightシステムの異常が考えられます。通常走行には支障
ありませんが、スバル販売店で点検を受けてください。
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知  識
場合はメモリーされているセット車
消去されます。

（クルーズ）スイッチを押してク

ーズメインOFFしたとき
CまたはTCSが作動したとき

速クルーズコントロールから全車速
従機能付クルーズコントロールに切
替えたとき
ト車速に応じた車速で定速走行しま

リー車速（前回のセット車速）がな
合、RES/ ＋スイッチを押すと、現
自車速がセットされます。
3参照
eSight / 定速クルーズコントロール
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一時解除の復帰（セット車速の再セット）

前回のセット車速がメモリーされているとき、その車速に再びセットする場合はRES/＋

スイッチを押します（EyeSight表示部が再びセット状態の表示になります）。

前回のセット車速がメモリーされている場合、自車速約30 km/h以上のときにセットで

きます。

• 次の
速が

－

ル
－ VD
－ 定

追
り

• セッ
す。

• メモ
い場
在の

P.45402882 402494
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警  告
安全運転を行う責任は運転者にある。後
退時には、ブレーキペダルを踏める状態
で、必ず目視によって周辺状況を確認す
る。

－ RABの検知性能・制御性能には限界が
あります。天候や周囲の状況、車両の
状態により、警報音やブレーキ制御の
作動が遅れたり、作動しなかったり、
衝突が回避できない場合があります。

－ RABは、歩行者や動物、動いているも
のを認識するように設計されていませ
ん。

RABだけに頼った後退は、絶対にしない。
－ システムを過信すると思わぬ事故につ

ながり、重大な傷害に及ぶか、最悪の
場合、死亡事故に至るおそれがありま
す。

知  識
人情報（例：氏名・性別・年齢・作動場
）や、会話その他の音声データは記録し
せん。
 RAB（後退時ブレーキアシスト）
RABは、後退時に壁や障害物に衝突するおそれがあるときに、マルチファンクションディ

スプレイやマルチインフォメーションディスプレイの表示と警報音で知らせ、必要に応

じてシステムによるブレーキを作動させることで衝突を回避、または衝突の被害を軽減

するシステムです。

RABは、システムによるブレーキが作動したときに、次のデータを記録します。

• 対象物からの距離

• 車速

• アクセルペダルおよびブレーキペダルの操作状況

• セレクトレバーの位置

• 外気温

• ソナーセンサーの感度設定

•

•

個
所
ま
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警  告
踏切内に閉じ込められ、後退し遮断
し上げて脱出しようとした場合、シ
が遮断機を障害物として検知し、ブ
が作動することがあります。このよ
きは、落ち着いてアクセルペダルを
けるか、RABをキャンセルしてくだ

0参照
eSight / RAB（後退時ブレーキアシスト）

62

RABの機能

RABはリヤバンパーに内蔵されたソナーセンサーにより、後退時に障害物を検知し、マ

ルチファンクションディスプレイやマルチインフォメーションディスプレイの表示と警

報音で運転者に知らせ、衝突の可能性があると判断した場合は、自動的に強いブレーキ

を作動させます。

RABによるブレーキアシスト機能の概要

お車が
機を押
ステム
レーキ
うなと
踏み続
さい。
P.47

402810
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■RABの作動条件

RABは、次の条件をすべて満たしていると

きに作動します。

• エンジンスイッチがONのとき

• EyeSight 警告表示灯が点灯していない

とき

• RAB警告灯が点灯していないとき

• RAB OFF 表示灯／一時停止表示灯が点

灯していないとき

• RABの作動がONに設定されているとき

• セレクトレバーを“R”に入れたとき

• 車速約1.5 km/h～約15 km/hで後退し

ているとき

402802
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るもの
ているもの
置にあるもの
など高い位置にあるもの
いもの
にある場合は、システムが正常に
。

テムの音
波数の音

システムが正常に作動しないこと

端に暑いとき、または寒いとき
ーまたは付近のリヤバンパーに大

のとき
部品を取り付けたときは、システ
があります。
ーポール、ラジオアンテナなどの

の高周波音を出す部品
きは、システムが正常に作動しな

近のリヤバンパーに雪、氷、泥が

とき
極端に低くなっているとき
ソナーセンサーの位置がずれてい
64

eSight / RAB（後退時ブレーキアシスト）

知  識
• システムに何らかの異常があるとき、RAB 警告灯が点灯し、

システムの作動を停止します。
警告灯が点灯した場合には、すみやかにスバル販売店で点検
を受けてください。

• RAB OFF表示灯／一時停止表示灯が点灯している間は、RAB
システムは作動しません。

• 次のような場合にはRABの検知性能が低下し、正常に作動し
ないことがあります。スバル販売店で点検を受けてください。

－ リヤバンパーを改造したとき
－ ソナーセンサーまたは付近のリヤバンパーにステッカーな

どを貼ったり、薬品を塗ったり、塗装したりしたとき
－ リヤバンパーを取り外したり、交換したりしたとき
－ 積載や改造などにより、車高が変わったとき
－ ソナーセンサーまたは付近のリヤバンパーに傷がついたと

き
－ リヤバンパーが強い衝撃を受けたり、変形したりしたとき

• 急な坂道では、システムによるブレーキの性能が低下するこ
とがあります。

• RABは車速約5 km/h以下での後退時に、システムによるブ
レーキで衝突を回避するように設計されていますが、衝突回
避を保証するものではありません。

• 非常に遅い速度で後退した場合、システムによるブレーキが
作動しないことがあります。

• 次のようなものは、認識しないことがあります。
－ ポールやフェンス、ロープ、金網などの尖ったものや細い

もの
－ セレクトレバーを“R”にしたとき、すでにリヤバンパーの

すぐ近くにあるもの
• 次のようなものは、認識しません。
－ 歩行者
－ 車両などの動いているもの

－ 布や雪など音波を吸収す
－ 表面の角度が斜めになっ
－ 駐車ブロックなど低い位
－ 吊り下げられているもの
－ 車両や壁などよりも小さ

• 次のような高周波音が近く
作動しないことがあります

－ 他の車両のホーン音
－ 他の車両のエンジン音
－ エアブレーキ音
－ 他の車両の車両検知シス
－ RABのソナーに近い周

• 次のような天候などでは、
があります。

－ ソナーセンサー付近が極
－ 大雨などでソナーセンサ

量の水がかかったとき
－ 霧や雪、強風、砂嵐など

• リヤバンパーに次のような
ムが正常に作動しないこと

－ フォグランプ、フェンダ
部品

－ ホーンやスピーカーなど
• 車両が次のような状態のと

いことがあります。
－ ソナーセンサーまたは付

多量についたとき
－ 車体が極端に傾いている
－ 積載などにより、車高が
－ 衝突や事故などにより、

るとき
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退方向にあるとき

あるとき
いるとき
るとき

403250

501182
• 次のような状態のときは、システムが正常に作動しないこと
があります。

－ 布製の横断幕や旗、枝つり、遮断桿などが後退方向にある
とき

－ 草や砂利が多い道路などを後退しているとき
－ 狭いトンネルや狭い橋、狭い道路、狭いガレージなど、物

や壁が車両に隣接した場所で後退しているとき
－ 後退方向の地面に穴やわだちがあるとき
－ マンホールのフタの上などを後退しているとき
－ 極端な上り坂を後退しているとき

501181

－ 極端な上り坂が後

－ 後退方向に縁石が
－ 下り坂を後退して
－ 段差を後退してい
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• 次のような状態のときは、システムが正常に作動しても衝突
を回避できないことがあります。

－ 路面が滑りやすいとき
－ タイヤの空気圧が適正でないとき
－ タイヤが摩耗しているとき
－ 指定サイズ以外のタイヤを装着しているとき
－ パンク修理キットで応急修理をしたとき
－ サスペンションを改造したとき
－ タイヤチェーンを装着しているとき
－ 事故や故障で自車の走行が不安定なとき
－ ブレーキ警告灯（赤色）が点灯しているとき
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知  識
イドビューモニターを表示していた場
、またはカメラセレクトレバー連動を
Nにしている場合は、RAB画面とサイド
ューモニターを同時に表示します。
■RABの作動

後退時に障害物を検知すると、マルチファ

ンクションディスプレイに障害物との距離

の範囲が表示され、3段階の警報音が鳴りま

す。

●障害物の検知と警報パターン

サ
合
O
ビ

501198

警報パターン
障害物との
距離の範囲

障害物との
距離の表示

ソナー警報音

遠距離警報 90 cm以上 緑 ―

中距離警報 70 cm～90 cm 黄+緑
ピッピッピッピッ
ピッ・・・

接近警報 50 cm～70 cm 橙+黄+緑 ピピピピピ・・・

最接近警報 50 cm以下 赤+橙+黄+緑 ピ―――
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68

(1) 遠距離警報：緑

(2) 中距離警報：黄

(3) 接近警報：橙

(4) 最接近警報：赤

障害物接近警報とシステムによるブレーキ

お車が後退を続け、システムが衝突の危険があると判断した場合、マルチファンクショ

ンディスプレイとマルチインフォメーションディスプレイに割り込み画面が表示され、

警報音が鳴ります。また、衝突を回避するために、自動的に強いブレーキが作動します。

P.135参照

501199

マルチファンクションディスプレイ＞ ＜マルチインフォメーションディスプレイ＞

501200 402553
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警  告
ステムによるブレーキで停車した後はす
にブレーキペダルを踏んでください。お
が動き出すおそれがあります。
システムによるブレーキで停車した後は、安全のためブレーキペダルを踏んでください。

ブレーキペダルを踏むまでマルチファンクションディスプレイとマルチインフォメー

ションディスプレイに割り込み画面が表示され、警報音が鳴ります。 シ
ぐ
車＜マルチファンクションディスプレイ＞ ＜マルチインフォメーションディスプレイ＞

501201 402548
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知  識
を検知できなくなったときも RAB
ンセルされます。

知  識
スイッチを押し、項目を選択します。
スイッチを押し続けると、選択した

のON／OFFを切り替えることがで
す。
7参照
によるブレーキ制御を作動なしに設
たとき、マルチインフォメーション
スプレイに RAB OFF 表示灯／一時
表示灯が点灯します。
eSight / RAB（後退時ブレーキアシスト）

70

RABのキャンセル

次のいずれかの操作でRABの作動をキャンセルすることができます。

• 加速抑制中に、アクセルペダルを踏み続ける

• セレクトレバーを“R”以外にする

• システムによるブレーキでの停車中にブレーキペダルを踏む

• システムによるブレーキでの停車中にアクセルペダルを踏む

RABのON／OFF設定

セレクトレバーを“R”にしたときに、マル

チファンクションディスプレイを操作する

ことでRABによるブレーキ制御とソナー警

報音の作動あり／作動なしを設定できま

す。

(1) RABによるブレーキ制御の作動あり

／作動なし

(2) ソナー警報音の作動あり／作動なし

障害物
がキャ

• INFO
INFO
項目
きま

P.15
• RAB

定し
ディ
停止

501203
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 システム作動音一覧

ブザー（音） 状態 参照先

ピーー …

プリクラッシュブレーキ：
2次ブレーキおよび警報が作動したとき

P.376

後退時ブレーキアシスト：
ブレーキが作動したとき

P.468

ピピーン

全車速追従機能付クルーズコントロール、定速
クルーズコントロールが自動解除されたとき

P.401、458

全車速追従機能付クルーズコントロールによる
停止保持中に自動的に電動パーキングブレーキ
が作動したとき

P.401

車線中央維持・先行車追従操舵機能、車線逸脱
抑制機能が自動解除されたとき

P.420、430

ピピーン…
車線中央維持・先行車追従操舵機能がハンドル
操作長時間非検出により自動解除されたとき

P.421

ピピピ…

プリクラッシュブレーキ：
車間距離警報が作動したとき

P.376
プリクラッシュブレーキ：
1次ブレーキおよび警報が作動したとき

全車速追従機能付クルーズコントロールによる
ブレーキ踏み増し要求警報が作動したとき

P.405

AT誤発進抑制制御が作動したとき P.432

AT 誤後進抑制制御の後退飛び出し抑制が作動
したとき

P.439

後退時ブレーキアシスト：
加速抑制が作動したとき

P.462
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ポンポーン…

車線中央維持・先行車追従操舵機能のハンドル
操作が長時間検出されないとき

P.421

車線逸脱抑制機能が長時間作動したとき、また
は複数回作動したとき

P.423

ピピピッ

車線中央維持機能作動中に、逸脱回避要求警報
が作動したとき

P.422

車線逸脱警報が作動したとき P.442

ふらつき警報が作動したとき P.445

ピ、ピ、ピ、ピ、
ピ、ピピーン

全車速追従機能付クルーズコントロールによる
停止保持が 2 分間継続し自動的に電動パーキン
グブレーキが作動するとき

P.399

ピッ

全車速追従機能付クルーズコントロールをセッ
ト中に
• 先行車を認識したとき※

• 先行車を認識しなくなったとき※

P.389

全車速追従機能付クルーズコントロールと定速
クルーズコントロールを切り替えたとき

P.451、453

EyeSightシステムが故障したとき P.474

EyeSightシステムが一時停止したとき P.476

プリクラッシュブレーキ（AT誤発進抑制制御、
AT誤後進抑制制御を含む）をOFFまたはONに
したとき

P.379、437、
441

車線逸脱警報（ふらつき警報を含む）をOFFま
たはONにしたとき

P.444、447

後退時ブレーキアシストが故障したとき P.475

後退時ブレーキアシストが一時停止したとき P.478

ポピッ 先行車発進お知らせが作動したとき※ P.448

ブザー（音） 状態 参照先
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※ 先行車を認識したとき、または先行車を認識しなくなったときのブザー（先行車捕捉

音）および先行車発進お知らせをOFFに設定できます。

P.149参照

ポーンポーン… 後退速度リミッターが作動しているとき P.440

ピッピッピッ
ピッピッ・・・

後退時ブレーキアシスト：
中距離警報

P.467
ピピピ

ピピ・・・
後退時ブレーキアシスト：
接近警報

ピ―――
後退時ブレーキアシスト：
最接近警報

ブザー（音） 状態 参照先
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■

注  意
に EyeSight 警告表示灯とエンジン
が同時に点灯したときは、高速走行
、直ちにスバル販売店で点検を受け
さい。エンジンなどに異常がある場
eSightシステムは使用できません。

知  識
Sight警告表示灯が点灯または点滅
ときは、安全な場所に停車して、一
ンジンスイッチをLOCK（OFF）に
エンジンを止めてから、再びエンジ
始動してください。
ジンを再始動しても EyeSight 警告
灯が点灯または点滅し続けるとき
yeSightシステムの異常が考えられ
。この場合、EyeSightシステムのす
の機能が停止します。通常走行には
ありませんが、スバル販売店で点検
けてください。
ight警告表示灯が点灯、または点滅

いるときは、RAB（後退時ブレーキ
スト）は機能しません。
eSight / EyeSight システムの故障および一時停止

74

yeSightシステムの故障および一時停止

EyeSightシステム（RABを含む）の異常を検知すると、メーター内の表示灯とマルチイ

ンフォメーションディスプレイの表示でお知らせします。表示内容を確認し、適切な処

置を行ってください。

故障（ステレオカメラの位置・角度ずれ含む）

ブザー（ピッ）が鳴り、EyeSight警告表示

灯 “ ”（黄色）が点灯または点滅しま

す。同時に、プリクラッシュブレーキ OFF

表示灯と車線逸脱警報OFF表示灯が点灯し

ます。

また、マルチインフォメーションディスプ

レイに割り込み画面を表示します。

走行中
警告灯
を避け
てくだ
合、Ey

• Eye
した
度エ
して
ンを

• エン
表示
は、E
ます
べて
支障
を受

• EyeS
して
アシ

表示画面 原因 処置

EyeSightシステムの故障ま
たはステレオカメラの位置・
角度ずれが考えられます。

点検、調整などが必要です。
スバル販売店にご相談くだ
さい。

402529

203208
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EyeSigh

●RAB警告灯

システムに異常があると点灯します。スバ

ル販売店にご連絡ください。

501204
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知  識
ht 一時停止表示が点灯していると

次のような現象が発生します。
クルーズコントロールを除くすべて
yeSight システムの機能が使用でき
ん。
（後退時ブレーキアシスト）が停止
場合があります。
eSight / EyeSight システムの故障および一時停止

76

一時停止

ブザー（ピッ）が鳴り、EyeSight一時停止

表示灯“ ”（白色）が点灯し、プリク

ラッシュブレーキOFF表示灯および車線逸

脱警報OFF表示灯が同時に点灯します。

また、マルチインフォメーションディスプ

レイに割り込み画面を表示します。

原因が解消されると一時停止が解除され、

自動的にEyeSightが復帰します。

EyeSig
きは、
• 定速

の E
ませ

• RAB
する

表示画面 原因 処置

ステレオカメラが前方を認
識しにくい
• フロントガラスの汚れ、曇

り
• 悪天候時
• 前方からの強い光

• フロントガラスをきれい
にしてください。

• 悪天候や前方からの光が
強い場合、その状況が解消
されしばらく走行すると
復帰します。
状 況 が 解 消 し て 時 間 が
たっても復帰しない場合、
スバル販売店で点検を受
けてください。

低温または高温時 EyeSightが使用可能な温度
になると復帰します。
室内が常温でも復帰しない
場合、スバル販売店で点検を
受けてください。

402528

203206

203205
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EyeSigh

• EyeSight起動中のとき
• 車両が極端に傾いている

と判断したとき
• エンジン始動後、プリク

ラッシュ 2次ブレーキが3
回作動したとき

• エンジンが停止したとき
（アイドリングストップに
よる停止を除く）

• 停車中または極めて低い
速度で走行中にハンドル
操作を行い、電動パワース
テアリングが過熱防止状
態になったとき

• ハ ン ド ル の 脱 着 な ど で
EyeSight内の判定値がず
れたとき

• ホイールアライメントが
ずれたとき

• 走行中にボンネットが開
いたとき

原因が解消されると復帰し
ます。このとき、復帰に時間
がかかる場合があります。
原因が解消して時間がたっ
ても復帰しない場合、スバル
販売店で点検を受けてくだ
さい。

表示画面 原因 処置

203207
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●

知  識
テムによるブレーキが作動した後
ブレーキペダルを踏み続けてくださ
システムによるブレーキで車両が停
、ブレーキペダルを踏むと、RAB
表示灯／一時停止表示灯が点灯し

。
テムによるブレーキで車両が停止
ブレーキペダルを踏むと、RABが一
止します。セレクトレバーを “R”
にして、再度“R”にすると、復帰
す。
場合は、システムによるブレーキが
され、電動パーキングブレーキが作
ます。
両が停止してから 2 分が経過したと

ずれかのドアを開けたとき
B警告灯が点灯したとき
B OFF 表示灯／一時停止表示灯が

灯したとき
2参照
eSight / EyeSight システムの故障および一時停止
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RAB OFF表示灯／一時停止表示灯

システムによるブレーキで車両が停止後、

ブレーキペダルを踏むと、RAB OFF表示灯

／一時停止表示灯が点灯し、RABが一時停

止状態となります。

セレクトレバーを “R” 以外にすると、

RAB OFF 表示灯／一時停止表示灯が消灯

し、次にセレクトレバーを“R”にしたとき

にRABが作動します。

また、次のような場合では、RABが自動的

に一時停止し、RAB OFF表示灯／一時停止

表示灯が点灯します。

• ソナーセンサーに氷や雪、泥などが付着したとき

• リヤバンパーのすぐ近くに物がある状態でセレクトレバーを“R”にしたとき
• RABのソナーに近い周波数の音を検知したとき

• シス
は、
い。
止後
OFF
ます

• シス
後、
時停
以外
しま

• 次の
解除
動し

－ 車
き

－ い
－ RA
－ RA

点
P.32

501293
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支援機能 / AVH（オートビークルホールド）

警  告
VHを使用する際は、次のことをお守りく
さい。守らないと思わぬ事故や重大な傷
につながるおそれがあります。
AVH作動灯が点灯するまでブレーキペダ
ルを踏み続けてください。お車が停止状
態を保持できず、動き出すおそれがあり
ます。
次のようなときは、AVHを使用しないで
ください。

－ 急な坂道を走行しているとき
－ 滑りやすい路面を走行しているとき
－ 駐車するとき
－ けん引されるとき
－ けん引するとき
－ 乗り降りするとき
－ 自動洗車機を使用するとき
－ 荷物などを積み下ろしするとき
AVH作動中に運転席のシートベルトを外
してドアを開けるとAVHが解除され、お
車がひとりでに動き出すおそれがありま
す。車外に出るときは、セレクトレバー
を “P” にして電動パーキングブレーキ
を確実にかけ、エンジンスイッチを
LOCK（OFF）にしてください。
運転
 AV

AVH

離し

たは
運転

支援機能

H（オートビークルホールド）
（オートビークルホールド）は、信号待ちなどの停止時にブレーキペダルから足を

ても、車両の停止状態を保持する機能です。保持中にアクセルペダルを踏み込む、ま

再度ブレーキペダルを踏むとブレーキの保持機能を解除します。 A
だ
害
•

•

•
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■

知  識
ジンスイッチをLOCK（OFF）にす
、AVHはOFFになります。再度使用
場合は、AVHスイッチを押してくだ
。
スイッチを30秒間押し続けるとメー
内のAVH表示灯が消灯し、以後の操
受け付けなくなります。この場合は
エンジンスイッチを LOCK（OFF）
、再度ONにすれば元に戻ります。
転支援機能 / AVH（オートビークルホールド）
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AVHの使いかた

• AVHスイッチを押すと、メーター内のAVH

表示灯が点灯して機能がONになります。

• AVH 表示灯が点灯しているときに AVH

が作動すると、メーター内のAVH作動灯

が点灯します。マルチファンクション

ディスプレイ装備車は、予防安全画面内

のAVH作動灯も点灯します。

• AVH 表示灯が点灯しているときに AVH

スイッチを押すと、表示灯が消灯して機

能がOFFになります。

• エン
ると
する
さい

• AVH
ター
作を
一度
にし

403227

402854



支援機能 / AVH（オートビークルホールド）
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知  識
停止状態を保持しているときに、次のよ
うな現象が起こることがありますが、異
常ではありません。

－ ブレーキペダルを踏むと重く感じる。
－ 保持中に作動音がする。
停車時にブレーキペダルを強く踏み込ま
ないと、AVHが作動しないことがありま
す。
アイドリングストップの作動条件を満た
しているときは、アイドリングストップ
も作動します。
運転

■AVHの作動条件

AVHは、ブレーキペダルを踏んで車両が停止したとき、次の条件をすべて満たしている

と作動します。

• 運転席のドアが閉まっている

• 運転席シートベルトを着用している

• シフトポジションが“P”以外

■AVHが解除される条件

次の場合、停止状態の保持が解除されます。解除されるとAVH作動灯が消灯します。

• アクセルペダルを踏む

• ブレーキペダルを踏みなおす

• 電動パーキングブレーキをかける

• ブレーキペダルを踏んだままセレクトレバーを“P”にする

• ブレーキペダルを踏んだままAVHスイッチを押してAVHをOFFにする

•

•

•
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■

●

●



■

警  告
ーキングブレーキを解除するとお車
出しますので、解除前には必ず周囲
を確認してください。
転支援機能 / AVH（オートビークルホールド）
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電動パーキングブレーキの自動作動

一定の条件を満たすとAVHが解除され、電動パーキングブレーキが自動的に作動します。

電動パーキングブレーキが自動的に作動する条件

次の場合、停止状態の保持が自動解除された後に、電動パーキングブレーキが自動的に

作動します。

このとき、メーター内のAVH作動灯が消灯し、メーター内の電動パーキングブレーキ作

動灯および電動パーキングブレーキスイッチ内の作動表示灯が点灯します。

• 停止状態の保持が10分以上継続したとき

• 運転席のシートベルトを外したとき

• 運転席のドアを開けたとき

• 急な坂道に停車したとき

• AVHシステムに問題が発生したとき

• エンジンスイッチをACCにしたとき

発進時の電動パーキングブレーキ解除

発進時は電動パーキングブレーキを解除してください。電動パーキングブレーキは次の

いずれかの操作で解除できます。このとき、メーター内の電動パーキングブレーキ作動

灯および電動パーキングブレーキスイッチ内の作動表示灯が消灯します。

• 運転席シートベルトの着用およびドアが閉まっている状態でアクセルペダルを踏む

P.323参照

• ブレーキペダルを踏んだまま、電動パーキングブレーキスイッチを押す

AVHお知らせ機能

AVH の作動や解除について注意が必要な場合や、システムに異常が発生したときには、

マルチインフォメーションディスプレイに警告メッセージを表示し、警告ブザーを鳴ら

して運転者に注意を促します。

マルチインフォメーションディスプレイに警告メッセージが表示されたときは、表示さ

れた指示に従ってください。

電動パ
が動き
の安全



運転支援機能 / アイドリングストップ
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 アイドリングストップ
アイドリングストップとは、エンジン暖機後に運転中の信号待ちや渋滞などで車両が停

止しているとき、燃費向上・排ガスの低減・アイドリング騒音低下のため、ブレーキ操

作によってエンジンを自動停止させる機能です。また、解除時にエンジンを自動再始動

させます。

※ 全車速追従機能付クルーズコントロールまたはAVHによって停止保持している場合は、

停止保持の解除時にエンジンが再始動します。

402909
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■

（

知  識
ドリングストップ中に、セレクトレ
を “D”、“M”（マニュアルモー
備車）、“L”（L レンジ装備車）か
N”または“P”に操作しても、アイ
ングストップは継続します。
だし、セレクトレバーを“N”また
“P”に操作後、“D”、“M”（マ
ュアルモード装備車）、“L”（L レ
ジ装備車）に操作するとエンジンは
始動します。
ックス）モード装備車はX（エック

モードが ON のとき、アイドリング
ップは作動しません。
転支援機能 / アイドリングストップ
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エンジン始動後、走行せずにアイドリングを続けた場合､アイドリングストップは作動し

ません。また､停車中にアイドリングストップ・再始動を繰り返すこともありません。ア

イドリングストップは短時間のアイドリング時にエンジンを自動で停止・再始動させる

機能です。長時間の駐車時はエンジンスイッチをLOCK（OFF）にしてください。

アイドリングストップの作動

セレクトレバーが“D”で走行中、アイドリ

ングストップが作動する条件を満たすと､

メーター内のアイドリングストップ表示灯

緑色）が点灯します。

ブレーキペダルを踏んで停車すると、アイ

ドリングストップが作動し、エンジンが停

止します。エンジン停止中、アイドリング

ストップ表示灯は点灯し続けます。

“D” のままブレーキペダルから足を離す

と自動でエンジンが再始動し､アイドリン

グストップ表示灯が消灯します（AVH作動

時を除く）。走行中に再度アイドリングストップする条件を満たすと､アイドリングス

トップ表示灯が点灯します。

• アイ
バー
ド装
ら“
ドリ

－ た
は
ニ
ン
再

• X（エ
ス）
スト

402433
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知  識
次の場合は停車後、アイドリングストッ
プが作動しないことがあります。

－ 急な坂道で停車したとき
－ 急ブレーキをかけて停止したとき
－ ブレーキブースターの負圧が十分でな

いとき
停車時、アイドリングストップが作動せ
ずにアイドリングストップ表示灯が消灯
したときは、ブレーキペダルの踏み込み
が弱い場合があります。
次の場合、アイドリングストップするま
で時間がかかるときがあります。

－ バッテリーが放電したとき
－ 水温が低いとき
－ バッテリー端子を再接続したとき
スバル販売店で方向指示レバー操作時の
アイドリングストップ非作動および自動
解除を有効にできます。

知  識
ンジン警告灯など、メーター内の警告灯
点灯・点滅している場合、アイドリング
トップが作動しないことがあります。
●アイドリングストップの作動条件

次の場合、アイドリングストップは作動可能になります。

• エンジンが十分に暖機されている

• 運転席ドアが閉まっている

• 運転席シートベルトを着用している

• X（エックス）モードがOFF

• エアコンの吹き出し口が 以外

• リヤウインドゥデフォッガースイッチがOFF

停車後、次の条件を満たすとアイドリングストップが作動します。

• ハンドルが直進状態のとき

• ハンドルを操作していない

●アイドリングストップが作動しない条件

次のいずれかの場合、アイドリングストップは作動しません。

• アイドリングストップ警告灯（黄色）／アイドリングストップOFF表示灯（黄色）が

点滅または点灯しているとき

• エンジン警告灯が点灯しているとき

• 電動パーキングブレーキが作動しているとき

• ボンネットが開いているとき

• 標高約1,500 m以上のとき

• トランスミッションフルードの油温が低い、または高いとき

• バッテリー状態が良好でないとき

•

•

•

•

エ
が
ス
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●



知  識
ドリングストップ中は、ブレーキペ
が硬く感じることがありますが、異
はありません。
ときはエンジン停止時間が短くなる
があります。
アコンが作動しているとき
気温が高いとき、または低いとき（エ
コンが設定温度を維持できなくなる
め）
装品などの消費電力が多いとき
ドリングストップからエンジンが再
すると、電源ソケットの電圧が低下
ので、使用している電装品によって
装品の電源が一時的に OFF になる
があります。
ル販売店で方向指示レバー操作時の
ドリングストップ非作動および自動
を有効にできます。
転支援機能 / アイドリングストップ

86

• エアコン使用時、エアコンの設定温度と車内の温度の差が大きいとき

• エアコン使用時、風量が多いとき

アイドリングストップが自動解除する条件

次の状態になるとアイドリングストップの作動が自動的に解除され、ブレーキペダルか

ら足を離さなくても、エンジンが再始動します。

• 坂道でブレーキをゆるめ､車両が動きだしたとき

• ブレーキペダルを素早く踏み増ししたとき

• アクセルペダルを踏んだとき

• セレクトレバーを“R”にしたとき

• セレクトレバーを “N” または “P” から “D”、“M”（マニュアルモード装備

車）、“L”（Lレンジ装備車）にしたとき

• ハンドル操作をしたとき

• X（エックス）モードをONにしたとき

• エアコンの吹き出し口を にしたとき

• リヤウインドゥデフォッガースイッチをONにしたとき

• エアコンが設定温度を維持できなくなったとき

• 電動パーキングブレーキスイッチを操作したとき

• 運転者が車両から降りようとしたとき（運転席シートベルトを外したり運転席ドアを

開けたとき）

• ブレーキブースターの負圧が低下したとき

• バッテリーの放電が進んだとき

• AVHの停止保持を解除したとき

P.481参照
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警  告
アイドリングストップ中にボンネット
を開けない。

－ 運転者が車内でブレーキペダルを踏
んでいても、安全を確保するため通常
のエンジン停止状態になります。この
場合、坂道でお車が動く、ハンドル操
作が重くなる、ブレーキが効きにくく
なるなどの可能性があり危険です。

知  識
アイドリングストップ作動停止状態でエ
ンジンスイッチをLOCK（OFF）した場
合、エンジンを再始動するとアイドリン
グストップは作動可能な状態に戻りま
す。
車から離れるときはエンジンスイッチを
LOCK（OFF）にしてください。バッテ
リー上がりの原因となります。
●アイドリングストップが自動解除しない条件

次の操作を行うと安全を確保するため通常のエンジン停止状態になり、エンジンは再始

動しません。この場合、セレクトレバーを“P”にして周囲の安全を確認してから、通常

の操作でエンジンを始動するか、エンジンスイッチをLOCK（OFF）にしてください。

• ボンネットを開けたとき

■アイドリングストップの作動をOFFにするとき

アイドリングストップOFFスイッチを押す

とアイドリングストップが作動停止状態と

なり、メーター内のアイドリングストップ

OFF 表示灯（黄色）が点灯します。もう一

度スイッチを押すとアイドリングストップ

が作動可能な状態になり、アイドリングス

トップOFF表示灯が消灯します。

アイドリングストップ中にスイッチを押す

と、エンジンが再始動します。

•

•

•

403156
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注  意
ン始動後にアイドリングストップ警
アイドリングストップ OFF 表示灯
しない、またはアイドリングストッ
スイッチを押しても点灯・消灯が切
らない場合は、すみやかにスバル販
点検を受けてください。
転支援機能 / アイドリングストップ
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アイドリングストップ表示灯（緑色）

アイドリングストップの作動条件を満たし

たとき､またはアイドリングストップ中に

点灯します。

エンジンが再始動すると消灯します。

アイドリングストップ警告灯（黄色）／アイドリングストップOFF
表示灯（黄色）

アイドリングストップ警告灯（黄色）

アイドリングストップシステムに異常があ

るとき、点滅します。すみやかにスバル販

売店で点検を受けてください。

また、システムの異常を検知するとマルチ

インフォメーションディスプレイに割り込

み画面を表示します。

アイドリングストップ OFF 表示灯

黄色）

アイドリングストップOFFスイッチを押し

てシステムを解除すると、点灯します。

通常のエンジン停止状態になったときも点灯します。

402433
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■アイドリングストップ警告ブザー

●ブザー（ピーーー）が鳴るとき

アイドリングストップ中に次の操作を行うと安全を確保するため通常のエンジン停止状

態になり、ブザーが鳴ります（メーター内のアイドリングストップOFF表示灯（黄色）も

点灯します）。この場合、セレクトレバーを“P”にして周囲の安全を確認してから通常

の操作でエンジンを始動するか、エンジンスイッチをLOCK（OFF）にしてください。

• ボンネットを開けたとき

■アイドリングストップ表示

マルチインフォメーションディスプレイに

トリップメーターをリセットしてからのア

イドリングストップした積算時間と節約し

た燃料の目安を表示します。

P.111、133参照

203029
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注  意
バッテリー以外は使用しない。
ッテリーの早期劣化やアイドリング
トップが正常に作動しなくなるおそ
があります。
テリーの端子から直接電装品の電源
らない。
イドリングストップが正常に作動し
くなります。
テリーが上がったときは、救援車を
しブースターケーブルを接続してエ
ンを始動する。
ンジンを始動した後は、すみやかに
バル販売店で点検を受けてくださ
。
6参照
転支援機能 / アイドリングストップ

90

バッテリー

充電受け入れ性能を高めた高性能な専用バッテリーを使用しています。バッテリーを交

換するときは、スバル純正のアイドリングストップ専用バッテリーに交換してください。

詳しくはスバル販売店にご相談ください。

P.692参照

• 専用
－ バ

ス
れ

• バッ
をと

－ ア
な

• バッ
依頼
ンジ

－ エ
ス
い

P.66
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運転支援機能 / VDC（ビ

次ページへ ⇒

 VDC（ビークルダイナミクスコントロールシステム）
走行中、滑りやすい路面や障害物の緊急回避などのときには、車両が横滑りや尻振りを

起こすことがあります。VDCは、ブレーキ制御、エンジン出力制御により、横滑りなど

車の不安定な挙動を抑えるシステムです。

■VDCの主な機能

●トラクションコントロール（TCS）機能

トラクションコントロール（TCS）機能は、ブレーキ制御、エンジン出力制御により、

滑りやすい路面などで生じる駆動輪の空転を防止して駆動力、操舵能力を確保する機能

です。

この機能が作動すると、VDC作動表示灯が点滅します。

●横滑りコントロール（VDC）機能

急なハンドル操作や滑りやすい路面などでの旋回時に、ブレーキ制御、エンジン出力制

御により車輪の横滑りなどを抑制し、車両の方向安定性を確保する装置です。この機能

が作動すると、VDC作動表示灯が点滅します。



4

運

知  識
動している状態です。

り、車体やハンドルなどに振動や

初の発進時に、エンジンルーム付
るとき
進時に、ブレーキペダルを踏み込
ルにABSが作動したときと同じよ

きはハンドル操作時のフィーリング
。
ンジンスイッチをLOCK（OFF）に

イヤ交換を行った場合は、VDCが
があります。
92

転支援機能 / VDC（ビークルダイナミクスコントロールシステム）

注  意
VDCに関しては次の事項を必ずお守りください。
守らないと正常に機能が作動せず、または守らないと直接的に
思わぬ事故につながるおそれがあります。
• VDCを過信しない。
－ VDCが作動した状態でも車両の安定性の確保には限界があ

ります。
• VDCが作動するような路面では車速を十分に落として運転す

る。
• サスペンション構成部品およびアクスルの脱着時は、必ずス

バル販売店で点検を受ける。
• 雪道走行するときは、冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）ま

たはタイヤチェーンを装着して走行する。
P.627、628参照
• VDC装備車であってもカーブなどの手前では、十分に速度を

落とす。
• 著しく摩耗したタイヤは使用しない。
• タイヤの空気圧を指定空気圧に保つ。

次の場合はVDCが正常に作
• ブレーキが小刻みに動いた

作動音を感じるとき
• エンジンを始動した後の最

近から一時的に作動音がす
• エンジンを始動した後の発

むタイミングによってペダ
うな振動を感じるとき

• VDC が作動していると
（感覚）が若干変わります

• タイヤ交換の際は、必ずエ
してください。
エンジンを始動したままタ
正常に機能しなくなること

P.579参照
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運転支援機能 / VDC（ビ

次ページへ ⇒

■VDC警告灯／VDC作動表示灯

●VDC警告灯

VDCの電子制御システムに異常があると点

灯します。

また、システムの異常を検知するとマルチ

インフォメーションディスプレイに割り込

み画面を表示します。

P.137参照

●VDC作動表示灯

TCS機能作動時、またはVDC機能作動時に

点滅します。

マルチファンクションディスプレイ装備車

は、マルチファンクションディスプレイを

予防安全画面にしている場合、画面内の表示灯が点滅します。

402440
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転支援機能 / VDC（ビークルダイナミクスコントロールシステム）

注  意
• 次の場合は異常が考えられますので、すみやかにスバル販売

店で点検を受けてください。
－ エンジンスイッチをONにしても点灯しない
－ エンジン始動後、数分たっても消灯しない
ただし、エンジンスイッチを一気に START（エンジン始動）
にした場合、警告灯が点灯し続けることがあります。再度エ
ンジンスイッチをLOCK（OFF）まで戻し、ONで約1秒止め
てからSTART（エンジン始動）にして、消灯する場合は、異
常ではありません。
上記の操作を繰り返しても点灯し続ける場合はシステムの異
常です。

• ABSの電子制御システムに異常があるときはABS警告灯の点
灯と同時にVDC警告灯も点灯し、VDCおよびABSは作動しま
せん。

－ 通常のブレーキとしては作動しますので、走行上支障はあ
りませんが、滑りやすい路面では注意して走行してくださ
い。

• VDC警告灯のみが点灯したときは、トラクションコントロー
ル（TCS）機能および横滑りコントロール（VDC）機能は作
動しません。

－ VDCの付いていない車両と同じように扱い、滑りやすい路
面では注意して走行してください。
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知  識
TCS機能を解除しても一部のブレーキ制
御は作動します。その場合、VDC作動表
示灯は点滅します。
X（エックス）モード中は、VDC OFFス
イッチを操作してもVDCのON／OFFは
切り替わりません。SNOW・DIRT では
ON、DEEP SNOW・MUDではOFFの
まま固定されます。
VDC OFF スイッチを押しても切り替わ
らない場合、一度エンジンスイッチを
LOCK（OFF）にし、再度エンジンを始
動してください。それでも切り替えでき
ないときは、スバル販売店にご相談くだ
さい。
エンジンを始動すれば TCS 機能は自動
的に作動可能状態になります。
運転支援機能 / VDC（ビ

■VDC OFFスイッチ

エンジンが作動しているとき、VDC OFFス

イッチを押すとTCS機能が解除されます。

次のような特殊な状況下において、TCS 機

能を一時的に解除して駆動輪を適度にス

リップさせた方が、発進できる場合があり

ます。

• 雪や砂利などで覆われた急登坂路で発進

するとき

• ぬかるみや深い雪にタイヤが埋まった状

態から脱出するとき

TCS機能が解除されるとメーター内のVDC OFF表示灯が点灯します。復帰させるときに

はもう一度VDC OFFスイッチを押します。

■VDC OFF表示灯

VDC OFF スイッチを押して TCS 機能を解

除したとき点灯します。

•

•

•

•

403157

402443
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警  告
について次のことをお守りくださ
らないと思わぬけがや重大な事故に
るおそれがあります。
変更や後退時には必ず目視で周辺状
確認する。
路、天候、交通状況などにより、隣
車線に車両が存在する場合や、左右
ら接近する車両が存在する場合で
、SRVD接近表示灯が点灯／点滅し
かったり、点灯／点滅が遅れる場合
あります。
テムを過信しない。
全な車線変更や後退の可否を判断し
り、車両や障害物との接触を自動的
防ぐ機能ではありません。
ステムを過信すると最悪の場合、死
事故につながるおそれがあります。

注  意
ーダイナモメーターやフリーロー
どを使用するときは、必ず SRVD
イッチを OFF にしてください。

が予期しない作動をする可能性があ
。

転支援機能 / SRVD（後側方警戒支援システム）

96

RVD（後側方警戒支援システム）
SRVD は、隣接車線の後方から接近する車両や、後退時に左右から接近する車両の存在

を知らせることにより、車線変更時や後退時の後側方確認をアシストするシステムです。

SRVDの主な機能

SRVDには、次の3つのアシスト機能があります。

• 死角検知：走行時における隣接車線の死角に隠れた車両を検知する

• 車線変更支援：隣接車線の後方から高速で接近してくる車両を検知する

• 後退時支援：後退時に左右から接近する車両を検知する

レーダーセンサーにより後方からの接近車両を検知して、その接近状態に応じてドアミ

ラー本体にあるSRVD接近表示灯が点灯します。

死角検知／車線変更支援機能では、SRVD 接近表示灯が点灯した状態で、点灯した側に

方向指示器のレバーを操作すると、SRVD 接近表示灯が点滅し、運転者に危険を知らせ

ます。

後退時支援では、接近状態に応じてSRVD接近表示灯が点滅するとともに、警報音によっ

て運転者に危険を知らせます。

システムの作動状況は、マルチインフォメーションディスプレイに表示します。

P.503、505参照

SRVD
い。守
つなが
• 車線

況を
－ 道
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も
な
が

• シス
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SRVD
ります
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497
運転支

■SRVDの作動条件

SRVDは、次の条件をすべて満たしているときに作動します。

死角検知／車線変更支援機能：

• エンジンスイッチがONのとき

• SRVD警告灯とSRVD OFF表示灯が点灯していないとき

• 車速約12 km/h以上で走行中のとき

後退時支援機能：

• エンジンスイッチがONのとき

• SRVD警告灯とSRVD OFF表示灯が点灯していないとき

• セレクトレバーを“R”に入れたとき

402444 402445
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転支援機能 / SRVD（後側方警戒支援システム）

98

SRVDが作動するとき

死角検知機能

ピラー左右後方の死角にある車両を検知し

ます。

死 角 エ リ ア に 車 両 を 検 知 し た 場 合 は、

SRVD 接近表示灯が点灯し、運転者に危険

を知らせます。運転者が SRVD 接近表示灯

の点灯した側に方向指示器のレバーを操作

した場合は、点滅させることによって運転

者に警告します。

車線変更支援

隣接する左右車線内に高速で接近する車両

を検知します。

接近する車両を検知した場合は、SRVD 接

近表示灯が点灯し、運転者に危険を知らせ

ます。運転者が SRVD 接近表示灯の点灯し

た側に方向指示器のレバーを操作した場合

は、点滅させることによって運転者に警告

します。

500981

500982
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499

警  告
囲の駐車している車両によりSRVDの作
範囲が制限され、接近する車両の検知が
きない場合や、遅れる場合があります。
ず、運転者の責任において目視によって
辺状況を確認してください。
運転支

次ページへ ⇒

●後退時支援

後退時に左右から接近してくる車両を検知

したときに作動します。

検知した場合は、次の方法で運転者に警告

します。

• ドアミラーの SRVD 接近表示灯による点

滅

• 警報音

▼接近する車両を検知しにくいとき
後退時において、駐車枠線が斜めに引かれ

た駐車スペースに駐車している場合は、周

囲の駐車している車両により SRVD の作動

範囲が制限されます。

(1) 駐車している車両

(2) 接近する車両

500983

周
動
で
必
周

501216
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ては、レーダーセンサーが検知し
くいことがあります。
歩行者、道路上および道路端の構

にくい形状の車両（車高の低い空
ツカーなど）
や、後退時の左右側方の検知エリ
してこない車両（接近車両はレー
にシステムが判断しています）
大きい車両
なく、長い時間並走している車両

度で隣車線を走行中に、急激に速
そうとする車両
接近表示灯の点灯／点滅および警
灯／点滅／警報ができないことが

から隣車線に車線変更してきたとき
または急勾配の上り下りが連続し
き

互いの車線の端を走行していると

で連続して接近しているとき
急カーブや交差点を曲がるときな

間で高低差があるとき
押してONにした直後
に入れた直後
載せているとき
00

転支援機能 / SRVD（後側方警戒支援システム）

知  識
• SRVD 接近表示灯を含むシステムに何らかの異常があるとき、

SRVD 警告灯が点灯し、システムの作動を停止します。警告
灯が点灯した場合には、すみやかにスバル販売店で点検を受
けてください。

• 次の場合、SRVD OFF表示灯が点灯し、システムの作動を一
時的に停止します。
状況が改善されると正常復帰しますが、SRVD OFF表示灯が
長時間点灯しているような場合には、すみやかにスバル販売
店で点検を受けてください。

－ レーダーセンサー付近のリヤバンパー上に雪、氷、泥が多
量についたとき

－ 雪道、もしくは周囲に何もない環境を長時間走行したとき
－ レーダーセンサー付近の温度が非常に低くなったときや、

非常に高くなったとき
－ バッテリーの電圧が規定より下がっているときや、上がっ

ているとき
－ レーダーセンサーの搭載位置に大きなずれが生じたとき

• レーダーセンサーの検知性能には限界があります。次のよう
な場合には SRVD の検知性能が低下し、正常に作動しないこ
とがあります。

－ レーダーセンサー付近のリヤバンパーが変形、損傷したと
き

－ リヤバンパーのレーダーセンサー付近に雪、氷、泥が付着
しているとき

－ 雨、雪、霧など悪天候のとき
－ 雪道、水たまりなど、ぬれた路面を走行するとき

• 次のような車両などに対し
ないか、もしくは検知しに

－ 小型の二輪車、自転車、
造物

－ レーダーの電波が反射し
荷のトレーラー、スポー

－ 隣車線後方の検知エリア
アにいても、自車に接近
ダーの検出データをもと

－ 自車との速度差がかなり
－ 自車とほとんど速度差が
－ 対向車
－ 2車線隣にいる車両
－ 自車よりもかなり遅い速

度を上げて自車を追い越
• 次のような場合は、SRVD

報音の警告が遅れるか、点
あります。

－ 車両が、2車線隣の車線
－ 急勾配を走行している、

た坂道を走行していると
－ 峠を越えるとき
－ 自車と隣車線の車両が、

き
－ 複数台の他車が狭い間隔
－ 回転半径が小さいとき（

ど）
－ 走行車線と隣接する車線
－ SRVD OFFスイッチを
－ セレクトレバーを“R”
－ 荷室に非常に重い荷物を
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援機能 / SRVD（後側方警戒支援システム）

建物や路壁などがあるとき、SRVD 接近
報音が鳴ることがあります。
がるとき、多車線の交差点を曲がるとき
表示灯が点滅することがあります。

402403

403072
運転支

• 後退時において、次のような場合は SRVD 接近表示灯の点滅
および警報音の警告が遅れるか、点滅／警報ができないこと
があります。

－ 傾斜のある駐車スペースから出るとき
－ 隣に大型車両が駐車しているとき
－ 勾配がついた路面で後退しているとき
－ 速い速度で後退しているとき

• 後退時において、駐車枠線が斜めに引かれた駐車スペースに
駐車している場合は、次のような現象が発生する可能性があ
ります。

－ SRVD 接近表示灯の点滅および警報音の警告が遅れるか、
点滅／警報ができない

－ 車両前方を通過する車両を検知して、SRVD 接近表示灯が
点滅し、警報音が鳴る

• 次の場合は、SRVD OFFスイッチを押してシステムの機能を
停止してください。レーダーセンサーの電波が遮られるため、
システムが正常に作動しない可能性があります。

－ トレーラーなどをけん引するとき
－ 車両後部に自転車またはスキー・スノーボード固定用のリ

ヤキャリアなどを装着するとき
• 次のような場合には、2車線横の車両を検知することがありま

す。
－ 自車が車線端に寄って走行しているとき
－ 2車線横の車両が車線端に寄って走行しているとき

• 道路上および道路端に構造物（ガードレール、トンネル、側
壁など）があるとき、SRVD 接近表示灯が点灯することがあ
ります。

－ ガードレールやコンクリート壁などが並行している場合
－ ガードレールや側壁の幅が狭くなっているところ
－ トンネルの出入口やトンネル内の側壁、非常駐車帯や待避

所

• 後退している方向に
表示灯が点滅し、警

• 市街地の交差点を曲
などに、SRVD接近
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知  識

日差しのもとでは、SRVD接近表示
見えにくいことがあります。
車両からのヘッドランプによって、
D接近表示灯が見えにくくなること
ります。
機能は、イルミネーションコント
ルダイヤルの設定に連動していま

7参照
音の音量を設定できます。
9参照
転支援機能 / SRVD（後側方警戒支援システム）

02

SRVD接近表示灯／警報音

SRVD接近表示灯

ドアミラーに取り付けられています。後方

からの接近車両を検知すると点灯します。

点灯した状態で、点灯側へ方向指示器のレ

バーを操作すると点滅し、運転者に危険を

知らせます。また後退時には、左右からの

接近車両を検知すると点滅して運転者に危

険を知らせます。

SRVD接近表示灯の減光機能

ランプ類が点灯していて周囲が暗いとき、SRVD接近表示灯が減光します。

警報音（後退時のみ）

SRVD接近表示灯の点滅と同時に警報音が鳴り、運転者に危険を知らせます。

402444

• 強い
灯が

• 後方
SRV
があ

• 減光
ロー
す。

P.29
• 警報
P.14



援機能 / SRVD（後側方警戒支援システム）

503
運転支

■SRVD警告表示／警告灯

●システム点検

システムに異常が発生したときに表示され

ます。また SRVD 警告灯が点灯します。ス

バル販売店で点検を受けてください。

●一時停止

極めて高温または低温の環境で使用したと

きや、バッテリー電圧の異常が発生したと

き、またはレーダーセンサーの取り付け角

度がいちじるしく変化しているとレーダー

センサーが判断したときに表示されます。

またSRVD OFF表示灯が点灯します。

状況が改善されると一時停止状態から復帰

して表示が消えますが、表示が長時間続く

場合には、スバル販売店で点検を受けてく

ださい。

402789

403164
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●

■

注  意
ンスイッチを LOCK（OFF）にし、
N にした場合は、LOCK（OFF）に
のSRVD ON／OFF状態が保持され
転支援機能 / SRVD（後側方警戒支援システム）

04

一時停止（レーダー検知不能）

レーダーセンサーの検知性能が低下したと

きに表示されます。またSRVD OFF表示灯

が点灯します。

状況が改善されると一時停止状態から復帰

して表示が消えますが、表示が長時間続く

場合には、スバル販売店で点検を受けてく

ださい。

SRVD OFFスイッチ

SRVD OFFスイッチを押すとSRVDが解除

されます。SRVD が解除されると、マルチ

インフォメーションディスプレイに SRVD

OFF表示灯が点灯します。

復帰させるときにはもう一度SRVD OFFス

イッチを押します。SRVD OFF表示灯が消

灯し、左右のドアミラーの SRVD 接近表示

灯が数秒間点灯します。

403165

エンジ
再度 O
する前
ます。

403158
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運転支

次ページへ ⇒

■SRVD OFF表示灯

SRVD OFFスイッチを押してSRVDを解除

したときおよび一時停止状態のときに点灯

します。

■レーダーセンサーの取り扱いについて

SRVD のレーダーセンサーはリヤバンパー

の内側に左右ひとつずつ取り付けられてい

ます。

402450

402578
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転支援機能 / SRVD（後側方警戒支援システム）

注  意
SRVDの正しい作動のため、次のことをお守りください。
• レーダーセンサー付近のバンパー表面は、いつもきれいにし

ておく。
• レーダーセンサー付近のバンパー表面にステッカーなどを貼

り付けない。
－ 詳しくはスバル販売店にご相談ください。

• レーダーセンサー付近のバンパーを改造しない。
• レーダーセンサー付近のバンパーを塗装しない。
• レーダーセンサー付近のバンパーへの強い衝撃を避ける。
－ レーダーセンサーの取り付け位置がずれると、検知範囲に

入った車両を検知できないなど、システムに異常が起こる
おそれがあるので強い衝撃を受けた際は、必ずスバル販売
店で点検を受けてください。

• レーダーセンサーを分解しない。

402579



能 / SRH（ステアリング連動ヘッドランプ）

507
運転支援機

 SRH（ステアリング連動ヘッドランプ）
SRH（ステアリング連動ヘッドランプ）は、車両の前進時にハンドルの操作や車速に合

わせてヘッドランプの光軸を自動で調整し、コーナーや交差点で進行方向を照らして視

認性を高める機能です。車速が約8 km/h以上のときに作動します。

■SRH OFFスイッチ

• SRH OFFスイッチを押すと、SRHが解除

されます。SRHが解除されるとメーター

内のSRH OFF表示灯が点灯します。復帰

させるときにはもう一度 SRH OFF ス

イッチを押します。

• SRHをOFFにしても、エンジンスイッチ

をLOCK（OFF）にし、再度ONにすると

SRHはONになります。

SRH非装備車 SRH装備車

304786 304787

402453
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■

■

■

転支援機能 / SRH（ステアリング連動ヘッドランプ）

08

SRH OFF表示灯

SRH OFFスイッチを押して SRHを解除し

たとき点灯します。

SRH警告灯

SRHに異常が発生したときに、点滅します。

スバル販売店で点検を受けてください。

SRHのカスタマイズ

スバル販売店でSRHを作動なしに設定できます。

402455

402455



 / ADB（アダプティブドライビングビーム）

509

警  告
ADBを過信しない。

－ 運転者は常に自らの責任で周囲の状況
に応じてライティングスイッチを操作
してください。
運転支援機能

次ページへ ⇒

 ADB（アダプティブドライビングビーム）
ADB（アダプティブドライビングビーム）

は、フロントガラス上部に取り付けられた

ステレオカメラにより、対向車や先行車な

ど、他の車両を眩惑しないように自動的に

照射範囲を制御しながらハイビームによる

最大の視界を確保する機能です。

•

403345
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10

転支援機能 / ADB（アダプティブドライビングビーム）

注  意
ADBを正しく作動させるために次のことをお守りください。
• ステレオカメラに触れない
• ステレオカメラに強い衝撃を与えない
• ステレオカメラを分解しない
• ステレオカメラに液体をかけない
• 図のグレー部に次のような行為をしないでください。詳しく

はスバル販売店にご相談ください。
－ ステレオカメラの近くのフロントガラスにステッカー類

（車検ステッカーなど）を貼る
－ ルームミラーやステレオカメラ周辺にスバル指定以外のア

クセサリー用品を取り付ける

• ダッシュボードの上に物を置かない
• 荷物を積みすぎない
• 車両を改造しない
• スバル純正品以外のフロントガラスに交換しない

402962



 / ADB（アダプティブドライビングビーム）

511

知  識
yeSight が故障または一時停止している
きは、ADBは作動せずにロービームとな
ます。
運転支援機能

次ページへ ⇒

■ADBの使いかた

次の手順で機能がONになります。

1. ライティングスイッチをAUTO位置にし

ます。

2. ライティングスイッチのレバーを前方へ

押し、ハイビームの位置にします。

■ADBの作動

機能が ON のとき、オートライトによって

ヘッドランプが点灯すると作動し、ADB表

示灯（緑色）が点灯します。

車速約 30 km/h 以上で暗い場所を走行し

ているとき、前方に車両がいない場合はハ

イビームが点灯します。先行車または対向

車がランプを点灯している場合は、その部

分を自動的に遮光します。

車速が約15 km/h以下になったとき、また

は車両前方が明るいときは、ロービームに

切り替えます。高速走行時（約 100 km/h

以上のとき）は自動的に光軸を上向きに調整し、より遠くを照らします。

403340

E
と
り

402916
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さが正確に検知されず、ハイビー
になる場合や、ロービームが継続
ような場合は、手動でハイビーム
ください。
、大雨など）
いるときや、曇っているとき
れや破損があるとき
灯などに似た光があるとき
灯火（電球切れなど）のときや、ラ
たり光軸がずれているとき
続するとき
走行しているとき
しているとき
のように光を強く反射するものが

の後部が光を強く反射するとき
損または汚れているとき
り車両が傾いているとき
12

転支援機能 / ADB（アダプティブドライビングビーム）

知  識
• 次の状況では、ADBが正しく作動しない場合があります。
－ 見通しの悪いカーブで対向車と突然すれ違ったとき
－ 他車が前方を横切ったとき
－ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹などで対向車や先行

車が見え隠れするとき
• 対向車のフォグランプにより、ADBが正しく作動しない場合

があります。
• 街灯や信号、広告などの照明、または標識、看板などの反射

物によりADBが正しく作動しない場合があります。
• 次の原因によりADBが正しく作動しない場合があります。
－ 対向車または先行車のランプの明るさや色
－ 対向車または先行車のランプが泥や雪などで汚れて見えな

いとき
－ 対向車または先行車の動きや向き
－ 対向車または先行車のランプが片側のみ点灯しているとき
－ 対向車または先行車が二輪車のとき
－ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況など）
－ 乗車人数や荷物の量
－ ステレオカメラ認識範囲の制約による反応遅れ

• ADB は、対向車のヘッドランプ、先行車の尾灯などの光源、
あるいは街灯などの明るさをステレオカメラが認識します。
したがって、遮光範囲が運転者の感覚に合わず切り替わる場
合があります。

• 自転車などの軽車両のランプは検知しない場合があります。

• 次の状況では、周囲の明る
ムが対向車や先行車の迷惑
する場合があります。この
とロービームを切り替えて

－ 悪天候時（霧、雪、砂嵐
－ フロントガラスが汚れて
－ フロントガラスにひび割
－ 周囲にヘッドランプや尾
－ 対向車または先行車が無

ンプに汚れや変色があっ
－ 急激な明るさの変化が連
－ 起伏や段差が多い道路を
－ カーブが多い道路を走行
－ 車両前方に標識やミラー

あるとき
－ コンテナなど、先行車両
－ 自車のヘッドランプが破
－ パンクやけん引などによ
－ エンジン始動直後



 / ADB（アダプティブドライビングビーム）

513
運転支援機能

■ADBの解除

ADBを解除するには、ライティングスイッチをAUTO以外にするか、レバーをロービー

ムの位置に戻します。

■ADB警告灯（黄色）

ADBに異常が発生したときは、LEDヘッドランプ警告灯またはADB警告灯が点灯し、マ

ルチインフォメーションディスプレイに割り込み画面を表示します。スバル販売店で点

検を受けてください。

■ADBのカスタマイズ

スバル販売店でADBを作動なしに設定できます。

＜LEDヘッドランプ警告灯＞ ＜ADB警告灯＞

402917 402916
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 サ

警  告
ラ映像の距離感覚は、実際の距離と
なる場合がある。
ラ映像の範囲には限界があるので、
目視やドアミラーで周囲の安全を確
ながら運転する。
メラ映像のみを見て運転すると、お
をぶつけるなど思わぬ事故を引き起
すおそれがあります。
ような状況では、サイドビューモニ
を使用しない。
アミラーを格納しているとき
手席のドアが完全に閉まっていない
き

転支援機能 / サイドビューモニター・フロントビューモニター

14

イドビューモニター・フロントビューモニター
カメラ映像をマルチファンクションディスプレイ上に表示することにより、車両の死角

を確認できます。

サイドビューモニターは、車両前側方（助手席側）の映像を表示します。

フロントビューモニターは、車両前方の映像を表示します。

• カメ
は異

• カメ
直接
認し

－ カ
車
こ

• 次の
ター

－ ド
－ 助

と
501052

501143



ビューモニター・フロントビューモニター

515

知  識
カメラ映像を表示してから次の条件を満
たすと、すぐに基本画面に戻ります。

－ 電動パーキングブレーキを作動させた
とき

－ 車速が約20 km/h以上になったとき
－ INFOスイッチを押したとき
－ セレクトレバーを“P”にしたとき
カメラセレクトレバー連動機能でセレク
トレバーを“R”以外にして表示してい
るときも同じ順番で切り替わります。
運転支援機能 / サイド

■表示のしかた

VIEWスイッチを操作するとカメラ映像を表示します。

また、カメラセレクトレバー連動機能により、レバー操作に連動して画面が切り替わり

ます。

●VIEWスイッチで表示する

マルチファンクションディスプレイに基本画面を表示中、VIEWスイッチを押します。

スイッチを押すごとに画面が切り替わります。

カメラ映像を表示してから約3分間経過すると基本画面に戻ります。 •

•

203658 403210
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●

知  識
ラ映像を表示してからセレクトレ
を “P” にすると、すぐに基本画面
ります。
クトレバーを“R”以外にして表示
いるとき、次の場合はすぐに基本画
戻ります。
動パーキングブレーキを作動させた
き
速が約8 km/h以上になったとき
EW スイッチを押して基本画面に戻
たとき
ラセレクトレバー連動機能をOFFに
することができます。
9参照
転支援機能 / サイドビューモニター・フロントビューモニター

16

カメラセレクトレバー連動機能で表示する

セレクトレバーを“R”にするとカメラ映像を表示します。

レバーの位置によって、画面が切り替わります。

セレクトレバーを“R”以外にして表示しているときは、約9秒経過すると基本画面に戻

ります。

• カメ
バー
に戻

• セレ
して
面に

－ 電
と

－ 車
－ VI

し
• カメ

変更
P.16

“R”,”P”

“R”,”P”

“R”

“R”

403211



ビューモニター・フロントビューモニター

517

注  意
運転時は、ガイド線に頼らず直接目で確
認する。

－ 搭乗人数や積載状態により車両が路面
に対して傾いている場合など、実際の
位置とガイド線の指示が異なる場合が
あります。
運転支援機能 / サイド

■カメラ映像の見かた

カメラ映像には、距離感覚を補助するため、実際の距離の目安となるガイド線（補助線）

を表示します。

●サイドビューモニター

1. フロントバンパーの先端から約30 cm

2. フロントタイヤの中心

3. 左タイヤ外側から約30 cm

●フロントビューモニター

1. 車両左外側から約30 cm

2. 車両右外側から約30 cm

3. フロントバンパーの先端から約50 cm

•

501136

403221
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■



転支援機能 / サイドビューモニター・フロントビューモニター

18

サイドビューモニター・フロントビューモニターのカスタマイズ

カメラ映像の明るさ・コントラストを設定することができます。

P.169参照
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ビューモニター・フロントビューモニター

次ページへ ⇒

注  意
る場合は、カメラ周辺部に直接水をかけ

、結露などが発生したり、故障や火災、感
す。
ため、強い衝撃は与えない。
の原因となります。
着して固まったり、雪などで凍り付いて
、棒などでたたいて泥や氷を落とさない。
の原因となります。水またはぬるま湯を
柔らかい布で拭き取ってください。
気を近づけない。
となります。
時間使用しない。
の原因となります。
運転支援機能 / サイド

警  告
• カメラ、スイッチ、配線類を分解したり改造したりしない。
－ 万一煙が出たり異臭がした場合には、スバル販売店で点検

を受けてください。そのまま使用すると、事故、火災、感
電の原因となります。

403346

• 高圧洗車機を使用す
ない。

－ レンズに水が入り
電の原因となりま

• カメラは精密機器の
－ 故障や火災、感電

• カメラに泥などが付
しまっているときに

－ 故障や火災、感電
かけて洗い流し、

• カメラや配線類に火
－ 故障や火災の原因

• エンジン停止中に長
－ バッテリー上がり
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転支援機能 / サイドビューモニター・フロントビューモニター

知  識
• アルコール、ベンジン、シンナーなどでカメラを拭かないで

ください。変色などの原因となります。汚れを落とすときに
は、薄めた中性洗剤を染み込ませた布で拭き、柔らかい布で
から拭きをしてください。

• ボディワックスをかける場合は、ワックスがカメラにつかな
いよう注意してください。もし、ついてしまった場合にはき
れいな布に水で薄めた中性洗剤を含ませ、拭き取ってくださ
い。

• レンズカバーは傷がつきにくいよう、ハードコートしていま
すが、ボディ洗車する場合やレンズカバーを拭き取る場合に、
傷をつけないように注意してください。

• レンズカバーに洗車ブラシなどは使用しないでください。カ
メラ映像が見づらくなることがあります。

• 次のような場合には、カメラ映像が見づらくなることがあり
ますが、故障ではありません。

－ 暗いところ（夜間、トンネルなど）
－ カメラ付近が極端に高温または低温のとき
－ レンズカバーが汚れているとき
－ 直接カメラに強い光が入るとき（映像に白い縦線など影響

が出ることがあります）
－ 雨天時など、レンズカバーに水滴がついたとき、または湿

度が高いとき
－ 蛍光灯などの照明の下

• カメラ映像は実際の色合いとは多少異なることがあります。
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アコン / 吹
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アコ
き出
き出し口の調整

ン
し口の調整

開：吹き出し口が開きます。

閉：吹き出し口が閉じます。

501067
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■中央吹き出し口

吹き出し口のノブを上下左右に動かして風

向きを調整します。また、ノブを下に動か

すと吹き出し口を閉じることができます。

■左右吹き出し口

吹き出し口のノブを上下左右に動かして風

向きを調整します。

また、吹き出し口開閉ダイヤルを操作する

と吹き出し口を開閉することができます。

501068

501069
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24

き出し口の場所とエアコンの使いかた
使用目的に合わせて吹き出し口を選択してください。

左右の吹き出し口からは、常時送風します。

左右の吹き出し口の送風を止めるときは、吹き出し口開閉ダイヤルを操作して吹き出し

口を閉じてください。

501070



 / 吹き出し口の場所とエアコンの使いかた
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知  識
き出し口を あるいは に切り替え
と、効果的に曇りを取るため自動で除湿
能（A/Cスイッチ）がONになり、外気
入に切り替わる場合があります（内気循
を選択時は外気導入に切り替わらずに、
気循環状態を維持します）。
P.531、533、537参照
エアコン

次ページへ ⇒

吹
る
機
導
環
内


目
的

吹き出し口
切り替え

風量調整 A/C 温度調整
内外気切
り替え

アドバイス

冷
房

AUTO
または AUTO

または
希望風量

AUTO
または

ON

希望温度
（25付近
より低め）

AUTO
または

外気導入

• 早く冷やしたいときは、
内外気切り替えを内気
循環にしてください。

• 冷房の効きを高めたい
ときは、内気循環にして
ください。

冷
房

AUTO
または AUTO

または
希望風量

AUTO
または

ON

希望温度
（25付近
より低め）

AUTO
または

外気導入

足元の蒸れ感が強いとき
に使用してください。

暖
房

AUTO
または AUTO

または
希望風量

AUTO
または

ON

希望温度
（25付近
より高め）

AUTO
または

外気導入

• フロントガラス、フロン
トドアガラスにも少し
送風されますが、これは
曇りを防止するための
ものです。

• 顔部が熱い場合は、温度
調整ダイヤルを操作し、
適温に調整してくださ
い。

曇
り
除
去
と
暖
房

AUTO
または AUTO

または
希望風量

AUTO
または

ON

希望温度
（25付近）

AUTO
または

外気導入

設定温度または温度調整
ダイヤルの位置によって
は、曇り除去機能が低下す
る場合があります。
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頭
寒
足
熱

AUTO
または AUTO

または
希望風量

AUTO
または

ON

希望温度
（25付近）

AUTO
または

外気導入

温度設定を最大暖房また
は最大冷房にすると頭寒
足熱にはなりません。冷風
または温風のみの吹き出
しになります。

曇
り
除
去

AUTO
または

希望風量
AUTO
または

ON

（25付近
より高め）

AUTO
または

外気導入

• 夏場にフロントガラス、
フロントドアガラスの
曇りを除去する場合、温
度調整は中間より低め
で使用してください。

• 外気温度と吹き出し風
の温度差が大きいと、フ
ロントガラス、フロント
ドアガラスの外側が曇
る場合があります。この
と き は 冷 房 機 能 を

「OFF」にするか、温度
調整は中間より高めで
使用してください。

換
気

AUTO
または

希望風量
AUTO
または
OFF

希望温度
AUTO
または

外気導入
―

目
的

吹き出し口
切り替え

風量調整 A/C 温度調整
内外気切
り替え

アドバイス
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 / 吹き出し口の場所とエアコンの使いかた
エアコン

知  識
• 冬季などでエンジンが冷えているときは、しばらくの間、デ

フロスター吹き出しの外気導入になり、ファンは低速回転で
作動します。
ただし、風量調整（ファン）ダイヤルを「AUTO」にし、吹

き出し口切り替えダイヤルを“ ”や“ ”、“ ”に

したとき、冷却水温が温まるまで風量調整の AUTOモードは
作動しません。

• オート作動中に曇り取りや除湿効果を高めたいときは、A/C
スイッチを押してください。

－ A/C スイッチの表示灯が点灯していない場合でも、制御上
作動することがあります（その場合はエンジン回転数が高
くなります）。

• 夏場など、特に外気温が高いときに冷房効果を高めたいとき
は一時的に内気循環を使用してください。

• 次の場合、冷房・除湿機能が作動しないことがあります。
－ 室内の温度が低いとき
－ 外気温度が0 ℃付近まで下がったとき

• 冷房中に吹き出し口から白煙が出ているように見えることが
あります。これは湿度の高い空気が急激に冷やされて起こる
現象で、異常ではありません。

• エンジンスイッチを LOCK（OFF）にしてエアコンを止めた
場合、再始動時は止める直前の状態に戻ります。

• 停車中の冷房効果を上げるため、アイドリング回転が高くな
ります。クリープ現象が強くなりますので、ブレーキペダル
を確実に踏んでください。

• 冷房・除湿機能は装置の各部をオイルで潤滑にするためにも
月に2、3回程度作動させてください。また、長時間作動させ
ていない場合は、エンジンを低回転（またはアイドリング）の
状態で、数分間冷房または除湿暖房を行ってください。

• 冷えない場合、冷媒不足も考えられます。お近くのスバル販
売店で点検を受けてください。
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ルオートエアコン（プッシュタイプ）

フロントワイパーデアイサー装備車はフロントワイパーデアイサーと連動

フルオートでの使いかた

エンジンを始動しているとき、AUTO スイッチを押します。温度調整ダイヤルで希望温

度を設定します。各機能を自動的にコントロールし、室内を快適に保ちます。表示部に

は“FULL AUTO”と表示します。

501302

501072 501322



ン / フルオートエアコン（プッシュタイプ）

529
エアコ

■手動選択で使うとき（マニュアル）

フルオート作動中、次のスイッチおよびダイヤルを操作すると、フルオートを解除し、操

作したスイッチの機能を固定できます。このとき表示部の“FULL”が消えます。

• デフロスタースイッチ

• 内外気切り替えスイッチ

• 風量調整（ファン）ダイヤル

• モード（吹き出し口）切り替えダイヤル

• A/Cスイッチ

• MAX A/Cスイッチ

■各スイッチの機能

●AUTOスイッチ

フルオートで使うときに押します。

設定温度に応じて、吹き出し口切り替えや

ファン風量、冷房・除湿機能の作動、内外

気切り替えなどをすべて自動制御します。

フルオート時はAUTOスイッチの表示灯が

点灯します。

501072



エ

5

●

●



●



●



アコン / フルオートエアコン（プッシュタイプ）

30

温度調整ダイヤル

室内温度を設定するときに使います。

温度は18.0～32.0の範囲で0.5ずつ設定で

きます。LOまたはHIに設定したときは、そ

れぞれ最大冷房または最大暖房となりま

す。

ヒーテッドドアミラースイッチ

P.276参照

リヤウインドゥデフォッガースイッチ

P.292参照

フロントワイパーデアイサースイッチ

P.293参照

501075
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エアコ

●デフロスタースイッチ

フロントガラス、フロントドアガラスの曇

りや霜を取るときに使います。スイッチを

押すと効果的に曇りを取るために、自動的

に外気導入、除湿機能作動、デフロスター

吹き出しにセットされます。デフロスター

作動時は、デフロスタースイッチの表示灯

が点灯します。

デフロスタースイッチをもう一度押すと、

デフロスター作動前の状態に戻ります。

501078
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注  意
スが曇りやすくなるので、内気循環
要なときだけ使い、通常は外気導入
う。
気循環で使用する場合は、A/Cスイッ
を押して除湿機能を働かせて使用し
ください。

知  識
リーの接続を外してから再接続した
またはバッテリー電圧が低下した場
外気切り替えスイッチ表示灯が点滅
とがありますが、異常ではありませ
だし、エンジン始動時に必ず内外気
えスイッチ表示灯が点滅する場合は
統の異常が考えられますので、お近
バル販売店で点検を受けてくださ
アコン / フルオートエアコン（プッシュタイプ）

32

内外気切り替えスイッチ

一時的に外気を遮断したい場合に使いま

す。

スイッチを押すごとに内気循環と外気導入

が交互に切り替わります。内気循環のとき

はスイッチの表示灯が点灯します。

エアコンをOFFにしたとき
フルオートで作動していた場合は外気導入に固定されます。

スイッチを押して内気循環に切り替えていた場合は、内気循環の状態を保ちます。

このとき、内気循環・外気導入にかかわらず内外気切り替えスイッチの表示灯は消灯し

ます。

• ガラ
は必
を使

－ 内
チ
て

バッテ
とき、
合は内
するこ
ん。た
切り替
電気系
くのス
い。

501079
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533

知  識
降雪時はフロントガラスの氷結を防止す

るため で走行することをお奨めしま

す。

を選択すると自動的に外気導入、除湿

機能が ON になる場合があります（内気
循環を選択時は外気導入に切り替わらず
に、内気循環状態を維持します）。
エアコンをOFFにしていても、外気導入
を使用していると走行風だけの空調がで
きます。

－ 走行風による空調では、室内を外気温
度より低くすることはできません。
エアコ

●風量調整（ファン）ダイヤル

風量を調整できます。

右に回すほど強くなります。

●モード（吹き出し口）切り替えダイヤル

吹き出し口を切り替えるときに使います。

ダイヤルを回すごとに切り替わります。

P.524参照

501080

•

•

•
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知  識
・除湿機能はファンが作動していな
きにスイッチを押しても作動しませ

が0 ℃付近まで下がったときは冷房・
機能が作動しない場合があります。
アコン / フルオートエアコン（プッシュタイプ）

34

A/Cスイッチ

冷房・除湿機能の作動をONまたはOFFに固

定するときに使います。スイッチを押すご

とにONとOFFが交互に切り替わります。暖

房時でもウインドゥの曇りを取る場合や、

除湿効果を高めたいときに使います。

MAX A/Cスイッチ

夏場など、素早く温度を下げたいときに使

います。スイッチを ON にすると冷房 ON、

設定温度LO、風量MAX、「VENT」モード

顔）、内気循環に自動で切り替わります。

• 冷房
いと
ん。

• 気温
除湿

501082

501083
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知  識
内気循環になっていても、内外気切り替
えスイッチの表示灯は消灯します。
P.532参照
ON／OFFスイッチを押してONにした
ときは、OFFにする直前の状態を保って
エアコンが作動します。
エアコ

■停止するとき

エアコン使用中、ON／OFFスイッチを押す

とエアコンは止まり、すべての表示灯が消

灯します。 •


•

501084
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アコン / フルオートエアコン（ダイヤルタイプ）
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ルオートエアコン（ダイヤルタイプ）

フロントワイパーデアイサー装備車はフロントワイパーデアイサーと連動

エンジンを始動しているとき、風量調整（ファン）ダイヤルを「OFF」以外の位置にす

ると作動します。冷房・除湿をするときは、さらに A/C スイッチを押します。風量調整

ファン）ダイヤルを「OFF」にすると止まります。

フルオートでの使いかた

次の操作でフルオートエアコンとして使用できます。風量、吹き出し口、冷房・除湿、内

外気が自動的に調整され設定温度になります。

1. 温度調整ダイヤルを回し、希望温度に設定します。

2. モード（吹き出し口）切り替えダイヤルを「AUTO」位置にします。

3. 風量調整（ファン）ダイヤルを「AUTO」位置にします。

501398
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エアコ

■各ダイヤルおよびスイッチの使いかた

●モード（吹き出し口）切り替えダイヤル

使用目的に合わせて吹き出し口を切り替え

ます。

AUTO では適切な吹き出し口に自動制御さ

れます。

内気循環時でも、ダイヤルを あるいは

にしたときは、効果的に曇りを取るた

め、自動で除湿機能（A/Cスイッチ）がON

になり、外気導入に切り替わる場合があり

ます。

●ヒーテッドドアミラースイッチ

P.276参照

●リヤウインドゥデフォッガースイッチ

P.292参照

●フロントワイパーデアイサースイッチ

P.293参照

501086
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整をAUTO以外で使用すると、適温
調整されない場合があります。
アコン / フルオートエアコン（ダイヤルタイプ）
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風量調整（ファン）ダイヤル

風量を調整できます。

右に回すほど強くなります。

AUTO では適切な風量に自動制御されま

す。

風量調
に温度

501087
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539

注  意
ガラスが曇りやすくなるので、内気循環
は必要なときだけ使い、通常は外気導入
を使う。

－ 内気循環で使用する場合は、A/Cスイッ
チを押して除湿機能を働かせて使用し
てください。

知  識
ッテリーの接続を外してから再接続した
き、またはバッテリー電圧が低下した場
は内外気切り替えスイッチ表示灯が点滅
ることがありますが、異常ではありませ
。ただし、エンジン始動時に必ず内外気
り替えスイッチ表示灯が点滅する場合は
気系統の異常が考えられますので、お近
のスバル販売店で点検を受けてくださ
。

エアコ

●内外気切り替えスイッチ

一時的に外気を遮断したい場合に使いま

す。

スイッチを押すごとに内気循環と外気導入

が交互に切り替わります。内気循環のとき

はスイッチの表示灯が点灯します。

▼内外気切り替えの自動制御
モード（吹き出し口）切り替えダイヤルと風量調整（ファン）ダイヤルを「AUTO」位

置にすると内外気の切り替えを自動制御します。自動制御中に内外気切り替えスイッチ

を押すと内気循環または外気導入に固定されます。

自動制御に戻す場合は、モード（吹き出し口）切り替えダイヤルと風量調整（ファン）ダ

イヤルを「AUTO」位置にします。それぞれのダイヤルが「AUTO」位置にあるときは、

いずれかのダイヤルをいったん「AUTO」以外の位置にし、「AUTO」位置に戻します。

▼エアコンをOFFにしたとき
フルオートで作動していた場合は外気導入に固定されます。

スイッチを押して内気循環に切り替えていた場合は、内気循環の状態を保ちます。

このとき、内気循環・外気導入にかかわらず内外気切り替えスイッチの表示灯は消灯し

ます。

•

バ
と
合
す
ん
切
電
く
い

501088



エ
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●

●

知  識
・除湿機能はファンが作動していな
きにスイッチを押しても作動しませ

が0 ℃付近まで下がったときは冷房・
機能が作動しない場合があります。
アコン / フルオートエアコン（ダイヤルタイプ）

40

温度調整ダイヤル

室内温度を調整するとき使います。

温度を20～30の範囲で設定できます。ただ

し、ダイヤルを左端または右端に設定した

ときは最大冷房または最大暖房となりま

す。

A/Cスイッチ

風量調整（ファン）ダイヤルが「OFF」以

外のとき、スイッチを押すと冷房・除湿機

能が作動し、スイッチ内のランプが点灯し

ます。もう一度押すと冷房・除湿機能は停

止します。

501089

• 冷房
いと
ん。

• 気温
除湿

501090



ン / フルオートエアコン（ダイヤルタイプ）

541

知  識
気循環になっていても、内外気切り替え
イッチの表示灯は消灯します。
P.539参照
エアコ

▼冷房・除湿機能の自動制御
モード（吹き出し口）切り替えダイヤルと風量調整（ファン）ダイヤルを「AUTO」位

置にすると冷房・除湿機能のON／OFFを自動制御します。自動制御中にA/Cスイッチを

押すと冷房・除湿機能がON／OFFに固定されます。

自動制御に戻す場合は、モード（吹き出し口）切り替えダイヤルと風量調整（ファン）ダ

イヤルを「AUTO」位置にします。それぞれのダイヤルが「AUTO」位置にあるときは、

いずれかのダイヤルをいったん「AUTO」以外の位置にし、「AUTO」位置に戻します。

■停止するとき

エアコン使用中、風量調整（ファン）ダイ

ヤルをOFFの位置にするとエアコンは止ま

り、すべての表示灯が消灯します。 内
ス


501091
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 感

 エ



注  意
に装備されている日射センサーおよ
内温度センサーに衝撃を与えたり、
かけたり、上に物を置いたりしない
ださい。
度制御にずれが発生する原因となり
す。

＜

知  識
荷時は抗アレルゲンフィルターが取
られています。
アコン / 感知センサー

42

知センサー
日差しの強さ、室内温度、外気温度を感知するセンサーが付いています。

外気温度センサーはフロントバンパー裏側にあります。

アコンフィルター
快適にお使いいただくため、エアコンフィルターを定期的に交換してください。

交換時期：12,000 km走行ごとまたは1年ごと（どちらか早い方で実施）

P.592参照

• 室内
び室
水を
でく

－ 温
ま

日射センサー＞ ＜室内温度センサー＞

501092 501093

工場出
り付け
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室内装備 / カップホルダー
室内
 カッ

■前席

セン
装備

プホルダー

用

ターコンソールにあります。

501094



室
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■



 ボ

警  告
物の出し入れは信号待ちなどの停車
行う。
行中の使用は思わぬ事故につながる
それがあります。
アの開閉や走行中の振動、車の動き
どで飲み物がこぼれることがありま
。熱い飲み物などはやけどのおそれ
ありますので注意してください。

知  識
降時にはアームレストを収納してく
。アームレストの上に乗ったり、ぶ
りすると損傷の原因となります。

警  告
物が入ったままフタをしていない
トボトル、またはフタをすることが
ない容器（缶やカップなど）を入れ
。
み物がこぼれるおそれがあります。
内装備 / ボトルホルダー

44

後席用

アームレストにあります。

引き出して使用します。

P.269参照

トルホルダー
左右のフロントドアおよびリヤドアに各 1

つの小物入れ兼用のボトルホルダーがあり

ます。

• 飲み
中に

－ 走
お

－ ド
な
す
が

後席乗
ださい
つけた

501095

• 飲み
ペッ
でき
ない

－ 飲

501096



室内装備 / サンバイザー

545

注  意
行中は必ずバニティミラーのフタを閉め
。

 サンバイザー
太陽光がまぶしいときにサンバイザーを降

ろします。

横に回すときはフックから外して使用しま

す。

運転席側にはチケットホルダーが付いてい

ます。

■バニティミラー

運転席、助手席サンバイザー裏側に鏡がつ

いています。

501097

走
る

402085
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 小

■

■

注  意
中はグローブボックスのフタを必ず
る。
一の場合、開いたフタに身体が当た
などして思わぬけがをするおそれが
ります。

注  意
タートレイ内に転がりやすい物など
れない。
行中トレイ内の物が飛び出すなどし
思わぬけがをするおそれがありま
。

内装備 / 小物入れ

46

物入れ

グローブボックス

取っ手を引いて開けます。ランプ類が点灯

しているとき、照明灯が点灯します。

センタートレイ

インストルメントパネル中央下にありま

す。

ランプ類が点灯しているとき、照明灯が点

灯します。

• 走行
閉め

－ 万
る
あ

501098

• セン
を入

－ 走
て
す

501314



室内装備 / 小物入れ

547

注  意
走行中はコンソールボックスカバーを必
ず閉める。

－ 走行中物が飛び出すなどして思わぬけ
がをするおそれがあります。
■センターコンソールトレイ

センターコンソール後側にあります。

■コンソールボックス

コンソールボックスカバーを引き上げるとコンソールボックスを使用できます。

また、コンソールボックス内には小物入れがあります。

501100

•

501101 501128
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■

内装備 / 小物入れ

48

コイントレイ

取っ手を引いて開けます。

501102



室内装備 / サブトランク

549
 サブトランク
カーゴルームのリッド（フタ）の下に物を収納することができます。

カーゴルームのリッド（フタ）にあるストラップを引き上げ、カーゴルームのリッド（フ

タ）を折りたたみます。

501106 501107



室
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 ト

■

■

注  意
カバーの上に物をのせない。
が落下したり、トノカバーが損傷す
おそれがあります。
内装備 / トノカバー（ディーラーオプション）

50

ノカバー（ディーラーオプション）

使用するときには

トノカバー中央部を持ち、ゆっくりとフッ

クの手前まで引き、下げるようにして両側

のフックに引っかけます。

戻すときは中央部を持ち、一度手前に引い

たまま持ち上げるようにしてフックから外

し、ゆっくりと巻き戻します。

取り付けるには

トノカバーの右端がスライド機構になって

います。

1. トノカバーの右端の矢印がある面を上に

して、右端を凹みに差し込みます。

2. トノカバーのケースをしっかり持ち、右

方向に押し込みながら、左端を凹みに固

定して取り付けます。

501108

• トノ
－ 物

る

501110



装備 / トノカバー（ディーラーオプション）

551

知  識
トラップをフックにかけると、カーゴ
ームのリッド（フタ）半分がスロープ状
になります。スカートトリムと荷室フロ
の段差が軽減し、重い荷物の出し入れが
易になります。また、ペットの乗り降り
際のけがも防止できます。
室内

次ページへ ⇒

■取り外すには

トノカバーを巻き戻した状態で行います。

トノカバーのケースをしっかり持ち、右方

向に押し込みながら左端から取り外しま

す。

■収納するには

1. カーゴルームのリッド（フタ）にあるス

トラップを引き上げ、カーゴルームの

リッド（フタ）を折りたたみます。

501109

ス
ル
態
ア
容
の

501106
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内装備 / トノカバー（ディーラーオプション）

52

2. トノカバー全体を図のように収納しま

す。

3. カーゴルームのリッド（フタ）を元の位

置に戻すとき、ストラップをフックにか

けてスカートトリムに固定します。

401500

501112



室内装備 / 電源ソケット

553
次ページへ ⇒

 電源ソケット
エンジンスイッチがACCまたはONのとき12 V直流電源が取り出せます。

自動車用電気製品の電源ソケットとしてご使用ください。

＜インストルメントパネル中央下＞ ＜コンソールボックス内＞

501320 501114



5

室

知  識
は、コンソールボックスの凹部か

エンジンが再始動すると電圧が低
的にOFFになることがあります。

501115
54

内装備 / 電源ソケット

注  意
ご使用の際は、次のことをお守りください。
• 電気製品は必ず12 V-120 W以下のものを使用する。
• 電源ソケットから電源を取るときは、スバル純正品の使用を

お奨めします。
• タコ足配線はしない。
－ 発火することがあります。

• 銀紙、硬貨などの金属や異物を入れない。
• 電源ソケットに合ったプラグを使用する。
－ プラグが合わないと、接触不良やプラグが抜けなくなる原

因となります。
• エンジン停止状態またはアイドリング状態のまま電気製品を

長時間使用しない。
－ バッテリー上がりの原因となります。

• 電源コードを引きまわす際
ら引き出してください。

• アイドリングストップから
下し、電装品の電源が一時



室内装備 / USB 電源

555
次ページへ ⇒

 USB電源
エンジンスイッチがACCまたはONのとき5 V直流電源が取り出せます。USB電源による

動作／充電に対応したモバイル機器、電気製品への電源供給用途としてご使用ください。

このUSBはType-A形状です。

＜インストルメントパネル＞ ＜コンソールボックス内側＞

501321 501319
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室

56

内装備 / USB 電源

注  意
USB電源を使用するときは次のことをお守りください。
感電または故障の原因につながるおそれがあります。
• Type-A以外のUSB端子を使用しない。
－ 動作不良、または故障の原因になります。

• 使用前に、使用機器の取扱説明書などをよく確認する。
－ 各ポートとも最大定格5 V／2.1 A出力（合計4.2 A）を前

提としています。
－ 最大定格を超える電力を要求する機器を接続した場合、保

護機能が働くため動作／充電できないことがあります。
－ 機器の種類や使用状況によっては、故障したり、データが

破損や損失するおそれがあります。
• 必ず専用のケーブルを使用する。
• 機器専用ケーブル以外では、動作／充電ができない場合があ

る。
－ その場合は必ず専用のケーブルをお使いください。

• 機能は電源出力のみで、データ転送などは行えない。
• パソコン側と通信を行う機器は動作／充電できない可能性が

あるので注意する。
• 充電完了後はすみやかに接続機器を取り外す。
• USBハブは接続しない。
• USB端子内に金属類、異物を差し込んだりしない。
• 水などの液体をかけない。
• 接続したケーブルに足をとられないように注意する。
－ 転倒するなど思わぬけがをしたり、機器が故障するおそれ

があります。
• エンジン停止状態またはアイドリング状態のまま電気製品を

長時間使用しない。
－ バッテリー上がりを起こす原因となります。

• 故障した機器を接続しない。
－ 発煙、発火の原因となります。



室内装備 / アシストグリップ（回転式）

557

警  告
コートフックにハンガーや鋭利な物をか
けない。

－ SRS カーテンエアバッグが作動した
ときにこれらの物が飛び、重大な傷害
につながるおそれがあります。
服をかけるときはハンガーを使わず、
服をそのままコートフックにかけてく
ださい。

アシストグリップ（回転式）は、乗降時
やシートから立ち上がるときなどに使用
しない。

注  意
重いものや大きなものをアシストグリッ
プやコートフックにかけない。

－ アシストグリップやコートフックが折
れたり、走行中に外れたりすることが
あります。
最大荷重：約5 kg（コートフック）
 アシストグリップ（回転式）
走行中、シートに座っている状態で身体を

支えるときに使用します。

リヤシート左右のアシストグリップには

コートフックがあります。

•

•

•

402111
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 カ

 買

注  意
フックを使うときは、カーゴルーム
など軽量物の固定、引っかけの用途
使用してください。
容引っ張り荷重：10 kg

注  意
フックは、買い物袋など軽量物の
けの用途だけに使用してください。
大荷重：約3 kg
内装備 / カーゴフック

58

ーゴフック
カーゴルームに4か所取り付けてあります。

カーゴルームネットなどを引っかけるとき

に使用します。

い物フック
カーゴルーム左右の内張りに付いていま

す。

買い物袋などが転がらないようにするとき

に使用します。

袋の底を床につけ、手さげ部分をフックに

巻き付けて使ってください。

カーゴ
ネット
だけに

許

401505

買い物
引っか

最

401506



室内装備 / 室内の照明

559

知  識
お車から離れるときには消灯しているこ
とを確認します。

－ 長時間点灯させるとバッテリー上がり
の原因になります。
 室内の照明

■ルームランプ

車内の天井中央（後席上部）にあります。

スイッチの位置により切り替えができま

す。

ON：

常に点灯します。

DOOR：

いずれかのドア（リヤゲート含む）を開け

ると点灯し、閉めると一定時間点灯後消灯

します。

P.561参照

OFF：

常に消灯します。

■スポットマップランプ

車内の天井前側（前席上部）にあります。

スポットマップランプの外側を押すとラン

プが点灯します。もう一度押すと消灯しま

す。

夜間にお車を止めて地図を見るときなどに

便利です。

•

401605

501119
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●



●

知  識
ネーションコントロールダイヤルで
を調整することができます。
7参照
内装備 / 室内の照明

60

ドア連動切り替えスイッチ

スイッチの位置により切り替えができま

す。

DOOR：

いずれかのドア（リヤゲート除く）を開け

ると点灯し、閉めると一定時間点灯後に消

灯します。

P.561参照

OFF：

スポットマップランプの外側を押したとき

のみ点灯し、ドアの開閉などの操作では点

灯しません。

シャワーライト

ランプ類が点灯しているとき、イルミネー

ションが点灯します。

501120

イルミ
明るさ
P.29

501121



室内装備 / 室内の照明

561

知  識
ルームランプに連動し、フットランプ、
エンジンキー照明（イグニッションキー
照明）が点灯・消灯します。
室内ランプのドア連動を作動なしに設定
できます。また、消灯時間を10秒／20
秒に設定できます。
P.149参照
■カーゴルームランプ

荷室の助手席側にあります。

DOOR（I）：

リヤゲートを開けると点灯し、閉めると一

定時間点灯後、消灯します。

OFF（O）：

常に消灯します。

■オフディレイ機能

●ルームランプ、スポットマップランプ

ルームランプ、スポットマップランプのスイッチをDOOR位置にしているとき、次の操

作を行うといったん点灯し、30秒後に徐々に消えていきます。

• プッシュエンジンスイッチをONからOFFにしたとき（キーレスアクセス&プッシュス

タート装備車）

• エンジンスイッチをACCからLOCK（OFF）にしたとき（キーレスアクセス&プッシュ

スタート装備車以外）

• ドア（スポットマップランプはリヤゲートを除く）を開けて閉めたとき

• キーレスエントリー（キーレスアクセス機能、電波式リモコンドアロック、暗証コー

ド式キーレスエントリー）で解錠したとき

• アクセスキーを携帯し車両に近づいたとき（キーレスアクセス&プッシュスタート装備車）

また、次の操作を行うと消灯します。

• エンジンスイッチをACCまたはONにしたとき

• キーレスエントリー（キーレスアクセス機能、電波式リモコンドアロック、暗証コー

ド式キーレスエントリー）で施錠したとき

OFFDOOR

501122

•

•


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●

内装備 / 室内の照明

62

カーゴルームランプ

スイッチを DOOR 位置にしているとき、次の操作を行うといったん点灯し、30 秒後に

徐々に消えていきます。

• リヤゲートを開けて閉めたとき

また、次の操作を行うと消灯します。

• エンジンスイッチをACCまたはONにしたとき

• キーレスエントリー（キーレスアクセス機能、電波式リモコンドアロック、暗証コー

ド式キーレスエントリー）で施錠したとき
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お

メンテ

お
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■

■

知  識
に可燃物（ライターやスプレー缶な
は放置しないでください。自然発火
発することがあります。
にお車を止める際は、スバル純正ボ
カバーの使用をお奨めします。
64

車の手入れ

ナンス

車の
常の

手入れの

次のような

さい。

• 凍結防止

進させる

• コールタ

また、飛び

てください

保管のし

お車の保管

• 直射日光

• 風通しが

• 鉄道線路

• 農薬など

• 木から離

• いたずら

• 長期間お

車してく

－ セレク

－ 輪止め

また、ワ

防止でき
 / 日常の手入れ

手入れ
手入れ

しかた

場所を走行した後や、塗装面に異物が付着した場合は、必ず洗車をしてくだ

剤を散布した道路や海岸地帯、ぬかるみ、砂地、砂利道などの走行（錆を促

要因となりますので車体の下まわり、足まわりを念入りに洗ってください）。

ール、ばい煙、鳥のふん、虫、樹液などが付着したとき。

石などにより塗装面に傷がある場合、錆の原因となりますので早めに補修し

。

かた

、長期間の駐車には次のような場所をお奨めします。

が当たらない場所

よい場所

から離れた場所

の化学薬品が飛散しない場所

れた場所

されにくい場所

車を使用しない場合には、電動パーキングブレーキをかけずに次の要領で駐

ださい。

トレバーを“P”に入れます。

（タイヤストッパー）をします。

イパーを立てておいてください。ブレードラバーのくせ付きや汚れの付着を

ます。

• 車内
ど）
や爆

• 屋外
ディ



お車の手入れ / 外装の手入れ

565

注  意
車を行う際は、次のことをお守りくださ
。
らないと車両の損傷や故障の原因および
わぬけがにつながるおそれがあります。
ワイパースイッチをOFFにする。

－ ワイパースイッチが OFF 以外の場合、
洗車中に作動して思わぬけがをした
り、ワイパーが損傷するおそれがあり
ます。

先の尖ったものや鋭利なものを使わない。
－ ブレーキホースや配線などに傷をつけ

るおそれがあります。

知  識
（酸性雨）が降ったときは、塗膜上の水
が蒸発する前の洗車をお奨めします。そ
ままの状態で時間が経過すると、塗膜が
で侵されることがあります。
 外装の手入れ

■洗車のしかた

月に1回程度を目安とし、汚れが目立ってきたらその都度洗車してください。

洗車を行う際は、エンジンを停止してください。
洗
い
守
思
•

•

雨
分
の
酸



お

5

●

注  意
ィに乗ったり寄りかかったりしな

ジンルーム内には直接水をかけな

ンジン始動不良やエンジン不調、電
部品、配線部、パワーステアリング
故障、ブレーキの効き不良などの原
につながるおそれがあります。
わり、フェンダー内側下まわりまた
ンパー、排気管などを洗うときは、
物で手などにけがをしないように注
る。
プ類には、有機溶剤などを含んだ洗
使用しない。
用した場合には、完全に洗い流して
ださい。
の洗車ではコンパウンド入りワック
使用しない。
ーティングを損傷させるおそれがあ
ます。
車の手入れ / 外装の手入れ

66

手洗いするとき

• 水を十分かけながら行ってください。

• ボディを洗うときは柔らかいスポンジやセーム皮を使ってください。

• 足まわり、フェンダー内側、下まわりなどを洗うときはゴム手袋を着用し、ハンドブ

ラシなどを使って泥や砂などをよく落としてください。

• 拭き残しがないようにきれいに水を拭き取ってください。

• 汚れがひどいところは中性洗剤で洗い、水で完全に洗い落としてください。

• ボデ
い。

• エン
い。

－ エ
気
の
因

• 足ま
はバ
突起
意す

• ラン
剤は

－ 使
く

• 日常
スは

－ コ
り



お車の手入れ / 外装の手入れ
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注  意
動洗車機のブラシにより、傷がついて塗
の光沢が失われたり、劣化を早めたりす
ことがあります。スポンジやセーム皮で
手洗いをお奨めします。

知  識
ックス、コンパウンドの使用上の注意を
く読んでから使用してください。
●自動洗車機を使うとき

• 洗車前に自動洗車機の使いかたをよく確認してください。

• ドアミラーを格納してください。

P.274参照

• 必ずエンジンスイッチを LOCK（OFF）にしてください。ワイパーが損傷するおそれ

があります。

• ロッドタイプアンテナ装備車は、アンテナのロッドを取り外してください。

取り付けたままだと、ルーフに傷がつく場合があります。

P.298参照

●高圧洗車機を使うとき

• 洗車ノズルと車体との距離を十分離してください。（30 cm以上）

• 同じ場所を連続して洗浄しないでください。

• 汚れが落ちにくい場合は手洗いしてください。洗車機から噴射される温水は機種に

よっては高温・高圧のものがあるので、モールなど樹脂部分が変形、損傷したり、車

内に水が入ることがあります。

■ワックスのかけかた

• 洗車後は直射日光を避け、ボディの温度が冷えているとき（体温以下）に行います。

ワックスがけは月に1回程度を目安に行ってください。

• ランプ類には、有機溶剤などを含んだワックスは使用しないでください。もし使用し

た場合には完全に拭き取ってください。ランプの損傷、または劣化を早めたりするお

それがあります。

自
装
る
の

ワ
よ
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■

注  意
のお手入れをするときは次のことを
ください。
ントガラスにワックス、窓ガラス用
水剤が付かないよう注意する。
向車のヘッドランプでガラスが乱反
して見えにくくなることがあります。
イパーのビビりの原因になります。
ガラスを車内から拭くときは、ガラ
浄剤を使わず、柔らかい布などで、
線に沿って軽く拭く。

知  識
ーUVカットフロントドアガラス装備
車内側の手入れをするときに硬いも
用すると傷がつくことがあります。
車の手入れ / 外装の手入れ

68

ガラスの手入れ

油膜などがガラスについてワイパーの拭き残しが出たときは、ガラス洗浄剤を使ってき

れいに落としてください。
ガラス
お守り
• フロ

はっ
－ 対

射
－ ワ

• リヤ
ス洗
電熱

スーパ
車は、
のを使



お車の手入れ / 外装の手入れ

569

知  識
ラスのはっ水加工は消耗品です。はっ水
果の持続期間には限りがありますので、
果を長持ちさせるためにも次の項目をお
りください。
ガラスが曇っているときや汚れていると
きは、柔らかい湿った布などで拭取って
ください。
泥などの汚れがひどいときは、汚れを取
り除いてからドアガラスの開閉操作を
行ってください。
コンパウンド（みがき粉）入りのガラス
クリーナーやワックスなどは使用しない
でください。
ガラスクリーナーを使用したとき、水滴
のはじきが悪くなったりガラスが曇るな
どしたときは、柔らかい湿った布などで
拭取ってください。
自動洗車機を使用するときは、ガラスの
汚れを取り除いてから行ってください。
はっ水効果が低下した場合は、補修が必
要です。詳しくはスバル販売店にご相談
ください。
●はっ水ガラスについて

フロントドアガラスには、はっ水膜のコーティングがしてあります。

フロントドアガラスについた水滴をはじき、走行中でも視界を良好に保ちます。
ガ
効
効
守
•

•

•

•

•

•
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 内

警  告
手入れをする際は、次のことを必ず
ください。
いと車両の故障や重大な傷害を受け
れがあります。
トベルトの清掃にベンジンやガソリ
どの有機溶剤や漂白剤を絶対に使用
い。
ートベルトの強度が低下し、衝突な
のとき十分な効果を発揮しません。
掃するときは中性洗剤を溶かしたぬ
ま湯を使用し、乾くまでシートベル
を使用しないでください。
ディオ、エアコンなどの電装品や各
イッチ、ならびにこれらの周辺の清
は、シリコーン（ケイ素高分子化合
含有するケミカル剤を使用しない。

リコーン（ケイ素高分子化合物）が
着した場合は、電装品の故障の原因
なるおそれがあります。
の清掃などで車内に水をかけない。
両火災の原因となります。
車の手入れ / 内装の手入れ

70

装の手入れ
1. カークリーナーや電気掃除機などでほこりを取り除きます。

2. 水またはぬるま湯を含ませた柔らかい布で軽く拭き取ります。汚れがひどいときは中

性洗剤の水溶液を柔らかい布に軽く含ませて、汚れを落とします。

飲食物などをこぼしたときは、すぐに汚れを落としてください。

3. 直射日光を避け、風通しの良い日陰で乾燥させます。

内装の
お守り
守らな
るおそ
• シー

ンな
しな

－ シ
ど
清
る
ト

• オー
種ス
掃に
物）を

－ シ
付
と

• 室内
－ 車



お車の手入れ / 内装の手入れ
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■本革内装の手入れ

汚れ落としには、ウール用中性洗剤を5％濃度に薄めた液を柔らかい布に軽く含ませて拭

いてください。

残った洗剤成分は、真水を含ませた柔らかい布でよく落としてください。

• 乾燥は直射日光を避け、風通しのよい日陰で行ってください。

• ベンジン、ガソリンなどの有機溶剤は変色、シミなどの原因になりますので使用しな

いでください。

• 本革内装表面に油汚れなどがつくとカビやシミなどの原因になります。早めに落とし

てください。

• 本革内装表面を直射日光に長時間さらすと、変質、縮みの原因になります。駐車する

ときは、日よけに心がけてください。

• 夏期などにビニール類を本革内装の上に置かないでください。室内が高温になるとビ

ニールが変質して本革内装に付着することがあります。

■その他の手入れ

• 車内のプラスチック部品を清掃するときは、きれいで柔らかい布を水あるいはぬるま

湯に浸し、汚れを軽く拭き取ります。

• ナビゲーションシステム装備車は、画面が汚れたときは柔らかい布でから拭きしてく

ださい。汚れがひどいときは、中性のクリーナーをいったん布に付けてから汚れを落

とし、その後洗剤を拭き取ってください。スプレー式のクリーナーなどを直接画面に

かけると、画面の構成部品に損傷を与えるおそれがあります。また、硬い布で拭いた

り、シンナーやアルコールなどの揮発性のもので拭くと、傷がついたり文字が消える

ことがあります。
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点

点
 ボ

■ 警  告
走行前にボンネットが確実にロック
ていることを確認する。
実にロックされていないまま走行す
と、走行中開くことがあり非常に危
です。
後すぐに開けるときには、部品が熱
っているので、やけどに注意する。
ネットを開ける場合は、冷却ファン
意する。
参照

ネットを閉めるときは、指や物を挟
いよう十分注意する。
72

検整備 / ボ

検整

ンネ

開けると

1. 運転席側

にある、

引きます

ボンネッ

マルチイ

に割り込

2. フロント

らレバー

ンネット
ンネット

備

ット

き

のインストルメントパネル右下

ボンネットオープナーレバーを

。

トオープナーレバーを引くと、

ンフォメーションディスプレイ

み画面と警告灯を表示します。

グリルとボンネットのすき間か

を左に押してロックを外し、ボ

を持ち上げます。

• 必ず
され

－ 確
る
険

• 走行
くな

• ボン
に注

P.25
• ボン

まな
601736

602172



点検整備 / ボンネット

573

注  意
ンネットを開閉するときは次のことに注
してください。守らないと思わぬ故障、
故またはけがにつながるおそれがありま
。
エンジンスイッチをLOCK（OFF）にす
る。
ワイパーアームを起こしたり、作動させ
たりしない。

－ ボンネットとワイパーアームが接触し
傷つくおそれがあります。

ステーを正しい位置に確実に差し込む。
ボンネットを上から強く押し付けない。

－ 強く押し付けると、ボンネットがへこ
むことがあります。

風の強いときは十分注意する。
－ 風にあおられて必要以上に開き、ボン

ネットが歪んだり、ステーが外れて閉
まることがあります。

ボンネットにスバル純正品以外のアクセ
サリー用品を取り付けないでください。
ボンネットの重量が極端に重くなると、
開けたときにステーが支えきれなくなる
おそれがあります。
3. ステーをホルダーから外し、ボンネット

のストッパー穴に入れて固定します。

ステーを持つときは、グリップ部を持っ

てください。

ボ
意
事
す
•

•

•
•

•

•
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警  告
ジンルーム内に物を置き忘れないよ
意する。
ンジンルーム内は高温になるため、
両火災につながるおそれがあり危険
す。
障の原因となるおそれがあります。
検整備 / 燃料タンクの水分除去

74

閉めるとき

ステーを外してホルダーに収め、ボンネットをゆっくり降ろしてボディに近くなったら

約30 cm）手を離します。

確実にロックされていることを確認してください。

料タンクの水分除去
燃料タンク内の水分を除去するときは、スバル純正水分除去剤の使用をお奨めします。

ッテリー
気温が下がるとバッテリーの性能が低下し、エンジン始動に支障をきたすことがありま

す。必要に応じてバッテリー液の点検や補充をしてください。

詳しくは「メンテナンスノート」をご覧ください。

ンジンオイル
スバル純正エンジンオイルをご使用ください。

P.693参照
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点検整備 / タイヤの点検

575

注  意
イヤの点検については次の事項をお守り
ださい。
縁石にぶつかったときや荒れた路面を走
行したときはタイヤやホイールに損傷が
ないか点検する。

－ このような損傷は後にならないとわか
らないことがあります。縁石に乗り上
げないように心がけてください。やむ
を得ず縁石に乗り上げる際は、ゆっく
りと、直角に乗り上げるようにしてく
ださい。

駐車するときはタイヤが縁石に押し付け
られていないか確認する。
走行中いつもと違う音や振動を感じた
り、車両の直進性が悪いようであればタ
イヤまたはホイールが損傷を受けている
可能性があるので、スバル販売店で点検
を受ける。
 タイヤの点検
タイヤに大きな傷がないか、釘がささったり石が噛み込んでいないかを日常的に点検し

てください。タイヤが異常に摩耗していないかも併せて点検してください。

タイヤの損傷や異常摩耗が見つかったらスバル販売店にご相談ください。 タ
く
•

•

•
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警  告
インジケーターが現れたら、タイヤ
が限度以上になっています。次のこ
守りください。
にタイヤを交換する。
エアインジケーターが現れたままで
天の高速走行をすると、ハイドロプ
ーニング現象を起こしやすく、事故
つながるおそれがあります。

注  意
ため、タイヤの接地面を定期的に点
ウエアインジケーターが現れる前に
交換するように心がける。
検整備 / タイヤの点検
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ウエアインジケーター

タイヤには、ウエアインジケーター（摩耗

表示）がついています。タイヤの接地面の

溝の深さが1.6 mm以下になると現れます。

タイヤの接地面が摩耗してウエアインジ

ケーターと同じ高さになったらタイヤの交

換が必要です。

(1) 新品タイヤ

(2) 摩耗したタイヤ

(3) ウエアインジケーター

ウエア
の摩耗
とをお
• すぐ
－ ウ

雨
レ
に

安全の
検し、
新品と

700022



点検整備 / タイヤの点検
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知  識
イヤの位置交換をする際は、タイヤの偏
耗や損傷を確認し、必要に応じて新品タ
ヤに交換してください。
イヤの位置交換後、タイヤ空気圧を調整
ホイールナットを締め付けてください。
1,000 km走行後にホイールナットの締
付け具合を点検してください。
ずれかのナットがゆるんでいるようであ
ば締め付け直してください。
前輪と後輪ではタイヤの空気圧の設定が
異なります。タイヤの位置交換後は、必
ず空気圧を調整してください。
取り外したタイヤを積み重ねて保管する
際は、ホイールの傷つきを防止するため、
緩衝材などを挟んでください。
■タイヤの位置交換（タイヤローテーション）

タイヤの摩耗は、各タイヤで異なります。タイヤの寿命を延ばすには、タイヤの摩耗を

均一にする必要があります。5,000 kmごとに前後のタイヤの位置交換を行うことが最善

です。

●回転方向指定タイヤ

回転方向が指定されているタイヤには回転

マークが表示されています。タイヤを取り

付けるときには回転方向マークを前進方向

に合わせてください。左右を入れ替えない

でください。

タ
摩
イ
タ
し
約
め
い
れ
•

•

700419

回転方向マークがあるタイヤ 回転方向マークがないタイヤ

700400 700401
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検整備 / ホイールバランス
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イールバランス
新車時、各ホイールのバランスは調整してありますが、しばらく使用するとタイヤの摩

耗とともにホイールバランスが狂ってきます。

ホイールバランスが適正でないと、特定の速度域でハンドルが小刻みに振動したり、直

進性が悪くなったりするばかりか、ステアリング系統やサスペンションの故障やタイヤ

の異常摩耗などの原因になります。ホイールバランスの狂いによる振動を感じたら、ス

バル販売店でホイールバランスを点検・調整してください。

タイヤの修理をした際、またはタイヤを交換した際もホイールバランスの調整をしてく

ださい。

イールアライメント
ホイールアライメントとは車の安定性を保つために設定されている、路面や車体に対す

るタイヤの角度です。タイヤを縁石に強くぶつけたりするとホイールアライメントが狂

い、車の安定性が損なわれたりタイヤが異常に摩耗したりすることがあります。

タイヤを縁石などに強くぶつけたりした場合は、スバル販売店でホイールアライメント

のチェックを行ってください。

イヤ・ホイールの交換
走行性能と乗り心地と寿命のバランスの取れた、お車の性格に最も合ったタイヤが標準

装備として取り付けられています。タイヤを交換する際は、タイヤ空気圧ラベルに指定

されているタイヤを使用してください。

P.695参照



点検整備 / タイヤ・ホイールの交換
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警  告
イヤを交換するときは、次のことをお守
ください。
らないと車両火災の原因となり、また操
性・ブレーキ性能を危険なものにし車両
損傷や思わぬ事故につながるおそれがあ
ます。
4輪とも必ず指定サイズで、同一サイズ、
同一メーカー、同一銘柄および同一ト
レッドパターン（溝模様）のタイヤを装
着する。
著しく摩耗したタイヤは使用しない。
摩耗差のあるタイヤを混ぜて使用しな
い。
タイヤの空気圧を指定空気圧に保つ。
P.695参照
お、冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）
装着するときも同様です。
ラジアルタイヤを装着する。

注  意
面が平坦で硬く、お車が安定する安全な
所を選んで止めてください。

知  識
止め（タイヤストッパー）、三角停止表示
または停止表示灯は車載されていません
で必要に応じて準備してください。
■交換の前に

交通の妨げにならず、安全に作業ができる

場所で行ってください。

1. エンジンを停止します。

2. 電動パーキングブレーキを確実にかけ、

セレクトレバーを“P”にします。

3. 非常点滅表示灯（ハザードランプ）を点

滅させます。

4. 人や荷物はすべて降ろし、三角停止表示

板または停止表示灯を設置します。

5. お車が動き出さないように、交換するタ

イヤと対角線上にあるタイヤの前後に輪

止め（タイヤストッパー）をします。

（図は運転席側後輪タイヤを交換する場合を示しています。）

タ
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り
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検整備 / タイヤ・ホイールの交換
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ジャッキアップ

1. ジャッキハンドル、ジャッキ、ホイール

ナットレンチを取り出します。

P.638参照

2. 交換するタイヤに近いジャッキアップポ

イントの下にジャッキを置きます。

3. ジャッキ頭部の溝が車体のジャッキアッ

プポイントにはまるまでジャッキハンド

ル取り付け部を手で回します。

701978

701979



点検整備 / タイヤ・ホイールの交換

581
次ページへ ⇒

4. ホイールナットレンチを使い、すべての

ホイールナットを約半回転ゆるめます。

5. ジャッキにジャッキハンドルを取り付け

ます。ジャッキハンドルを回し、タイヤ

が地面から少し離れるまで車体を上げま

す。

800967

700840
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検整備 / タイヤ・ホイールの交換

警  告
ジャッキアップするときは次のことを必ずお守りください。守
らないと重大な傷害を受けるおそれがあります。
• エンジンを始動しない。
－ 車が発進したり、ジャッキが外れるおそれがあります。

• 車内に入らない。
• 車体に振動を与えない。
• 車両の下にもぐり込まない。

注  意
ジャッキアップするときは次のことを必ずお守りください。
• タイヤ交換あるいはタイヤチェーンの脱着以外に使わない。
• 必ず車載のジャッキおよびジャッキハンドルを使う。
－ 車載されたもの以外を使用した場合、ジャッキが外れたり、

損傷したり、車体を変形させるおそれがあります。また、車
載されたジャッキは他車には使わないでください。

• 平坦で硬いところに駐車して作業してください。
• ジャッキアップする前に電動パーキングブレーキを確実にか

け、セレクトレバーを“P”にする。
• 輪止め（タイヤストッパー）をして車を固定する。
• ジャッキと地面や車両との間にものを挟まないでください。
• ジャッキが確実に車体のジャッキアップポイントにかかって

いることを確認する。
－ ジャッキアップポイント以外にジャッキがかかっていると

ジャッキが倒れてけがをしたり、車体を傷つけるおそれが
あります。

ガレージジャッキなどを使用してジャッキアップする場合、ス
バル販売店にご相談ください。



点検整備 / タイヤ・ホイールの交換
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注  意
ネジ部に異常がある場合は、直ちにスバ
ル販売店にご相談ください。
タイヤを交換するときは、ブレーキ周辺
にぶつけないように注意する。

－ 万一ぶつけてしまった場合は、スバル
販売店にご相談ください。

知  識
イヤを地面に置くときは、ホイール表面
上にして置いてください。
にして置くと、ホイールに傷がつくおそ
があります。
次ページへ ⇒

■タイヤ交換

1. ホイールナットを外します。

2. タイヤを交換します。

このとき、ホイール取り付け部とホイールの接触面およびネジ部の汚れを拭き取って

ください。また、ネジ部に傷などの異常がないか確認してください。

3. ホイールナットを手で回して取り付けます。その後ホイールがガタつかない程度まで

ホイールナットをホイールナットレンチで仮締めします。

4. ジャッキハンドルを回し、車両を下げます。

•

•

800967
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を
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注  意
ルナットを締め付けるときは次のこ
守りください。
ールナットを締め付けるとき、ホ
ルナットレンチを足で踏んだり、パ
などを使って必要以上に締め過ぎな

ト、ホイールの座面、ネジ部にオイ
グリースなどがつかないようにす

注  意
ヤを取り付けた後、1,000 km 程度
したら、もう一度規定の力で締め付
。
4参照

に振動がでたらスバル販売店で点検
を受ける。
ンク修理、タイヤの摩耗、リムの変
などが原因でホイールバランスが狂
ことがあります。
検整備 / タイヤ・ホイールの交換

84

5. ホイールナットレンチを使用して、図の

順番に2、3回にわけてホイールナットを

締め付けます。

タイヤ交換後

• ジャッキ、ジャッキハンドル、ホイールナットレンチを元の場所へ戻します。

P.638参照

• 最初はゆっくり走り、異音や振動がないか確認します。

ホイー
とをお
• ホイ

イー
イプ
い。

• ナッ
ルや
る。

レンチの柄の先端
にかける力

締付トルク
（参考）

400～500 N
（40～50 kg）

120 N･m
（12 kgf･m）

800968
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点検整備 / タイヤ・ホイールの交換
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警  告
仕様違いのホイールを装着しない。

－ ホイールがブレーキに接触したり、タ
イヤと車体とのすき間が変わることで
ハンドルを切ったときにタイヤが車体
に接触し、車両のコントロールができ
なくなり、事故につながるおそれがあ
ります。

知  識
のことを行う際は、スバル販売店にご相
ください。
他の車のホイールで、ホイールのリムサ
イズやインセットが同じであるものを使
用するとき
アルミホイールを交換するとき
ホイールバランスを調整したいとき
■ホイールの交換

• ホイールを交換するときは、必ず指定サイズで同一種類のホイールを取り付けてくだ

さい。

• ホイールのサイズは「タイヤ・ホイール」をご覧ください。

P.695参照

●取り付け向き指定タイヤ

取り付け向きが指定されているタイヤには、INSIDE（内側）マーク、OUTSIDE（外側）

マークが表示されています。

タイヤをホイールに取り付けるときには、OUTSIDEマークが車両外側から見えるように

取り付けてください。

•

次
談
•

•
•
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ーアームを起こす際は、次のことを
ください。
いと思わぬ損傷につながるおそれが
す。
パーアームを起こすときは、ワイ
ブレードを持たない。
イパーブレードを持つと、変形する
それがあります。

パーブレードを外したときは、ワイ
アームを倒さない。
したワイパーを戻すときは、手を添
がらゆっくりとフロントガラス面へ
。

702282
検整備 / ワイパーブレードの交換

86

イパーブレードの交換

ワイパー本体の交換

フロント

1. 運転席側のワイパーアームを起こしてから、助手席側のワイパーアームを起こします。

2. ワイパーアームが倒れないように支えな

がら、ロックボタンを押し込み、ワイパー

ブレードを矢印の方向に引き抜きます。

ワイパ
お守り
守らな
ありま
• ワイ

パー
－ ワ

お

• ワイ
パー

• 起こ
えな
戻す

601702



点検整備 / ワイパーブレードの交換
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知  識
ワイパーブレード本体およびブレードラ
バーはスバル純正品を使用してくださ
い。純正品以外を使用すると、適切に装
着できない場合があります。
ブレードラバーは消耗品ですので、払拭
性能が落ちてきたり、スジつきが目立つ
ようになってきたら早めに交換してくだ
さい。傷んだままのブレードラバーを使
い続けると、ガラスに傷をつけるおそれ
があります。
次ページへ ⇒

3. ワイパーアームが倒れないように支えな

がら、新品のワイパーブレードとアーム

の接続部を合わせ矢印の方向に押し込み

ます。

ロックボタンが外す前と同じ状態にな

り、確実に固定されていることを確認し

ます。

4. 手を添えながら助手席側のワイパーアー

ムを元の位置に戻し、運転席側のワイ

パーアームも手を添えながら元の位置に

戻します。

●リヤ

1. ワイパーアームを起こし、ワイパーブ

レードを図のように回します。

•

•

601703
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 知  識
ドラバーを交換するときに、部品の
どが心配な方はスバル販売店にご相
さい。
検整備 / ワイパーブレードの交換
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2. ワイパーアームを手で支えながら、ワイ

パーブレードを手前に引き、取り外しま

す。

3. ワイパーアームに、新品のワイパーブ

レードを取り外しの逆手順で取り付けま

す。

4. 手を添えながらワイパーアームを元の位

置に戻します。

ブレードラバーの交換方法

フロント

1. ワイパーブレードを取り外します。

P.586参照

2. ブレードラバーの端から順に引っ張り、溝が見える位置まで縮めます。

700913

ブレー
破損な
談くだ

602090



点検整備 / ワイパーブレードの交換
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次ページへ ⇒

3. ブレードラバーを溝から出し、引き抜き

ます。

4. 新品のブレードラバーを挿入します。こ

のとき、ブレードラバーの溝を間違えな

いように挿入してください。

602091

601705
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5. ブレードラバーを押し込み、先端を元の

位置に戻します。

6. ブレードラバーが確実に固定されている

ことを確認します。

適切に装着されていないとワイパー作動

時、ガラス面に傷をつけるおそれがあり

ます。

7. ワイパーブレードを取り付けます。

P.586参照

602092



点検整備 / ワイパーブレードの交換
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●リヤ

1. ワイパーブレードを取り外します。

P.587参照

2. ブレードラバー端部をワイパーブレード

から外します。

3. ワイパーブレードからブレードラバーを

引き抜きます。

4. ワイパーブレードに新品のブレードラ

バーを挿入します。このとき、ブレード

ラバーの溝部にワイパーブレードのツメ

部が挿入されていることを確認します。

適切に装着されていないとワイパー作動

時、ガラス面に傷をつけるおそれがあり

ます。

5. ワイパーブレードを取り付けます。

700914

700915
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アコンフィルターの交換
エアコンにはエアコンフィルターが装着されています。

快適にお使いいただくため定期的に交換してください。

交換時期
12,000 km走行ごとまたは1年ごと（どちらか早い方で実施）

交換方法
1. グローブボックス右側とセンターコン

ソール面がこすれて傷がつかないよう

に、センターコンソール面に保護テープ

などを貼ります。

2. グローブボックスから、グローブボック

スを固定しているダンパーを引き抜いて

取り外します。

601707

601708



点検整備 / エアコンフィルターの交換
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3. グローブボックスの両側面を内側に押し

込んでストッパーを外し、グローブボッ

クスを引き下げ、水平近くまで開いてか

らグローブボックスを取り外します。

4. ツメを押しながらエアコンフィルターを

1 cmほどまっすぐ手前に引き出します。

601709

601710



点

5

注  意
ーブボックス脱着のとき、ハーネス
）などの部品に触れないようにす

コンフィルターを引き出す際は、付
た異物をフィルター挿入部内に落と
いようにゆっくりと引き出す。

知  識
ブボックスを取り付けるときは、グ
ボックス下側にあるツメ部とピン部
に合わせます。

601712
検整備 / エアコンフィルターの交換
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5. エアコンフィルターの手前を下に傾けて

ゆっくり引き出します。

6. 新しいエアコンフィルターは、UPマーク

が上に向くように取り付けます。

7. 逆の手順でグローブボックスを取り付け

ます。

• グロ
（電線
る。

• エア
着し
さな

グロー
ローブ
を水平

601711



点検整備 / リモコンキーの電池交換
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注  意
池および取り外した部品は、お子さまが
み込まないように注意してください。

知  識
池交換はスバル販売店に依頼することを
奨めします。
次ページへ ⇒

 リモコンキーの電池交換
作動距離が不安定になった場合は電池の消耗が考えられますので、早めに電池を交換し

てください。

電池交換をする場合は、必ず身体や衣類に帯電している静電気を放電してください。静

電気によりリモコンキーが損傷するおそれがあります。静電気を放電する場合は、静電

気が除去できる物をあらかじめ用意しておくか、金属部分などに手を触れてください。

また端子部分などを曲げたり、水や油などでぬらしたり、ゴミなどの異物を入れると故

障の原因となりますので、絶対におやめください。

1. 溝部にマイナスドライバーを差し込み、

カバーを外します。

電
飲

電
お

使用電池 ボタン電池CR1620

701241



点

5

検整備 / リモコンキーの電池交換
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2. ケースを取り出します。

3. 四隅のフックにマイナスドライバーを差

し込み電池カバーを外します。

601754

601755



点検整備 / リモコンキーの電池交換
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4. 電池を取り外し、新しい電池の 側を下

にして取り付け、電池カバーを確実に取

り付けます。

5. 外した逆の手順で組み付けます。

601753



点

5

 ア

注  意
よび取り外した部品は、お子さまが
まないように注意してください。

知  識
換はスバル販売店に依頼することを
します。
検整備 / アクセスキーの電池交換
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クセスキーの電池交換
キーレスアクセス & プッシュスタートシステムの作動や電波式リモコンドアロックの作

動距離が不安定になった場合は電池の消耗が考えられますので、早めに電池を交換して

ください。

電池交換をする場合は、必ず身体や衣類に帯電している静電気を放電してください。静

電気によりアクセスキーが損傷するおそれがあります。静電気を放電する場合は、静電

気が除去できる物をあらかじめ用意しておくか、金属部分などに手を触れてください。

また端子部分などを曲げたり、水や油などでぬらしたり、ゴミなどの異物を入れると故

障の原因となりますので、絶対におやめください。

1. ボタンを押し、メカニカルキーを取り出

します。

電池お
飲み込

電池交
お奨め

使用電池 ボタン電池CR2032

701422



点検整備 / アクセスキーの電池交換
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2. 溝部に絶縁テープなどを巻いたマイナス

ドライバーの先端を差し込んでカバーを

外します。

3. 電池と基板の間に絶縁テープなどを巻い

たマイナスドライバーを差し込んで、電

池の上側を押さえながら電池を抜き取り

ます。

701514

701421



点

6

検整備 / アクセスキーの電池交換
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4. 新しい電池のプラス極を上にして図のよ

うに挿入し、確実に取り付けます。

5. 凹凸を合わせてカバーを確実に取り付け

ます。

701436

701428



点検整備 / 電球（バルブ）の交換
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 電球（バルブ）の交換
交換方法が記載されていない電球の交換につきましてはスバル販売店にご相談ください。

※1: 有無はグレードやオプションにより異なります。
※2: LEDタイプとなっています。交換はスバル販売店にご相談ください。
※3: 電球交換時はランプと一体になります。スバル販売店にご相談ください。

名称 容量およびワット数（型式）

側面方向指示器 兼 非常点滅表示灯（ハザードランプ）
（フェンダー）

12 V-5 W※3

ルームランプ 12 V-8 W（舟形）

スポットマップランプ 12 V-8 W（舟形）

前部車幅灯（ポジションランプ）※1 12 V-5 W（W5W）

前部車幅灯（ポジションランプ）※1 ※2 ―

前面方向指示器 兼 非常点滅表示灯（ハザードランプ） 12 V-21 W（WY21W）

後面方向指示器 兼 非常点滅表示灯（ハザードランプ） 12 V-21 W（WY21W）

前部霧灯（フロントフォグランプ）※2 ―

後部霧灯（リヤフォグランプ） 12 V-21 W（W21W）

前照灯（ヘッドランプ）ハイビーム／ロービーム※2 ―

前照灯（ヘッドランプ）ロービーム※1 12 V-55 W（H11）

前照灯（ヘッドランプ）ハイビーム※1 12 V-60 W（HB3）

尾灯 12 V-5 W（W5W）

制動灯※2 ―

後退灯 12 V-21 W（W21W）

番号表示灯（ライセンスランプ） 12 V-5 W（W5W）

ハイマウントストップランプ※2 ―

カーゴルームランプ 12 V-5 W（W5W）



6

点

知  識
ューズが切れていることがありま
てください。

のランプは、雨天走行や洗車など
内面が一時的に曇ることがありま
気の温度差による空気中の水分が
どに窓ガラスが曇るのと同様の現
ありません。
の水滴がついているときや、ラン
きは、スバル販売店にご相談くだ

品の破損などが心配な方はスバル

どでマイナスドライバーを使用す
うマイナスドライバーの先端をビ
から作業してください。
いようにして、元どおりに取り付
ットなどが確実に取り付けられて
なります。

灯、消灯、点滅を確認してください。
きは法律で定められた光軸調整が
売店にご相談ください。
けるとき、締め過ぎてランプ本体
てください。
02

検整備 / 電球（バルブ）の交換

注  意
電球を交換するときは次のことをお守りください。守らないと
思わぬ事故やけがや車両火災の原因につながるおそれがありま
す。
• ランプを消灯させ、電球が冷えてから交換する。
－ やけどをするおそれがあります。

• 定められたワット数のものと交換する。
• ハロゲンバルブはガラス球内部の圧力が高いため、落とした

り、物をぶつけたり、傷をつけたりしない。
－ 損傷してガラスが飛び散ることがあります。

• 電球の表面を素手でふれない。
－ やむを得ずガラス部を持つ場合は、電球に油脂や水分を付

着させないために、乾いた清潔な布などを介して持ってく
ださい。

－ 油などが付着すると寿命が短くなります。素手で触れた場
合は、中性洗剤の薄い水溶液を柔らかい布に含ませてよく
拭き取ってください。

• 電球を傷付けたり、落下させたりしない。
－ 球切れや破裂することがあります。

• 電球を取り外すときは工具を使用しない。
－ ショートするおそれがあります。

• 電球が点灯しない場合、ヒ
す。ヒューズの点検も行っ

P.668参照
• ヘッドランプや制動灯など

の使用条件によりレンズ
す。これはランプ内部と外
付着するもので、雨天時な
象であり、機能上の問題は
ただし、レンズ内面に大粒
プ内に水がたまっていると
さい。

• 電球を交換するときに、部
販売店にご相談ください。

• ルームランプを外す場合な
るときは、傷がつかないよ
ニールテープや布で覆って

• 取り外した部品をなくさな
けてください。電球のソケ
いないと、水が入る原因に

• 電球を交換したときは、点
• ヘッドランプを交換したと

必要となります。スバル販
• ランプ本体をネジで締め付

を割らないように気をつけ



点検整備 / 電球（バルブ）の交換
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■クリップの脱着

交換電球によりクリップを外す作業があります。クリップは7種類ありますので、それぞ

れ次の手順で取り外し、電球交換作業後は、元の状態に戻してください。

タイプA、タイプB
1. マイナスドライバーでクリップ中央部を引き出します。

2. クリップ中央部が飛び出てきたらクリップ全体を引っ張り、外します。

• クリップを取り付けるときは、外した状態のまま差し込み、クリップ中央部を押し

込みます。

＜タイプA＞

800575



点

6

タ

知  識
回ってしまうときは、縁の部分を押
回してください。
検整備 / 電球（バルブ）の交換

04

＜タイプB＞

イプC
1. プラスドライバーでクリップ中央部を反時計回りに回します。

2. クリップ中央部が飛び出てきたらクリップ全体を引っ張り、外します。

• クリップを取り付けるときは、外した状態のまま差し込み、クリップ中央部を押し

込みます。

800627

全体が
さえて

800626



点検整備 / 電球（バルブ）の交換
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知  識
体が回ってしまうときは、縁の部分を押
えて回してください。
次ページへ ⇒

タイプD
1. マイナスドライバーでクリップ頭部分を引き出します。

2. クリップ中央部が飛び出てきたらクリップ全体を引っ張り、外します。

• クリップを取り付けるときは、外した状態のまま差し込み、クリップ頭部分を押し

込みます。

タイプE、タイプF
1. マイナスドライバーでクリップ中央部を反時計回りに回します。

2. マイナスドライバーでクリップ中央部を引き出します。

3. クリップ中央部が飛び出てきたらクリップ全体を引っ張り、外します。

• クリップを取り付けるときは、外した状態のまま差し込み、クリップ中央部を押し

込みます。

800652

全
さ



点

6

＜

＜

タ

検整備 / 電球（バルブ）の交換
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タイプE＞

タイプF＞

イプG
1. プラスドライバーでクリップ中央部を押し込みます。

2. クリップが飛び出てきたらクリップ全体を引っ張り、外します。

• クリップを取り付けるときは、中央部を飛び出した状態にします。そのまま差し込

み、クリップ中央部を押し込みます。

800576

601714



点検整備 / 電球（バルブ）の交換
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■前照灯（ヘッドランプ）（ハロゲンヘッドランプ装備車）、前面方向
指示器 兼 非常点滅表示灯（ハザードランプ）（LEDヘッドランプ装
備車）

●準備

運転席側の電球を交換するときは、クリッ

プを外し、エアインテークダクトを外しま

す。

P.603参照

800628

601716



点

6

●

知  識
交換作業後は、エアインテークダク
たはウォッシャータンクの注入口を
状態に戻してからクリップを取り付
ください。
ップが破損した場合は、新品と交換
ください。
検整備 / 電球（バルブ）の交換

08

助手席側の電球を交換するときは、ウォッ

シャータンクのクリップを外し、注入口を

回転して作業してください。

ハイビーム

1. ツメを押しながらコネクターを外しま

す。

• 電球
トま
元の
けて

• クリ
して

601717

602104



点検整備 / 電球（バルブ）の交換
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2. ソケットを反時計回りに回し、ソケット

を引き抜きます。

●ロービーム

1. ツメを押しながらコネクターを外しま

す。

602076

602105



点

6

●

検整備 / 電球（バルブ）の交換
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2. ソケットを反時計回りに回し、ソケット

を引き抜きます。

前面方向指示器 兼 非常点滅表示灯（ハザードランプ）

1. ソケットを反時計回りに回し、ソケット

を引き抜きます。

2. ソケットから電球を引き抜きます。

602077

601764



点検整備 / 電球（バルブ）の交換
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知  識
ンパー側（外側）のクリップは外す必要
ありません。
次ページへ ⇒

■車幅灯（ポジションランプ）、前面方向指示器 兼 非常点滅表示灯
（ハザードランプ）（ハロゲンヘッドランプ装備車）

●準備

1. エンジンを始動し、交換する電球の側と反対側にハンドルをいっぱいに回します。

2. エンジンを停止します。

3. 内側にあるマッドガードのクリップ（1

本）を外します。

バ
は

601980



点

6

●

知  識
交換作業後は、マッドガードを元の
に戻してからクリップを取り付けて
さい。

ップが破損した場合は、新品と交換
ください。

601311
検整備 / 電球（バルブ）の交換

12

4. マッドガードをめくります。

車幅灯（ポジションランプ）

1. ソケットを反時計回りに回し、ソケット

を引き抜きます。

2. ソケットから電球を引き抜きます。

• 電球
状態
くだ

• クリ
して

601721

601722



点検整備 / 電球（バルブ）の交換
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知  識
面方向指示器 兼 非常点滅表示灯（ハ
ードランプ）は一体式となっています。
解はできませんので、ランプ一体で交換
てください。
●前面方向指示器 兼 非常点滅表示灯（ハザードランプ）

1. ソケットを反時計回りに回し、ソケット

を引き抜きます。

2. ソケットから電球を引き抜きます。

■側面方向指示器 兼 非常点滅表示灯（ハザードランプ）

1. 車両の前方に向かってランプを押し、ラ

ンプを車両から取り外します。

2. ソケットからコネクターを引き抜きま

す。

601723

側
ザ
分
し

601374



点

6

■

検整備 / 電球（バルブ）の交換
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後面方向指示器 兼 非常点滅表示灯（ハザードランプ）、尾灯

1. リヤゲートを開け、フタを取りネジ（2

本）を外します。

2. ランプ本体を外します。

601760

601761



点検整備 / 電球（バルブ）の交換
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3. ツメを押しながらコネクターを外しま

す。

4. 切れている電球のソケットを反時計回り

に回し、ソケットを引き抜きます。

5. ソケットから電球を引き抜きます。

601726

601727



点
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■

検整備 / 電球（バルブ）の交換
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番号表示灯（ライセンスランプ）

1. 運転席側の番号表示灯はカバーの左側を

右に押してから引き出して、ランプ本体

を取り外します。

助手席側の番号表示灯はカバーの右側を

左に押してから引き出して、ランプ本体

を取り外します。

2. ソケットを反時計回りに回し、ソケット

を引き抜きます。

3. ソケットから電球を引き抜きます。

601762

600732



点検整備 / 電球（バルブ）の交換
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■後退灯

1. リヤゲートを開けます。

2. リヤゲート裏のトリムにマイナスドライ

バーを差し込み、カバーを取り外します。

3. ソケットを運転席側は反時計回りに、助

手席側は時計回りに回し、引き抜きます。

4. ソケットから電球を引き抜きます。

601782

601783



点

6

■

注  意
とをお守りください。
管に触れない。
気管端部に触れるとけがをするおそ
があります。
管が熱いときは作業しない。
全に作業できる温度まで下がってか
作業してください。
検整備 / 電球（バルブ）の交換

18

後部霧灯（リヤフォグランプ）

1. リヤマッドガードのクリップを外して下

側にめくります。

2. ソケットを反時計回りに回し、ソケット

を引き抜きます。

3. ソケットから電球を引き抜きます。

次のこ
• 排気
－ 排

れ
• 排気
－ 安

ら

601777

601778



点検整備 / 電球（バルブ）の交換
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注  意
レンズを取り外すときは傷つけないよ
う、なるべく細くて薄いマイナスドライ
バーを使い、先端に布を巻いて使用する。
電球を交換するときは、スイッチをOFF
にするか、リヤゲートを閉めて作業する。

－ スイッチがDOOR位置にある場合、リ
ヤゲートを開けるとランプが点灯しま
す。作業中にランプが点灯すると、や
けどをするおそれがあります。
■カーゴルームランプ

1. 本体の縁にマイナスドライバーを差し込

み、レンズを取り外します。

2. 電球を引き抜きます。

•

•

601326

600988



点
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■

注  意
ズを取り外すときは傷つけないよ
なるべく細くて薄いマイナスドライ
を使い、先端に布を巻いて使用す

を交換するときは、スイッチをOFF
るか、ドアを閉めて作業する。
イッチがDOOR位置にある場合、ド
を開けるとランプが点灯します。作
中にランプが点灯すると、やけどを
るおそれがあります。
検整備 / 電球（バルブ）の交換

20

ルームランプ

1. レンズの縁にマイナスドライバーを差し

込み、レンズを取り外します。

2. 電球両端のツメが垂直になるように、電

球を回し、引き抜きます。

• レン
う、
バー
る。

• 電球
にす

－ ス
ア
業
す800966

600963



点検整備 / 電球（バルブ）の交換

621

注  意
レンズを取り外すときは傷つけないよ
う、なるべく細くて薄いマイナスドライ
バーを使い、先端に布を巻いて使用する。
電球を交換するときは、ドア連動切り替
えスイッチをOFFにするか、ドアを閉め
て作業する。

－ スイッチがDOOR位置にある場合、ド
アを開けるとランプが点灯します。作
業中にランプが点灯すると、やけどを
するおそれがあります。
■スポットマップランプ

1. レンズの縁にマイナスドライバーを差し

込み、レンズを取り外します。

2. 電球両端のツメが垂直になるように、電

球を回し、引き抜きます。

■その他のランプ

スバル販売店へ交換を依頼してください。

•

•

601735

600963



6

点

 車
る

い。守らないとSRSエアバッグが
誤作動を起こし命にかかわるよう
があり危険です。
り替えやシートの取り外し・取り
ない。
ピラー、リヤピラー、ルーフサイ
などSRSカーテンエアバッグ格納
。
ー、フロントドアなどのセンサー
。
はスバル販売店で行ってください。

れているパッド部およびフロントピ
サイド部に傷がついていたり、ひ
ま使用しない。
ください。
納されているパッド部、およびフ
いていたり、ひび割れがあるとき

ください。正常に作動しないおそ

、ボンネット上部に荷重を加えた

損傷し、正常に作動しなくなるお

スペンション・エアロパーツ・ホ
や純正品以外に交換しない。また、
どのバンパーアクセサリー部品も

なくなるおそれがあります。
22

検整備 / 車両の整備作業やカー用品を装着するとき

両の整備作業やカー用品を装着す
とき

車両の整備作業やカー用品の装着について、次のことをお守りくだ

さい。守らないとSRSエアバッグ、歩行者保護エアバッグが正常に

作動しなくなったり、誤作動を起こし命にかかわるような重大な傷

害を受けるおそれがあり危険です。

警  告
• サスペンションを改造したり、指定サイズ以外のタイヤへの

交換はしない。
－ 車高が変わったり、サスペンションの硬さが変わると SRS

エアバッグが正常に作動しなくなったり、誤作動により思
わぬ傷害につながるおそれがあります。

• 車両前部にスバル純正品以外の部品などは装着しない。
－ 車両前部を改造するとSRSエアバッグ、歩行者保護エアバッ

グが正常に作動しなくなったり、誤作動を起こし重大な傷害
につながるおそれがあります。

• 次のような修理や交換をする場合には必ずスバル販売店にご
相談ください。SRSエアバッグシステム、歩行者保護エアバッ
グに悪影響を与え、誤作動により重大な傷害につながるおそ
れがあります。

－ ハンドルまわりやインストルメントパネル、センターコン
ソール付近を修理するとき。

－ オーディオシステム、ナビゲーションシステムの交換をす
るとき。

－ フロントスピーカー交換などフロントドアの改造を行う場合。
－ 車体前面（車体側面）の板金塗装や修理をする場合。

必ず次のことをお守りくださ
正常に作動しなくなったり、
な重大な傷害を受けるおそれ
• フロントシートの表皮の張

付け・分解・修理などをし
• フロントピラー、センター

ド部の取り外し、取り付け
部周辺を分解、修理しない

• センターピラー、リヤピラ
格納部を分解、修理しない

－ 分解、修理が必要な場合
• SRS エアバッグが格納さ

ラー、リヤピラー、ルーフ
び割れがあるときはそのま

－ スバル販売店で交換して
• 歩行者保護エアバッグが格

ロントバンパー部に傷がつ
はそのまま使用しない。

－ スバル販売店で交換して
れがあります。

• ボンネットを強く閉めたり
り、強く叩くなどしない。

－ 歩行者保護エアバッグが
それがあります。

• バンパー・ボンネット・サ
イール、カウルなどの加工
ナンバープレートベースな
純正品以外装着しない。

－ システムが正常に作動し



623

/ 車両の整備作業やカー用品を装着するとき
点検整備 

• 歩行者保護エアバッグ、SRS エアバッグシステムの部品・配
線を取り外したり修理しない。また、電気テスターを使って
システムの回路診断をしない。

－ 誤って作動したり、正常に作動しなくなるおそれがありま
す。必ずスバル販売店で点検を受けてください。

• 作業中、カウル付近やフロントバンパー付近で手をついたり、
強く押したりしない。

－ 衝突したときなどに誤作動したり、正常に作動しないおそ
れがあります。

• エンジンが始動しているときにバンパー周辺部品に触れな
い、よりかからない。

－ 予期せぬ作動でけがをしたり、部品が損傷してシステムが
正常に作動しないおそれがあります。

• 車やSRSエアバッグ、歩行者保護エアバッグを廃棄するとき
は必ずスバル販売店にご相談ください。SRS エアバッグ、歩
行者保護エアバッグが思いがけなく作動して重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

• 純正品の取り付けはスバル販売店にご相談ください。
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寒

寒
 走

■





■

■



知  識
凍結路など滑りやすい道では、2 速
の発進をお奨めします。
ュアルモード装備車は、セレクトレ
を“M”にし、パドルシフトレバー

にします。
5参照
24

冷地での使

冷地

行す

控えめな

冬用タイヤ

ハンドルは

タイヤチェ

てください

P.628参照

エンジンブ

りやすい路

ヤがスリッ

P.23参照

ブレーキ

ブレーキに

車や道路の

復するまで

きはブレー

ハンドル

走行中、足

きお車を止

P.630参照
いかた / 走行するときは

での使いかた

るときは

運転を心がけてください

（スタッドレスタイヤ）を装着していても、急発進、急加速、急ブレーキ、急

避けてください。

ーンが必要な場合は、タイヤサイズに合ったものをあらかじめ用意しておい

。

レーキを使って速度をコントロールするように心がけてください。なお、滑

面ではシフトダウンによる急激なエンジンブレーキを避けてください。タイ

プするおそれがあります。

の効きを点検してください

雪や氷が付着して効きが悪くなることがあります。走行を開始するとき、お

状況に注意してブレーキの効きを確認してください。効きが悪い場合には、回

ブレーキペダルを軽く踏み続けてください。ブレーキの効きが回復しないと

キの異常が考えられますので、直ちにスバル販売店で点検を受けてください。

の切れを点検してください

まわりに雪が付着するとハンドルの切れが悪くなることがあります。ときど

め、足まわりを確認し、雪を取り除いてください。

雪道や
ギヤで
• マニ

バー
で2速

P.33



寒冷地での使いかた / 駐車するときは

625

知  識
止め（タイヤストッパー）は車載されて
ませんので必要に応じて準備してくださ
。

■ランプ類を点検してください

ヘッドランプが汚れていたり雪が積もっていたりすると、正常に照らせません。

また、方向指示器や制動灯などが汚れていると、自車の状況を周囲に知らせることがで

きず、思わぬ事故につながるおそれがあります。走行前にランプ類がきれいか確認して

ください。

雪や霜、氷が付着している場合は取り除いてください。

■積雪などにより、ワイパーが途中で止まったとき

お車を安全な場所に止めてワイパースイッチをOFF、エンジンスイッチをLOCK（OFF）

にし、ワイパーが作動できるように積雪などの障害物を取り除いてください。

 駐車するときは

■ブレーキの凍結に気をつけてください

電動パーキングブレーキをかけておくと、電動パーキングブレーキが凍結することがあ

ります。

電動パーキングブレーキをかけずに次の要領で駐車してください。

• セレクトレバーを“P”にします。

• 輪止め（タイヤストッパー）をします。

■ボンネット側を風下に

風の当たる部分は、予想以上に低温となります。バッテリー上がりを防ぐためにもボン

ネット側を風下に向けて駐車してください。

■屋外に駐車するときは、ワイパーアームを立てておいてください

ワイパーブレードがガラスに凍りつくことを防ぎます。

輪
い
い



寒

6

 洗

■

■


■

冷地での使いかた / 洗車するときは

26

車するときは

凍結防止剤を散布した道路を走ったとき
早めに洗車してください。洗車するときは下まわりと足まわりも十分に洗ってください。

放置すると錆を促進させる要因となります。

洗車のしかた
P.565参照

洗車後の注意
洗車後、ボディまわりの水分をよく拭き取ってください。特にドアまわりは凍結しやす

いところです。

また、ブレーキも凍結することがありますので、後続車や道路の状況に注意して効きを

確認してください。



用タイヤ（スタッドレスタイヤ）への交換

627

警  告
乾いた路面を走行するときは、通常より
注意して安全運転を心がける。

－ 冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）は、
乾いた路面では一般タイヤに比べ滑り
やすくなります。

着のときは、次の事項をお守りください。
4 輪とも必ず同一指定サイズで、同一サ
イズ、同一メーカー、同一銘柄および同
一トレッドパターン（溝模様）のタイヤ
を装着する。
著しく摩耗したタイヤは使用しない。
摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しない。
タイヤの空気圧を指定空気圧に保つ。
タイヤチェーンを装着するときは、「タイ
ヤチェーンの装着」を参照してください。
P.578、628参照

注  意
タイヤを交換するときは、ブレーキ周辺
にぶつけないように注意する。

－ 万一ぶつけてしまった場合は、スバル
販売店にご相談ください。
寒冷地での使いかた / 冬

 冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）への交換
雪道や凍結路では、冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着して走行してください。

雪道や凍結路の走行が事前に予測される場合には、あらかじめ冬用タイヤを装着してお

いてください。装着についての条例は地域によって異なることがあります。走行する地

域の条例に従ってください。

•

装
•

•
•
•
•



•



寒

6

 タ

■

 冷

注  意
ヤチェーンは非常時のみ、純正
ーンを前輪に取り付ける。
イヤチェーンを取り付けたときは急
進、急加速、急ブレーキ、急ハンド
などを避けて、路面の状況に合った
全な速度（30 km/h以下）で慎重に
転してください。
た路面の走行はできるだけ避ける。
ェーンの寿命を短くします。
ヤチェーンを装着したらタイヤの内
部分がブレーキ配管、サスペンショ
車体などに触れていないか必ず確認
。
ヤチェーン装着後はゆっくりと走行
100 m 程度）、異音やタイヤチェー
ゆるみがないかなどを確認する。
ヤチェーンを取り付けるときに着用
手袋なども準備しておくことをお奨
ます。
冷地での使いかた / タイヤチェーンの装着

28

イヤチェーンの装着
• タイヤチェーンは、予測できない降雪や雪道に遭遇した場合などの非常用装備品です。

タイヤチェーンは、前輪に装着してください。後輪にはタイヤチェーンを装着しない

でください。

• タイヤチェーンの装着方法や使用方法については付属の取扱説明書をご覧ください。

• タイヤチェーンを装着しても路面の状況によっては極低速でスリップしたり、登坂能

力が低下する場合があります。

• タイヤチェーンを取り付けると、アルミホイールが傷つく場合があります。

タイヤサイズに合ったものを使用してください

タイヤチェーンは「スバル純正チェーン」を使用してください。

詳しくは、スバル販売店にご相談ください。

却水の濃度
冷却水の凍結を防ぐため、スバルスーパークーラントを希釈せずそのまま使用してくだ

さい。

• タイ
チェ

－ タ
発
ル
安
運

• 乾い
－ チ

• タイ
側の
ン、
する

• タイ
し（
ンの

• タイ
する
めし



での使いかた / ウォッシャー液の濃度調整

629

注  意
外気温度と希釈割合を合わせる。

－ 希釈割合が適切でないと噴射した液が
凍結し、視界不良になるおそれがあり
ます。また、タンク内で凍結すること
があります。
寒冷地

 ウォッシャー液の濃度調整
ウォッシャー液の凍結を防ぐため、ウォッシャー液容器に記載してある凍結温度を参考

に、外気温度に応じた希釈割合（濃度）にしてください。

 寒冷地用ワイパーブレードの装着
• 寒冷地用ワイパーブレードは、ブレードの金属部分への雪の付着を防ぎ、降雪期の視

界確保ができます。

• 寒冷地用ワイパーブレードは、お車のサイズに合ったスバル純正部品を使用してくだ

さい。

•



6

雪

雪
 足

 ル

 フ

 ガ

注  意
氷を取り除く場合は鋭利なものや硬
ので叩いたりしない。
タイヤの内側には ABS の車輪速セ
サーを取り付けてあります。これら
傷をつけないように特に気をつけて
ださい。
30

や霜の除去

や霜

まわ
お車の下を

たまりが付

雪道を走行

切れやブレ

雪や氷が付

ーフ
走行する前

と、視界の

ロン
雪がたまっ

す。作動し

使用してく

ラス
プラスチッ
 / 足まわりの点検

の除去

りの点検
のぞいて足まわり（ブレーキまわり、ブレーキホース、配線）に雪や氷のか

着していないか点検してください。

したり、吹雪の中に駐車したときは足まわりに雪や氷が凍結し、ハンドルの

ーキの効きが悪くなることがあります。

着している場合は足まわりの部品に注意して取り除いてください。

の雪の除去
にルーフに積もった雪を取り除いてください。走行中にガラス面に落下する

妨げとなり危険です。

トガラス下側の雪の除去
ているとワイパーブレードが定位置まで戻れず、作動し続けることがありま

続けるとワイパーが損傷する場合がありますので、雪を除去してワイパーを

ださい。

面の雪や霜の除去
クの板などを使用し、雪や霜を取り除いてください。

• 雪や
いも

－ 各
ン
に
く



除去 / ドア・リヤゲートを開けるときには

631

知  識
アのキー穴にはぬるま湯をかけないでく
さい。凍結することがあります。
雪や霜の

 ドア・リヤゲートを開けるときには
ドアやリヤゲートが凍結しているときに無理に開けると、ドアまわりのゴムがはがれた

り、亀裂が発生することがあります。氷を溶かしてから開けてください。その後、すぐ

に水分を十分拭き取ってください。

 ワイパーなどの凍結
ワイパー、電動リモコンドアミラー、パワーウインドゥなどが凍って動かない場合はス

イッチを押し続けないでください。装置を傷めたり、バッテリー上がりを起こすおそれ

があります。

• ワイパーブレードがガラスに凍りついたときは、ぬるま湯をかけるか、次の操作を行

いガラスを温めてください。無理にワイパーを作動させるとワイパーブレードのブ

レードラバーが切れることがあります。

－ フロントガラスは、エアコンの吹き出し口を （デフロスター）にするか、フロン

トワイパーデアイサー（装備車のみ）を使用してください。

－ リヤガラスは、リヤウインドゥデフォッガーを使用してください。

P.292、293、531参照

ド
だ



6

日

日
 日
32

常点検 / 日

常点

常点
日常点検整

います。

日常点検は

時などを目

その他の点
常点検について

検

検について
備は、お客様の責任において実施していただくことが法律で義務付けられて

、簡単に点検できる項目になっていますので、長距離走行前や洗車時、給油

安に実施してください。ここでは、お車特有の点検内容を説明しています。

検方法および実施時の注意事項は、「メンテナンスノート」をお読みください。



633

日常点検 / 日常点検について

たり、手を置くなどの力を加えない。

常点検を行う際は、次のことをお守りく

するおそれがあります。
手を置くなど力を加えない。
および車体側の取り付け部が変形するお

601798

602054
注  意
エンジンルーム内の日常点検を行う際は、次のことをお守りく
ださい。
守らないとやけどやけがをするおそれがあります。
• エンジンスイッチが LOCK（OFF）でエンジンが冷えている

ことを確認する。
• やむを得ずエンジンスイッチが ON でエンジンルーム内の点

検を行う際は、電動パーキングブレーキを確実にかける。
• エンジンオイルフィルターの交換やエンジンオイル注入口の

キャップを脱着するときなどはエンジンが完全に冷えるま
で、エンジンオイルフィルターには触れない。

• エンジンオイル注入口のキャップを脱着するときは、エンジ
ンオイルフィルターなどにより指を挟んだりしないように注
意する。

• エンジン高温部、回転しているプーリーやベルト、自動的に
回転する冷却ファンに十分注意する。

601797

• ベルトカバーに触れ

エンジンルーム内の日
ださい。
守らないと車体が損傷
• フェンダーカバーに
－ フェンダーカバー

それがあります。
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日

※



602102
34

常点検 / 日常点検について

車の仕様によりエンジン形状が一部異なります。

また、仕様につきましてはサービスデータをご覧ください。

P.692参照



日常点検 / バッテリー液量の点検

635

注  意
ォッシャー液を使用したり補充する際
、次のことをお守りください。守らない
故障や視界不良の原因につながるおそれ
あります。
降雪時、寒冷時には、フロントおよびリ
ヤガラスが温まるまでウォッシャー液を
使用しない。
ウォッシャー液注入時、ゴミ、異物など
が入らないよう注意する。
 バッテリー液量の点検
バッテリーの液量が下限（LOWER LEVEL）以下になったまま使用または充電すると、

バッテリーが爆発するおそれがあります。バッテリーの液量はときどき点検し、不足し

ているときは上限（UPPER LEVEL）まで補充してください。

 ウォッシャー液量の点検
運転前にウォッシャー液の量を点検してく

ださい。

ボンネットを開けると、向かって右側の

ヘッドランプ後ろに給水口があります。タ

ンクはフロントおよびリヤウォッシャーと

ヘッドランプウォッシャー（装備車）共用

になっています。

ウ
は
と
が
•

•

602103



日

6

常点検 / ウォッシャー液量の点検

36

キャップを外し、レベルゲージで液量を点検します。

レベルゲージ下部のLOWより上に液の膜が付着していることを確認してください。

付着していない場合、ウォッシャー液をFULLの位置まで補給してください。

FULL位置以上にウォッシャー液を入れないでください。

601741 601750
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車

万一の

車
 格

■

※

知  識
は定めた場所に置いておくと、万一
きすぐに取り出せます。使用後は元
所に戻してください。
ッキを使う場合は、「ジャッキアッ
を参照してください。
0参照
38

載工具 / 格

場合

載工
納場

次の工具類

• ドライバ

• ホイール

• ジャッキ

• ジャッキ

• けん引フ

• パンク修

ドライバ
けん引フ

カーゴルー

ドライバ

とができ
納場所

具
所
が搭載されています。

ー（＋、－両方に使えます）

ナットレンチ

ハンドル

ック

理キット

ー、ホイールナットレンチ、ジャッキ、ジャッキハンドル、
ック、パンク修理キット

ムのリッド（フタ）を開けて取り出します。

ーとホイールナットレンチはカーゴルームのリッド（フタ）の下に格納するこ

ます。

• 工具
のと
の場

• ジャ
プ」

P.58

701840 702695



639

パンクしたとき / 応急用パンク修理
パン
 応急

この

キッ

パン

説明

この

店で
次ページへ ⇒

クしたとき

用パンク修理
車は応急用スペアタイヤを搭載しておりません。パンクの際は、車載のパンク修理

トを使用してください。車載のパンク修理キットで釘やネジなどが刺さった軽度の

クが一時的に補修できます。パンク修理の際は、作業をスムーズにするため本取扱

書をお読みになってから作業してください。

パンク修理キットは応急修理を目的としています。修理後はすみやかにスバル販売

点検を受けてください。



6

パ

40

ンクしたとき / 応急用パンク修理

警  告
パンク修理キットを使用する際は、次のことを必ずお守りくだ
さい。守らないと思わぬけがや事故につながるおそれがありま
す。
• パンク修理キットを使用したタイヤにはチェーンを装着しな

い。
• 安全な場所に停車し、交通の妨げにならないようにする。
• 車両が動かないように電動パーキングブレーキをかける。
• 非常点滅表示灯（ハザードランプ）を点灯させる。
• その場を離れない。

注  意
パンク修理キットを使用する際は、次のことに注意してくださ
い。
• 修理剤を誤って飲用した場合は、できるだけたくさんの水を

飲み、直ちに医師の診断を受ける。
• 修理剤が目や皮ふについた場合は、水でよく洗い流す。
－ 異常を感じたら医師の診断を受けてください。

• お子さまが誤って修理剤に手を触れないよう注意する。
• パンク修理キットは、指定サイズのタイヤ専用のため指定サ

イズ以外のタイヤや他の用途には使用しない。
－ タイヤの指定サイズは運転席ドアを開けたボディ側に貼っ

てある「タイヤ空気圧」のラベルをご覧ください。



パンクしたとき / 応急用パンク修理

641

注  意
タイヤにささった釘やネジを取り除かず
応急修理を行う。

－ 取り除いてしまうと、パンク修理キッ
トの修理剤では応急修理ができなくな
る場合があります。

知  識
修理剤には有効期限があります。有効期
限の過ぎた修理剤は徐々に劣化し、パン
クを補修する機能が落ちてくるため、適
切に応急修理ができない可能性がありま
す。有効期限が切れる前に交換してくだ
さい。交換についてはスバル販売店にご
相談ください。
修理剤は衣服などに付着すると取れなく
なるおそれがあります。
氷点下で使用する場合は、ボトルを車内
で温めてから使用することをお奨めしま
す。
■応急修理ができるとき

タイヤの接地部にささった直径４ mm未満

の釘やネジなどによる、軽度のパンクのと

き

■応急修理ができないとき

次の場合は、応急修理ができません。スバル販売店や JAF ロードサービスなどにご連絡

ください。

• 修理剤の有効期限が過ぎているとき

•

702025

•

•

•

701849
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ンクしたとき / 応急用パンク修理

42

• 接地部以外が損傷を受けパンクしている

とき

• タイヤ側面に亀裂やへこみがあるとき

• タイヤが2本以上パンクしているとき（修理剤1本につき、修理できるタイヤは1本で

す）

• ほとんど空気が抜けている状態で走行したとき

• タイヤがホイールから外れているとき

• ホイールやホイールのバルブが損傷しているとき

• 直径4 mm以上の釘などによってパンクしているとき

• 気温が－30 ℃以下のとき

702026



パンクしたとき / 応急用パンク修理

643

警  告
ンプレッサーを使用するときは次のこと
お守りください。車両火災や感電の原因
なるおそれがあります。
使用する前に、電源コードに損傷がない
ことを確認する。
ぬれた手で操作しない。
使用中に発火、発煙、異臭などの異常が
発生した場合は、すぐに使用を中止する。

－ 電源コードを取り外した後、スバル販
売店にご連絡ください。

注  意
ンプレッサーを使用するときは、次のこ
をお守りください。コンプレッサーの故
の原因となります。
10分以上連続して作動させない。
水をかけない。

－ 降雨時の作業では水がかからないよう
作業してください。

砂地など砂埃の多い場所で使用しない。
本体が熱を持ち、作動が鈍くなったら使
用を中止する。

－ 再使用するときは、コンプレッサーが
冷えたことを確認してから使用してく
ださい。

分解・改造などはしない。
衝撃を与えない。
■パンク修理キット

パンク修理キットはカーゴルームのリッド

（フタ）の下に格納されています。

（1）速度制限シール

（2）コンプレッサー

（3）修理剤

（4）クイックリファレンス

コ
を
に
•

•
•

コ
と
障
•
•

•
•

•
•

701850
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知  識
止表示板または停止表示灯は必要に
準備してください。
ンクしたとき / 応急用パンク修理

44

使用する前に

1. 地面が硬く平坦で、安全に作業ができる場所に車を止め、エンジンを停止します。

2. 非常点滅表示灯（ハザードランプ）を点滅させ、人や荷物を降ろし、三角停止表示板

または停止表示灯を使用します。

3. パンクしたタイヤのバルブが下にくるように停車してください。

4. 電動パーキングブレーキが確実にかかっていることを確認します。

5. カーゴルームのリッド（フタ）を開け、パンク修理キットを取り出します。

修理のしかた

1. コンプレッサーの電源スイッチがOFFの

位置にあることを確認します。

三角停
応じて

701851



パンクしたとき / 応急用パンク修理

645
次ページへ ⇒

2. コンプレッサーの裏側からホースを、上

部から電源コードを取り出します。

3. ボトルをよく振ってから、ホースを解き

ます。

701852

701853



パ
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注  意
のバルブのねじ山をつぶさないよう
する。

注  意
への取り付けがゆるいと修理剤が漏
それがあります。
ンクしたとき / 応急用パンク修理

46

4. コンプレッサーのホース先端部を、ボト

ルのバルブに確実に取り付けます。

5. 損傷したタイヤのバルブキャップを外します。

6. ボトルのホースを損傷したタイヤのバル

ブに確実に取り付けます。

ボトル
に注意

701854

バルブ
れるお

701855



パンクしたとき / 応急用パンク修理

647
次ページへ ⇒

7. ボトルを逆さまにして、キャップの形状

を合わせてコンプレッサーに取り付けま

す。

8. コンプレッサーの電源コードのプラグを

電源ソケットに確実に差し込みます。

9. エンジンスイッチをACCにします。

701856

702200
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1
注  意

レッサーを使用する際は、次のこと
りください。
プレッサーの電源は必ず電源ソケッ
ら取る。
剤の注入中はタイヤの真横には立た
。
合はパンク修理キットによる応急修
きません。スバル販売店またはJAF
サービスなどにご連絡ください。
プレッサーの作動中、タイヤ側面に
やへこみなどの損傷が見つかった場
、直ちにコンプレッサーを停止して
さい。
間エアをいれてもタイヤの空気圧が

のゾーンにならない場合。

知  識
を注入しているとき、空気圧は一時
0 kPa以上に高くなりますが、修理
べて流れ込むと空気圧は下がりま
ンクしたとき / 応急用パンク修理

48

0. タイヤの側面に亀裂や傷、へこみがない

ことを確認し、コンプレッサーの電源ス

イッチを ON にして修理剤と空気を注入

します。

コンプ
をお守
• コン

トか
• 修理

ない
次の場
理はで
ロード
• コン

亀裂
合は
くだ

• 10分
緑色

修理剤
的に30
剤がす
す。

701858



パンクしたとき / 応急用パンク修理

649

注  意
速度制限シールは、ハンドル中央部や
ダッシュボードには貼らない。

－ SRS エアバッグが正常に機能しなく
なります。また、メーターの警告灯や
スピードメーターが見えなくなる位置
に貼らないでください。
次ページへ ⇒

11. 速度制限（80 km/h）シールを取り出し、

図の位置に速度制限シールを貼ります。

12. タイヤの空気圧が緑色のゾーンになった

ら、コンプレッサーの電源スイッチを

OFFにします。

•

800594

bar

701860
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3. ボトルのホースを損傷したタイヤから外

し、バルブキャップを取り付けます。

4. コンプレッサーのホースを、ボトルから

外します。

701907

701862



パンクしたとき / 応急用パンク修理

651

注  意
走行中異常を感じたときは、運転を中止
する。

－ 修理剤の補修が完了していない場合、
空気圧が低下して安定性を損なうおそ
れがあります。異常を感じたときは、
スバル販売店またはJAFロードサービ
スなどにご連絡ください。

パンク修理キットとボトルが動かないよ
う確実に固定する。
次ページへ ⇒

15. 修理剤がこぼれないように、ボトルの

ホースを、素早くボトルのバルブにつな

いでください。

16. パンク修理キットを車両に搭載して直ちに走行します（10分間または5 km程度）。走

行は法定速度を守って、80 km/h以下の速度で急ハンドルなどを避け、慎重に運転し

てください。

17. 安全な場所にお車を止め、コンプレッサーに付属の空気圧計を使用してタイヤの空気

圧を点検します。

タイヤの指定空気圧は、運転席ドアを開けたボディ側に貼ってある「タイヤ空気圧」の

ラベルで確認してください。

P.695参照

18. 応急修理したタイヤのバルブキャップを外します。

701863

•

•
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9. コンプレッサーのホースを、応急修理し

たタイヤのバルブに確実に取り付けま

す。

0. 電源コードのプラグを電源ソケットに確

実に差し込みます。

1. エンジンスイッチをACCにします。

702261

702200



パンクしたとき / 応急用パンク修理

653

知  識
冷時は修理完了までの時間、走行距離が
くなる場合があります。この場合、手順

6.から23.の作業を繰り返してください。
業を繰り返しても空気圧が低下する場合
応急修理ができません。運転を中止して
バル販売店またはJAFロードサービスに
連絡ください。
次ページへ ⇒

22. コンプレッサーの電源スイッチを ON に

して、数秒後にOFFにしてください。

23. タイヤの空気圧が黄色のゾーンのときは、タイヤの指定空気圧まで空気を入れます。

P.695参照

タイヤの空気圧が赤色のゾーンのときは、修理剤による応急修理はできません。

運転を中止してスバル販売店またはJAFロードサービスにご連絡ください。

701858

寒
長
1
作
は
ス
ご
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注  意

修理キットで修理後は次のことをお
ださい。
するときは法定速度を守り、80
h 以下の速度で、急ハンドルなどを
慎重に運転する。
修理したタイヤで200 km以上の距
走行しない。

知  識
ク修理キットを使用したときは、す
かにタイヤおよびタイヤのバルブを
に交換してください。
8参照

ールに損傷のない場合は、付着した
剤を除去することでホイールを再使
きます。
したパンク修理キットは、修理剤、
制限シールを交換してください。詳
はスバル販売店にご相談ください。
ンクしたとき / 応急用パンク修理

54

4. 応急修理後は、すみやかにスバル販売店で点検を受けてください。

パンク
守りく
• 走行

km/
避け

• 応急
離を

• パン
みや
新品

P.57
• ホイ

修理
用で

• 使用
速度
しく
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発炎筒 / 発炎筒について

警  告
炎筒を使用するときは次のことを必ずお
りください。
らないとやけどなど重大な傷害、車両火災や
故などの原因につながるおそれがあります。
発炎筒をお子さまには触れさせない。
燃料など可燃物のそばで使わない。
筒先を顔や身体に向けたり、人に近づけ
たりしない。
トンネルの中で使わない。

－ 煙で視界が悪くなり危険です。トンネ
ルの中では非常点滅表示灯（ハザード
ランプ）を使用してください。

P.295参照
発炎
 発炎

グロ

てい

発炎

らか

■発炎

1. ケ

外

次ページへ ⇒

筒

筒について
ーブボックス左下に発炎筒を備え付け

ます。

筒の外筒に書いてある使用方法を、あ

じめ確認しておいてください。

筒の使いかた

ースをひねり、本体からケースを取り

します。

701867

発
守
守
事
•
•
•

•



600029



発

6

知  識
には有効期限が明記されています。
限が切れる前にスバル販売店でお求
さい。
炎筒 / 発炎筒について

56

2. ケースを本体の後部に取り付け、本体の

白いキャップを取り外します。

3. 本体の先端を、キャップ頭部のすり薬で

こすると着火します。

発炎筒
有効期
めくだ

600030

600031
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故障したとき / 踏切で動けなくなったとき

知  識
ンジンスイッチを START に保持、また
プッシュエンジンスイッチを押し続けて
（スターターを回している状態）、一時緊
的にお車を動かすことはできません。
セレクトレバーが“P”または“N”以
外ではスターターは回りません。
故障
 踏切

踏切

は、

非常

場合

合図

P.65
したとき

で動けなくなったとき
で脱輪などにより脱出できない場合

踏切の非常ボタンを押してください。

ボタンがない場合、位置がわからない

、緊急を要する場合は、発炎筒を使い

をしてください。

5参照

エ
は
も
急
•

800462
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 高



知  識
停止表示板または停止表示灯の設置
律で義務付けられています。
停止表示板または停止表示灯は車載
ていませんので、必要に応じて準備
ください。
障したとき / 高速道路、自動車専用道路で動けなくなったとき

58

速道路、自動車専用道路で動けなくなったとき
1. 非常点滅表示灯（ハザードランプ）を点

滅させ、お車を路肩など安全な場所に止

めてください。

2. 同乗者をガードレールの外側などに避難

させ、お車の50 m以上後方へ三角停止表

示板と発炎筒を置くか、停止表示灯を使

用してください。

P.655参照

• 三角
は法

• 三角
され
して

801226

801227



路、自動車専用道路で動けなくなったとき

659
故障したとき / 高速道

3. 運転者もガードレールの外側などに避難

してください。

4. 安全を確保した後、非常電話などで救援

をたのみます。

801228
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 路





障したとき / 路上で動けなくなったとき

60

上で動けなくなったとき
1. あわてず、もう一度エンジンを始動してみてください。

P.308参照

2. エンジンが始動しないときは、同乗者や付近の人に押してもらって安全な場所へ移動

してください。

移動するときはセレクトレバーを“N”にします。

P.329参照



故障したとき / 故障時の対応方法と連絡先

661

知  識
一のために、JAFに入会されることをお
めします。JAFロードサービスの連絡先
巻末に記載されています。

知  識
セレクトレバーが動かないときは、シフ
トロックシステムの故障が考えられま
す。直ちにスバル販売店にご連絡くださ
い。
バッテリーが上がったときは電動パーキ
ングブレーキを解除できません。

－ 電動パーキングブレーキがかかったま
まのときは、セレクトレバーを “P”
以外にしても車は動きません。
 故障時の対応方法と連絡先
1. お車を安全な場所に移動するなど、可能な範囲で安全を確保してください。

2. お買い求めのスバル販売店または最寄りのスバル販売店に連絡し、ご相談ください。

3. スバル販売店に連絡が取れない場合は JAF ロードサービスなどに連絡し、ご相談くだ

さい。

 セレクトレバーが動かないとき
セレクトレバーを“P”から動かすことができないまたは“P”へ動かすことができない

ときは、次の手順でシフトロックを解除してください。

1. 電動パーキングブレーキが確実にかかっていることを確認します。

2. シフトロックカバーを外します。

マイナスドライバーを使用する場合は、

傷がつかないようマイナスドライバーの

先端をビニールテープや布で覆ってから

作業してください。

3. ブレーキペダルを踏みます。

4. シフトロック解除ボタンをグリップを外

したドライバー ※ などで押しながら、セ

レクトレバーのボタンを押してレバーを

操作します。

万
奨
は

•

•

702413
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 リ

注  意
処置用解錠レバーは指で操作せずに
イバーで操作する。
がをするおそれがあります。
障したとき / リヤゲートが開けられなくなったとき

62

ヤゲートが開けられなくなったとき
バッテリー上がりや集中ドアロックシステムの故障などでリヤゲートの解錠ができなく

なった場合は、応急処置用解錠レバーを操作して車室内から解錠することができます。

1. リヤゲートトリムのカバーを外します。

2. マイナスドライバーなどを使用してレ

バーを矢印の方向に動かし、リヤゲート

を開けます。

• 応急
ドラ

－ け

701920

801193



き / アクセスキーが正常に作動しないとき

663

知  識
盗難警報装置が監視状態のときは警報が
鳴ります。
アクセスキーの電池が少ない状態で警報
が作動した場合は「アクセスキーが正常
に作動しないときのエンジン始動」を参
照してプッシュエンジンスイッチの操作
またはエンジン始動をしてください。
P.664参照
紛失防止のため、使用後は必ずメカニカル
キーをアクセスキーに装着してください。
メカニカルキーは運転席ドアのみ施錠・
解錠します。他のドアは連動しません。
故障したと

 アクセスキーが正常に作動しないとき
強い電波またはノイズがある場合や、アクセスキーの電池残量が少なくなり施錠・解錠お

よびエンジン始動ができなくなった場合は、次の方法で施錠・解錠およびエンジン始動を

してください。また電池がなくなった場合はアクセスキーの電池を交換してください。

P.598参照

■メカニカルキーによる施錠・解錠

ボタンを押し、メカニカルキーを取り出し

ます。

メカニカルキーを確実に差し込んでお車の

後ろ側に回すと解錠され、前側に回すと施

錠されます。メカニカルキーは差し込み方

向に指定のある内溝キーです。差し込めな

い場合は向きを改めて差し込んでくださ

い。

•


•

•

701422

701980
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■

注  意
セスキーとプッシュエンジンスイッ
間には金属、磁気を帯びた物、信号
機などを近づけない。
クセスキーと車両の通信が妨害され
ことがあります。

知  識
の開閉後、しばらくして操作すると
ーが鳴らない場合があります。ブ
が鳴らない場合は、運転席ドアを開
た後、15 秒以内にアクセスキーを
シュエンジンスイッチに近づけてく
い。
セスキーのボタン側をプッシュエン
スイッチに近づけた場合、反応しな
合があります。
障したとき / アクセスキーが正常に作動しないとき

64

アクセスキーが正常に作動しないときのエンジン始動

強い電波またはノイズがある場合や、アクセスキーの電池が少なくなった場合、次の方

法でプッシュエンジンスイッチの操作またはエンジン始動が行えます。

1. 電動パーキングブレーキが確実にかかっていることを確認します。

2. セレクトレバーが“P”であることを確認します。

3. ブレーキペダルを踏みます。

4. アクセスキーのボタン側を手前に向け

て、アクセスキーをプッシュエンジンス

イッチに触れるまで近づけます。

アクセスキーと車両の通信が完了すると

ブザー（ピッ）が鳴り、プッシュエンジ

ンスイッチが ACC または ON になりま

す。ただし、スイッチの状態は、車両状

態により、次のように異なります。

• 電池切れまたは電波妨害のとき、プッ

シュエンジンスイッチは ON になりま

す。

• キーレスアクセス機能が停止状態のとき、プッシュエンジンスイッチはACCになり

ます。

5. プッシュエンジンスイッチがACCまたはONになってから次の操作を行います。

• エンジンを始動するときは、ブレーキペダルを踏んだままプッシュエンジンスイッ

チを押します。

• プッシュエンジンスイッチをONにするときは、ブレーキペダルから足を離してプッ

シュエンジンスイッチを押します（プッシュエンジンスイッチがACCのとき）。

• アク
チの
発信

－ ア
る

• ドア
ブザ
ザー
閉し
プッ
ださ

• アク
ジン
い場

701869



故障したとき / バッテリーが上がったとき

665
次ページへ ⇒

 バッテリーが上がったとき
次のようなときは、バッテリー上がりです。

• スターターが回らないか、回っても回転が弱くエンジンが始動しないとき

• ランプがいつもより極端に暗かったり、ホーンの音が小さいとき

■対処のしかた

押しがけによる始動はできません。

救援車を依頼しブースターケーブルを接続してエンジンを始動してください。
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故

注  意
るときは、次のことを必ずお守り

する。
ベルトなどの可動部品に接触させ

ー端子を外さない。
れがあります。

シュスタート装備車の場合、バッテ
ー交換後は、ステアリングロック

動しない場合があります。

応した専用バッテリーを使用して
がったときはスバル販売店でお車
66

障したとき / バッテリーが上がったとき

警  告
バッテリーが上がったときは次のことを必ずお守りください。
守らないと重大な傷害につながるおそれがあります。
• ブースターケーブルをつなぐ前にバッテリー液量を確認する。
－ バッテリーの液量がバッテリー側面に示されている下限

（LOWER LEVEL）以下で充電または使用を続けると、容
器内の各部位の劣化を早め、バッテリーの寿命を縮めたり、
発熱や破裂（爆発）の原因となるおそれがあります。バッ
テリー補充液を補充してから行ってください。

• ブースターケーブルを接続するときは、必ず次のことを守る。
守らないと火花が発生し、バッテリーから発生する可燃性ガ
スに引火して爆発するおそれがあり危険、かつ電子機器やエ
ンジン部品を傷める原因となる。

－ 端子と 端子を間違えないでください。
－ 端子と 端子を接触させないでください。
－ 自車のバッテリーの 端子にケーブルを接続しないでください。
P.667参照
• バッテリーに火気を近づけない。
－ バッテリーからは、可燃性のガスが発生しているので、引

火して爆発するおそれがあります。
• バッテリーを充電するときには、すべてのキャップを外し、通

気のよい場所で充電する。
－ 発生したガスが充満すると引火爆発するおそれがありま

す。
• バッテリー液は希硫酸なので、目および身体につかないよう

に気をつける。
－ 万一付着したときは、すぐに大量の水で洗浄し、医師の診

断を受けてください。

ブースターケーブルを接続す
ください。
• 12 Vのバッテリーと接続
• ケーブルをオルタネーター

ない。
• エンジン回転中にバッテリ
－ 電子機器が損傷するおそ

• キーレスアクセス & プッ
リー上がりおよびバッテリ
システムの初期化を行う。

－ 行わないとエンジンが始
P.303参照
• アイドリングストップに対

いるため、バッテリーが上
の点検を受ける。

P.490参照
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故障したとき / バッテリーが上がったとき

702018
●ブースターケーブルの接続手順

1. 端子のカバーを外し、赤いブースター

ケーブルの一方を自車のバッテリーの 端

子につなげます。（1）

2. 赤いブースターケーブルのもう一方を救援

車のバッテリーの 端子につなげます。

（2）

3. 黒いブースターケーブルの一方を救援車の

バッテリーの 端子につなげます。（3）

4. 黒いブースターケーブルのもう一方を自車

の車体（バッテリーから離れたボルトなど）

につなげます。（4）

5. 救援車のエンジンを始動し、回転数を少し

高めにします。

6. 自車のエンジンを始動します。

7. ブースターケーブルをつないだときと逆の

順番で外して、 端子のカバーを取り付け

る。
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 ヒ

■

障したとき / ヒューズの点検・交換

68

ューズの点検・交換
バッテリーが上がっていないのに、ランプが点灯しない、電気装置が動かないときは、

ヒューズ切れや電球切れが考えられます。

この場合、次の手順で確認してください。

1. エンジンスイッチをLOCK（OFF）にします。

2. 故障の状況から、点検すべきヒューズをエンジンルームおよび室内のヒューズボック

スカバー裏の表示で確認し、切れていないかを点検します。

3. 切れているときは、ヒューズを交換します。

エンジンルームヒューズボックス

ボンネットを開け、ヒューズボックスカ

バーを取り外します。

701871



故障したとき / ヒューズの点検・交換

669
次ページへ ⇒

●ヒューズの配置

701872
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障したとき / ヒューズの点検・交換

70

No. 表示 内容 容量（A）

1 空き ― ―

2 TAIL リヤコンビランプ 10

3 H/L HI LH フロントヘッドランプ　ハイビーム　左側 10

4 H/L HI RH フロントヘッドランプ　ハイビーム　右側 10

5 空き ― ―

6 H/L LO LH フロントヘッドランプ　ロービーム　左側 15

7 H/L LO RH フロントヘッドランプ　ロービーム　右側 15

8 HORN 1 ホーン 7.5

9 HORN 2 ホーン 7.5

10 空き ― ―

11 D/L ボディ統合ユニット（ドアロック） 15

12 MB-B バッテリーセンサー、電動オイルポンプ 10

13 D-OP +B OP用パワーサプライ 7.5

14 FUEL フューエルポンプ 20

15 HAZARD ターンハザード（ボディ統合ユニット） 15

16 JB-B J/B 30

17 PU B/UP エンジンコントロールユニット 7.5

18 OBD データリンクコネクター 7.5

19 E/G1 エンジンコントロールユニット 15

20 02 HTR O2（酸素）センサー 20

21 E/G2 エンジンコントロールユニット 10

22 AVCS インテーク 10

※ 有無はグレードやオプションにより異なります。



故障したとき / ヒューズの点検・交換
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23 IG COIL イグニッションコイル 15

24 CVT SSR CVTプライマリー回転センサー 7.5

25 TCU トランスミッションコントロールユニット 20

26 BLOWER ブロアーファンリレー 15

27 BLOWER ブロアーファンリレー 15

28 F. FOG フロントフォグランプ 15

29 DEICER ワイパーデアイサー 10

30 SUB FAN サブファンリレー 25

31 MAIN FAN メインファンリレー 25

32 VDC SOL VDC 30

33 空き ― ―

34 R. DEF リヤデフォッガー 25

35 BACKUP バックアップ（ボディ統合ユニット） 30

36 F. WIPER フロントワイパー 30

37 F. WASH
フロントウォッシャー、ヘッドランプ
ウォッシャー

15

38 R. WIPER リヤワイパー &ウォッシャー 15

No. 表示 内容 容量（A）

※ 有無はグレードやオプションにより異なります。
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■

知  識
突起部は、コイントレイを図のよう
にすると出し入れがしやすくなりま

800670
障したとき / ヒューズの点検・交換

72

室内ヒューズボックス

コイントレイを開け、引き取り外します。

取り付けるときは、上側の突起部を先に入

れてから、下側のツメを確実に合わせて取

り付けます。

701873 701874

上側の
に斜め
す。

701875



故障したとき / ヒューズの点検・交換
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次ページへ ⇒

●ヒューズの配置

701876
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障したとき / ヒューズの点検・交換
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No. 表示 内容 容量（A）

1 空き ― ―

2 CIGAR SEAT/H
シガレットライター、電源ソケット、シー
トヒーター

20

3 IGA-1
AVHスイッチ、パワーウインドゥリレー、
メインファンリレー

7.5

4 AUDIO NAVI オーディオ、ナビゲーションシステム 15

5 IGB-2

DCDCコンバータ、エンジンコントロール
ユニット、フューエルポンプリレー、スター
ターカットリレー、スターターリレー、
トランスミッションコントロールユニット

15

6 METER IG コンビメーター 7.5

7 12 V SOCKET 電源ソケット 15

8 A/C IG エアコン 15

9 ACC オートエアコンユニット 7.5

10 IGB-1
ブレーキリレー、VDC、電動パワーステ
アリング、ステアリングアングルセンサー

7.5

11 EYE SIGHT アイサイト用カメラユニット 10

12 空き ― ―

13 IGA-3
ステアリングロックユニット、コンビス
イッチ

7.5

14 UNIT+B 統合ユニット 7.5

15 METER IG コンビメーター 7.5

16 SRVD SRVD 7.5

17 MIRROR リモコンミラー 7.5

18 LAMP IG
バックランプリレー、オートヘッドランプ
レベラー

7.5
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19 IGA-2

キーレスユニット、OP用パワーサプライ、
データリンクコネクター、リモスタECU、
レインセンサー、LEDアクセサリーライ
ナー、ブレーキスイッチ

10

20 SRS AIR BAG SRSエアバッグシステムメイン 10

21 A/C IG エアコン 7.5

22 STRG/H ステアリングヒーター 15

23 DRL ― 10

24 A/C ACC エアコンユニット 7.5

25 UNIT+B 統合ユニット 7.5

26 BACK UP バックアップ（室内ランプ類、OP用） 10

27 A/C +B エアコンリレー 10

28 TRAIL R.FOG リヤフォグランプリレー 20

29 AUDIO ACC オーディオ 7.5

30 BACK UP バックアップ（室内ランプ類、OP用） 7.5

31 SMT スマートエントリー 7.5

32 ILLUMI イルミネーション 7.5

33 KEY SW A プッシュエンジンスイッチ 7.5

34 空き ― ―

35 ILLUMI イルミネーション 7.5

36 KEY SW B エンジンスイッチ 7.5

37 STOP ストップランプ 7.5

38 EYE SIGHT アイサイト用カメラユニット 7.5

No. 表示 内容 容量（A）



故

6

■

●

障したとき / ヒューズの点検・交換

76

ヒューズの点検・交換

ヒューズの外しかた

故障の状況から点検すべきヒューズを

ヒューズボックスカバー裏および室内のコ

イントレイ裏の表示で確認します。

ヒューズプラーをつまんでエンジンルーム

内のヒューズボックスから抜き取ります。

ヒューズプラーでヒューズをつかみ、抜き

ます。

701877

701878



故障したとき / ヒューズの点検・交換

677

注  意
ューズを交換するときは必ず次のことを
守りください。
必ずエンジンスイッチを LOCK（OFF）
にする。

－ ONやACCの場合、ショートするおそ
れがあり危険です。

指定容量のヒューズに交換する。
ヒューズの代わりに針金や銀紙などは絶
対に使わない。

知  識
交換してもヒューズが切れる場合は、電
気系統の異常が考えられますので、スバ
ル販売店で点検を受けてください。
ヒューズ交換後はスバル販売店で点検を
受け、かつスペアヒューズの補充をして
ください。
●ヒューズが切れているとき

ヒューズが切れているときは、エンジン

ルーム内のヒューズボックスカバーの裏側

にあるスペア（7.5 A、10 A、15 A、20

A、25 A、30 A各1個）と交換してください。

切れたヒューズと同じ容量（アンペア数）の

ヒューズと交換してください。

●ヒューズが切れていないとき

• ランプ類が点灯しないときは、電球を点検し、切れているときは交換してください。

• 電球が切れていない場合は、電気系統の異常が考えられますので、スバル販売店で点

検を受けてください。

P.601参照

• ランプ類以外の電気装置が作動しないときは、電気系統の異常が考えられますので、ス

バル販売店で点検を受けてください。

ヒ
お
•

•
•

•

•

701879

800472
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け

け
 け

 け

■

78

ん引のとき

ん引

ん引
お車の故障

さい。最寄

ください。

ん引

けん引方

次の方法で

• 車載（4

トランス

• ロープに

次の条件

ります。

－ 速度3

－ 走行距
 / けん引について

のとき

について
などでけん引が必要な場合は、安全のため必ずスバル販売店に依頼してくだ

りのスバル販売店がわからない場合は、JAF ロードサービスなどに依頼して

してもらうとき

法の違い

のけん引が可能です。

輪持ち上げ）

ミッションや駆動装置が故障したと思われる場合は車載してください。

よるけん引

をお守りください。お守りいただかないと、駆動装置が損傷するおそれがあ

0 km/h以下で走行してください。

離は30 kmを超えないでください。



679

けん引のとき / けん引してもらうとき
注  意
けん引してもらうときは次のことをお守りください。
駆動装置が損傷したり、車がトレッカー（台車）から飛び出す
ことがあります。
• 前輪のみの持ち上げけん引は絶対にしない。

• 後輪のみの持ち上げけん引は絶対にしない。

600190

600191



け

6

■

●

注  意
ーやけん引フックの変形を防ぐた
ん引フックに過度の負荷をかけない
さい。
ん引のとき / けん引してもらうとき

80

ロープによるけん引

やむを得ず 4 輪を接地させてロープでけん

引を行う場合は、フロントバンパーにけん

引フックを取り付けます。

けん引時は、けん引フックにソフトロープ

をかけて行ってください。

けん引フックの取り付けかた

1. バンパーに傷がつかないようマイナスド

ライバーの先端をビニールテープや布で

覆い、カバーの切り欠きに差し込み、て

この原理でカバーを取り外します。

バンパ
め、け
でくだ

702677

702678



けん引のとき / けん引してもらうとき

681
2. けん引フックを取り出し、取り付け部に

ねじ込みます。

P.638参照

3. ジャッキハンドルなどを使って、確実に

けん引フックを締め付けます。

702679

702296



け

6

●

ん引のとき / けん引してもらうとき

82

けん引方法

1. ロープをけん引フックにかけ、ロープ中

央部に白い布（0.3 m×0.3 m以上）をつ

けます。

2. エンジンスイッチをONにします。

3. セレクトレバーを“N”にします。

4. 電動パーキングブレーキを解除し、けん

引します。けん引中は、けん引している

車の制動灯に注意してロープをたるませ

ないようにしてください。

600023



683

けん引のとき / けん引してもらうとき

注  意
もらうときは次のことをお守りくださ

ON にしてハンドルが自由に動くことを

N”にする。
り坂や急な下り坂があるときは、車載（4
ん引を依頼する。
エンジンブレーキがまったく効かないた
ーキペダルを踏み続けるとブレーキが過
るおそれがあります。
に衝撃を与えないよう運転する。
ん引する場合は、次のような現象が発生
して操作する。
が働かず、ブレーキの効きが悪くなりま

グが働かず、ハンドル操作が重くなりま

ーキを確実に解除する。
および駆動装置、走行装置が故障したと
車載で（4輪を持ち上げて）けん引する。
ん引できない場合がある。

知  識
ソフトロープをかけて行ってください。

面の傷つきを防止するため、ソフトロー
ス下面のロープとのこすれ部分にガム

けたり、布を巻くなどの保護処置をして
警  告
• エンジンスイッチを LOCK（OFF）にしたり、キーを抜いた

りしない。
－ ハンドル操作ができなくなり思わぬ事故につながります。

• けん引フックはけん引時以外に使用しない。
• けん引フックはけん引後、必ず取り外す。
－ そのままにしておくと衝撃を受けたときSRSエアバッグお

よび歩行者保護エアバッグが正常に作動しないことがあり
ます。

四輪接地でけん引して
い。
• エンジンスイッチを

確認する。
• セレクトレバーを“
• 移動の途中に長い下

輪持ち上げ）でのけ
－ ロープけん引中は

め、下り坂でブレ
熱して効かなくな

• 急発進などでロープ
• エンジンを止めてけ

するため、十分注意
－ ブレーキ倍力装置

す。
－ パワーステアリン

す。
• 電動パーキングブレ
• トランスミッション

思われるときは必ず
• 故障の内容によりけ

• けん引時は、フックに
• バンパーフェース下

プとバンパーフェー
テープなどを貼り付
ください。



け

6

 他

■

■

警  告
けん引するときは次のことを必ずお
ださい。
引フックはけん引時以外に使用しな

引フックはけん引後、必ず取り外す。
のままにしておくと、後面に衝撃を
けたときに燃料供給停止機能が正常
作動しないことがあります。
D装備車は、SRVD OFFスイッチを
てSRVDを解除する。
ん引車により、レーダー波が妨げら
、システムが正常に機能しません。
4参照

注  意
ーやけん引フックの変形を防ぐた
ん引フックに過度の負荷をかけない
さい。

知  識
引時は、フックにソフトロープをか
行ってください。
パーフェース下面の傷つきを防止す
め、ソフトロープとバンパーフェー
面のロープとのこすれ部分にガム
プなどを貼り付けたり、布を巻くな
保護処置をしてください。
ん引のとき / 他車をけん引するとき

84

車をけん引するとき
やむを得ず故障車をけん引するときは、自車より重い車のけん引は避けてください。

また、溝に落ちた車の引き上げは行わないでください。

けん引フックの取り付け位置

リヤバンパー左下にあります。

けん引フックの取り付けかた

1. バンパーに傷がつかないようマイナスド

ライバーの先端をビニールテープや布で

覆い、カバーの切り欠きに差し込み、て

この原理でカバーを取り外します。

他車を
守りく
• けん

い。
• けん
－ そ

受
に

• SRV
押し

－ け
れ

P.50

バンパ
め、け
でくだ

• けん
けて

• バン
るた
ス下
テー
どの

701960

701961



けん引のとき / 他車をけん引するとき

685
2. けん引フックを取り出し、取り付け部に

ねじ込みます。

P.638参照

3. ジャッキハンドルなどを使って、奥まで

確実にけん引フックを締め付けます。

701962

702296



6

オ

オ
 オ



■

警  告
ジンルームから水漏れ、水蒸気の吹
しがあるときは、蒸気が出なくなる
ボンネットを開けない。
けどなど重大な傷害につながるおそ
があります。
86

ーバーヒー

ーバ

ーバ
このような

• 水温警告

• エンジン

• エンジン

P.127参照

対処のし

1. 後続車に

2. 車両の状

• エンジ

チをL

• エンジ

ままボ

警告灯

ます。

にして

3. エンジン
トしたとき / オーバーヒートしたとき

ーヒートしたとき

ーヒートしたとき
ときは、オーバーヒートです。

灯が赤色に点滅または点灯したとき

の力が急に落ちたとき

ルームから蒸気が立ちのぼっているとき

かた

注意して安全な場所にお車を止め、エアコンを止めます。

態に応じて次の処置を行ってください。

ンルームから水漏れ、水蒸気の吹き出しがあるときは、すぐにエンジンスイッ

OCK（OFF）にしてスバル販売店にご連絡ください。

ンルームから水漏れ、水蒸気の吹き出しがないときは、エンジンを始動した

ンネットを開けて風通しをよくします。冷却ファンが回っている場合は水温

が消灯し、時間が十分経過してからエンジンスイッチを LOCK（OFF）にし

冷却ファンが回っていない場合は、すぐにエンジンスイッチをLOCK（OFF）

スバル販売店にご連絡ください。

が冷えてから、冷却水量、水漏れなどを点検します。

• エン
き出
まで

－ や
れ



ヒートしたとき / オーバーヒートしたとき

687
オーバー

次ページへ ⇒

4. リザーバータンク内の液量を確認し、冷

却水が不足しているときは、補給します。

冷却水は FULL 位置まで補給してくださ

い。

702019



オ

6

警  告
エーターが熱いときはキャップを外
い。
けどなど重大な傷害につながるおそ
があります。
ャップを開けるときは、ラジエー
ーが十分に冷えてから、布きれなど
キャップを包みゆっくりと開けてく
さい。

注  意
水は、エンジンが熱いときに入れな

に冷たい冷却水を入れると、エンジ
が損傷するおそれがあります。

知  識
がない場合は、応急的に水を補給し
補給する水は、軟水または水道水を
てください。
ーバーヒートしたとき / オーバーヒートしたとき

88

5. ラジエーターキャップを開け、冷却水を

補給してください。

冷却水は注入口の口元（イラストの（A）

の位置）まで補給します。

6. 早めに最寄りのスバル販売店で点検を受

けてください。

• ラジ
さな

－ や
れ

－ キ
タ
で
だ

• 冷却
い。

－ 急
ン

冷却水
ます。
使用し

702020

(A)

701972



689

事故が起きたとき / 対処のしかた

注  意
ンジンを始動する前に、燃料が漏れてい
いことを十分確認してください。地面に
れた跡があるなど燃料漏れの可能性があ
場合は、直ちにスバル販売店にご連絡く
さい。
事故
 対処

あわ

• 続

他

• 負

負

• 警

事

• 相

相

同

• ス

ご

■エン

SRS

ンプ

必要

てく
が起きたとき

のしかた
てず次の処置をしてください。

発事故の防止につとめてください

の交通の妨げにならないような安全な場所にお車を移動させ、エンジンを止めます。

傷者の救護につとめてください

傷者がいる場合は、医師、救急車が到着するまでの間、可能な応急手当を行います。

察へ届け出をしてください

故が発生した場所、状況、負傷者の有無や負傷の程度などを連絡します。

手方の確認とメモをおとりください

手方の氏名、住所、電話番号などを確認してメモします。

時に事故状況もメモしておいてください。

バル販売店と保険会社へ連絡してください

購入されたスバル販売店とご加入の保険会社へ連絡をします。

ジンが停止したとき

エアバッグが作動する、または車両後方から大きな衝撃を受けると、フューエルポ

制御により燃料供給を停止し、燃料漏れを最小限に抑えます。エンジンを始動する

がある場合は、一度エンジンスイッチをACCまたはLOCK（OFF）にし、再始動し

ださい。

エ
な
ぬ
る
だ



事

6

■

注  意
合、システムの異常が考えられます
すみやかにスバル販売店で点検を受
ださい。
中、勝手にドアが解錠される場合
てのドアが閉まっているときに、集
アロックスイッチの （施錠）を押
も解錠してしまう場合
トドアロック機能が作動しない場合
故が起きたとき / 対処のしかた

90

自動で解錠されたとき

SRS エアバッグが作動する、または車両後方から大きな衝撃を受けると、緊急避難がで

きるようにすべてのドア（リヤゲート含む）が自動で解錠されることがあります。この

とき車両オートドアロック・アンロック機能は一時停止します。機能を復帰させるには

一度エンジンスイッチをLOCK（OFF）にしてから再度ONにしてください。

次の場
ので、
けてく
• 走行
• すべ

中ド
して

• オー
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仕

仕様一

仕
 サ

離の多いお車や、未舗装路を走行する

※

よる清掃やプラグギャップ（電極すき

不要

メーカー 電極すき間

NGK 1.0～1.1 mm

 kmごと

.7 mm

込んだとき 85 mm以上

P.695参照

4.0 L

2.5 L

約63 L

アクリーナーエレメント

50,000 kmごと
92

様一覧 / サービスデータ

覧

様一覧

ービスデータ
交換時期については、舗装路を1年に10,000 km程度走行する車を前提に定めてあります。走行距

など厳しい使われかたをしたお車については、「メンテナンスノート」をご覧ください。

イリジウムプラグは、次のことに注意してください。

電極材料に貴金属を使用しています。電極を損傷するおそれがあるため、プラグクリーナーなどに

間）調整は行わないでください。

オルタネーターベルトのたわみ量 自動調整式のため点検

スパークプラグ
指定スパークプラグ

品番

DILZKAR7B11※

交換時期 100,000

ブレーキペダル
遊び 0.5～2

踏み込んだときの床板とのすき間 約300 N（約30 kgf）の力で踏み

タイヤ空気圧

ウォッシャータンク
容量

ヘッドランプウォッシャー装備車

上記以外

燃料タンク容量 無鉛レギュラーガソリン使用

エアクリーナーエレメント
使用部品 純正エ

交換時期

バッテリー型式 Q-85



693

仕様一覧 / サービスデータ

次ページへ ⇒

はエンジンの高回転使用頻度が高い等）で

用の頻度が高い場合、1,000 km走行あた

OTOR OIL ECO 0W-20※2

MOTOR OIL SN 0W-20

OTOR OIL ECO 5W-30

MOTOR OIL SN 5W-30

l SLX Professional SM 5W-40

プレイアード ZERO 0W-30

オイルとフィルター同時交換

約4.4 L

ごと、または12か月ごと
らか早いほうで実施）

オイルフィルター

0,000 kmごと
緒に交換することをお奨めします。

ューエルフィルター

00,000 kmごと

ルードリニアトロニックII

約10.8 L

スノート」をご覧ください。
※1: エンジンオイル消費量は新車時から数千km走行すると安定しはじめます。

また、厳しい運転条件（悪路、山道、登降坂路、交差点などでの急加減速の繰り返し、また

の走行時は、通常に比べてエンジンオイルの消費が早くなることがあります。このような使

り0.5 L～1 L消費する場合があります。早めの点検・補給をお奨めします。

※2: 工場出荷時充填オイル

エンジンオイル※1

使用オイル

SUBARU M

SUBARU 

SUBARU M

SUBARU 

SUBARU Castro

SUBARU レ･

規定量
オイルのみ交換

約4.2 L

交換時期
10,000 km

（どち

エンジンオイルフィルター
使用部品 純正

交換時期
1

エンジンオイルと一

フューエルフィルター
使用部品 純正フ

交換時期 1

トランスミッションフルード

使用オイル スバルCVTフ

規定量

交換時期 「メンテナン
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仕

ルエクストラMT　75W-80

約1.3 L

,000 kmごと

ルエクストラMT　75W-80

約0.8 L

,000 kmごと

ーパークーラント

約7.8 L

220,000 kmまたは11年目
どちらか早いほうで実施）

,000 kmごと、または6年ごと
どちらか早いほうで実施）

ーキフルードまたはDOT3
キフルードを使用しないこと）

年、以降2年ごと

限度：1.5 mm

限度：1.5 mm

限度値とその測定方法に関する情報
バル販売店にご相談ください。

C6°/800 rpm
94

様一覧 / サービスデータ

フロントデファレンシャルオイル

使用オイル スバルギヤオイ

規定量

交換時期 40

リヤデファレンシャルオイル

使用オイル スバルギヤオイ

規定量

交換時期 40

冷却水

使用冷却水 スバルス

規定量

交換時期
1回目

（

2回目以降
120

（

ブレーキフルード
使用フルード

スバル純正ブレ
（銘柄の異なるブレー

交換時期 初回3

ディスクブレーキのパッドの摩耗限度
前輪 使用

後輪 使用

ブレーキディスクの摩耗限度 前輪／後輪
ブレーキディスクの使用

が必要な場合は、ス

点火時期［アイドリング時：エアコンOFF時］ BTD
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仕様一覧 / タイヤ・ホイール

601393

インセット量（mm）

55

ときの空気圧
f/cm2）

後輪

220（2.2）

5,000 kmごと

アインジケーターが現れたとき
ヤの溝の深さが1.6 mm以下）
 タイヤ・ホイール
標準装着タイヤおよび装着可能なタイヤのサイズと空気圧は、車種・グレードにより異なり

ますので、運転席ドアを開けたボディ側に貼ってある「タイヤ空気圧」のラベルをご覧くだ

さい。

■ホイールサイズ

■タイヤ空気圧

■タイヤの位置交換と交換時期

タイヤサイズ
ホイールサイズ

リムサイズ P.C.D（mm）

225/60 R17 17×7J 100

タイヤサイズ
タイヤが冷えている

単位：kPa（kg

前輪

225/60 R17 230（2.3）

タイヤの位置交換（タイヤローテーション）時期

タイヤの交換時期
ウエ

（タイ
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カ

カ
 カ

■



■



96

スタマイズ

スタ

スタ

お客様が

P.149参照

お客様が

P.169参照
機能 / カスタマイズ一覧

マイズ機能

マイズ一覧

マルチインフォメーションディスプレイで変更可能な機能

マルチファンクションディスプレイで変更可能な機能
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カスタマイズ機能 / カスタマイズ一覧

設定 初期設定

0秒／30秒 30秒

プ 作動あり／作動なし 作動なし

作動あり／作動なし 作動あり

作動あり／作動なし 作動あり

1（弱）～4（強） 2（標準）

オート／間欠作動 オート

ON／OFF ON

作動あり／作動なし 作動あり

動解除 有効／無効 無効

作動あり／作動なし 作動あり

10秒／20秒／30秒 30秒

ゥ開閉 作動あり／作動なし 作動なし

OFF／1（小）～7（大）5（標準）

作動あり／作動なし 作動あり

作動あり／作動なし 作動あり

作動あり／作動なし 作動あり

作動あり／作動なし 作動あり

OFF／1（弱）～5（強）3（標準）
■スバル販売店でのみ変更可能な機能

※1: キーレスアクセス&プッシュスタート装備車のみ

※2: SRH装備車のみ

※3: ADB装備車のみ

項目 機能の内容

盗難警報装置

警報の監視開始時間の設定

次のランプの警報作動時点灯作動 • ルームランプ
• スポットマップラン
• カーゴルームランプ

キー閉じ込み防止 キー閉じ込み防止の作動

半ドア対策機能 半ドアのバッテリー上がり防止機能の作動

オートライト 感度調整

オートワイパー ワイパー作動

発進時1回払拭機能 発進時1回払拭機能の作動

リバース連動リヤワイパー リバース連動リヤワイパーの作動

アイドリングストップ 方向指示レバー操作時アイドリングストップ非作動および自

ウェルカムライティング
ウェルカムライティングの作動時間

（乗車時、降車時それぞれに設定可能）

前席ウインドゥリモート開閉機能 アクセスキーまたはリモコンキー操作での前席パワーウインド

キーレスアクセス／電波式
リモコンドアロック

アンサーバックブザーの音量※1

ワイパー連動ヘッドランプ ワイパー連動ヘッドランプの作動

エマージェンシーストップシグナル エマージェンシーストップシグナルの作動

SRH（ステアリング連動ヘッド
ランプ）※2 SRH（ステアリング連動ヘッドランプ）の作動

ADB（アダプティブドライビン
グビーム）※3 ADB（アダプティブドライビングビーム）の作動

オートディマーキャンセル 感度調整
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困

困った

困

い（キーレスアクセス&プッシュス

踏み込みが弱いことが考えられま

スイッチ内の作動表示灯が緑色に点

キペダルを踏み込み、プッシュエン

てください。

動前はブレーキペダルが重くなるこ

常ではありません。

れていることが考えられます。

右に回しながら、ブレーキペダルを

ジンスイッチを押してください。

滅しているときはエンジンが始動し

けられない

フが作動していることが考えられま

ルを引いて開けてください。

フを解除するときは、レバーを

に動かしてください。
98

ったときの

ときの Q&A

った
Q&A

ときのQ&A

アクセスキーまたはリモコンキーでドアが開かない

電波ノイズの影響または電池切れが考えられます。

車に近づいて再度操作してください。

車の周囲約 1 m 以内で何度か操作をしても開かない場

合は、アクセスキーまたはリモコンキーの電池の消耗

あるいは故障が考えられます。スバル販売店にご相談

ください。

P.211参照

P.595、P.598参照

ハンドルが急に重くなった

電動パワーステアリングの保護システムが作動してい

ることが考えられます。

車庫入れなどでハンドル操作を何度も繰り返すと、保

護システムが作動することがあります。このときハン

ドルが重くなりますが、故障ではありません。通常の

操作力に戻るまで、しばらくハンドル操作を控えてく

ださい。

P.316参照

エンジンが始動しな

タート装備車）

ブレーキペダルの

す。

プッシュエンジン

灯するまでブレー

ジンスイッチを押し

なお、エンジン始

とがありますが、異

P.308参照

ハンドルがロックさ

ハンドルを軽く左

踏み、プッシュエン

表示灯が緑色に点

ません。

P.303参照

後席ドアが中から開

チャイルドプルー

す。

車外からドアハンド

チャイルドプルー

「LOCK」と反対側

P.231参照



困ったときの Q&A

699

ストップした後、ブザーが鳴りエンジン

い

ストップ中、安全を確保するため、強制

状態になります。

ーを“P”にし、通常の操作でエンジンを

さい。

ラ映像が映らない

トレバー連動機能を OFF に設定していま

映りが悪い

が汚れていませんか？

射光や周辺の車のヘッドランプの光が直

たっていませんか？
アイドリングストップしない

アイドリングストップが作動する条件を満たしていな

いことが考えられます。

走行中、アイドリングストップする条件が揃うとアイ

ドリングストップ表示灯 （緑色）が点灯します。

P.483参照

停車時または停車後のブレーキおよびハンドルの操作

が、アイドリングストップが作動する条件を満たして

いないことが考えられます。

• ブレーキペダルの踏み込みが弱いとアイドリング

ストップしないことがあります。停車後、ブレー

キペダルを踏み増してください。

• ハンドルは曲がっていませんか?

停車時にハンドルが直進状態でなかった場合また

は停車後ハンドルを操作しているときはアイドリ

ングストップしません。

P.485参照

アイドリング

が始動できな

アイドリング

的にエンスト

セレクトレバ

始動してくだ

P.489参照

後退時、カメ

カメラセレク

せんか？

P.169参照

カメラ映像の

レンズカバー

太陽の強い反

接レンズにあ
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故

故

灯しない

すか？
灯する条件については下記を参照

参照
00

障と思う前

障と
に

思う前に

全車速追従機能付クルーズコントロールがセットでき

ない

（クルーズ）スイッチを押し忘れていませんか？

押し忘れているときは “ ”（全車速追従機能付ク

ルーズ表示灯）は点灯しません。

EyeSight システムが一時停止状態になっていません

か？

EyeSightシステムが一時停止状態のときは、マルチイ

ンフォメーションディスプレイに“ ”（EyeSight

一時停止表示灯）が点灯します。

一時停止状態の要因を解消した後、再度設定操作を

行ってください。

READY表示灯が点灯していますか？

全車速追従機能付クルーズコントロールは、READY表

示灯が点灯していないとセットできません。READY表

示灯が点灯しているときセット操作をしてください。

ブレーキ踏み増し要求警報のタイミングが早いとき、

または遅いときがある

ブレーキ踏み増し要求警報は、先行車との距離や速度

差などから、システムが踏み増し要と判断したときに

作動するため、先行車のブレーキのかけかたによって

はタイミングが変わる場合があります。

READY表示灯が点

セットできる条件で
READY 表示灯が点
してください。
P.386、P.451



故障と思う前に
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いのに全車速追従機能付クルーズコント

行う

はありませんか？

っては隣車線の車両を先行車として認識

ります。

走行中ではありませんか？

は、ガードレール、路側の構造物に対し

御を行う場合があります。

いのに、先行車発進お知らせが作動する

辺物や交通環境、天候によって先行車以

て先行車発進お知らせが作動する場合が

くなった後や、先行車との距離が離れた

いとき、または速いときがある

の走行状態や周囲の道路状況によって

の判断が遅くなる場合があり、加速する

遅く感じる可能性があります。

信号を認識していませんか？

しているときは不要な加速を抑えること
先行車を認識しない、認識するのが遅い、すぐに認識

しなくなるなど

停止車両、極端に遅い車両ではありませんか？

停止車両や極端に遅い車両は認識が遅れる場合があり

ます。

フロントガラスが汚れたり、曇ったりしていません

か？

フロントガラスに汚れや曇りがある場合、先行車を認

識しないことがあります。フロントガラスの汚れや曇

りを取り除いてから再び使用してください。

先行車が遠い距離にいませんか？

ステレオカメラの最大の認識距離は約110 mです。そ

れ以上の距離が開いていると認識しません。

カーブ路ではありませんか？

認識範囲は左右に限界があります。

上り下りが連続した道路（陸橋など）、またはバンク路

面（路面が傾いている道路）ではありませんか？

認識範囲は上下に限界があります。

先行車が入れ替わっていませんか？

入れ替わった場合は、認識が遅れることがあります。

先行車が水や雪などを巻き上げて走行していません

か？

水や雪を巻き上げている場合、先行車を認識できない

ことがあります。

先行車がいな

ロール制御を

隣車線に車両

道路状況によ

する場合があ

カーブ付近を

カーブ走行中

てブレーキ制

先行車がいな

車両前方の周

外の物に対し

あります。

先行車がいな

後の加速が遅

自車や先行車

は、システム

タイミングが

システムが赤

赤信号を認識

があります。



故

7

ルが勝手に解除された

ールを解除する操作をしていません

照

が一時停止状態になっていません

付クルーズコントロールを使用し

パーキングブレーキが勝手に作動し

キングブレーキがかかります。

約2分経過したとき

満たしたとき

照

障と思う前に

02

EyeSightシステムが一時停止から復帰しない

雨天の中を、性能が悪化したワイパーのままや、フロ

ントガラスに油膜が付着した状態で走行していません

か？

ワイパーを新品に替え、フロントガラスの油膜を取り

除いてください。

太陽が真正面（西日など）にあったり、夜間対向車の

強いヘッドランプをあびていませんか？

この場合、EyeSightシステムが一時停止状態になりま

す。

低温または高温の場所に駐車していませんか？

この場合、ステレオカメラが使用可能な温度になるま

で、EyeSightシステムが一時停止状態になります。

システムによるブレーキが作動すると音がする

システムによるブレーキの作動音で異常ではありませ

ん。

渋滞走行時、ブレーキ制御を行う頻度が高い

人の運転と異なり先行車の動きのみにあわせての制御

ですので、頻繁な加減速となる場合があります。なお、

このような状況で車間距離が保ちにくい場合は使用を

控えてください。

クルーズコントロー

クルーズコントロ

か？

P.400、456参

EyeSight システム

か？

※ 全車速追従機能

ている場合

停止保持中に電動

た

次の場合は電動パー

• 停止保持状態で

• 自動解除条件を

P.399、401参
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・先行車追従操舵機能、車線逸脱抑制機

除された

手を離していませんか？ハンドルに軽く

転をしていませんか？

転者のハンドル操作を検知できない場

維持・先行車追従操舵機能、車線逸脱抑

解除します。

走行していませんか？

車線中央維持・先行車追従操舵機能、車

能は作動しません。

・先行車追従操舵機能、車線逸脱抑制機

操作をしていませんか？

29参照
（レーンキープ）スイッチを押したけど、車線中央

維持・先行車追従操舵機能が働かない

全車速追従機能付クルーズコントロールをセットして

いますか？

車線中央維持・先行車追従操舵機能は全車速追従機能

付クルーズコントロールが作動しているときだけ働き

ます。

カスタマイズ機能でレーンキープ（中央維持＋先行車

追従）をONにしていますか?

カスタマイズ機能でレーンキープ（中央維持＋先行車

追従）を OFF にしているときは、車線逸脱抑制機能が

働きます。

道路に白線がはっきりと描かれているのに車線逸脱抑

制機能が働かない

白線は両側ともはっきりと描かれていますか？

白線が片側のみしかはっきりと描かれていない場合、

車線逸脱抑制機能は車線を認識できないため、作動し

ません。

車線の幅が狭い、もしくは広くありませんか？

車線の幅が約3 m～約4 mでないと、車線逸脱抑制機

能は作動しません。

車線中央維持

能が勝手に解

ハンドルから

手を添えて運

システムが運

合、車線中央

制機能を一時

急なカーブを

急カーブでは

線逸脱抑制機

車線中央維持

能を解除する

P.419、4



故

7

アクセルペダルを急に踏んでも後退

ない

に不必要な制限をしないように、踏

を高く設定しています。

出し抑制が働かない場合でも、後退

より、急な加速を抑えます。

ターを作動あり（高速／中速／低

いるときのみ。

ーキ OFF 表示灯が点灯していませ

ーキ OFF 表示灯が点灯していると

制制御（後退飛び出し抑制、後退速

動しません。プリクラッシュブレー

して、機能をONにしてください。

が一時停止状態になっていません
障と思う前に

04

先行車が自車の前方を走行中で先行車表示灯が点灯し

ているのに、先行車追従操舵機能が働かない

自車の速度が速くないですか？

先行車追従操舵機能は約 60 ㎞ /h 以上では作動しませ

ん。

先行車の幅が狭くありませんか？

バイクなどの2輪車、超小型車など幅の狭い先行車に対

しては先行車追従操舵機能は作動しません。

先行車との速度差がある、もしくは先行車が自車の正

面から外れていませんか？

先行車と速度差がある（先行車が離れていってしま

う）、または先行車が蛇行していたり、車線の端によっ

て走行しているなどの状況では、先行車追従操舵機能

が作動しないことがあります。

後退するときに、

飛び出し抑制が働か

通常の運転操作時

み込み強さの判定値

ただし、後退飛び

速度リミッター ※に

※ 後退速度リミッ

速）に設定して

プリクラッシュブレ

んか?

プリクラッシュブレ

きは、AT誤後進抑

度リミッター）は作

キOFFスイッチを押

EyeSight システム

か?
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ッターが効かない

なっていませんか? または、後退速度リ

限速度が速く設定されていませんか?

ッターの制限速度は、カスタマイズ操作

。

いたり、制限速度がお客様の通常の後退

設定されている場合は、設定を変更して

ュブレーキ OFF 表示灯が点灯していませ

ュブレーキ OFF 表示灯が点灯していると

進抑制制御（後退飛び出し抑制、後退速

）は作動しません。プリクラッシュブレー

チを押して、機能をONにしてください。

ステムが一時停止状態になっていません
後退飛び出し抑制が勝手に解除された

次のいずれかの操作をしていませんか?

• アクセルぺダルを深く踏んだ状態が 3 秒以上継続

した

－ システムが運転者に速く後退したい意思がある

と判定し、徐々に制御を解除します。

• ブレーキペダルを踏んだ

－ システムが運転者に減速したい意思があると判

定し、制御を解除します。

EyeSight システムが一時停止状態になっていません

か?

後退飛び出し抑制が作動中に EyeSight システムが一

時停止したときは、徐々に制御を解除します。

後退速度リミ

設定がOFFに

ミッターの制

後退速度リミ

で設定します

OFF になって

速度より速く

ください。

プリクラッシ

んか?

プリクラッシ

きは、AT誤後

度リミッター

キOFFスイッ

EyeSight シ

か?
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後退速度リミッターが作動中に勝手に解除された

次のいずれかの操作をしていませんか?

• アクセルぺダルを深く踏んだ

－ システムが運転者に速く後退したい意思がある

と判定し、徐々に制御を解除します。

• ブレーキペダルを踏んだ

－ システムが運転者に減速したい意思があると判

定し、制御を解除します。

EyeSight システムが一時停止状態になっていません

か?

後退速度リミッターが作動中に EyeSight システムが

一時停止したときは、徐々に制御を解除します。
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イモビライザー ･････････････････ 251

盗難警報装置 ･･･････････････････ 254

セキュリティ表示灯 ･･･････････････ 114

セレクトインジケーター ･･･････････ 114

セレクトレバー ･･･････････････････ 329

レバーが動かないとき ･･･････････ 661

先行車表示灯 ･････････････････････ 117

センサー

RABソナーセンサー･･････････････ 359

感知センサー ････････････････････ 542

タッチセンサー（施錠）･･･････････ 219

レーダーセンサー ････････････････ 505

レインライトセンサー ･･････ 279、286

全車速追従機能付クルーズコントロール

･･･････････････････････････ 380

信号認識機能 ････････････････････ 407

全車速追従機能付クルーズ表示灯

･･･････････････････････････ 116

ブレーキ踏み増し要求警報 ････････ 405

洗車のしかた ･･････････････････････ 565

前照灯（ヘッドランプ）

合図のしかた（パッシング）･･･････ 281

ウォッシャー ････････････････････ 291

上下を切り替えるとき ････････････ 280

電球（バルブ）の交換 ････････････ 607

ライティングスイッチ ････････････ 278

ワット数 ････････････････････････ 601

センターコンソールトレイ ･･････････ 547

センタートレイ ････････････････････ 546

全輪駆動（AWD）･･････････････････ 300

警告灯 ･･････････････････････････ 122

そ
走行するときには ･･･････････････････ 22

速度計（スピードメーター）･････････ 108
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ングブレーキ ････････････････322

スの換気 ･････････････････････ 18

ーム／パッシング表示灯 ･･････114

ウントストップランプ ････････601

ドランプ（非常点滅表示灯）

ッチ ････････････････････････295

（バルブ）の交換

････････････････611、613、614

ト数 ････････････････････････601

････････････････････････････655

ング ････････････････････････281

リー

････････････････････････････692

灯 ･･････････････････････････124

テリー液量の点検 ････････････635

テリーが上がったとき ････････665

リー上がり防止機能 ･･････････304

シフト

ルシフトレバーの操作 ････････334

ィミラー ････････････････････545

（電球）

････････････････････････････601

ト数 ････････････････････････601

ウインドゥ ･･････････････････240

シート ･･････････････････････264

ステアリング ････････････････316

したとき ････････････････････639

用パンク修理 ････････････････639
くいん
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ーリングアシスト ･･････････361、380

車線中央維持・先行車追従操舵機能

･･･････････････････････････ 409

全車速追従機能付クルーズコントロール

･･･････････････････････････ 380

レーンキープ表示灯 ･･････････････ 118

速クルーズコントロール ･･････････449

表示灯 ･･････････････････････････ 117

入れ ････････････････････････････ 564

外装の手入れ ････････････････････ 565

ガラスの手入れ ･･････････････････ 568

内装の手入れ ････････････････････ 570

球（バルブ）

交換 ････････････････････････････ 601

ワット数 ････････････････････････ 601

源ソケット ･･････････････････････ 553

池交換

アクセスキー ････････････････････ 598

リモコンキー ････････････････････ 595

動パーキングブレーキ ････････････ 322

警告灯 ･･････････････････････････ 121

作動灯 ･･････････････････････････ 113

と
ドア･･････････････････････････････ 231

開閉････････････････････････････ 231

施錠・解錠････････････････ 216、227

半ドア対策機能･･････････････････ 238

ドアミラー････････････････････････ 274

盗難警報装置･･････････････････････ 254

作動させてしまったときには･･････ 256

設定････････････････････････････ 257

時計････････････････････････ 162、202

トップテザーアンカレッジ････････････99

トノカバー････････････････････････ 550

トリップメーター･･････････････････ 111

に
日常点検･･････････････････････････ 632

ね
燃費計

瞬間燃費計････････････････ 131、206

平均燃費計････････････････ 131、205

燃料

指定燃料････････････････････････ 692

タンクの水分除去････････････････ 574

タンク容量･･････････････････････ 692

燃料給油口･･････････････････････ 247

燃料計･･････････････････････････ 110

燃料残量警告灯･･････････････････ 125
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713

ォグランプ

スイッチ････････････････････････ 285

表示灯･･････････････････････････ 114

ワット数････････････････････････ 601

ック

カーゴフック････････････････････ 558

買い物フック････････････････････ 558

コートフック････････････････････ 557

ューエルメーター（燃料計）･･･････ 110

ューエルリッド（燃料給油口）･････ 247

用タイヤ（スタッドレスタイヤ）

･･･････････････････････････ 627

ルオートエアコン

ダイヤルタイプ･･････････････････ 536

プッシュタイプ･･････････････････ 528

レーキ

ABS（アンチロックブレーキシステム）

･･･････････････････････････ 317

エマージェンシーストップシグナル

･･･････････････････････････ 320

エレクトロニックブレーキフォース

ディストリビューション（EBD）

･･･････････････････････････ 320

警告灯･･････････････････････15、121

電動パーキングブレーキ･･････････ 322

プリクラッシュブレーキ･･････････ 368

ブレーキアシスト････････････････ 322

ブレーキオーバーライド･･････････ 321
番号表示灯（ライセンスランプ）

ワット数 ･･･････････････････････ 601

ハンドル（ステアリング）

チルト／テレスコピックステアリング

･･･････････････････････････ 272

パワーステアリング ･････････････ 316

ロックの解除 ･･･････････････････ 303

ひ
ビークルダイナミクス

コントロール（VDC）･･･････ 491

OFFスイッチ ･･･････････････････ 495

OFF表示灯 ･･･････････････ 115、495

警告灯 ･･･････････････････ 126、493

作動表示灯 ･･･････････････ 115、493

ヒーテッドドアミラー ･････････････ 276

非常点滅表示灯（ハザードランプ）

スイッチ ･･･････････････････････ 295

電球（バルブ）の交換

･･･････････････ 611、613、614

ワット数 ･･･････････････････････ 601

ヒューズ ･････････････････････････ 668

点検・交換 ･････････････････････ 676

表示灯 ･･･････････････････････13、113

EyeSight一時停止表示灯･････････ 119

EyeSight警告表示灯･････････････ 119

アイドリングストップOFF表示灯 ･ 116

アイドリングストップ表示灯

･････････････････････ 116、488

SRH OFF表示灯 ････････････････ 116

SRVD OFF表示灯 ･･･････････････ 115

SRVD接近表示灯 ････････････････ 502

自車表示灯 ･･････････････････････ 117

シフトポジション表示 ････････････ 114

車間設定表示灯 ･･････････････････ 117

車線逸脱警報OFF表示灯 ･･････････ 119

車線表示灯 ･･････････････････････ 118

水温表示灯 ･･････････････････････ 127

セキュリティ表示灯 ･･････････････ 114

セット車速表示 ･･････････････････ 117

セレクトインジケーター ･･････････ 114

先行車表示灯 ････････････････････ 117

全車速追従機能付クルーズ表示灯

･･･････････････････････････ 116

定速クルーズ表示灯 ･･････････････ 117

電動パーキングブレーキ作動灯 ････ 113

ハイビーム／パッシング表示灯 ････ 114

VDC OFF表示灯･･･････････ 115、495

VDC作動表示灯 ･･･････････ 115、493

プリクラッシュブレーキOFF表示灯

･･･････････････････････････ 120

フロントフォグランプ表示灯 ･･････ 114

方向指示器表示灯 ････････････････ 113

ライティングスイッチ表示灯 ･･････ 114

リヤフォグランプ表示灯 ･･････････ 114
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